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柳町遺跡1号木甲着用想像図
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柳町遺跡1号木甲附属棒状留具全姿・文字痕跡図



棒状留具の文字痕跡 一左分害IJ ・ 右分割一
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一国土交通省一般国道208号玉名バイパス建設事業にともなう玉名市河崎字柳町に所在
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序 文

熊本県教育委員会では、 国土交通省九州地方建設局熊本工事事務所の委託を受け、

一般国道208号玉名バイパス建設事業にともない玉名市河崎柳町に所在する柳町遺

跡の発掘調査を実施いたしました。

今回報告する柳町遺跡の発掘調査は、 平成6'"'-'8年度までの調査箇所の発掘調査

報告書で、 多くの出土品から縄文時代、 弥生時代、 古墳時代、 平安時代へと連綿と

してつづく玉名平野の拠点的な集落跡であることがわかりました。 特に出土した古

墳時代初頭の木製短甲には日本最古級の文字が発見され、 この時期には文字を使用

していたことが立証されました。

この報告書が、 埋蔵文化財の保護に対する認識と理解を深め、 さらには学術研究

の進展にいささかでも寄与できれば、 喜びに堪えません。

なお、 本調査を実施するにあたり、 多大の御協力をいただ国土交通省九州地方建

設局熊本工事事務所ならびに貴重なご指導ご助言を賜りました検討会議の委員、 現

地指導の諸先生方及び玉名市河崎地区の皆様方に厚く御礼申し上げます。

平成13年3月3 1日

熊本県教育長 田 中 力 男



例 邑

1 本書は熊本県教育委員会が建設省九州地方建設局熊本工事事務所の委託を受けて実施した、

熊本県玉名市河崎字柳町に所在する柳町遺跡の調査I・ II • IV区の調査報告書である。

2 柳町遺跡の調査I区は平成6年8月から平成7年3月まで、 調査 E区は平成7年7月から

平成8年3月まで、 調査町区は平成8年7月から平成9年3月までの期間を、 現地において

熊本県教育庁文化課が発掘調査を実施した。

3 発掘調査にともなう遺構の実測ならびに現地の写真撮影は、 調査I区を池本利直・田中康

雄・三好伴好・高谷が、 調査 E区を池本・帆足俊文・三木ますみ・高谷が、 調査IV区を池本・

野口康雄・高谷が行った。

4 調査区全体の四級基準杭測量、 各区の地形測量、 取り上げ遺物の分布図化作業等は有限会

社 埋蔵文化財サポートシステム熊本支店で実施した。

5 各調査区の全体写真は各区ごとに行い、 そのデータをもとに写測エンジニアリング株式会

社においてデ、ジタル合成を行った。

6 整理作業は現地調査完了後の平成9年4月から平成12年3月までの3カ年を費やし、 多く

を熊本県文化財収蔵庫渡鹿文庫、 木製品等の一部を柳町遺跡調査事務所内で実施した。

7 土器の実測は池本、 高谷、 赤坂 希、 戸由紀美子、 蔵富士 寛、 浜田教靖、 松本博幸が、

その他の土器を埋蔵文化財サポートシステム熊本支店で実施した。 木器の実測は池本、 高谷、

蔵富士、 松本が、 石器・鉄器・青銅器等は池本、 高谷、 赤坂が行い、 l号木甲及び附属棒状

留具の実測は高谷が行った。

8 遺構、 遺物の製図は戸田・赤坂・中地晶子・三宅由華が行った。 また写真図版掲載の遺物

の写真撮影は福田信子・徳永琢磨・高谷が行った。

9 柳町遺跡の調査区の設定と全区の概要については、 玉名市教育委員会より資料提供を得て、

玉名市の田中康雄・末永崇・熊本県の坂田和弘・高谷の協議のもとで作成を行った。

10 本書の執筆者は本文目次の各項目ごとに執筆者名を記した。 なお専門調査員より10編の玉

稿を頂いた。 全体の編集は熊本県教育庁文化課で行い高谷和生が担当した。

11 表紙題字は米村保齢氏の揮主主である。



凡 例

l 柳町遺跡調査I区よりX区までの全調査区位置関係図は2，500分のlとした。 ただし遺構

名・番号の表示は他調査区が整理途上であることからそれを省略した。

2 現地での実測作業では遺構配置図を調査区毎に100分のl、50分の 1 で設定し、一方本書へ

の掲載はI区を200分のl、 E区を400分の 1 、 町区を400分のlとした。

3 現地での各遺構の実測は20分のl、 10分のlでおこない、 一方本書への掲載は各遺構図版

に示した。 また自然流路への流れ込みで、ある包含層については、 各区ごとで作業図を作成し、

出土遺物の種別毎に分けて表示した。

4 遺構内より一括して出土している重要遺物の出土状況については、 平面図中に実測略図及

び遺物番号を記しその位置を実線で示した。

5 出土遺物は全部通し番号とし、 その縮尺では土器は3分のl、 小型土製模造品は2分のl、

石器は5分の 1 、 3分の 1 、 木器は10分のl、 5分のl、 2分のlとした。 なお遺物番号末

に縮尺を分数型で表示した。

6 出土遺物の解説は本文中に記すとともに、 種別・形式・法量出土層位等については、 利便

を図り図版下段にも併せて掲載した。

7 出土木製品は本書の遺物番号とともに柳町遺跡木製品番号(TY) を備考欄に併記した。

それはr94 :出土西暦の下2桁・TY:玉名市柳町遺跡略記号・ 個別登録番号」に示す。

また図化分類と処理分類については付表4の観察表及び第5章3節木製品一覧に示すとお

りである。

8 観察表中では遺物の出土地点の遺構名称を次の略記号で標記した。

竪穴住居跡(SI)・井戸跡(SE)・土杭跡(SK)、 溝跡(SD)、 杭列(SM)・排水溝・側溝(ソ

クミゾ)、 自然流路(流路 )

9 柳町遺跡出土木製品については、 平成11年度末までの全調査区から出土した全資料を実見

し第5章3節の一覧表にまとめた。 また本報告書の掲載した主な木製品の計測部位を第i表

に掲載した。 ただし土器・石器についての計測部位は一般的な計測位置とした。

10 図中に表示しであるスクリーントンについては以下の凡例による。

ぷ潟 竪穴住居跡焼土箇所 ;訴訟5 木製品樹皮部分
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第 iii表 柳町遺跡出土木製品分類表
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第1分冊 本文目次

例言

凡例

柳町遺跡 1 . II . N 区 内 出 土弥生時代終末期土器~古式土師器分類表

柳町遺跡出土木製品分類表
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第 l 節 調査 に いた る経緯

序章 調査の概要
第 1 節 調査にいたる経緯

昭和47年建設省九州地方建設局熊本工事事務所で は 、 玉 名 市街地 中 心部 を 東 西 に 走 り 通行す る 主要幹線で

あ る 一般国道208号線の 交通混雑 の解消 と 交通安全な ら び に 良好な沿線環境 の確保 を 目 的 と し 、 あ わ せ て交通

ネ ッ ト ワー ク の 充実、 地域振興等 を 目 的 と し て 、 本地 を 迂回す る 総延長8.5km に お よぶ玉 名 バ イ パ ス の 建設構

想 を と り ま と め た。

昭和54年 3 月 7 日 付 け 、 建 九熊調第284号 に 依頼 に よ り 昭和54年 3 月 1 9 日 、 県文化課担当職員 4 名 、 玉 名 市

開 発部局側 3 名 、 玉名 市教育委員会社会教育課 1 名 、 岱明 町企画課 l 名 で立会 で の踏査 を 実施 し た。

そ の 結果下記 の 玉 名 バ イ パ ス 関係埋蔵文化 財一覧表に示すとお り 計 14カ 所の 埋蔵文化財が確認 さ れた 。 文

化財の概要等は欄に記載 し た と お り で あ る が 、 特 に 「大塚古墳、 城ヶ辻古墳群は確認調査 に よ り で き る か ぎ

り 文化財 を 避け て 計画路線 の 変更検討」 が必要で あ り 、 「他の遺跡は試掘調査 を 行 い 、 そ の 結果に よっ て は 、

記録保存 の た め の発掘調査が必要」 で あ る と 回答し た。

こ の こ と か ら 県 文 化課 で は 昭 和54年 7 月 か ら 1 0月 ま で最終路線決定 の た め の 詳細 な 確 認 調 査 を 2 箇 所

(城ヶ辻古墳群、 大塚古墳) 実施 し 、 そのデー タ を も と に路線 を 一部変更し て 、 両古墳 と も に 墳丘 ・ 周溝 ま

で保護す る こ と がで き た。

なお こ の 際 の 詳細確認調査の結果は、 熊本県文化財調査報告第88集下 山 西遺跡の 附論 「城ヶ辻古墳群発掘

調査 一 熊本県玉 名市寺 田 字城 ケ辻所在 の遺跡 一 」 と し て 、 概要報告を 行 っ た 。

平成 3 年度 か ら は記録保存 の た め 、 玉 名 市立願寺 の建設予定地内 に位置す る 大塚遺跡の 発掘調査 に着手 し

た。 平成 3 年 4 月 か ら 9 月 ま で実施さ れた調査 1 • II 区か ら は縄文時代後期 の 包含層 と 古墳時代 の 周 溝状遺

構が確認 さ れ、 平成 5 年 9 月 か ら 平成 6 年 1 月 ま で調査 し た調査 E 区 で は 、 奈 良時 代 の 掘立住建物 と 奈 良 時

代か ら 平安時代 に か け て の遺物包含層 が確認 さ れた。 ま た 平成 3 年度 に は 、 惣萩遺跡の 試掘調査 を 実施 し た

が、 薄 い包含層 の みで遺構は検 出 で き な か っ た。

平成 3 ・ 5 年度 に は玉 名 平 野 中 心部 に位置す る 条里遺構の確認調査が進 め た 。 そ の結果事 前 の 遺跡分布状

況 の情報等で把握で き た よ う に 、 玉 名 市河崎字柳町地 内 に弥生時代か ら 古墳時代、 奈 良 時代末期~平安時代

に ま た が る 大規模な遺跡の 所在が確 認 さ れた。 そ の調査対象総面積は27. 800ばで あ る 。

平成 6 年度 か ら 始 ま っ た熊本県教育庁文化課 に よる 柳町遺跡の発掘調査で は 、 法面か ら の 出水や調査区地

下か ら の 浸透水が顕著 で 、 調査効率が著 し く 低 く 、 年間調査対処面積が約3. 000rri と な っ た 。 こ の こ と か ら 平

成 7 年度か ら は地元教育委員会 と の 合 同 調査で、 迅速な調査 と な る よ う 体制 を 整 え 、 平成1 1 年度末で 柳 町遺

跡の現場で の 調査が完 了 し た。

さ ら に は平成 7 年 に は 1 工 区バイ パ ス 基点側 の 寺 田 地 区 の 試掘確認調査 を 進 め 、 そ の結果大堂遺跡 に つ い

て は遺構遺物 と も に 出 土な く 、 吉丸前遺跡 に お い て は調査範囲の確定がな さ れた (平成 8 年 2 月 7 日 付 け 教

文 1 520号で概要報告) 。

ま た平成1 0年 に は城 ヶ 辻城跡の調査対象範囲が判明 し た (平成1 1 年1月 2 1 日 付け教文 1 6 1 9号で概要報告) 。

一方大塚遺跡の記録保存の た め の調査完 了後は、 2 工 区側よ り 先行 し て順次 に 供用 がな さ れ、 平成 6 年

4 月 13 日 か ら は、 玉 名 市 玉 名 か ら 玉名 市立願寺 ま で の 約 1 . Okm を 暫定 2 車線で の 供用 開始 と な っ た 。
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第 I 節 調 査 に い た る縦在住

治跡1'，ほか

大'l:t遺跡1 1 Ö;;f)�Í!ii ì立却下 206-251 
IltメLI)Íjji:!i1'f

2 1 ö;り)U世跡 206-249 
城ヶ辻古lJ1群

3 1 ?械がi1:.'，1創作 206-�46 
械ヶ辻城跡
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H IlilJI 
末以:flji 4.000 日目II)L 5fji'I二 弥生I:�日散布。 m{ií跡か

ート.I.f&J叫
点以l\Ji 4.000 H 築地

�:1、'1 州、'しI':ï.lii位向I
)11\木野
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lN+IJIllIi人lより箱式行中日‘t:f純正号が11\ I� 州の111 占代
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i立跡名ほか欄のO印は『熊本�'，till跡地|ヌIJ (判&10年3113111刊行) HJ峨のi立跡名称。 0-0の/ι数詐りは市町村コード、 {Î数f作りはj立跡吊けを示す。

柳町遺跡と一般国道208号玉名バイパスの様子
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序章 調査の概要

第 2 節 調査体制・ 調査組織・関係者など

平成 6 年度か ら 8 年度 ま で の 発掘調査 に 関 わ る 調査体制 、 お よび平成 9 年度 か ら 1 1 年度 ま で の 整理作業 ・

報告書作成に 関 わ る 組織は次 の と お り で あ る 。

発掘調査作業(平成6�8年度)

調査主体 熊本県教育委員会

調査責任者 桑山 裕好(熊本県教育庁文化課長 平成 6 � 8 年度)

丸山 秀 人 (熊本県教育庁文化課長補佐 平成 6 ・ 7 年度 、 教育審議員 平成 8 年度)

調査総括 松本 健郎(熊 本県教育庁文化課主幹 ・ 文化財調査第二係長 平成 6 � 8 年度)

調査担 当者 高谷 和生(文化財保護主事 平成 6 � 8 年度)

池本 利直(文化財保護主事 平成 6 � 8 年度)

帆足 俊 文(学芸員 平成 7 年度)

三木 ま す み(学芸員 平成 7 年度)

田 中 康雄 (嘱託 平成 6 年度)

三好 伴典(嘱託 平成 6 年度)

前川真由美(嘱託 平成 7 年度)

野 口 康雄(嘱託 平成 8 年度)

2 整理作業・報告書作成作業(平成9�11年度)

調査責任者 豊田 貞二(熊本県教育庁文化課長 平成 9 ・ 10年度 、 主席教育審議員 平成 1 1 年度)

丸山 秀 人 (教育審議員 平成 9 年度)

川 上 康治(熊本県教育庁課長補佐 平成10年度)

島津 義昭(熊本県教育庁文化課長補佐 平成 1 1 年度)

調査総括 島津 義 昭 (熊本県教育庁文化課主幹 ・ 文化財調査第二係長 平成 9 ・ 10年度)

高木 正文(熊本県教育庁文化課主幹 ・ 文化財調査第一係長 平 成 1 1 年度)

整理担 当 者 高谷 和生(文化財保護主事 平成 9 年度 、 参事 平成1 0 ・ 1 1 年度 )

赤 坂 希(嘱託 平成 9 年度)

中 地 晶子(嘱託 平成1 0 ・ 1 1 年度)

松本 博幸(臨時職員 平成 1 1 年度)

3検討会議委員、 指導助言者、 調査協力者等

平成 6 年度 か ら 8 年度 ま で の 発掘調査 に 関 わ る 指導助言者な ら び に 平成 9 年度 か ら 1 1 年度 ま で の 整理作

業 ・ 報告書作成 に 関わ る 指導助言者及び調査全般へ協 力頂い た 先 生方は次 の と お り で あ る 。 記 し て感謝の 意

を表したい。

さ ら に 、 平成 8 年度 よ り 出土資料 に 関 し て の 次 の 検討会議 を 開催 し た こ と か ら 、 関係す る 検討会議委 員 の

先生方のご芳名を記したい。 なお所属・職名等は調査時を記載した。
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第 2 節 調査体制・ 調査組織・関係者など

( 1 ) 発掘調査及び整理報告書作成作 業 に 関 わ る 指導助言者 (平成 6 � 1 1 年度 ま で 年次順、 50音)11員、 敬称略)

大迫 靖雄 熊本大学教育学部教授 平成 6 年度

工 楽 善通

神谷 正弘

山口 穣治

徳富 則久

甲 元 員之

白 木原和美

田 遺 哲夫

三 島 格

日野 向志

平 岡 勝昭

永嶋 正春

田 崎 博之

下村 智

能代 修一

平川 南

板楠 和子

西 中 川 駿

高 妻 洋成

蒲原 宏行

西 健一郎

石橋 新次

奈 良 国立文化財研究所飛鳥資料館長 平成 6 年度

埋蔵文化財セ ン タ ー長 平成 7 � 1 1 年度

大 阪府高石市教育委員会文化課 主幹 平成 6 ・ 7 年度

福 岡市教育委員会文化財部埋蔵文化財課 第 2 係長 平成 7 年度 ・ 平成 9 � 1 1 年度

佐賀県教育委員会文化財課 企画調整主査 平成 7 年度

熊本大学文学部 教授 平成 7 � 1 1年度

熊本大学文学部 名 誉教授 平成 8 � 1O年度

玉 名 市立歴史博物館 館長 平成 8 � 1 O年度

肥後考古学会 会長 平成 8 � 1 1 年度

佐賀大学教育学部 教授 平成 8 年度

熊本県合志町立歴史資料館 専門員 平成 8 年度

国 立歴史民俗博物館情報資料研究部 助教授 平成 9 � 1 1 年度

愛媛大学文学部 助 教授 平成 9 � 1 1 年度

別府大学文学部 助教授 平成10年度

農林水産省森林総合研究所 技官 平成10年度

国 立歴史民俗博物館歴史研究部 教授 平成10 ・ 1 1 年度

九州 ルーテル学院大学人文学部 講師 平成10 ・ 1 1 年度

鹿児島大学農学部 教授 平成10 ・ 1 1 年度

奈 良 国立文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー遺物処理研究室 主任研究官 平成1 0 ・ 1 1 年度

佐賀県立博物館学芸課 資料係長 平成10 ・ 1 1 年度

九州大学文学部 助手 平成1 1 年度

佐賀県鳥栖市教育委員会社会教育課 主査 平成 1 1 年度

( 2  ) 柳町遺跡出土 1 号木甲 の文字 に 関 す る 検討会議委員 (平成 8 年度)

狩野 久 ( 岡 山大学文学部 教授)

工楽 善通 (奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財センター長)

甲 元 員之 (熊本大学文学部 教授) 座長

佐原 真 (国 立歴史民俗博物館 副館長)

白 石太一郎 (国立歴史民俗博物館 考古研究部長)

東野 治之 (大 阪大学文学部 教授)

平川 南 (国 立歴史民俗博物館歴史研究部 教授)

永 嶋 正春 (国 立歴史民俗博物館情報資料研究部 助教授)

西 田 守夫 (元東京国立博物館学芸部東洋課 中 国考古室長)

春成 秀爾 (国立歴史民俗博物館考古研究部教授) オブザーバー

吉岡 員之 (国立歴史民俗博物館歴史研究部教授) オブザー バー

(3 ) 柳町遺跡出土 1 号木甲 附属棒状留具の保存処理 に 関 す る 検討会議委員 (平成 9 か ら 1 1 年度 ま で )

甲 元 民之 (熊本大学文学部 教授)
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序章 調査の概要

狩野 久 ( 岡 山大学文学部 教授)

工楽 善通 (奈 良 国 立文化財研究所 埋蔵文化財セ ン タ ー長)

沢 田 正昭 (奈 良 国立文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー 研究指導部長)

肥塚 隆保 (奈 良 国立文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー研究指導部 遺物処理研究室長 )

平川 南 ( 国立歴史民俗博物館歴史研究部 教授)

永嶋 正春 ( 国立歴史民俗博物館情報資料研究部 助教授)

( 4 ) 調査協 力者 (所属職 名 及 び敬称略)

荒井 格 赤星 雄一 網 田 龍生 飯塚 武司 石井芙美子 石野 博信 井 上 直夫

上原 真人 浦田 信智 大橋 隆司 阿部 裕俊 扇崎 由 賀川 光夫 小林 謙一

栗原 豊 黒崎 直 国武 慶旭 坂 田 邦洋 佐藤 自憲 佐藤 浩司 沢 田 宗 順

柴田 博子 鈴木 一有 鈴木 敏則 鈴木 と よ江 末永 主男Z昌て 瀬崎 正治 高 木 恭二

高 島 英之 田 中 康雄 田 中 秀和 谷 口 肇 塚本 敏夫 富 田 紘一 中 尾 健照

西谷 正 西国 道 世 橋本 達也 樋上 昇 兵谷 有利 福田 さ よ 子 別府 洋二

本 田 光子 牧野 吉秀 町 田 利幸 森 浩一 山下 平重 山 田 昌 久 山 本 輝雄

山 崎 純男 安川 満 吉田荘一郎 吉永 明 吉本 健一 和 気 清章 小 山 博士

鶴島 俊彦 大橋 康治 森田 孝志 大城 康雄 井 ノ 上秀文 富永 直樹 黒 田 裕司

荒木 純治 赤瀬 恵 池本 利直 野 口 康雄 美濃 口 雅郎 岩谷 史記 勢 田 庸行

中村幸史郎 山 内 淳司 平 田 豊弘 福原 透 長谷部善一 坂 口 圭太郎 岡 田 文男

第3節 調査経過

調査前協議

第 l 節の 調査 に い た る 経緯で も の べ た よ う に確認調査の結果、 本地域 は 「低湿地j の遺跡で あ り 、 し か も

遺構深度が地表下 3 ....... 4 m程度 と 深 く 、 多量の浸透水の発生が予想 さ れ る こ と と な っ た 。

こ の こ と か ら 調査着手前年度 の平成 5 年 1 1 月 2 日 の協議 に よ り ①出水期 ( 4 月 ....... 9 月 ) の 発掘②年開発掘

調査面積③調査 区 内建設機械搬入 の手段等 に つ い て合意 に達 し た 。 それは①調査は 9 月 を め ど に 実施② 当 初

3. 000rrl を め ど と す る ③工事用 道 路 を 片側 に 設置す る 。

ま たそ の 後 の 建設省側試掘デー タ か ら ①止水矢板 を打たず、 開削工法 と す る 。 当 該地 の地盤は f N 値 1 ....... 

3 程度 の脆弱地盤 で あ り 、 水 に よ る 法面崩壊が想定 さ れ る 」 こ と か ら 「 開 削 に 際 し て は法面 2 割 の 理想勾配

を基準 と す る J こ と 。 ② 田 越 し の水替え措置、 調査時 に搬出 さ れ る 残土 の仮置 き 場 の 設置 、 仮置き 場 へ の 排

水ヒ ュ ー ム 管 ・ サ ン ド マ ッ ト等 の 設 置 を 実施す る 。

こ の 2 点 を 確認 し 、 作業上の留意点 と し て 「調査面下 に あ る 浸透層及び法面か ら の浸透水が考え ら れ る 為 、

発掘調査は常時法面 の 動 向 に 注意 し 、 作業す る必要が あ る 」 と し 「次年度以降 の 対応 は 状 況 を 見て 判 断す

る 」 こ と と し た。

2 調査中協議、 調査完了

平成6年度か ら 始 ま っ た熊本県教育庁文化課 に よ る 柳町遺跡の発掘調査 で は 、 当 初予想 し た 以上 に 法面 か
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第 2 節 調査体制 ・ 調査組織 ・ 関係者な ど

ら の 出水が激 し く 、 調査終盤 に は調査 区地下か ら の浸透水が顕著であ り 、 調査効率が著 し く 低下 し た。 ま た

遺構密度 も 高 く 、 多 量 の 木 製 品 が 出 土 し た こ と か ら 、 当 初 目 処 と し た年 間 調査対処面積3， 000rrl に 残作業が

で て 、 次年度か ら の 対応が困難視 さ れた。

こ の よ う な調査状況か ら 、 作業環境及び効率 の 向上 を め ざ、 し 止水鏑矢板打 ち 込 み を 併用 し て の 開 削工 法 に

つ い て 、 平成 6 年 1 0 月 頃か ら 3 回 の検討打ち 合わせがな さ れた。 そ し て平成 7 年 3 月 2 日 の協議で調査の事

前準備 の 一環 と し て 、 熊本工事事務所側負担での止水鋼矢板 の 打 ち 込 みが最終的 に決定 し た。

一方調査対処面積 に つ い て も 止水矢板設置 に よ る作業効率 の 向 上等 に よ り 、 ま た玉 名 バイ パ ス 早期 開 通 へ

の地元協 力 の 一環 と し て 、 玉 名 市教育委員会で調査班 を編成 し て の合 同調査 を すすめ る べ く 、 迅速な調査 と

な る よ う 文化財保護部局 の体制 を 整備 し た。

そ の後調査は 、 年間調査対処面積の 目 安5， 500ぱ を 元 に し て順調 に推移 し 、 建設省熊本工事事務所側 の県道

玉 名 山 鹿線 ま で に 開 通 タ イ ム ス ケ ジ ュ ール に 併せて、 年次 ご と の調査 を 進 め た 。

ま た平成10年度 に は県道 玉 名 立花線隣接部の未調査箇所で の 手戻 り も 生 じ た が、 熊本工事事務所 の ご理解

を 元 に し て 、 m - 2 区 の 調査 に 着手 し て 、 平成1 1 年度末 に は柳町遺跡の現場での 調査がすべて完了 し た。

第 4 節 調査 日 記抄

平成 6 年度か ら 本遺跡の調査 に 着手 し 、 平成 8 年度 ま で の 調査 の流れ を 年度 ご と に記す。 ま た平成 9 "' 1 1

年度 ま で は整理作業の主要な流れ と 棒状留具 の検討会議な ど の特記事項 を 中 心 と し て ま と め た い 。

1 平成 6 年度

平成 6 年 8 月 16 日 本 日 よ り 柳町遺跡の 発掘調査 を 開始す る 。 こ れ ま で に地元河崎区 長 に 依頼 し 、 地元か

ら 選抜 し た作業員 1 30名 、 平成 5 年度立願寺大塚遺跡の調査経験 を有す る 滑石地 区 を 中 心 と し た作業員 の 合 同

班で調査 に 入 る 。

平成 6 年 8 月 下旬 "' 9 月 上旬 工事用測道 の 北側部の地区 の 表土剥 ぎ を行 い 、 そ の排土はバイ パ ス 建設予

定地 の 西側端 ま で運搬す る 。 地表下60"'80cmで土器集 中地点が広が り 、 旧 地形 と し て は東側へ と 傾斜 し て い

く 。

平成 6 年 9 月 12 日 調査区で は釜場等 を 設 け る が、 隣接水 田 か ら は収穫前で も あ り 浸透水が法面 を伝わ り

多 量 に 流れ落ち 、 排水量が多量 と な り 作業困難 と な る 。 こ の こ と か ら 法面下端部 に排水溝 を 手作業で行 う が

十分 に 行 えず、 大型パ ッ ク フ ォ ー での側溝 の再度掘 り 下げを 行 う 。

平成 6 年 10 月 "' 2 月 竪穴式住居跡 6 軒 の掘 り 下げ、 多量の古式土師器が出土す る 。 土坑 の 掘 り 下げを行

う が、 多 く は深度 を持つ井戸跡で あ り 、 半載掘 り か ら 4 分の l で の 分割 し て段掘 り 部 を 設 け て の 掘 り 方 に切

り 替え る 。

平成 6 年 10月 中 旬 秋 の 収穫期 を 迎 え 隣接水 田 か ら の浸透水は ほぼ終止す る が、 側溝の掘 り 下げが十分な

深度 ま で達 し て お ら ず、 こ の排水不良状況は調査終 了 ま で続 き 、 調査の進捗 に 大 き な遅れが生 じ る 。 ま た井

戸等の深度 の あ る 遺構調査で は、 各遺構 ご と で の ス ポ ッ ト 排水が今後不可欠 と な る 。

平成 6 年 1 1 月 昨年度段階で の調査費の積み上げが不十分で、 排水ポ ン プ ・ ベル ト コ ン ベヤ 一 等 の 調査機

材 に 関 す る 増額 に つ い て協議 し 、 建設省熊本工事事務所 の 了 解 を 得 る 。 ま た次年度調査 に つ い て は 、 序章第

3 節 に 詳述 し た よ う に 止水鋼矢板 を 用 い る よ う に 、 併せて協議 を 重ね る 。

平成 7 年 1 月 23 日 "'26 日 柳町遺跡調査調査員 と し て 田 遺哲夫、 三島格、 甲 元 員 之 、 大迫靖雄 の 各 氏 に 来

- 28-



序章 調査の概要

跡頂 き ご指導頂 く 。

平成 7 年 2 月 1 日 柳町遺跡調査第 I 区 2 号井戸内 中位か ら 建築材 ・ 弥生土器 ・ 土師器等 と 一緒 に 、 1 号

木 甲 及び附属棒状留具が ま と ま っ て 出土す る 。

平成 7 年 2 月 上旬 調査第 I 区 2 号井戸 内 よ り 出土 し た l 号木甲 に つ い て 、 甲 元 員之 、 工楽善通、 山 崎純

男 、 小 田 富士雄、 柳沢一男 、 田 遺哲夫、 三島格の各氏に 資料実見 も し く は写真添付等で専門調査で の意見 を

伺 っ た。 併せて熊本大学大迫靖雄氏 に 木 甲 樹種同定 を依頼 し 、 木 甲 中 央部材が硬質 の シ オ ジで あ る こ と が判

明 す る 。

平成 7 年 2 月 井戸跡が相 次 い で確認 さ れ る が、 そ の う ち 2 基は排水不 良 に よ り 周 辺部 へ の 全体掘 り 下げ

が困難で、 著 し い も の で は 図 化後 に 出土遺物 を 抜 き 取 る 作業 を 行 う 。

平成 7 年 2 月 20 日 県政記者室 に お い て 「柳町遺跡出土木 甲 に つ い て J の 記者発表 を実施す る 。

平成 7 年 1 月 22 ・ 23 ・ 24 日 玉 名 小学校 l ・ 2 年生 120名 、 3 年生58名 、 4 年 生87名 が見学 に 訪れ る 。 報道

関係者か ら 相次 い で の取材あ り 。

平成 7 年 3 月 18 日 第 l 回柳町遺跡発掘調査説明 会 を 玉 名 市立歴史博物館 こ こ ろ ピ ア レ ク チ ャ ー ホ ー ル に

お い て 開催。 参観者数は 1 72名 を 数 え る 。

平成 7 年 3 月 調査区東側 の グ リ ッ ド で は多量の遺物が 旧 地 形 に 沿 っ て流れ込み、 図 化 の 時 間 が な く 全て

点取 り 上げ に よ る 作業 で の 対処 と し た。

平成 7 年 3 月 24 日 こ の 日 を 持 っ て平成 6 年度の調査が多 く の課題 を 残 し て一端終 了 す る 。

2 平成 7 年度

平成 7 年 7 月 3 日 本 日 よ り 柳町遺跡調査 II . m 区 の発掘調査 を 開始す る 。 本調査 区 で は先述 し た よ う に

建設省 と の 協議 に よ り 、 止水鋼矢板で の 閉 め き り に よ る 調査が可能 と な り 、 法面か ら の浸透水がな く な り 著

し く 調査環境が好転す る 。 ま た地元玉名 市教育委員会社会教育課 と の 合 同 で の 調査 と な り 作業員 数 は60名 に

達す る 。

平成 7 年 9 月 調査は、 順 調 に 進捗 し 調査 E 区か ら は古代 の土塁 も し く は大畦 と 思わ れ る 遺構が確認 さ れ、

多数 の木材片等 に混 じ り 、 横櫛、 箸状加工品等が出土す る 。 そ の 後1 0月 に は丸鞘、 墨書土器、 転用 硯等 の 古

代の 資料が出土す る 。

平成 7 年 9 月 19 日 玉 名 市調査 区 よ り 青銅鏡 (破鏡で紐部のみ) が出 土す る 。

平成 7 年 10月 4 日 柳 町遺跡調査事務所で県教委が 同 席 し て 、 玉 名 市教育委員会社会教育課が記者発表

「柳町遺跡出土の 青銅鏡 (破鏡) に つ い て J を実施す る 。

平成 7 年 10月 1 2 日 柳町遺跡出 土木 甲 の専門調査 と し て 、 工楽善通、 神谷正弘氏 に来熊頂 き 、 全国 出 土 の

木甲 と 本資料 と の 関わ り 等 に つ い て比較検討 を行 っ た。 その結果柳町出土木 甲 は 、 こ れ ま で の 弥生時代 の 伝

統 を踏襲す る 在来型木 甲 で は あ る が、 系 譜 の 判 明 し な い貴重な資料で あ る こ と が あ ら た め て判 明 し た。

平成 7 年 12 月 大畦 中 に 多量の木製 品が重な り 出土 し た こ と か ら 、 年度末 ま で調査員 3 名 が増員 さ れ る 。

平成 7 年 1 2 月 14 日 玉 陵 中 学校 の選択社会科の体験学習 と し て 、 3 年生 1 2 名 が来跡。

平成 8 年 l 月 1 6 日 玉 名 市調査区 6 号井戸跡よ り 2 号木甲 が出土す る 。

平成 8 年 1 月 31 日 奈 良 時代末期か ら 平安時代 に か け て の大畦 ・ 玉 名 平野 の 条里地割等 に つ い て 白 木原和

美、 田遺哲夫、 日 野 尚志、 平岡勝昭 の 各氏 に 来跡頂 き 、 遺構内容 を検討 し た 条里地割 り に 関 わ る 大畦 、 官衛

地帯 と 官道 を むすぶた め の伝路等 の 多様な意見がださ れた。

平成 8 年 2 月 6 日 柳町遺跡出土木製品 の専門調査 と し て 、 山 口 穣治、 徳富則久氏 に 来熊頂 き 、 北部九州

口百η'u
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出土の木製農具 と の 比較検討 を 行 い 、 系譜的な連続性が確認で き た 。

平成 8 年 2 月 13 日 県政記者室 に お い て玉 名 市教育委員会社会教育課 と 合 同 で の記者発表 「柳町遺跡出土

2 号木製短 甲 に つ い て J を 実施す る 。 こ の 木 甲 は前胴部で硬質材に胸板 ・ 三角 板等 を彫 り 込み、 一部は三 角 板 ・

裾板部 を 焦 が し 加 飾 を 行 っ た貴重な資料で あ る 。

平成 8 年 2 月 28 日 玉東史談会会員32名 が柳町遺跡見学に訪れ る 。

平成 8 年 3 月 1 9 日 ・ 20 日 、 第 2 回柳町遺跡発掘調査説明会 一 木製品 に み る 古代 の く ら し ー を 玉 名 市 民文化

セ ン タ 一大研修室 の て 開催。 入場者数は342名 。

平成 8 年 3 月 27 日 こ の 日 を 持 っ て平成 7 年度 の調査が終了す る 。

平成 8 年 3 月 31 日 『熊本県文化財調査報告第153集 西片町遺跡』 を発刊。 附編 と し て 「柳町遺跡出土の

木製短 甲 資料紹介」 と し て 、 l 号 ・ 2 号木製短 甲 、 出土状況、 全 国 の 出土状況、 本資料の特質 に つ い て概観

す る 。

3 平成 8 年度

平成 8 年 6 月 1 7 日 本 日 よ り 柳町遺跡調査N ' V 区の調査 を 開始す る 。 出土木製品 の仕分け、 パ ッ ク 詰め 、 実

測作業 に着手す る 。

平成 8 年 7 月 こ れ ま で合 同 で調査 を 進 め て い た玉名 市教育委員会社会教育課担 当 職員が一身上 の都合で

退職 し 、 後任 を 臨時職員で埋 め て の 対応 と し た。

平成 8 年 7 月 "'-' 1 0 月 柳町遺跡調査W 区か ら は、 昨年度玉名 市調査 区 の 東端 と な る 布堀状の 区画溝 と 通用

門 の大型 ピ ッ ト 2 基が検 出 さ れ る 。 ま た東側 に は 自 然流路 を 堰 き 止 め た橋脚 と 堰跡状 の遺構が確認 さ れた。

平成 8 年 1 0 月 26 日 国 立歴史民俗博物館永嶋正春助教授 に よ り 、 自 然科学分析作業 中 に柳町 1 号木 甲 附属

棒状留具 に 記 さ れ た文字が偶然 に発見 さ れた。

平成 8 年1 0 月 28 日 熊本県 に連絡。 直 ち に事実関係報告後、 こ れ ま で に 出土 し て い る 木製品全点 ( I 区 1 10 1

点、 E 区 1 196点) を 対象 と し て 、 同種の痕跡の有無の点検 を 実施 し た。

平成 8 年 1 1 月 26 日 永嶋助教授 に 来熊頂 き 、 原資料 と 比較 し て の総点検 を柳町遺跡事務所で実施 し た 。 こ

れ ま で の作業で痕跡 と も 想定 さ れ る 疑資料26点、 2 号井戸跡内 出 土木製品36点 に つ い て の確認を行 う が、 文

字痕跡 と は判 断で き な か っ た。

平成 8 年 1 1 月 28 日 文字資料 の 関 わ る 検討委員会 (仮称) 県案を作成 し 、 関係す る 各委員 へ の 内 諾 に 入 っ

た 。

平成 9 年 1 月 上旬 承諾委員へ関係す る 写真 ・ 図面 ・ 遺跡概要等 を 送付 し て 、 ま た は一部の委員 に は保管

先 に 出 向 い て の現物実見 で の 事前調査 を実施頂 い た。 あ わせて農林水産省森林総合研究所能代修一氏に棒状

留具の樹種 同 定 を 依頼 し 、 それが儀式 に お い て神聖視 さ れ る ツ バキ で あ る こ と が判 明 し た。

平成 9 年 1 月 23"'-'27 日 当 日 参加で き な い東野治之 、 西 田 守夫両委員か ら 、 調査結果等 を ま と め た文書類

を 送付頂 い た。

平成 9 年 2 月 6 日 千葉県佐倉市 に あ る 国立歴史民俗博物館第 2 研修室に お い て 「柳町遺跡出土 1 号木製

短 甲 の文字 に 関す る 検討会議J を 開催。 参加委員は狩野久、 工楽 善通、 甲 元 員 之 、 白 石太一郎 、 平川 南 、 永

嶋正春及びオブザー バー と し て春成秀爾、 吉 岡 員之 の 各氏 に参加頂 い た 。 なお佐原真委員 は 当 日 に欠席。

平成 9 年 2 月 14 日 熊本県庁知事室 に お い て熊本県教育委員会で主催 し た 「柳町遺跡出土 1 号木製短 甲 の

文字 に 関 す る 検討会議J で の検討内容 を 甲元員之座長 ・ 永嶋正春委員か ら の県知事への報告 と し て記者発表

を行 う 。
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序章 調査の概要

平成 9 年 2 月 14'"'-' 15 日 報道関係各社か ら の 「 日 本最古の文字発見」 と し て報道が多数な さ れ る 。

平成 9 年 2 月 22 日 ・ 23 日 “ 日 本最古 の文字" 一般公開並びに第 3 回平成 8 年度柳町遺跡発掘調査説明会 一

よ みがえ る 日 本最古の文字 ー を 玉 名 市民文化セ ン タ 一大研修室 に て 開催。 県外57名 を含 む2， 149名 が入場 さ れ

る 。 文字の書かれた棒状留具 の展示 を 中 心 と し て 、 こ の資料が出土 し た 2 号井戸復元模型 、 流路復元模型、

杭 列 出 土 状況 の 展 示 を 行 い 、 発掘調査の様子 ・ 成果 の ス ラ イ ド に よ る 説 明 、 調 査 成果 を ま と め た の ビデ オ

「 よ みがえ る 日 本最古の文字 一 平成 8 年度柳町遺跡 こ の 1 年 一 J の 上映 を 随時行 い 好評 を 博 し た。

平成 9 年 3 月 27 日 慌 た だ し い な か で平成 8 年度の調査 を 完 了 す る 。

4 平成 9 年度

平成 9 年 4 月 本年度 よ り 3 年 間 を 予定 と し て柳町遺跡調査 I . II . IV 区 の 調査報告書作成 に 高谷が着手

す る 。 昨年度後半 か ら 一部手 が け て い る I 区 の土器類の水洗 ・ 注記 ・ 接合 ・ 復元作 業 を実施す る 。 た だ し 木

製品 に つ い て は 、 熊本県文化財収蔵庫渡鹿分庫 に お い て収蔵施設がな い た め 、 こ れ ま で と お り 柳町遺跡発掘

調査事務所で の 整理 ・ 管理 と す る 。

平成 9 年 6 月 中 断 し て い た現場作業の再開準備 を行 う 。 7 月 か ら は こ れ ま で に 出土 し た木製品 に つ い て

の実測作業 に つ い て は 、 2 年間程度 を め ど に し て柳町遺跡発掘調査事務所 に木製品実測班 を編成 し そ の作業

に あ た る こ と と し た。 高谷 は週一 日 を め ど と し て 、 実測作業の指導 に あ た る 。

平成 9 年 1 0 月 2 ・ 3 日 熊本市熊本テルサ及び柳町遺跡調査事務所 に お い て f 1 号木製短 甲 附属棒状留具

の保存処理 に 関 す る 検討会議J を 開催。 参加委員 は 甲元 虞之座長、 狩野久、 工楽善通、 沢 田 正 昭 、 永嶋正春

の 各氏 に 参加頂 い た 。 翌 日 は 関連調査で柳町遺跡での現地調査 を指導頂 い た 。 な お 平川 南 は 当 日 欠 席。

平成 9 年 1 2 月 頃 調査 I 区 の 土器類の水洗 ・ 注記 ・ 接合 ・ 復元作業がほぼ完 了 す る 。 な に ぶ ん 出土土器が

多量で あ る こ と か ら 、 一部 を 民間業者 に遺物実則作業 の委託 を実施す る 。 調査 E 区 の 出 土土器の水洗 ・ 注記 ・

接合 ・ 復元作業 に着手す る 。

平成 9 年 1 2 月 中 旬 調査W 区で の 遺構状況が濃密で あ る こ と か ら 、 整理担 当 の 高谷は現場応援 と し て 3 月

ま で調査現場 に 張 り 付 く 。

平成 9 年 1 2 月 1 6 日 第 1 回棒状留保存処理検討会議 の 各委員か ら の意見 を 受 け 、 奈 良 国立文化財研究所遺

物処理研究室 に お い て 、 微細隆起痕跡調査や可視光線変異 に よ る 染料特定分析調査な ど の 多方面か ら の 分析

を実施す る 。 そ の 結果棒状留具 の 文字面表面 に は微細隆起 の痕跡は確認さ れず、 焦 が し て の書 き 付 け技法の

可能性 は薄 ら い だ。 なお継続調査 の必要性か ら 、 今後は本資料は遺物処理研究室で の 預か り と な る 。

平成 10年 2 月 9 日 奈 良 国立文化財研究所遺物処理研究室会議室 に お い て 「第 2 回柳町遺跡出土 l 号木製

短 甲 附属棒状留具の保存処理 に 関 す る 検討会議J を 開催。 参加委員 は 甲 元 員之座長、 狩野久、 工楽善通、 沢

田正昭、 永嶋正春 の 各氏 に 参加頂 い た。

平成 10年 2 月 18 日 ・ 1 9 日 平成 9 年度 (第 4 回) 柳町遺跡発掘調査説明会 「木器が語 る 古代 の村J を現場

の ナ マ の 声 を伝え る 視点 か ら 、 初 め て 調査現地で実施 し た。 調査区で村の様子、 村 を め ぐ る 大講 と そ の 関連

遺物 を展示 し た。 調査四 区 よ り 出 土 し た古代 の大型割抜井戸枠 ・ 井桁枠や保存処理が完 了 し た 1 号木製短 甲 、

新た な木製品 を 展 示 し た。 見学者250名 を 数 え た。 ま た 同 時 に 玉 名 市市 民 会館 に お い て も 「柳町遺跡発掘調

査 の あ ゆみ」 を 開催 し 、 こ れ ま で の 調査概要、 主要遺物展示 と 平成 9 年度柳町遺跡 こ の 一年 の ビデオ を放映

す る 。
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第 4 節 調査 日 記抄

5 平成1 0年度

平成1 0年 5 月 年度末か ら 年度始め の 聞 に 中 断 し て い た 、 調査 E 区 の 土器類の接合 ・ 復元作業 を 再開 す る 。

こ の作業は平成1 1 年 9 月 ま で の期 間 を要す る 。

平成1 0年 7 月 1 3 日 棒状留具の仮保管場所で あ る 奈良国立文化財研究所遺物処理研究室 に お い て 、 棒状留

具 の 材加工面倒 に 1 条 の 亀裂や材全体の収縮捻れが確認 さ れた。

平成1 0年 7 月 14 日 柳町遺跡出土 1 号木甲 附属棒状留具の レ プ リ カ 作成 の た め に 、 元興寺文化財研究所保

存科学セ ン タ ー及び奈良先端科学技術大学院大学情報科学研究科千原研究室 に お い て 、 非接触に よ る 三次元

計測作業及びデー タ 編集作業 を 実施す る 。

平成1 0年 9 月 1 7 日 奈 良 国立文化財研究所遺物処理研究室会議室 に お い て 「第 3 回柳町遺跡出 土 1 号木製

短 甲 附属棒状留 具 の 保存処理 に 関 す る 検討会議」 を 開催。 参加委員 は 甲元 員之座長、 狩野久、 工楽善通、 沢

田 正 昭 、 肥塚隆保、 永嶋正春 の 各 氏 に 参加頂 い た 。 なお平川南委員 は 当 日 欠席。

平成1 1 年 3 月 13 日 ・ 14 日 平成1 0年度第 5 回柳町遺跡発掘調査説 明会 「 こ こ ま で見 え た古代の ム ラ 一 大溝

と 集落 は 何 を 物語 る か - J を 調査現地で実施 し た。 調査区で集落 の広 が り と そ の 関連遺物 を 展示す る 。 新た

に調査vm 区 よ り 出土 し た 小型倣製鏡、 紡織具等 の多数の木製品 を展示 し た。 見学者250名 を 数 え る 。

平成1 1 年 2 月 2 日 元興寺文化財研究所保存科学セ ン タ ー に お い て 、 塚本敏夫氏 と 柳町遺跡出土 1 号木製

短 甲 附属棒状留具 レ プ リ カ 作成 の確認作業 を行 う 。 棒状留具プラ ス チ ッ ク 成型資料の 形状等の確認、 棒状留

具 レ プ リ カ の詳細色 目 合わせ作業、 三次元計測デー タ の補修及び編集作業で あ る 。

平成1 1年 2 月 3 日 奈 良 国立文化財研究所飛鳥藤原京跡調査部 に お い て 、 井上直夫氏 ・ 橋本写真館橋本豊

治 と 柳町遺跡出土 1 号木 甲 附属棒状留具の文字焼 き付け作業 に つ い て打 ち 合わ せ を 行 う 。 棒状留具 レ プ リ カ

の プ ラ ス チ ッ ク 成型資料表面へ の文字画像転写作業の最終打 ち 合わせ、 色 目 合わせ、 表面 コ ー テ ィ ン グ素材

と レ プ リ カ 仕 上げの調整で あ る 。

平成1 1 年 2 月 2 ヶ 年間 を 要 し た柳町遺跡発掘調査事務所で、 の木製品実測班 に よ る 実測作業が ほぼ完 了す

る 。 引 き 続 き木製品台帳 を 整理 し 、 渡鹿文化財収蔵庫での管理がで き る よ う に保管分類 を 行 い 、 全木製品 を

渡鹿文化財収蔵庫新棟 A 室 (保存処理済製品で A 資料) 、 収蔵棟木器室 (バ キ ュ ー ム シ ー ラ ー パ ッ ク で の仮保

管 の B 2 資料) 、 水槽 ( B 1 資料) に分 けて収蔵す る 。

平 成1 1 年 2 月 "' 3 月 建 設 省 国 道 3 号 熊 本 北 バ イ パ ス の 建 設予定地 で あ る 熊 本 市 清 水 町 に お い て 、 「伝

て っ ぽ う 塚J が発見 さ れ る 。 こ の伝承地は こ れ ま で県市の遺跡台帳 に も 未掲載の新発見で あ り 、 そ の 後行わ

れた試掘調査 に よ り 周辺部よ り 縄文後期包含層 、 古代溝、 骨蔵器が確認 さ れた。 緊急 を 要す る こ と か ら 、 高

谷が整理作業 を 中 断 し て本調査 に着手す る 。

平成1 1 年 3 月 上旬 柳町遺跡専 門 調査 と し て 九州ルーテル学院大学の板楠和子氏 に は墨書刻字土器 に つ い

て 、 鹿児 島大学農学部 の 西 中 川 駿氏 に は調査 E 区か ら 出土 し た獣骨 の動物遺体等 の 調査 を依頼す る 。

6 平成1 1 年度

平成1 1 年 4 月 調査 E 区 の土器類の接合 ・ 復元作業 を 、 そ し て順次調査W 区 の 土器類の接合 ・ 復元作業 に

着手す る 。

平成1 1 年 5 月 28 日 奈 良 国立文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー遺物処理研究室 に お い て 、 肥塚隆保 ・ 高妻

洋成氏 と 柳町遺跡出土椿材製品 の処理状況推移 を検討 し た 。 特 に棒状留具の保管状況確認、 柳町遺跡井戸 内

出土椿材製 品 の処理状況推移 を確認 し た。 こ れ ま で の テ ス ト サ ン プル の処理結果等か ら 棒状留具は 「真空凍
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序章 調査の概要

結乾燥法」 で の 処理 と な る 可能性が高 い 。 今後最終処理デー タ を も と に処理の具体的手段等 の協議 に 高 妻氏

が 8 月 初旬来熊 し 報告 と し た。 ま た棒状留呉の 染料分析 のデー タ 内容の確認 も 実 施 し た 。

平成1 1 年 8 月 10 日 熊本県庁 9 階教育委員会室 に お い て 「柳町遺跡出 土 l 号木製短 甲 附属棒状留 具 の 保存

処理 に つ い て の 打 ち 合わせ」 を 開催。 甲 元 員之座長 に 同 席頂 き 、 奈 良 国 立文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー

研究指導部遺物処理研究室 の 高 妻洋成主任研究官 よ り 、 棒状留具の保存処理実施方法 に つ い て 説 明頂 き 、 熊

本県 と 協議 し た。

平成 1 1 年 9 月 8 日 柳町遺跡出土弥生時代終末~古墳時代前期 に か け て の 土 器 の 専 門 調査 と し て 、 西健一

郎 、 石橋新次 、 蒲原宏行氏が来熊 さ れ 、 筑後平野 ・ 佐賀 平野等 と の 土器様式の違 い に つ い て検討頂 い た。 併

せて突帯文土器か ら 弥生前期土器 に つ い て も 、 県内 出土資料 と の 比較検討 を行 っ た。

平成1 1 年 9 月 2 1 日 柳町遺跡出土木製品 の専門調査 と し て 、 工楽善通、 山 口 穣治 、 田 崎博之氏 に 来熊 頂 き 、 全

国 出 土 の 木 甲 や 西 日 本 出土 の 木製農具 に つ い て の 比較検討 を行 っ た。 そ の結果柳 町 出 土資料で は 、 生活全般

に 関 わ る 各種の木製 品 が 出 土 し て お り 、 村全体 の構成 を 見 る 上で貴重な 資料で あ る と の指導 を 受 け た 。

平成 1 1 年 1 2 月 1 7 日 柳町遺跡出土 l 号木甲 附属棒状留具の文字 に つ い て の 専門調査 と し て 、 国立歴史民俗

博物館教授 の 平川 南氏 に 来熊頂 き 、 継続調査 を実施 し た。 文字発見 当 初 の 良好な画像の光沢 ・ 照度 を 変 異 さ

せての 読み と り 調査で、 左 4 番 目 の痕跡 に つ い て 、 筆の止め等で文字で あ る 可能性が高 く な っ た。

平成 1 1 年 10 月 20 日 � 1 1 月 4 日 熊本県立美術館本館 に お い て く ま も と 未来国体ス ポ ー ツ 芸術部門 に 一環 と

し て 「 火 国 の 古代遺産展」 を 開 催 し 、 1 号木甲 、 棒状留具 レ プ リ カ ほか木製品36点 、 鳥形木製品や停泥装着

平鍬の復元模型、 多数 の写真パ ネル等 を展示 し た。 国体開 会 日 の 1 0 月 23 日 に は天皇皇后両陛下の行幸 と な り 、

正面展示 のー盤 目 の 資料 と し て ご供覧 い た だ い た 。

平成 1 1 年 1 1 月 29 日 奈 良 国 立文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー遺物処理研究室 に お い て 、 肥塚隆保 ・ 高 妻

洋成氏 と 棒状留具の処理状況推移 の確認を行 う 。 特 に第三ブチル ア ル コ ー ル で の脱水 (50 % 濃度) を確認 し 、

文字面 に つ い て は 、 左端 1 番 目 の 「 田 」 文字が ほ と ん ど 消 え か か り 、 文字 と し て の判読が し づ ら い が、 2 番 ・

3 番 に つ い て は 、 文字痕跡が黒 く 残 っ て い る 様子が観察で き た 。

平成 1 1 年 1 1 月 上旬 柳町遺跡専 門 調査 と し て元興寺文化財研究所 の塚本敏夫氏 に 1 号木 甲 附属棒状 留 具 の

非接触三次元計測 と 複製 に つ い て原稿を依頼す る 。 その後順次外部の専門調査員 に依頼 し た原稿が到着 し 、

報告内容 を よ り 高次な内容へ と 深化 す る こ と がで き た。

平成12年 2 月 22 日 奈 良 国立文化財研究所埋蔵文化財セ ン タ ー遺物処理研究室 に お い て 、 肥塚隆保 ・ 高 妻

洋成氏 と 棒状留具 の処理状況推移の確認を行 う 。 特 に真空凍結乾燥法で の処理完 了状況 と 外気駄化 の様子確

認 し 、 棒状留具現物 の熊本納品 を 平成1 2年 6 月 を 目 処 と す る こ と と し た。

平成12年 3 月 末 3 年間 を 費や し た 柳町遺跡調査 1 • II • N 区 の整理作業が完 了 す る 。 報告書 の ほぼ全容

が判明 し 958頁 と な り 、 熊本県下 で は 初 の 木製品 を 本格的 に 多数掲載す る 報告 書 で あ り 、 3 世紀 末 の 木 甲 と

それに有機系染料 も ど き の物質で書かれた文字の正式報告 と な っ た。

第 5 節 調査成果の普及 ・ 広報活動

建設省一般国道208号玉 名 バイ パ ス 建設予定地 内 の埋蔵文化財発掘調査 と し て 、 平成 6 年度か ら 柳町遺跡の

発掘調査 を実施 し た が、 そ の 調査期 間 中 に調査成果の普及 と 広報 の た め に 、 発掘調査説明 会 (現地説 明 会)

の 開 催 、 資料の公開 と 貸 出 、 報道機関 ・ 出版社等 の 関係誌への'情報提供 と 関係学会 で の報告、 講演、 記事執

筆等の活動 を実施 し た 。
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第 1 筒 F.Ji]査 に い た る 経緯

発掘調査説明会 (現地説明会)

発摘調査 説 明 会 (現地説明会) は 国 道 バ イ パ ス 建設 に 先行 し て 文 化 財 保護部局が実 施す る 、 事 前 の 記録保

存 の た め の発掘調査で あ る こ と を地 元 に 卜分ご理 解 い た だ き 、 文 化財保護の意識向 上 を 目 的 と し て 年 1 回 で

年度終盤 に 実 施 し た。 あ わせ て 県 内 初 の 資料が多数出土 し 、 重要な資料の公開 と い う 視点か ら も 地域住民、

玉 名 市 民及び関係機関 ・ 研究 者 を 対象 と し て成果の普及 を 行 っ た。

第 l 回 「柳町遺跡発掘調査説明会」

実施 日 時 : 平成 7 年 3 月 1 8 日 (土) 9 11寺"-' 5 時 ま で

開催場所 : 玉 名 市立歴史博物館 こ こ ろ ピ ア レ ク チ ャ ー ホ ー ル

参観者数 : 1 72名 ( ア ン ケ ー ト 集約45名 、 玉 名 市 内 は40 % )

主 な 内 容 . 調査の様子 ・ 出 土遺構や造物 の パ ネ ル 展示

発掘調査の様子 ・ 成果 の ス ラ イ ド に よ る 説 明

出土遺物の展示 弥生土 器 ・ 土師器 (費、 壷 、 高 杯 、 小型壷な ど ) 石 器 (台石、 浮 き )

木 製 品 ( 木 甲 、 弓 、 鼠返、 横槌、 杓子形木製品、 直柄横鍬、 建築材 等)

第 2 回 「柳町遺跡発掘調査 説 明 会 一 木製 品 に み る 古代 の く ら し 一 」

実施 日 時 : 平成 8 年 3 月 1 9 日 ( 火 ) 午後 1 時 "-' 5 11寺 20 日 (祝) 午 前 9 時 "-' 4 H寺

開催場所 : 玉名 市民 文 化 セ ン タ 一 大研修室

入場 者数 : 342 名 ( ア ン ケ ー ト 集約93 名 、 玉 名 市 内 は47 % )

主 な 内容 . 出 土遺構や迫物、 調査の綴子の パ ネ ル 展示 出 土 品 に 手 で触れ る コ ー ナ 一 設置

発掘調査 の 様 子 ・ 成果 の ス ラ イ ド に よ る 説明

調査成果 を ま と め た ビデオ 「平成 7 年度の 柳IIIT遺跡発姻調査」 上映

出 土 遺 物 の 展 示 2 号木 甲 、 内行花文鏡、 青 銅 製 丸 納 、 弥生土器 ・ 土師 器 ・ 須恵器、

墨書土器、 木 製 品 (鳥形木製品、 平鍬、 二 又 鍬 、 ー木鋤、 竪杵、 木霊、 紡錘、 火 き り 、

挽椀、 梯子、 盤 、 大型 建築材、 大 型杭な ど )

;tNH'PlJrlif:r ι f.::/lPlTi6IJ/4JP-Mþjf (;K 2より が

3.11CÞt"=H7ró予Zでず.
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木製短申、 階銅鋭、 帯金具などの展示

- 鋭、 鍛などの農具、 建袈材等の木製昂の底示

. 主師お等の土器の展示

ピデ万のよ観
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序12 調査の慨2Q

第 3 回 “ 日 本 最 古 の 文 字 " 一般公開 ・ 平成 8 年度 相IJlIIJ遺跡発掘 調 査 説 明 会 一 よ み が え る 日 本 最 古 の 文

字

実施 日 時 平 成 9 年 2 月 22 1=1 (土) 午後 1 時 � 5 f1寺 23 1:::1 ( 日 ) 午 前 9 11寺� 4 時 ま で

開催場所 玉 名 市 民 文 化 セ ン タ 一 大研修室

入場者数 : 2， 1 49 名 ( ア ン ケ ー ト 集約592 名 、 玉 名 市 |人l は277県内258県外57)

主 な 内 容 ・ 出 土遺構や造物、 調査の様子 の パ ネ ル 展示。

2 号井戸復元模型 ・ 流路復元模型 ・ 杭 列 I-!J土状況の展示。

発掘調査の綴下 ・ 成果 の ス ラ イ ド に よ る 説明 。 調査成果を ま と め た ビデ オ 「 よ みがえ

る 日 本最古の 文字 一 平成 8 年度柳川 辿跡 こ の i 年 一 j の 上 映

出 土 辿 物 の 展 示 ;惨状留具、 2 号木 申 、 内行花文鏡、 青 銅 製 丸 納 、 弥生土器 ・ 土師 器 、

木 製 品 な ど。

な お 、 平成 9 年度以降 に 開催 し たか� 4 ・ 5 回 の 発掘調査説 明会 (現地説明会) に つ い て は 、 事業主査が交

替 し た こ と か ら こ こ で は省略する 。

第 3 回平成 8 年度柳町遺跡発掘調査説明会の展示と会場の様子

phυ

 

qtu

 



第 5 節 調査成果の普及 ・ 広報活動

2 資料の発表 ・ 公開 と 貸出な ど

埋蔵文化財 に 関 わ る 発掘成果 = 情報 と し て 、 積極的 に公開 を 進 め た 。

( 1 ) 資料の発表

平成 6 年 か ら 8 年 ま で の 本報告で と り ま と め る 調査期 間 中 に お い て 、 重要遺物 の 出 土 に 関 わ る 調査主体者

側が主催 し て の記者発表は次 の 4 回 で あ る 。 特 に 平成 9 年 2 月 14 日 の県知事室 で の 記者発表で は 、 県 民 の 方 々

に 幅広 く 興味関 心 を も っ て も ら う た め に 、 事前 に報道各社に レ ク チ ャ ー を 実施 し 、 当 日 は検討会議 甲 元座長 ・

永嶋委員 に 同 席 を 頂 い て の 発表 と な っ た。

①平成 7 年 2 月 20 日 県政記者室で記者発表 「柳町遺跡出土木製短 甲 に つ い て J

②平成 7 年 10 月 4 日 柳町遺跡調査事務所で県教委が同 席 し て 、 玉 名 市教育委員会社会 教育課 の記者発表

「柳町遺跡出 土 の 青銅鏡 (破鏡) に つ い てJ

③平成 8 年 2 月 19 日 県政記者室で玉名 市教育委員会社会教育課 と 合 同 の記者発表 「柳町遺跡出土 2 号木

製短 甲 に つ い て 」

④平成 9 年 2 月 14 日 県知事室で記者発表 「柳町遺跡出土 l 号木製短 甲 の 文字 に つ い て J

( 2  ) 資料公開 と 貸 出 ・ レプ リ 力 作成な ど

柳町遺跡か ら は確認調査時 に 予想 さ れた よ う に 、 当 初 よ り 数多 く の木製品が出土 し た。 し か も 多 く の製品

は脆弱 で あ り 、 損傷 も 激 し い こ と か ら 遺物の保管が課題 と な っ た。 こ の こ と か ら 第 5 章第 3 節 1 に詳述す る

よ う に 、 事業者側 の ご理解 を 得 て 、 保存処理作業 を計画的 に 実施で き た。 実施 に あ た っ て は本県及び他地方

公共団体等で有実績 の 民間業者 を 選定 し 、 委託業務で実施 に あ た っ た。

こ の よ う な経緯か ら 特 に 保存処理済 の木製品 に つ い て は 、 本正式報告書 に よ る 資料公示前か ら 多 く の 資料

貸 出 の請求がな さ れた。 こ れ ら は資料整理 中 で は あ っ たが、 資料の積極的情報公開 を 計 る と う 視点か ら 、 貸

出 期 聞 が重複 し な い 限 り 貸 出 を 行 っ た。

ま た重要資料の レ プ リ カ 作成 に つ い て も 、 先述 し た 同様の視点で整理作業の 日 程等 を 調整 し な が ら 対応 し

た 。

①貸 出 先 : 熊本県立装飾古墳館

企画 の タ イ ト ル ・ 内容 : r今 ど き の考古学 一 く ま も と考古速報展 ー J

貸 出 期 間 : 平成1 0年 4 月 "' 7 月 ま で

貸出資料 : 木製品 1 3点 ( 弓 、 横槌、 杓子形木製品、 平鍬、 直柄横鍬、 二又鍬、 鋤、 竪杵、 紡錘な ど)

②貸 出 先 : 城南町歴史民俗資料館

企画 の タ イ ト ル ・ 内容 : r第14回特別展 火の国掘っ て 出 し 一 発掘 さ れた熊本の地宝 一 」

貸 出 期 間 : 平成 10年 1 0月 25 日 "' 1 1 月 ま で

貸 出資料 : 木製品 9 点 (鳥形木製品、 横槌、 平鍬、 鋤、 竪杵、 紡錘な ど)

③展示先 : 熊本県立美術館

企画 の タ イ ト ル ・ 内容 : r火国の古代遺産展J

展示期 間 : 平成1 1 年 10 月 20 日 "' 1 1 月 4 日 ま で

展示資料 : 木製品36点 ( 1 号木 甲 、 棒状留具 レ プ リ カ 、 弓 、 横槌、 杓子形木製品 、 平鍬、 直柄横鍬、 二

文鍬、 鋤、 竪杵、 紡錘、 盤、 大型建築材な ど) 、 復元模型 (鳥形木製品、 停泥装着平鍬) 2 点 ・ 写真パ

ネ ル 5 点 ・ 解説パ ネ ル 3 点
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④貸 出 先 : 山鹿市立博物館 ・ 本渡市立歴史 民俗資料館

企画のタ イ ト ル ・ 内 容 : I 火 国の古代遺産展 一 地方分散展 一 」

展示期間 : 平 成 1 1 年 1 0 月 1 2 日 � 1 2 月 1 9 日 ま で

貸 出 資料 : 木 製 品 ・ 復元模型 ・ 写真 パ ネ ル

⑤ レ プ リ カ 作成 先 : 県立装飾古墳館 、 玉 名 市 立歴史博物館

内容 1 号木甲の本体

作成期 間 : 平成 1 0年 4 月 1 2 日 ~ 平成1 1 年 3 月 3 1 日 ま で

⑥貸 出 先 : 城南町歴史民俗資料館

企画のタ イ ト ル ・ 内 容 : I古代の装 い j

貸 出 期 間 : 平成 1 2年 3 月 1 日 � 3 月 26 日 ま で

貸 出 資料 : 木 製 品 2 点 (紡錘茎 ・ 輪)

⑦貸 出 先 : 九州歴史資料館

企画のタ イ ト ル ・ 内 容 : I古代の文字」

貸 出 期 間 : 平成 1 2年 1 0 月 2 日 � 1 2 月 28 日 ま で

貸 出 資料 : 棒状留具 レ プ リ カ 3 点 、 出土状況 パ ネ ル 3 点

⑧貸 出 先 : 城南町歴史 民俗資料館

企画のタ イ ト ル ・ 内容 : I古代人の知 恵、 と 技」

貸 出 期 間 : 平成 1 2年 1 1 月 1 日 � l l 月 26 日 ま で

貸 出 資料 : 斧柄 3 点 、 鉄斧 1 点

⑨貸 出 先 ・ 下 関 市 立考古資料館

企画のタ イ ト ル ・ 内 容 : I倭 人 、 文字 と 出 会 う j

貸 出 期 間 : 平成 1 2年 1 0 月 3 日 � 1 2 月 3 日 ま で

貸 出 資料 号 木 甲 及び棒状留具 2 点 、 出土状況 l 点の写 真

⑩ 貸 出 先 : 大 阪市立狭 山 池 資料館

企画のタ イ ト ル ・ 内 容 : I 日 本各地の敷 き 組染工法」

貸 出 期 間 : 平成 1 2 年 1 0 月 2 日

貸 出 資 料 : 大 畦 出 土状況写真 2 点

3 関係誌への情報提供 と 関係学会での報告

埋蔵文化財 に 関 わ る 発掘成果の紹介 と して 、 提供 ・ 報告を進 め た 。

( 1 ) 地元 自 治体 ・ 報道機関 ・ 出版社等への情報提供

序章 調査の概要

文化財保護意識の啓 発 向 上を め ざして 、 正 式の依頼状を も と に で き る だ、 け 資料提供を行 っ た 。 なお報道機

関の自 主取材 (新 聞 ・ テ レ ビ等) に つ い ては、 掲 載数 が膨 大 で あ る こ と か ら 割愛 し た 。

① 「他の川 に 向 か う 一 日 本最古の文字 一 J W ポ チの大 冒 険第四話』 熊 本 朝 日 放送 平成 8 年 1 0 月

② 「 日 本最古の文字 : 玉 名 市 J W 九州 街道 も のがた り 』 九州朝 日 放送 平成 9 年

③ 「 日 本最古の文字 」 玉 名 市 イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 平成 9 年 1 0 月

③ 「 玉 名 市の柳町遺跡 木片 に 日 本最古の文字 一 J W熊本県広報誌彩 り 1 47号』 熊 本県広報課 平成 9 年

7 月
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④ 「 出 土 し た木製短 甲 に は文字が記 さ れて い た 一 柳町遺跡 (熊本県) ー J W暴か れ た 古代 の 日 本 一 新事実

を旅す る ー 』 世界文化社 1 998年 9 月

⑤ 「遡 る 最古の漢字使用 例 一 柳町遺跡 - J W図 説 日 本史 1999年度版』 啓隆社 1998年 1 2 月 9 月

⑥ 「 日 本最古の漢字 と い わ れ る 遺物 一 柳町遺跡 一 J W 日 本 の漢字』 大修館書庖 1 998年 9 月

⑦ 「古代 日 本 の 文世界J W古代史 ・ 考古学 ・ 国語 ・ 古文学 シ ン ポ ジ ュ ー ム 』 大修館書庖 1998年 1 1 月

⑧ 「定説揺 る がす ‘ 田 ' の文字 一 文字 を使っ た弥生人 一 J W倭人伝 を掘 る 』 西 日 本新聞社 ・ 長崎新聞社

平成 1 0年 1 2 月

⑨ 「柳町遺跡の文字資料J W現代用 語 の 基礎知識 1 999年度版』 自 由 国 民社 1999年 1 月

⑩平川 南 「 日 本最古の文字J W古事記の現在』 笠間書院 平成1 1 年 10月

⑪ 「 日 本 人 の文字使用 は 2 世紀か ら 一 銅鏡 に 刻 まれた 4 文字 一 J W 自 由 民主』 平成 1 1 年 1 1 月

( 2  ) 関係学会等での報告、 講演 、 記事執筆

調査成果 の 速報 と 公開 と い う 視点か ら 、 次の と お り 報告文、 記事執筆、 講演、 発表 を 行 っ た。 ま た県教育

委員会で発刊す る 『文化財通信 く ま も と 』 で は 1 1 号 (平成 8 年 3 月 ) 、 13号 (平成 9 年 3 月 ) 、 14号 (平成10

年 3 月 ) に 関係記事 の 掲載 を 行 っ た。

①高谷和 生 「柳町遺跡第 I 次調査の概要 に つ い て J W歴史玉名43号』 玉名 歴史研究会 平成 7 年 6 月

②高 谷和 生 「附篇 柳 町 遺跡 出 土 の 木製 短 甲 資料紹介J W西片 町遺跡 熊本県文化財調査報告第153集』

1 996年 3 月 熊本県教育委員会

③高谷和 生 「熊本県 玉 名市所在柳町遺跡の発掘調査 一 木製短 申 の紹介 を 中 心 と し て - J 肥後考古学会
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第 1 章 遺跡の概要

第 1 章 遺跡 の概要

第 1 節 遺跡の位置

玉 名 平野 は熊本県 の 北 部 に位置 し 、 菊池川下流域 に ひ ろ が っ た 面積49kぱ を 有す る 沖積平野 で あ る 。 こ の

平野では玉名 市 の市街地 を 頂点 と し て典型的な三角州 を 形成 し 、 前縁 に は藩政時代 よ り 進 め ら れて き た干拓

地が芳醇な生命 の宝庫有明 海 に 向 か つ て広が る 。 対岸は長崎県 の 島原半 島 で あ る 。 一方平野 の 東部は金峰山

系 山 麓 に 限 ら れ、 北側は花闘岩山塊か ら な る 小岱 山 に続 く 洪積台地 と 接 し て い る 。

市街地は北側の花闘岩風化土壌で形成 さ れた丘陵地帯、 沖積面よ り の 比 高 5 m程度 の低位洪積段丘 、 弥生

海退 に よ る 海岸線の後退 と 河 川 の 働 き に よ っ て形成 さ れた 自 然陸化箇所、 広大で肥沃な 臨海沖積平野 と に 大

き く 分 け ら れ る 。

熊本県玉 名 市 は県北部、 人 口 5 万人弱の菊池川 下流域 を 中 心 と し た都市で、 面積90. 3k凶 を 有す る 。 小岱 山

南 麓 の 玉 名 平野 を 取 り 込み 、 一部は有 明海 ま で達 し て い る 。

玉 名 市街 中 央 を 貫流 し て有 明 海 に 注 ぐ菊池川 は、 幹線の 流路延長61 . 2km 、 阿蘇外輪 山 北 西部 に 源 を 発 し 、

菊池渓谷 を は じ め 山 間 地 を 流下 、 中 流 の 菊鹿盆地 を へて下流 の玉 名 平 野 に 至 り 、 有 明 海 に 注 ぐ。

下流域では和仁、 内 田 、 江 田 、 木葉、 繁根木な ど の 諸支流が合わ さ り 、 特 に 玉 名 平野 中 央部 の 本遺跡近辺

部で大 き く 蛇行 し 、 屈 曲 し て い る 。

ま た26， 300ha と い う 日 本一広大な干潟 を持つ有明海は、 全 国 の 海 岸 に 分布す る 干潟 の 約42 % に も お よ び、

東京湾よ り 大 き く 伊勢湾や陸奥湾 に 匹

敵する 大 き さ の 内 海で あ る 。 特 に 潮 の

干満 の差が 日 本一大 き く 、 大潮時 に は

最大 6 � 7 m に 達す る 。 潮 は菊池川 に

隣接す る 本遺跡の横 を 上が り 、 約 1 2km

程度 を逆流す る 。 (註 1 )

柳町遺跡は こ の よ う な周 辺状況 の 中

で、 玉名平野の ほぼ中 央部か ら 菊池川

に接 し て営 ま れて い る 。 (註 2 )

3 - 5 世紀の東アジア (320年-370年)

第 1 図 柳町遺跡位置図
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第 2 図 柳町遺跡周辺地形図
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第 1 章 遺跡の概要

第 2 節 遺跡の立地 と 周 辺遺跡

柳町遺跡は熊本県玉 名 市大字河崎か ら 大字両迫間字柳町 に か けて所在す る 。 確認調査 に よ る 遺跡 の 範 囲 は

東西が約 1 ， 500m、 南北が不明確で は あ る が約400m と 、 菊池川 の後背低湿地 に位置 し 、 玉 名 平野 に お い て 初

め て確認 さ れた低湿地の遺跡で あ る 。

こ こ で は柳町遺跡 を 中 心 と し て 、 周 辺 で確認 さ れた遺跡 を 、 本遺跡 と 直接 関わ る 時代 を 中 心 と し て 、 そ の

概要 を と り ま と め る 。 ま た あ わせて周 辺遺跡の分布図 を示す。 (註 3 )

( 1 ) 縄文時代か ら 弥生時代

縄文期 は員塚 を 中 心 と し て 、 古玉杵名 湾が台地裾部 にかか る 箇所 を 中 心 に し て 営 ま れ る 。 こ の 地域 に 約30

数基 の 員 塚 の 分布 が見 ら れ る が、 玉名 市域で は繁根木県塚、 保田木貝塚、 桃 団 員塚等の縄文 中 期 の 集落 ・ 貝

塚が形成 さ れ る 。 ま た 菊水 町船山古墳の位置す る 清原台地 の 菊池川 隣接部 に は若園貝塚が形成 さ れ 、 員分析

に よ り 本箇所 ま で の潮遡上が確認 さ れて い る 。 こ れ ま で に縄文晩期 の資料は僅少確認 さ れて い る 。

( 2 ) 弥生時代か ら 古墳時代

弥生時代前期 に つ い て は 、 斉藤山貝塚 (遺跡) があげ ら れ、 多 く の 突帯文資料が 出 土 し 、 江津湖式か ら 系

譜す る 斉藤 山 式の土器型 式 の 設定がな さ れて い る 。

中期以降では、 当 地が北部九州 の影響を受けやすい地理的要因 も あ る こ と か ら 、 費棺墓、 支石墓群が多発

し 、 も っ ぱ ら 台地 上 に 分布域 を 示す。 高 岡原遺跡は立願寺台地 に位置す る 弥生時代後期 か ら 古墳時代前期頃

の集落跡で あ り 、 内行花文鏡 2 面が出土 し て い る 。 岱明町 山下遺跡は 、 小規模なが ら 当 該期 の住居跡か ら セ ッ

ト 関係が掌握で き る 一括資料が出土 し 、 同 時期 の県北で代表的 さ れ る 遺跡で あ る 。

こ れ ま で確認 さ れて い た弥生時代後期 の集落跡は標高 5 m前後の低位洪積段丘上 に 多 く は位置 し て い た 。

野部田 式土器 の標式遺跡で あ る 野部田遺跡や先述 の 山 下遺跡、 高 岡原遺跡等 も こ の 立地 に あ る 。

( 3  ) 古墳時代

遺跡の 北側丘陵部 に は 中期 か ら 後期 に か けて の装飾古墳 ・ 横穴が数多 く 分布 (註 4 ) し てお り 、 やや離れ

た築地の丘陵上 に は前 期 の 低墳丘墓 と も 想定 さ れ る 、 長大な木棺墓 を複数基有す る 想定 さ れて い る 東南大 門

遺跡があ り 、 本遺跡 と 時期 的 に も 接近す る 。

菊池川 流域で最 も 古手 の 前方後 円境は畿内編年 3 期 の 左岸下流域 に あ る 山下古墳 ( 4 世紀末) で あ る 。 後

円 部頂 に 舟形石棺 2 、 合 口 の 壷棺 2 の 計 4 基 の 内部主体 を持つ。 2 号石棺は 4 体 の 追葬人骨が検 出 さ れ、 単

葬か ら 複葬への複雑な様相 を 呈 し て い る 。 全長は59mで あ る 。

畿内編年 4 -- 5 期 の 院塚古墳 ( 4 世紀末-- 5 世紀初頭) は前方後 円 墳で全長は78mで 、 後 円 部頂 に 箱式石

郭内 に舟形石棺 を 納 め た 3 、 単独 の舟形石棺 を納め た 1 の 計 4 基の 内部主体 を 持 ち 、 う ち 1 基か ら は画文体

神獣鏡 の ほ か 、 多数の 玉類が確認 さ れた。 時期 的 に は前後 し て全長85m の 藤光寺古墳が現れ る 。

繁根木 (伝 左 山) 古墳は 、 径35m の 円 墳であ る が、 最古の複式横穴式石室 と 舟形石棺 も 直葬 し 、 6 世紀初

頭であ る 。

7 期 の後半 に 、 銀象眼太万 や冠な ど の 豊富な副葬品 を も っ知 名 度 の 高 い船山古墳 ( 5 世紀末) が築造 さ れ

る 。 全長62m の前方後 円 墳で 、 く びれ部 に 造 出 を持つ。 墳丘に は妻入横 口 式石棺が直葬 さ れ、 陶 邑産の初期

須恵器や朝鮮半島南西部産陶質土器な ど も 出土 し 、 当 地 の強大な勢力 、 広域交流 の 様子が伺 い 知れ る 。 こ の

清原古墳群は、 前方後 円 墳 3 基、 円 墳 3 基か ら な っ てお り そ の 終意は 6 世紀初頭 と 想定で き る 。 (註 5 ・ 6 )
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第 2 節 遺跡の 立地及び周辺の地形

8 "' 9 期 で は 、 内部主体が石棺 に代わ っ て石屋形が登場 し 、 装飾古墳 の 最盛期 と な る 。 本地域で も 、 大坊

古墳、 永安寺東古墳な ど 、 前方後 円 墳 の規模は小規模 と な る が、 内部構造 ・ 装飾文様 と も 精織で あ る 。 (註

7 ) ま たそ の後 も 横穴墓群な ど の群集が頻繁 に見 ら れ る 。

ま た 近年の 調査で天水町大塚古墳、 菊水町松阪古墳では、 内部主体が石棺直葬 の 1 00m越 の 前方後 円 墳 で あ

る こ と が確認 さ れた。

従来玉 名 平野 中 央部か ら 弥生 中 期 ・ 後期土器、 土師器類が工事 に 伴 っ た り 、 河川 の 氾濫 に よ り 数多 く 出土

し て い たが、 詳細な状況は不明 で あ っ た。 川 の後背湿地 に位置す る こ と か ら 、 そ の 多 く は洪水等 に よ り 集落

が遺物 も ろ と も 流 さ れ、 川 が運んだ堆積土が積み重な り 、 次の時代に は新た な集落 を 形成 し た と 考 え ら れて

いが、 本遺跡の全面的な調査で、 玉 名 平野の 旧 地形 と 遺跡の立地 の 関係が把握で き た 。

( 4 ) 奈良時代か ら 平安時代

洪積台地上 で あ る 立願寺塔尾 に お い ては玉名郡司 の氏寺 と 推定 さ れ る 立願寺廃寺、 立願寺西段 に お い て 長

方形の柵列 に 固 ま れ た 8 棟 の 玉 名 郡倉 (倉院) 跡が、 郡家 と 水駅 を 直線的 に 連結 さ せ る 両端 に側 溝 を 有 し 、

唐尺 1 2 尺 の 郡衛道が調査 に よ り 確認 さ れて い る 。 ま た 南 出 の現 J R 玉名駅周辺部では大湊遺跡 (水駅) が想

定 さ れて い る 。 (註 8 )

立願寺廃寺 は 7 世紀 の建立で、 奈良期 に拡張 し て観世音寺式伽藍が完成 し 、 8 世紀末 ま で続 い た こ と が出

土耳の分析か ら 判 明。 こ の耳 は r 1 期 で は 山 田 寺 系軒丸耳 と 沈線一本軒平瓦が使用 さ れ る よ う に な る 。 E 期

後半で は太宰府老 司一式軒丸瓦 、 都府楼式鬼瓦が使用 さ れは じ め 、 … … E 期 で は立願寺だけ に み ら れ る 鬼面

軒丸耳が葺 か れ る J よ う に な る 。 (註 9 )

ま た布 目 瓦は稲荷山古墳裏、 疋野神社等 の周辺部、 両迫聞 の菊池川対岸か ら も 採集 さ れて い る 。 し か し な

が ら 、 古代期 の 資料の 出土は、 こ れ ま では台地上 に 限 ら れ、 平野部で に 出土 は確認で き な か っ た。

古代期 の 円 面硯、 土馬、 墨書土器が立願寺廃寺か ら 確認 さ れて い る が、 他地域で は未確認で あ る 。 なお木

簡状木製品 の 出土 は 、 柳町遺跡が初出土であ る 。

条里制跡 に つ い て は 、 山裾が相 迫 っ て形成する 三角州 は古玉杵名湾の あ と で あ り 、 中 央 部 に は市内第一の

食料源で あ る 玉名 平野全域 に ほぼ広が る 。 (註 10) 菊池川 下流域で は 、 右岸側 の 「元玉名 か ら 高 瀬 町 の 北 に か

け て N 250 E の土地割 を持つ 条里地割が検出 さ れ る が、 坪付小字名 は存在 し な い J 。 ま た 左岸側では 「下付近

で 、 土地割 の 方位 は N 220 E で あ り 、 … … 坪付小字名 と し て は 、 下 の 小 字 に 唐 ノ 坪、 1 5 、 安楽寺 の 小字 に 36が

あ る 。 … … 千鳥式が考 え ら れ る 」 と さ れ、 比較的規模の大 き い 条里地割が想定 さ れて い る 。

こ の よ う に こ の 条里地割が本遺跡 を 覆 っ てお り 、 調査 に お い て は大畦 と 想定 さ れ る 土塁状遺構が明確 に 残

さ れて い た こ と が確認さ れ る に い た っ た。

( 5  ) 中世期か ら 近世期

中 世 に は市域の台地端部、 河川 周 辺部等 の 各地 に 城砦が築かれ、 天正戦乱 を 機 に加藤氏の治世 に 入 る 。 そ

の 後 当 地 で は河川 の利用 が古 く か ら 盛んであ り 、 本遺跡の 2 km南 に は 、 中 世期 に 海外交易等に利用 さ れた 高

瀬河港が菊池川 に 面 し造成 さ れて い た。 河川改修後は藩営の城北米の集散場 と な り 、 西南戦争で廃絶、 現在

は廃棄 さ れ こ こ に 至 っ て い る 。

本調査 区 で は 、 中 世期 か ら 近世期 に い た る 資料は極め て僅少で あ る 。

な お 、 柳町遺跡周 辺部の字図 の記載 を あ わせて行 う 。 (註 1 1 )
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第3節 遺跡周 辺の地質及び遺跡の層位

( ， ) 遺跡周 辺の地質

本遺跡は菊池川 右 岸 の 玉 名 平野 の ほぼ中 央部 に位置 し て お り 、 そ の 標 高 は 6 m前後、 現況水 田 の ま っ た だ

中 に拡 が る 。 現標高 では調査 区 の 東 西 は ほぼ平準であ り 、 菊池川 本流が北か ら 南 に 向 か つ て 、 流下す る こ と

か ら 、 徐 々 で は あ る が緩やか に下降 し

て い る 。

本遺跡北側 、 特 に 菊池 川 右岸地域の

山 地 に 面す る 地域 は 、 筑紫花闘岩 を 母

体 と す る 小 岱 山 花 闘 岩 の 丘陵 ・ 山地で

あ る 。 ま た西 側 に 続 く 箇所は、 い わ ゆ

る 低位段丘状面 に ほぼ相 当 し てお り 、

人類の 足跡が豊富 で あ り 、 数多 く の遺

跡が存在 し て い る 箇所 で あ る 。

標 高 6 ........ lOm ま で の 低地 を 中 心 と

す る 本地域、 従前 ま で は縄文海進時の

海で あ っ た と の 、 指摘がな さ れて き た

一方、 「高瀬町上流盆地状 の 平野は河

川 の 堆積 に よ っ て 堆積 さ れ た も の で

あ る j と の岩本政教 の 見解 も あ る 。 特

に今回の調査では、 平野全域 を 覆 う 旧

自 然流路 の 状 態 が 一 部 で は あ る が判

明 し 、 古墳時代遺構の 分布 は 、 調査 I

区 の 西部 と 調査 E 区 の 東 部 の 微 高 地

上 に 集 中 し て い た こ と が判 明 し た。

ま た 周辺部の地質 は 、 建設省九州地

方 建 設 局 熊 本 工 事 事 務 所 が 平成 2 年

度 に 業者 委 託 し た 地 質 調査 業 務 で 採

取 し たデー タ を 掲載す る 。 採取地点は

r B o r . No. 5 測点NO. 1 22 (県道立

花 線 交 差 部 分) J の デ ー タ で あ る 。

(註 1 2)

こ れ ま で 周 辺 部 で は 「 玉 陵 中 学校

地点 ・ 横枕団地地点」 等で採集 さ れて

お り 、 そ の 住状 図 が示 さ れて い る が、

こ れ ら と 類 似 の 柱 状 図 を 示 す。 (註

13) 

第 1 章 遺跡の概要

標 回 深 柱 土 色 相 相 |質 対 記
度 状 区 密 対

(m) 1 (m) 1 (m) (m) 図 分 調 度 度 | 事

- 砂 灰 " 土。 中 60聞大の 玉石混入。 l 世礎
砂り混磁じ 暗 L 、 I . Om付近 砂 (マサ)φ 5剛 1 0-20%混入。

1 1 ; |  粒子均一な粘土。
混入。
粘性強 い。

f | 灰 | 粒子均一な粘土。
混入。， ， 

砂 | 灰 | ぃ | 粒子均一な粗砂。

非
常
に

培

灰

シ
ル
ト
質
砂

シル ト 分40-50% 混入。 | 沖
砂は機砂状。
混入.
14. 00m付近よ り | 積
粘土分の混入多 く な る 。

層

砂

磯

中
ぐ
ら
い

申 2 -30阻の亜円磯を
30-40% 程度混入。

所 々 φ 60mm大の撲が点
在する。

磯の混入状況は不均ー
で あ る が下に従 い混入
多 く な る 傾 向 で あ る 。

砂は粗砂 を 主体 と し 、
粒子均一。

灰

含水比高 い.

火
山
灰
質

シ
ル
ト

質
砂川叫川山ペペベペリ

(二次堆積物)
含水比 高 い 。
シ ル ト 分30-40 % 混 入
砂は磯砂状。
φ 5 - 10酬の石混入。

中
ぐ
ら
い
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( 2  ) 遺跡の層位

前掲 の デー タ 等 を 含 め て 、 周 辺 情報 を 加 味 す る と 、 次 章 で の 層位デー タ と の 対比が可能 と な る 。



第 3 節 周辺の遺跡

こ こ では柳町遺跡調査 I ・ II . N 区 で の 各 区の基本土層 を示 し 、 土層対比図 に 関 係 を と り ま と め る 。

調査 I � N 区 ま で は 、 直線距離 に し て450m を 測 る 。 1 区 と E 区 の 聞 に は用 排水兼用 の水路が南北方 向 に 走

る が、 地形的な推移は見 ら れな い。 同 様 に 玉名市調査 E 区 と W 区 と の 聞 に は 、 県道玉名 立花線及び玉名 平野

基幹水路が南北方向 に 走 る が、 現況は平準で あ り 同様に地形上の変移は確認で き な い。

た だ し 第 2 章調査 の結果 に 詳述す る よ う に 、 古墳期 での 旧 地形 は か な り 起伏 の あ る 状況が想定で き 、 調査

区 に お い て は 、 竪穴住居跡の壁面は極 め て 浅 い事な どか ら 、 上位の基本土層 が削平 さ れ整地 さ れて い た こ と

が判 明 し た。

こ の こ と か ら 各調査 区 の柱状図 に 高低差が認め ら れ事が理解で き 標 記 に 第 5 図 と な る 。 た だ し 柱状図横 に

付記 し た水準高 に つ い て は 、 W 区 の み の 基準 と な る 標高であ り 、 当 然 こ の数値は 1 • II 区 で の 水準 は示 さ な

し し

I 区 E 区 N区
r-

E

E I 

:

l 
l l l -5 0m 

-4.5m 

N 
V 四-aーー圃ーーーー四一b | 一3.5m
区

区 x 
X-a X I -a -3.0m ーーーーーーー ー-ーーーーーー
X-b X I -b 
X I -a X II  
xm -a xm-a ーーーー甲田ー ーーー司圃・ーー ーX ill - b xm-b ーーーーー由ー

I 区
民間 黒灰色強粘質土層 ( 自 然涜路堆積層 } … !日 E 周

X - a 厨 黄灰色土層 … |日 A 層

X - b 層 明黄灰色土層 … 旧 A ' 層

X [ - a 層 階灰色強粘質土 と 緑灰色土の混周 旧 B 閥

x m - a 周 晴灰色砂質土 (黒灰色土混入) … 旧 C 周

x m - b 層 . 晴灰色砂質士 (黒灰色土混入、 軽石 ・ 流木含む) … 旧 D 庖

E 区
V 周 ・ 暗茶灰色粘質土 旧 A ー 0 周

VI厨 ・ 黄灰色粘質土 (細砂含む) ー |日 A 府

四 層 ・ 明黄灰色粘質土 旧 B 閥

咽 - a 厨 : 暗灰色粘質土 (細砂含む} 旧 C ー l 周

VID - b 厨 : 灰色粘質土厨 旧 C - 2 厨

政 層 黒灰色強粘質士 ( 自 然流路堆積層) 旧 D 悶

X - b 層 : 淡黄褐色土… 旧 2 周

X [ - a 厨 暗背灰色粘質土 ー 旧 3 - 1 庖

X [ - b 層 暗緑灰色粘質土・ー 旧 3 - 2 厨

X lJ 層 暗灰色粘質土… 旧 4 層 ( = 4 - 1 周 )

x m - a 層 黒灰色砂層 u 旧 咽 a 厨

W区
[ I冒 現耕作士・・ 旧 1 層

E 庖 . 褐色粘質土居 旧 2 層

皿 層 ・ 黄褐色粘質士厨 ・ ー l日 3 厨

W層 階灰色粘質土周 … 旧 4 厨

V 周 暗褐色粘質土問 … 旧 A 周

VID - a 層 階灰色粘質土居 … 旧 B 層

VID - b 厨 灰色粘質士層 … |日 C 周

医 厨 : 黒灰色強粘質士 ( 自 然流路堆積層 ) ・ ・ 旧 D 周

X - b 厨 黄褐色弱粘質土 居 … 旧 1 - b 厨

X [ - a 厨 : 暗灰色粘質土 (緑灰色土含む) … 旧 VI - a 厨

X [ - b 厨 : 灰色粘質土 {緑灰色土含む} … VI - b 層

X lJ 厨 ・ 黒灰色粘質土 (緑灰色土含む) … 旧 四 間

x m - a 屑 ・ 晴灰色砂質土 (黒灰色土混入) 旧 四 - a 問

x m - b 周 ・ 暗灰色砂質土 (黒灰色土混入、 軽石 ・ 流木含 む) 旧 VID - b 層

第 6 図 柳町遺跡調査 1 . II . N区での基本土層図

本調査区 に お け る 通 し の基本層序であ る 第 I � x m 層 ま で を示す。

全調査 区 の標高は約 5 . 5 � 6 . 0 m程度で あ り 現況は ほぼ平準 で あ る 。 全調査区 に お い て 、 現耕作土 で あ

る I 層 、 そ の 下位 に は近現代 の 開 田 整地 に よ る 堆積層 と 判 断 さ れ る II � N 層 が位置す る 。

た だ し 整地 さ れた時期 の特定は困難であ る が、 周辺部の 聞 き 取 り に よ っ て も 昭和初期 を 含め た 近現代 と 想

定で き 、 起伏 に あ る 地 形 を 徐 々 に 開 削 し 、 平準化 し て き た事情 を示す層 で あ る 。 ま た第 7 図 に 示 さ れて い る

明治35年時期 に お い て も ほぼ 平坦化 し た状態が伺え る 。

調査区で の遺構確認面 は 、 第 V 層 暗茶褐色粘質土を基準 と し て 、 調査地 区 に よ っ て は地 山 が突 出 す る こ と

か ら 第 X 層黄灰色土で あ る 。 調査 I 区 の 竪穴住居跡群では、 床面 ま で の残存深度か ら も 知れ る よ う に 、 削平

に よ り 当 初 の遺構面 は さ ら に 上位で あ る 可能性は高 い も の の 、 こ の面が古墳期 の遺構検 出 面で あ る 。

なお時期は こ と な る が、 同様 に 一部で は古代期 の杭列等 の木製品遺物 の頭頂部で の確認面 で も あ る 。
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第 1 j章 遺跡、の概要

調査 E 区 を 中 心 と し た 自 然流路 に は 、 第 V � 医 層 と が見 ら れ る 。 こ れ は 自 然流路 内 部 へ の 堆積層 中 で あ り 、

多 く の土器、 石器、 木製品 が流れ込 む 、 い わ ゆ る 包含 層 の 状況 を 呈す る 層 で あ る 。

各時期 ご と の 各遺物 の垂直分布図 に も 示すよ う に 、 大凡は上位で あ る 第 V ・ VI 層 に は古代期 、 下位で あ る

第四 ・ VIß ・ 医 層 に は古墳期 と の遺 物 の 出 土 レ ベルが確認はで き る が、 完全な層 分離は困難で あ る 。

ま た弥生前期 を 中 心 と し た 突帯文土器等の 出土位置等 に つ い て は 、 上位か ら の 出土 も 少量 で は あ る がみ ら

れ、 最下層 で あ る 第区層 に 集 中 す る 傾向が確認はで き る も の の 、 遺跡を 形成す る 遺構面 と し て の 認知 は困難

で あ っ た 。

即 ち 第 医 層 で は弥生前期、 弥生後期 、 古墳前期 が混在す る 状況での確認 と な っ た 。 自 然流路下面付近で は、

厳 密 に は分層 し 難 い 層 が各所 に あ り 、 こ の現象は 自 然流路の時期 が 当 然なが ら 、 数次期 に 及ぶ こ と を 想起 さ

せ る 。

基本層序 の 最下層 に お い て は 、 第 X I . x rr . x m 層 が認め ら れ 、 こ れ は 自 然流路面 の 断面確認で掘 り 下

げて検 出 さ れた層 で あ る 。 こ の土色の標記は地質サ ン プルデー タ の 「 シ ル ト 質砂 ・ 暗灰J と も 合致す る 状況

で あ る 。

なお全調査 区 に共通 し な い 層 に つ い て は 、 数番号上では丸回数字 と し て 、 枝番 と し て の標 記 を 付 し て個別

層 の扱 い と し た。

E 

E 

N 
V 
VI 
四

四一aーーーーーー'ーー・四国ー
四一b
医

X-a ーーーーーーーーー圃ーーー
X-b 
X I -a ーーーーーーーーーーーーー
X I -b 
X II  

xm-a 圃ーーーーーーーーーーーー
xm-b 

-5.0m 

-4.5m 

-4.0m 

-3.5m 

-3.0m 

I 層 : 現耕作土

E 層 : 褐色粘質土

E 層 : 黄褐色粘質土

IV層 : 暗灰色粘質土

V 層 : 暗茶褐色粘質土

VI 層 : 黄灰色粘質土 (細砂含む)

vn層 : 明黄灰色粘質土

vm - a 層 : 暗灰色粘質土 (細砂含む)
四 一 b 層 : 灰色粘質土

lX層 : 黒灰色強粘質土 ( 自 然流路堆積層)

X - a 層 : 黄灰色土

X - b 層 : 淡黄灰色土

X I - a 層 : 暗灰色粘質土 (緑灰色土含む)

X I - b 層 ・ 灰色粘質土 (緑灰色土含む)

X II 層 : 黒灰色粘質土 (緑灰色土含む)

x m - a 層 ・ 暗灰色砂質土 (黒灰色土混入)

x m - b 層 : 暗灰色砂質土 (黒灰色土 ・ 軽石 ・ 流木含む)

第 7 図 柳町遺跡基本土層図

関連註
註 l 熊本 日 日 新聞社編 1 997 r 玉名平野J r 玉名市J r菊池1 1 1 J W熊本県大 百科事典』

註 2 建設省国土地理院発行 「高瀬J (明治35年) に柳町遺跡の位置 を掲載 し た 。

註 3 熊本県教育委員会編 1 998 W熊本県遺跡地 図』 の 当 該頁で、 時期等 の 該 当 遺跡 を 抽 出 し て掲 載 を 行 つ
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第 4 節 遺跡周辺 の地質及び遺跡の層位

た。

註 4 1:1コ 村幸弘 1 998 I 菊 池 川 流域 に お け る 主要古墳の動向J W肥後考古』 第 1 1 号 肥後考古学会

註 5 限 昭志 1 992 I第 6 章 肥後J W 全 国前方古墳集成』 山 川 出版社

註 6 高木恭二 1 995 I肥後J W 全 国古墳編年集成』 雄 山 閣

註 7 高 木 正 文 1 997 I装飾i古墳J W地方史事典』 弘文堂

註 8 玉 名 市立歴史博物館 こ こ ろ ピ ア 編 1 997 W企画展 「 玉 名 郡街H

註 9 玉 名 市秘書企画課編 1 994 W 玉 名 市史資料集成第1 2集 玉 名 郡街』

註 1 0 熊 本県 教育委員会編 1 977 W熊本県の 条里』 熊本県文化財調査報告第25集

註 1 1 玉 名 市 史編 纂 委 員 会 編 1 992 W 玉 名 市 史 資 料 篇 1 絵 図 ・ 地 図 』 に 記載 さ れ て い る 「 玉 名 郡 両 迫 間

村 」 及 び 「 玉 名 郡河崎村 」 の 字 図 (原典は熊本県立図書館蔵 の 玉 名 郡 村 図 ) を 、 両 者 と も に縮尺 し 、

境界域や方位 を そ ろ え て 、 再作業 と し た。

註 1 2 国土交通省九州地方建設局熊本工事事務所 よ り I B 0 r . No. 5 : ìJl1J点No. 1 22 (県道立花線交差部分) J 

のデー タ の 提 供 を 受 け た 。

註 1 3 玉 名 市市長公室秘書企画課編 1989 W 玉 名 市史資料集成第 6 集 菊池川 下流域遺跡詳細分布調査報告

書 ( l ) � の 別 表 の 基本記号 ・ 類地質凡例等 と 合わせて記載 し た。

柳町遺跡の遠景 一東側よ り玉名平野をのぞむ一
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第 2 章 調査の結果

第 2 章 調査の結果
第 1 節 予備調査

1 踏査

前章で詳述 し た よ う に 昭和54年 3 月 7 日 付 け 、 建九熊調第284号 に依頼 に よ り 、 柳町遺跡 を 含 む 玉 名 平野全

域の 当 該地 区 を 、 昭和54年 3 月 1 9 日 に 現地踏査 を 実施 し た。 こ の 地 区 に つ い て は 「一 帯 は 水 田 地帯で あ る が、

古代 の 条里制の遺構で も あ る 」 と 概 要 を 報告 し て い る 。 なお 当 時 の県遺跡地 図 (平成 5 年版) 上で は 「玉名

平野条里」 と し て周 知 の遺跡で あ る 。

その後玉名市教育委員会よ り 「玉名 市遺跡地図」 の地図篇が刊行 さ れ 、 そ の 記載 に よ る と 当 該地 区 を 南 北

に横断す る 玉 名 市農業基幹水路 ・ 県道玉名 立花線沿 い に 、 遺跡範 囲 内 と し て 固 ま れ る 地域が 4 箇所存在 し た

こ と な ど か ら 、 玉 名 平 野 の 玉 名 バイ パ ス 建設予定地全域 を対象 と し た試掘調査 を 実施す る 事 と な っ た。

2 試掘 ・ 確認調査

試掘 ・ 確認調査は予定路線 内 の 用 地 買収進捗状況か ら 、 2 回 に 分 け て実施 し た 。

第 l 回 は 、 平成 3 年 1 2 月 建設省熊本工事事務所よ り 県道玉名 八女線か ら 県道 玉 名 立花線 ま で の試掘調査の

依頼 を 受 け て 、 平成 3 年 1 2 月 1 8 日 "'25 日 ま で実施 し 、 その結果 を 平成 4 年 1 月 1 3 日 付 け教文996号 と し て ま と

め報告 し た。

確認調査 で は 、 49カ 所 の 試掘潜 を 設定 し た。 その結果、 西側 に は遺物 ・ 遺構 と も な く 、 県道玉名 立花線周

辺付近の 9 カ 所か ら 「木片、 土器多数J r建築材J r木製鋤」 等が濃密 に 出土 し 、 そ の 時代 は古墳時代前期 と

想定 さ れた。

一木鋤0001 は試掘 ト レ ン チ 内 出 土 の 資料で あ る 。 ほぽ完形品 で あ る が、 握部は差込形状 を 有 し て い る 。

第 2 回 は 、 平成 5 年 5 月 1 7 日 付 け 、 建 九熊二調第28号 に 依頼 に よ り 、 前回残部の県道玉名 立花線か ら 県道

玉名 山鹿線 ま で を 、 平成 5 年 5 月 24 日 ""-26 日 ま で実施 し 、 その結果 を 平成 5 年 5 月 3 1 日 付 け教文 1 69号 と し て

概要報告 し た 。 こ の 地 区 の確認調査では一部 を 除 き 、 上層 ま で の確認 と し た が、 新た に 「 奈 良 ・ 平安時代 、

中 世時期 の遺物包含層 」 の 存在が知れた。

第 2 節 調査区 の設定 と 全区 の概要 、 調査の方法

調査区 の設定 (第 9 図 全調査区位置関係図)

調査区の設定 に 際 し て は 、 平成 3 年 ・ 5 年実施の試掘 ・ 確認調査 の 結果 で の 要調査地 区 の 全域 を 網羅 で き

る よ う に 、 バイ パ ス 建設予定地 に グ リ ッ ド 座標 を 設置 し た。

こ の基準は県道玉 名 山 鹿線 に設置 し で あ る 4 級基準杭か ら の も の で あ り 、 調査初年度 の調査 I 区 の 西 側 を

網羅 で き る よ う な起点 と し て 、 Y 軸 は座標北 方位 に 合 わせ東 方 向 へ 10m グ リ ッ ド で の ロ ー マ 字 ( A ""- m ま

で) を付 し 、 X 軸は南方 向 へ 10mで グ、 リ ッ ド で の ロ ー マ数字 (01 ""-45 ま で) を 附 し た。 調査最終段階で調査

全 区 の 遺構状況や 旧 地形等 ・ 航空写真のデ ジ タ ル化 し て の合成作業等 も 視野 に 入れ た 。

ま た 調査 に 際 し て は 、 調査年次 を元号で あ る 平成年度で表示 し 、 調査 区 は ア ラ ビ ア 数字 を 用 い て の併記、
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第 8 図 試掘調査出土木製品実測図

す な わ ち 「平成 7 年度 : 調査 E 区」 と し た。

年度 ご と の具体的 な 調査 区 の 設定 は 、 平成 7 年度か ら 玉名市教育委員会 と の合 同 調査 と な っ た こ と か ら 、

グ リ ッ ド 軸 に併せて、 両者の年度毎の事業割合で実調査面積 を分割 し た。

こ の 分割 に よ っ て 、 各調査 区 の年間調査計画等 を と り ま と め 、 そ の 計画 に そ っ て発掘調査 を 実施 し た。 ま

た熊本県 と 玉名 市 で の 調査協議は年間 を通 し て 3 回 ほ ど定期 的 に設置 し 、 臨時 に も 行 う な ど し て 、 調査が 円

滑 に 進捗する よ う 計画 し た。
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第 9 図 柳町遺跡全調査区の位置関係図
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第 2 節 調査区の設定 と 全 区 の概要、 調査の方法

2 調査の方法

平成 6 年度 の 調査 に お い て は 、 調査着手前年度の平成 5 年 1 1 月 2 日 の協議 を も と に し て 「止水矢板な し の

開 削工法J と し た こ と か ら 、 年開発掘調査対象面積 を3， 000討 を め ど と し 、 9 月 よ り 調査 に 着手 し た。 調査 に

際 し て は低湿地遺跡の 調査で あ る こ と か ら 、 調査効率 の向上、 作業安全面か ら 次 の 4 点 に 留意 し た。 ①大型

水 中 ポ ン プに よ る 恒常的排水→法面 か ら の浸透水 を排水す る た め の 排水溝 (側溝) と 釜場設置②小 型水 中 ポ

ン プ に よ る 臨時的排水→調査面下 に あ る 浸透層か ら の浸透水 の排水用 ③ベル ト コ ン ベヤ ー の 多用 →強粘性で

含水率 の 高 い 重量土の排土用 ④運搬用 建設機械 の活用 →調査時 に発生す る 排土 の 仮 置 き 場への効率的搬出用

ま た 、 多量な 出土が予想 さ れ る 脆弱な木製品の効率的で迅速な取 り 上げ を行 う た め に光波側距儀の活用 を

進 め た 。 そ の遺物取 り 上げ に お い て は 、 遺構名称の略記号化 と 統一化、 調査年次 の 西暦下二桁 で 冒 頭 に表示

し て の 全調査区 のデー タ の共有化 を行 い 、 柳町遺跡全体でのデー タ 処理 を進 め た 。

平成 7 年度以降 は地元 玉 名 市教育委員会 と の合 同 調査 と な り 、 調査区グ リ ッ ド 線 に添 っ て調査 区 を 分割す

る こ と と し た。 ま た 平成 7 年 3 月 2 日 の協議で、 今後は 「止水鋼矢板併用 で の 開 削工法」 を と る こ と と な っ

た。

年度 ご と の 具体的な 調査 区 の設定は、 熊本県 と 玉名 市 の担 当 地 区が交互で交差 し な い よ う に ま と め 、 整理

報告等 で の 便宜 を 図 っ た。

ま た調査現場 レ ベ ル に お い て は 、 こ の調査区分割 に よ り 溝 ・ 自 然流路等 の単純な遺構 は グ リ ッ ド 軸で 分割

し て の調査 と な る が、 住居跡 ・ 土坑等 の遺構で の分割は好 ま し く な い こ と か ら 、 両者で協議 し て の 帰属 と す

る 方針 を 示 し た。

さ ら に は 平成 7 年度 よ り は民間業者 の積極的活用 に よ る 調査の効率化 に取 り 組み①広域 と な る 調査 区 の 全

て の 取 り 上げデー タ 集積 に よ る 一元 的管理 と デー タ 処理②調査完了時 の調査 区 の地形測量図③各 区 の 空 中 写

真 の デ ジ タ ル合成化 に 取 り 組んだ。

次 に 各 区 の概要 を 取 り ま と め る 。

3 全 区 の概要

序章第 3 節 の 調査経過 に お い て詳述 し た よ う に 、 バイ パ ス 建設予定地 内 に お け る 柳町遺跡の発掘調査で、

調査主体 と な る 熊本県教育庁文化課 と 玉 名 市教育委員会社会教育課 と の調査 区が交互 に位置 し てお り 、 調査

年次 も 6 年 に 及 んで い る 。 こ こ で は本報告 に お い て 、 調査 H 区 と N 区 の 聞 に位置す る 玉名 市教育委員会社会

教育課 の調査担 当 分で あ る 平成 7 年度 ' ill - l 区 、 平成 1 1 年度 ・ ill - 2 区 の調査 に つ い て概要を と り ま と め

る こ と と す る 。
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第 2 章 調査の結果

( 1 )  1 1 1 ー 1 区

①調査年次 ・ 調査期 間 : 平成 7 年度 ・ 平成 7 年 7 月 12 日 ~平成 8 年 3 月 3 1 日

②調査主体 : 玉 名 市教育委員会

③調査担 当 者 : 玉名 市教育委員会社会教育課 江原浩 司 ・ 田 中 康雄

④調査面積 : 1 ， 546rri 

⑤調査概要

平成 7 年度 の発掘調査では、 調査 I 区の東側 に設定 さ れた 調査 区 の う ち 、 東側 の 1 ， 546rri を 調査 E 区 と し 、

玉名 市教育委員会社会教育課で調査 を 担 当 し た。

調査区及びそ の 周 辺 は 水 田 で 、 標 高 は5. 0m前後であ る 。 調査 区 の南東端部で、 標 高約4. 4m前後の微高地

の末端部 を確認 し た。 こ の微高地は南東 に 向 か つ て傾斜 し て お り 、 そ の 先 に は最下部で標高2. 4m前後の 自 然

流路が枝分かれす る よ う に め ぐっ て い る 。 こ の 自 然流路の微高地側の ほ と り で は 、 土器等 の 多 量 の 遺物が確

認 さ れて い る 。 ま た 自 然流 路 内 で も 、 木製品、 土器、 用 途不 明 の杭列が確認 さ れて い る 。

⑥主要遺構

遺構の大部分は調査 区南東端部の微高地上で確認 さ れて い る 。 微高地上の遺構 と し て は、 土坑31基、 井戸

と 考 え ら れ る 遺構 2 基、 ピ ッ ト 7 基が挙げ ら れ る 。 遺構内 の 出土遺物か ら 、 お そ ら く こ の微高地上 に は弥生

時代終末期 か ら 古墳時代初頭 に か けて の集落があ っ た と 考え ら れ る が、 遺構の内容か ら 、 集落 の 中 心部では

な く 、 周 辺域 に あ た る も の と 考 え ら れ る 。 土坑3 1 基 の 内 2 基は袋状の貯蔵穴 と 考 え ら れ る が、 それ以外 の土

坑の用 途は不明で あ る 。 ま た 自 然流路内 中 央部 に 、 上流 に 向か つ て コ の字状 に 閉 口 す る 杭列 が 1 基確認 さ れ

て い る 。

⑦主要遺物

出土遺物の 大部分は古墳時代初頭の も の と 考 え ら れ る 。 遺物の大部分は 、 自 然流路の微高地側の ほ と り に

集 中 し て い る 。 そ こ か ら は多 量 の 土師器 と と も に破鏡、 土製模造品 (鏡、 勾 玉) 、 石製模造品 (勾 玉) 、 滑石

製 円 盤 と い っ た祭租的 な要素 の 強 い 遺物が出土 し てお り 、 集落周 辺部の 自 然流路 の ほ と り で何 ら か の祭租行

為が行われて い た可能性が考 え ら れ る 。 徴高地上の遺構内 出土遺物 も 大部分が土師器で あ る が、 一部縄文土

器 (晩期) 、 弥生土器 (終末期) 、 及び木製品 (木 甲 ) も 確認 さ れて い る 。 ま た 自 然流路 内 で は 、 多 く の流木

と 共 に農具 を 中 心 と し た木製品が多 く 確認 さ れて い る が、 そ の 内容 と し て は、 直柄二又鍬、 曲柄二又鍬、 直

柄鋸歯横鍬、 横槌、 天秤棒、 一本多又鋤、 一本鋤柄、 竪杵、 紡錘、 不明建築部財、 事j物容器未製品が挙げ ら

れ る 。
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青銅鏡 (破鏡) 出土状況

自然流路内遺物出土状況

木製品 (幽柄二文鍬) 出土状況

木製品 (腰掛) 出土状況

木製品 (木製短甲) 出土状況

木製品 (直柄二文鍬) 出土状況

木製品 (直柄鋸歯横鍬) 出土状況

用途不明杭列
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( 2 )  1 1 1 - 2 区
①調査年次 ・ 調査 期 間 : 平 成 1 1 年度 6 月 1 4 日 ~ 平成 1 1 年 1 0 月 3 1 日

②調査主体 ・ 玉 名 市教育委員会社会 教育課

③調査担 当 者 : 末永 崇 ・ 田 中康雄 ・ 中 尾健照

④調査面積 : 735m 

⑤調査概要

第 2 章 調査の結果

玉 名 市教育委員会 で は 、 平 成 7 年度 に 調査 を行 っ た ill - l 区 と 、 県道立花線 と の 聞 の未調査部分 に つ い て 、

平 成1 1年 に ill - 2 区 と し て調 査 を行 っ た。 ill - l 区の調査時 に 、 遺構が集 中 す る 微高 地 と そ の 周辺で 自 然流

路が確 認 さ れ て い た た め 、 当 初 ill - 2 区 に も 同 じ よ う な状況が続い て い る と 予 想 さ れ た 。 重機 に よ る 表土剥

ぎの後、 立花線水路工事な ど で 掘 削 さ れて い な い 調査可能な部分 を確認 し 、 調査 を 行 っ た。

調査の結果、 ill - l 区 に 隣接す る 部分 で は 、 当 初 の想定 ど お り 、 ill - l 区で検出 さ れた微高地部分が確認

さ れた 。 調査区北側 に か けて は緩や か に 落 ち 込んでお り 、 自 然流路の一部 と 思わ れ る 。 遺 構 の ほ と ん どは微

高地部分 に 集 中 し てお り 、 さ ら に調査区南側 にか けて広がっ て い る と 予想 さ れ 、 生活域 に な っ て い た と 考 え

ら れ る 。 微高地周辺及び落 ち 込み部分 で は 、 ill - l 区 に お い て多量の遺物が出土 し て い る が、 今回調査 し た

範 囲 で は 、 土 器 の 小片が散漫的 に確認 さ れ て い る のみで、 ill - l 区 の よ う な遺 物 の集 中 は み ら れな か っ た 。

今 回 出 土 し た遺物 の ほ と ん ど は 、 微高地上 の遺構内か ら 出土 し て い る 。

⑥主要遺構

井戸状遺構 3 基、 土坑 1 4基 、 ピ ッ ト 等が検出 さ れて い る 。 住居士止は確認 さ れな か っ た た め 、 ill - l 区 と 同

様集落 の 中 心部 と は考 え ら れな い 。 井戸状遺構は、 袋状に掘 ら れ て い る も の があ り 、 底 部 に 接 し た 状態や最

下層 か ら 完 形 品 の 土器や木製 品 が 出土 し て い る 。 同 じ よ う な遺構は、 ill - l 区か ら も い く つ か検 出 さ れ て お

り 、 今回検 出 さ れ た 分 も 含 め て 用 途 、 性格な ど の検討が必要で あ る 。

⑦主要遺物

土師器 (費、 壷 、 高杯等) 、 木 製 品 (農具、 擢状木製品、 用途不明木製品等) な ど が 出 土 し てお り 、 古墳時

代初頭の も の と 考 え ら れ る 。 木 製 品 は 、 すべて微高地上の遺構内か ら 出土 し て い る 。
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井戸状遺構内遺物出土状況 井戸状遺構内遺物出土状況

遺物出土状況 遺物出土状況

遺物出土状況 木製品出土状況

木製品出土状況 木製品出土状況
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第 2 章 調査の結果

第3節 調査 l 区の調査

1 調査 l 区の調査概要 に つ い て

(第 1 0図 調査 I 区内遺構配置 図)

(第 1 2 図 調査 I 区内垂直分布範囲見取 り 図)

柳町遺跡の調査初年度で あ る 平成 6 年度調査 区であ る 。 こ の調査 I 区 は確認調査 の 結果本遺跡の 西端部の

台地端部 に位置す る 。

本調査 の グ リ ッ ド 番号 は A ・ B ・ C ・ D ・ E - O l ・ 02 ・ 03 ・ 04 ・ 05 ・ 06 ま でで 、 調査総面積は3056nf と な

る 。 た だ し 、 調査 に 際 し て は工事用 測道 ・ 釜場 ・ 法面 ・ 北側東側 の 水 田 緩衝帯 を 除 く た め 実調査総面積は さ

ら に減少す る 。

調査 区 内 か ら 出土 し た遺物 に よ る 時代は ほぼ 3 時期であ り 、 各時期 の概要 と 確 認 さ れ た遺構は次 の 通 り で

あ る 。

縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期。 竪穴住居跡等が所在す る 台地 上 に は遺構は検 出 さ れな か っ た 。 遺 物 の 大

多数は D ・ E グ リ ッ ド へ と 流れ込む包含層 内 か ら 出土 し た。 た だ し 旧 地形面最下面 ま では調査工程及び周 辺

部か ら の 浸透水の影響で掘 り 下げが困難で あ っ た こ と か ら 、 遺構 の 有無 に つ い て は判 明 し な い 。

弥生時代終末期か ら 古墳時代前期。 本調査 区 の 中 核 を成す時代で あ り 、 検 出 さ れた遺構 と し て は竪穴住居

跡 7 軒、 掘立住建物 2 棟 、 井戸跡 5 基、 土坑 3 基、 杭列 2 本で あ る 。 台地上 に 散在 し 、 各遺構 よ り 出土 し た

遺物 に よ り I ....... IV期 の 分類が可能で あ る 。

奈 良時代末期 か ら 平安時代初頭。 杭列 4 本。 竪穴住居跡等が所在す る 台地東端か ら 延び る と 想定 さ れ る 杭

列群で、 こ れは調査 E 区 の 土 塁状遺構 と 主軸方向が一致す る こ と か ら 関連 の遺構 と 想定で き る 。

そ の 他 の 時代 と し て主軸北東 一 南西方向へ と 延びる 溝遺構 7 本が検 出 さ れた が 、 そ の 時代 は古墳期 の住居

跡よ り 新 し い 時期 と 考 え ら れ る 。

2 縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期

先述 し た よ う に縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期 に か け て の遺物がD ・ E グ リ ッ ド へ と 流れ込み、 包含層 内

か ら 出土 し た。 そ の 分布状況 と 遺物の特徴に つ い て と り ま と め る 。

( 1 ) 分布状態 (第 1 3図 調査 I 区 内 突帯文か ら 弥生前期土器 出土平面図)

(第 14図 調査 I 区 内遺物垂直分布図 突帯文か ら 弥生前期土器)

本資料の分布状況は第1 3図 に 示す と お り で あ る 。

各層 か ら 出土は基本的 に 下 層 か ら の 出土量が多 く 、 本時期 の資料に つ い て も 同様 で あ る 。 た だ し 、 基本層

状で示す医層 と X 層 と の 比較で は 、 総括篇 で分類 に示す I 類 の 山 の寺式土器群が必ず し も 、 包含層 最 下 層 か

ら 出土 を 示す状況 に はな い 。

そ の 分布 は古墳時代 の遺構が所在す る C - 05グ リ ッ ド 周 辺部か ら 、 旧 地 形 に 沿 っ て集 中 す る 事が特徴 で あ

る 。

こ の傾斜面 に 沿 う 状況 で の 出土か ら 予測 さ れ る こ と は、 調査 E 区 に 見 ら れ る よ う に縄文時代晩期 か ら 弥生

時代前期 に か けて の遺構が、 古墳期 に遺構 と 同 一 レ ベ ル に 存在 し 、 古墳期 の築造等 に よ り 流れ落 ち た こ と を

想定 さ せ る 。
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3 節 調査 I 区の調査
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第 2 22 調査の判決
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第13図 調査 I 区内 突帯文~弥生前期土器出土平面図 (縮尺 1 / 1 50)
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3 節 調査 I 区の調査

こ の よ う な 出 土状態か ら 旧 地形面最下面 に は遺構存在 の可能性 も あ る が、 調査工程及び周辺部か ら の浸透

水の影響で掘 り 下げが困難で あ っ た こ と か ら 、 遺構の有無 に つ い て は判 明 し な い 。

( 2  ) 包含層 内遺物 (第 1 5"'-'23図 調査 I 区 内 出土突帯文か ら 弥生前期土器実測 図 )

突帯文か ら 弥生前期土器 に 該 当 す る 資料実測点数は88点であ る 。 各資料 に つ い て概観す る 。

費形土器0002は 、 口 縁部が内傾 し 、 口 層部よ り 下が っ た位置 に 、 断面三角 形 の 突帯 を貼 り 付け る も の で あ

る 。 突帯幅 は 14醐 と 広 く 、 強 く V 字が刻 ま れ る 。 外面に は横方位の貝殻条痕が残存 し て い る 。 費形土器0005

は 、 口 縁部が外傾 し 、 口 唇 部 に 接 し て 断面三角 形の突帯を貼 り 付け 、 口 層部 と 突帯の成形 を 同 じ に行 う も の

で あ る 。 突 帯 の 幅 は 10mm と 広 く 、 0 字 の 刻 み を 有す る 。 費形土器0007は 、 口 縁部 は弱 く 屈 曲 し 、 口 唇部 を 下

垂れの突帯状 に成形す る 。 費形土器0009は、 口 縁部は内湾 し 、 口 層部 に 接 し て 断面三角 形 の 突帯 を 貼 り 付 け

る も の で あ る 。 突帯の 幅 は 1 2醐 と 広 く 、 V字の刻み も 深 い 。 ま た外面 に は横方位の 貝 殻条痕 が ま だ残存 し て

い る 。 費形土器001 0で は 口 縁部 は 内 湾 し 、 2 条 の突帯を有 し 、 突帯幅 も 広 く 大振 り の V 字 も し く は0014 に 見

ら れ る よ う に 0 字の 刻 み を 施す。 口 縁部の突帯は 口 縁部よ り やや下がっ た箇 所 に 貼 り 付 け ら れ る 。 ま た外面

に は横方位 の 貝殻条痕が顕著 で あ る 。 費形土器0012は、 口 縁部が内傾 し 口 層部 よ り 下 が っ た位置 に 、 断面三

角 形 の 突帯 を貼 り 付 け る も の で 、 下段 に つ い て は残存の関係で不明。 突帯幅は 1 4mm と 比較 的 に 広 く 、 大振 り

の V 字が施 さ れ る 。 ま た外面 に は 1 個 の 穿孔及び横方位 の貝殻条痕が残存 し て い る 。 費形土器0015は 、 屈 曲

部 に 断面三角 形 の 突帯 を貼 り 付け る も の で あ る 。 突帯幅は広 く 、 強 く V 字が刻 ま れ る 。 費形土器0017は 、 口

縁部が弱 く 外反 し 、 口 唇部 よ り 下 が っ た位置 に 、 断面三角形の突帯 を貼 り 付け る も の で 、 2 条の 突帯 を 有 し

て い る 。 突帯幅 は 1 2醐 と 比較 的 に 広 く 、 大振 り の V 字が施 さ れ る 。 ま た外面 に は横方位 の 貝殻条痕が残存 し

て い る 。 費形土器0019は 、 口 縁部が弱 く 屈 曲 し 、 口 唇部よ り 下が っ た位置 に 、 断面三角 形 の 突 帯 を 貼 り 付 け

る も の で 、 2 条 の 突 帯 を 有 し て い る 。 突帯幅 は 1 0醐 と 比較的に広 く 、 大振 り の V 字が施 さ れ る 。 ま た外 面 に

は横方位の 員 殻条痕が残存 し て い る 。 費形土器0021 は、 口 縁部がほぼ直立 し 、 口 唇部 よ り 下が っ た位置 に 、

断面三角 形 の 突 帯 を 貼 り 付け る も の で、 2 条 の突帯を有 し て い る 。 突帯幅は 、 1 2mm と 比較的 に広 く 、 大振 り

の V 字が施 さ れ る 。 ま た外面 に は横方位 の員殻条痕が残存 し て い る 。 費形土器0023は 、 口 縁部が弱 く 屈 曲 し 、 口

層部よ り 下が っ た位置 に 、 断面三 角 形 の突帯 を貼 り 付け る も の で、 2 条 の 突帯 を 有 し て い る 。 突帯幅 は 1 4酬

と 比較 的 に広 く 、 大振 り の V 字が施 さ れ る 。 ま た外面 に は横方位 の貝殻条痕が残存 し て い る 。 費形土器0024

は 、 口 縁部が弱 く 屈 曲 し 内傾す る 。 口 唇部 よ り 下 が っ た位置 に 、 断面三角 形 の 小 型 の 突帯 を 貼 り 付 け 、 2 条

の突帯を有 し 、 突帯幅聞が狭 く な る 。 費形土器0027は 、 口 縁部が弱 く 屈 曲 し 、 口 層部 よ り 下が っ た位置 に 、

断面三角 形 の 突 帯 を 貼 り 付 け る も の で 、 2 条 の突帯 を有 し 、 突帯幅聞が狭 く な り 、 外面 に は貝殻条痕は全 く

見 ら れな く な る 。 費形土器0029は 、 口 縁部が弱 く 屈 曲 し 内傾す る 。 口 層部 よ り 下が っ た位置 に 、 断面三角 形

突帯文か ら 弥生前期土器

. 園 . ー
屯・品 位 園田 園
園 .: 唱角田 ・.

第14図 調査 I 区内遺物垂直分布図 ( S = 1/50) 突帯文か ら弥生前期土器
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3 節 調査 I 区の調査
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0 0  I 6 T Y Y - 2 2 3  実俗文土臨 g盟 0 - 0 5 E Ið (2. 9) 剣み目安稽 . j民組 条街 43 

0 0 1 7  T Y 7 - 2 0 5  製俗文土器 II a - 2 1  I 0 - 0 4  E 田 ( 1 0. 刷 26. 2 条宿 ・ 剣み目梨待 条111 43 

0 0 1 8  T Y 7 - 2 0 2  突俗文土鰻 II a - I I I 8 - 0 3  (4...1) ナデ ・ 剣み箇突僻 ・ "'111 4民錨 43 

0 0 1 9  T Y 7 - 1 8 4 突俗文土留 II 8 - 2 1  I 0 - 0 5 E 周 (6. 1 )  25. 4 制みIl!建僻 ・ 粂掘Z ミ ガキ ・ 4帳番喜 43 

0 0 2 0  T Y 7 - 2 0 4  製俗文土111 g提 8 - 1 1  I 0 - 0 4  E 悶 (4. 6) 25. 2 ナヂ ・ 鋼み目突待 ・ "'111 条111 44 

0 0 2  I T Y 7 - 2 0 1  突俗文土留 g筆 a - 2 1 I C - 0 5 E 田 (7. 9) 25. 6 ナヂ ・ 4長飽 ・ 鮒み図ヲ宅街 条痕 44 

0 0 2 2  T Y 7 - 1 8 2  実俗文土栂 g理 0 - 0 5 E Ið 【5. 8) 剣み日突得 ・ 4民鑓 ナヂ 44 

0 0 2 3  T Y 7 - 1 5 5 実術文土題 Z担 8 - 2 1  I 0 - 0 3 【9. 4) 3 1 . 2  ナヂ 条復 ・ 突併に剣み目 《 ス ス 付tll 条儲 44 
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遺物禄勾 寝録調書" 個 別 極 縄 分割

国阪地区 直 機 回 f� "，Q9.' 胴酉 日 匝 III侵 外 爾 向 画

0 0 2 4  T Y ア ー 】 5 4 受術文土盟 現 a - 2 1  1 0 - 0 3 (9. 3) 1 3. 4  ナヂ ・ 突得に鮒み臼 ナ ヂ 44 
0 0 2 5  T Y 7 - 1 8 7  実術文土田 置 d 1 1 0 - 0 4  E I!l 15. 7) 2 1 . 4  剣み闘突僻 ・ ナヂ 条111 44 
0 0 2 6  T Y 7 - 2 I S  突俗文土栂 lI! 8 - 1 1  I 0 - 0 4  E 陪 (3. 0) 1 7 . 0  ナ ヂ ・ 刻み闘突傷 ナ デ 44 

0 0 2 7  T Y 7 - 1 8 5  突俗文土樋 lI! a - 2 1  J 0 - 0 5 E I!l (7. 8) 25. 0 �Jみ 目 突締 ・ ミ ガキ ナヂ 条痕 44 

0 0 2 8  T Y 7 - 1 6 4 突割WJl:土樋 ヨ健 a - 1 1  I C - 0 5 E I!l (5. 7) 16. 2 ミ ガキ t欄ト ヘ ラ ミ ガキ t鰻】 ・ 費情 に 如l み 目 a陸 直 44 

0 0 2 9  T Y 7 - 2 0 0  突橋文土周 lI! a - 2 1  1 0 - 0 5 E 脳 (6， 4) 16. 8  制み臼ヲ宅待 ・ ナヂ ケ ズ リ 後ナ デ 44 

0 0 3 0  T Y 7 - 1 7 2 突智文土雄 現 a - 1 1  1 0 - 0 5  E III (5. 9) 1 5. 6  ナヂ 突併に刻み目 ・ 条副 条痕 44 

0 0 3 1 T Y 7 - 1 8 8  突術文土田 lI! a - 1 1  J C - 0 5  E 姻 (7. 1 )  19. 8 釦lみ 目 突lII . ナヂ ナ デ 44 

0 0 3 2  T V 7 - 1 9 4 突術宜主題 lI! 8 - 1 1  1 0 - 0 4  E III (5. 7】 回 2 ナヂ 《鶴水化物付勿》 ・ 剣み 目 突 網野 ナ ヂ 44 

0 0 3 3  T Y 7 - 6 3  突術文土居 lI! f 1 1  S I - 0 4  錨 (5. 51 ヨ コ ナデ ・ 銅み目 ヨ コ ナヂ 44 
0 0 3 4  T Y 7 - 2 1 2  突1II宜土留 lI! a - 1 1 I 0 - 0 4  8 1!l (4. 5】 14. 8 剣み目突俗 {胤斑ト ナヂ ナ ヂ 44 

0 0 3 5  T Y ア - 2 1 4  突傷文土留 lI! 8 - 1 1  I 0 - 0 4  E I!l (4. 7】 ナヂ ・ 剣み日突網野 ナ ヂ ・ 条復 44 
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3 節 調査 I 区の調査
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0045 
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u\土地点 法 盆 (cm) 持 徴 備 d雪 写真遺物機号 里要録割昨号 傾 別 総 種 分周
図版地区

j
置 情 風 位 ..(�存jI] 刷r� 口径 Il!径 外 耐 内 面

0 0 3 6  TY7- 2 0 3  NI文j 器 II C 0 - 0 4  E劇 (6.0) 17. 0 ナデ 刻み目突併 条，a 条1箆 45 
0 0 3 7  TY7- 2 2 5  実例W文土器 II c 0 - 0 5  E綱 (5. 1) ナデ 刻み目突櫛 ナデ 45 
0 0 3 8  TYアー 2 ' ， 失傷文土!� 自民 a - 1 I ! 0-0 4 8鳳 (3.2) ナデ 刻み目突併 条fR 条fR 45 
0 0 3 9  TYY- ! 7 8 ヲ砲俗文土栂 II a - 1 1  I C - 0 5  EH副 (4.9) 29. 8 ナデ 突務に剣み白 条1良 45 
0 0 4 0  TYアー 2 1 9 突俗文土器 II a - 1 1  [ 0 - 0 5  E刷 (5.2) 刻み白突傷 ミ アJニキ ナデ 45 
0 0 "  1 TYアー 1 6 9 ヲ起4作文土R� 現 ll - 1 1  I 0 - 0 5  E周 (5.7) 35. 6 ナデ 突併に刻み目 条fR 条f宜 45 
0 0 -1 2  TY7- [ 7 3  失俗文土器 II a - I I 1 0 - 0 5  E鳳 (5.5) 14.4 ナデ 条彼 ミ ガ キ 45 
0 0 4 3  TY7- 1 6 6  突併文土鶴 目E a - I I  I 0 - 0 5  E刷 (5.0l "'.0 ミガキ 突僻に釦lみ臣 ミ プfキ 45 
0 0 4 4  TY7- 1 6 0  家，m文土踏 当医 a - 1 I 1 0 - 0 4  8胸 (7. 1 ) �(み目 ヘフ ミ ガキ ヘ ラ ミ ガキ 45 
0 0 4 5  TY7- 1 9 5 多宅m文土総 II a - 2 1 I D → 0 5  E姻 (10.3) 30.4 条，a後ナデ 刻み目笑併 ナデ ケ ズ リ 後ナデ '15 

0 0 4 6  TY7- 2 2 1  ヲ宅併文土器 雪更 日 一 ' " 0 - 0 5  E刷 (6.0) 18.'1 細み日突網野 免疫 ナデ 45 
0 0 4 7  TY7- 2 2 2  突m文土器 獲 b - 1 I 1 0-0 5 E 刷 (2.9) Mみ日突帯 ー ミ ガキ ナデ 45 
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0060 

出土地，'1 it l民 (CII) ;，'; 徴 U臨 � 室図長版良l 遺物II';q 3受信t番号 種 別 総 鍾 $�m 
地区 週 情 脳 {主 III電信‘} 刷t� 口径 低径 外 面 5勾 t国

0 0 4 8  T Y Y - 2 2 0  突俗文土!lI 1I c 0 - 0 5 E肩書 (3.4) ナデ 刻み日突何? ナデ 45 

0 0 '1 9  T Y 7 - 1 6 3  突僻文土紛 1I a - 1 1  I 0 - 0 3  (6.6) 2 1 . 0  ナ デ 話題併に刻み日 条，u 45 

0 0 5 0  T Y 7 - 1 9 0  停生前期土竃 1I b - 1 1  I 0 - 0 5  E 届 (4.6) 32.2 剣み/] ・ ナデ ー 刻み11:，)宅待 ミ ガキ 45 

0 0 5 1 T't"7- 2 0 9  9写生前期土器 痩 d - 1 1 I 0 - 0 4  B帰 (2.2) ナデ 刻み日突併 ナヂ 45 

0 0 5 2  T Y 7 - ! 7 7  停生前期土盟 1I d - I 1  I C - 0 5  E I!f  (ι 1) 22.6 ナデ 剣み日 ナデ 45 

0 0 5 3  T Y ア - 1 9 I 弥生銅期土g 型 d E - 0 4  (7 臼 22.2 ナデ 卸lみ自 {雌陀Ii'融 L < 、} ナデ 45 

0 0 5 4  T Y ア ー 1 8 0 !I金納期土醤 復 CI - 1 1 ， 0 - 0 4  E 届 (5.5) 27.4 ナデ 釧み日 ナデ 45 
0 0 5 5  T Y ア ー 1 9 2  係生前�土欝 1I d I 1 ソ ク ミ ゾ (5.0) 18.6 ナデ 剣み日突併 ナデ 15 

0 0 5 6  T Y 7 - j 9 7  9年生前期主題 ヨー d I 1 0 - 0 4  E脳 (5.3) 26.0 ナヂ 釧み日突僻 ナデ 45 

0 0 5 7  T Y ア ー 2 0 8 弥生前期土題 現 d 0 - 0 4 E耐 (9.01 2-1. 0 ナデ 知lみ 11 徒情 (陪/[撒 し い1 . ;':1員布 り ナデ 45 

0 0 5 8  T Y 7 - 1 5 9  弥生 前期土盤 II d - 1 1 I c- 0 5 E崩 (3.7) 26. 8 ナデ 釦J.iIJ.日 ナデ 45 

0 0 5 9  T Y 7 - 1 9 G 保生前期土鐙 1I c1 ノ ク ミ ゾ (5.8) 23. 2 ナデ ー 剣み日突併 ナデ 旅路撤 し 〈 刷照不明 45 

0 0 6 0  T Y 7 - 2 1 6  9本生前期土器 蜜 d - I 1  ! D - 0 4  E !自 (3. 1) 23. 2 ナヂ 剣み口 ナヂ .15 
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3 節 調査 I 区の調査

\\�三吉百五五益三=r内 叫拘)0(........，...: -鋼 、、
\ \ t�fi{�!:4t:.::'���1l�戸\ \ 立If{:叶ジ;:��，\ずや捗G\ \ "叩説話Í:.��/�t

川 市�ë�f.;:�:" ' -'I;?"� ， ， 0061 

I、、、 一一一一一ー一一一I r  ζ立て士竺竺さ

い， .仲4 ニな""副団」与何時e司-、l ' ， 
0062 

-u�で竺鷲野

、、

伊川口怜ハI
附

1 1  1 1  

、、

0065 

0068 

0067 k土三;
0069 0070 

J ， 

、、

0071 

J J 

n

 

C

 
AU
4J

 

q乙
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U:jcJ臨1.'，( iJ; i詰 (c圃) ネ? 徴 制問 " 移民遺物111 '1 世島義?昏号 僧 別 踏 倒 分矧 図版地区 遺 情 廟 位 .aCilfill 刷I� 口径 III!! 外 間 内 面

0 0 6  1 T Y 7 - 2 1 7  弥生前期土屋 環 c I 0 - 0 3  EIIl <4.6) 19.0 ナデ 鮒み日 すデ " 
0 0 6 2  T Y ア ー 1 8 6 舞金"�m土器 !l d I I C - 0 5 己陶 (4.7) 28. 2 刻み日決Hlf ブ デ ナデ .]fi 
0 0 6 3  T Y ア ー 1 8 1 修生前剣士E !l d - 2 1 1 ソクミ ‘/ (2.6) 20.4 ナデ 釦jみ図 ナデ 4' 

0 0 6  '1 T Y 7 - 2 1 0  9年宣前期J:ZI !l ß - 0 3  C脳 (8. 1 ) 18. 0 ナデ ' 知lみ目提榊 O?Ft激 し L、} ナデ .]fi 
0 0 6 5  T Y 7 - 1 5 3  !I生前期土!ii !l d - 1 1  J 0 - 0 5 E姻 (8. 9) 23. 8  ナデ (炭化物付薄暗} ヲミi111ニ刻み日 ナデ :11; 

0 0 6 6  T Y 7 - 2 2 4  係生前期上E !l 0 - 0 5  E府 (5.8) 19. 4  ナデ 剣み自突傷 {修粍漁しい) ナデ " 
0 0 6 7  T Y 7 - 1 6 2  失神?文土器 3包 f 0 - 0 4  E刷 (9.3) 21. 6 ナデ 裂併に刻み四 条liI 条ffl 46 

0 0 6 8  T Y ア ー 1 6 1 ヲ宅術文 土器 !l f D - 0 4  E踊 (9.7) 19.6 ナデ Mみ四 条111 条例 '" 
0 0 6 9  5 0 6 - 0 8 8  災術文土訟 !l 0 - 0 5 E胸 (4. 15) 9.8 ナデl量ヨ コ ナデ ー 強いナデ t ス ス 付帯) ナデ { ス ス ド1 m 46 

0 0 7 0  T Y ア ー 1 ! 5 失'W文:U/} 到R 0 - 0 7 B 嗣 (5.0) (7.0) ナデI長崎ll't 目 ヨ コ ナデ ナデ

0 0 7 1  T Y ア ー 1 0 9 ヲ宅俳文土2岩 !l 0 - 0 5 E踊 (5.3) 7.8 刷E日 ヨ コ ナ デ ケ ズ リ

0 0 7 2  T Y 7 - 1 8  弥生前期土器 理 C - 0 5  E陪 (8.0) 8.2 ヨ コナヂ 鋼続不明 " 
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'�L< 遺 摘 層 住 UUi存高i 制If 111事 "'1事 外 酎 内 蘭 回限

() 0 7 3 T Y ア ー 1 7 9  突術文土栂 受 " I 1 0 - 0 5  E 刷 (7. 2) 29. 4 ナデ 条痕 条{寝 47 

0 0 7 4  T Y Y - 1 3 8 弥生前期上摺 中型鉢 C I 1 D - 0 4  ßIOl ( 10‘ 3) 35. 0 ヨ コ ナデ {み彩) ケ ズ リ [摩耗融 L い ) 47  

{) 0 7 5 T Y ア ー 1 3 5 突裕文土掛 議 A I 1 0 - 0 5  E IOl (7. 4) 14. 6 ヘ ラ ミ ガキ (み彰) ヘ ラ ミ ガキ (持、彩} 47 

0 0 7 6  T Y 7 - 1 3 9  突得文士総 世 ß I 1 ソ ク ミ ゾ (5. 9) 1 1 . 8  ij'l毛 目 (亦彩) ナ デ ( 鮒;t;彩} 47 

0 0 7 7  T Y 7 - 1 3 7  突俗文士:!i 省 C I 1 0 - 0 4  E IOl  ( 10. 0) 23. 0 へ う ミ ガキ '" 彰) ヨ コ ナ デ ，�影} 47 

0 0 7 8  T Y 7 - 1 2 3 弥生前期土竃 カ メ C - 0 5  E IOl  (5. 7) \0. 2 ナデ UII'l 炭化物付初のl'>岡鐙不明 47 

0 0 7 9  T Y 7 - 1 7 4 突調停文土:!i 機鉢 B I 1 ソ ク ミ ー/ (6. 8) 34. 6 ミ テfキ ー 刻み目 条痕 47 
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の 小 型 の 突帯 を 貼 り 付 け 、 V 字 刻 み を 有す る 。 費形土器0036は、 口 縁部が内湾 し 、 口 唇部 と 水平 に 三 角 形突

帯 を 貼 り 付 け 、 口 唇部 と 突帯 の 成 形 を 同 じ に 行 う も の で あ る 。 突帯 の 幅 は 8 mm と 狭 く 、 V 字 の 刻 み を 有す る 。 た

だ し 外面 に は 、 貝殻条痕は見 ら れな い 。 費形土器0037は、 口 縁部が外傾 し 、 口 層部 に 接 し て断面三角形 の 突

帯 を 貼 り 付 け 、 口 層部 と 突帯 の 形成 を 同 じ に 行 う も の で あ る 。 突帯 の 幅 は 6 mm と 狭 く 、 V 字 の 刻 み を 有す る 。 費

形土器0045は 、 内湾する 口 縁部 に 口 唇部よ り 下がっ た位置 に 、 断面三角 形 の 突帯 を 貼 り 付 け る も の で 、 2 条

の突帯 を 有 し て い る 。 突帯幅 は 、 14mm と 比較的 に広 く 、 大振 り の V 字が施 さ れ る 。 ま た外面 に は 、 横方位 の

貝殻条痕が残存 し て い る 。 費形土器0048は、 口 縁部は、 屈 曲 し 、 口 唇部 と 水平 に 三 角 形突 帯 を 貼 り 付 け 、 口

唇部 と 突帯 の成形 を 同 じ に 行 う も の で あ る 。 突帯の幅は、 9 mm と やや広 く 、 0 字 の 刻 み も 深 い 。 た だ し 外面

に は 、 貝殻条痕 は見 ら れな い 。 費形土器0061 は 、 口 縁部が外傾 し 、 口 唇部 に 接 し て 断面三 角 形 の 突帯 を 貼 り

付け、 口 唇部 と 突帯 の 成形 を 同 じ に行 う も の で あ る 。 突帯 の 幅 は 、 6 mm と 狭 く 、 V 字 の 刻 み を 有す る 。 費形

土器0065は、 口 縁部が内湾 し 、 2 条 の突帯 を有 し 、 突帯幅 も 狭 く 小型 V 字 刻 み を 施す。 口 唇部 に 接 し て断面

蒲鉾型 の突帯 を 貼 り 付 け ら れ る 。 費形土器0066は、 外反 口 縁の い わ ゆ る 知意状 を 呈 す る も の で 、 内 面 に は ナ

デ調整 に よ る 稜が認め ら れ る 。 胴部 に は 、 刻 み を 有 し た突帯が貼 り 付 け ら れ る 。 費形土器0067 ・ 0068は、 口

縁部がほぼ直立 し 内湾す る 口 唇部 に 、 低 い 断面半 円 形の突帯 を貼 り 付 け る も の で あ る 。 全 高 は 、 低 く 想定で

き る 。

嚢底部0069は 、 や や 中 央が持ち 上が り 、 断面逆台形 を呈す る 。 費底部0070はやや 中 央 が持 ち 上が り 、 断面

逆台形 を呈す る 。 費底部0072 ・ 0078 ・ 0071 は、 すべて平底で あ る 。 童形土器0073は 、 口 縁部はやや内傾 し 、

突帯 を 貼 り 付 けず、 口 唇部端部が面状 に仕上げ ら れ た も の。 外面 に は員殻条痕文が見 ら れ る 。

中 型鉢0074は 、 胴部屈 曲 部 に 無刻 目 の突帯 を巡 ら す。 壷0075は、 小型壷で、 口 縁部は緩やか に 大 き く 外反
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し 、 端部は弱 い 屈 曲 が見 ら れ る 。 全形 は胴部高 が優越す る 、 長胴系 と 想定 さ れ る 。 査0076は 、 口 縁部の外反

は僅か で あ り 、 全形は、 胴部径が優越す る 、 短胴系 と 想定 さ れ る 。 底部は 、 平底で あ る 。 壷0077は 、 中 型 壷

で、 口 縁部 は 、 緩やか に 大 き く 外反 し 、 端部は玉縁状 に膨 ら む。 全 形 は胴部径 よ り 胴部高 が優越す る 、 長鯛

系 と 想定 さ れ る 。 形態 の 変遷 と し て は、 胴部が徐 々 に大 き く 張 り 出す傾向 に あ る 。

浅鉢0079は 、 口 縁部が外傾 し 、 口 層部 に 直接刻みを有す る 。 外 面 に も 貝殻条痕の痕跡が僅か に 残 る 。 浅鉢

0080は 、 口 縁部が外反 し て お り 、 口 唇部 よ り 下が っ た位置 に 刻 目 を 有 し た突 帯 を 持 ち 、 突帯幅は 9 mm と やや

広 く 、 下段の突帯 と 刻みは摩耗 し て い る 。 小型の 浅鉢008 1 は 、 胴部高 が高 く 、 平 口 縁の 断面 「 く 」 の字形で、

頚部が長 く 口 縁 の 屈 曲 は 、 緩や か に外反す る 。 ま た胴部屈 曲 部 に 無刻 目 の 突帯 を 巡 ら す。 浅鉢0082 ・ 0083は 、

接点はな い が 、 器形及び調整等か ら 同 一個体 と 想定で き る 。 口 縁部が ほぼ直立 し 、 口 層部 よ り 下が っ た位置

に 刻 目 を有 し た突帯を持 ち 、 突帯幅 は 14mm と 広 く 、 刻 み も V字で深 い 。 外面 に は横方位 で の 貝 殻条痕が、 底

部 に は組織痕が顕著 に 見 ら れ る 。 小型浅鉢0084で、 平 口 縁の 断面 「 く 」 の字形で、 頭部が長 く 、 口 縁の 屈 曲

が緩やか で あ る 。 底部は、 平底 と 想定 さ れ る 。 浅鉢0085は、 胴部高が高 く 、 底部は平底で あ る 。

高 杯0086は 、 低脚高 杯で あ り 杯脚接合部 に突帯 を 一条有す る 。 高杯0087は、 通有の高杯で、 杯脚接合部 に

突帯を二条 を 丁 寧 に 貼 り 付 け る 。

費蓋0088は 、 深皿形 を 逆転 さ せた様な通有 の も の で あ り 、 紐部形状 は、 中 央部はやや窪む。
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第 2 章 調査の結果

3 弥生 時代後期 か ら 古墳時代前期

弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期 は 、 本調査区 の 中 核 を 成す時代であ り 、 検 出 さ れた遺構 と し て は竪穴住

居跡 7 軒、 掘立柱建物 2 棟、 井戸跡 5 基、 土坑 3 基、 杭列 2 本で あ る 。 遺構 同 士 の 切 り 合 い に よ る 新 旧 関係 、

出土遺物の詳細検討 に よ り 小時期 と し て I � V 期 、 様相 では 2 � 6 の分類が可能で あ る 。

( 1 )  1 号竪穴住居跡

ア 遺構 (第25図 1 号竪穴住居跡実測図)

l 号竪穴住居跡 は 、 調査 I 区 中 央部北側 の D - 03 ・ 04グ リ ッ ド に 切 り 合 い はな く 単独で位置す る 。 こ の 竪

穴住居跡 は 、 旧 地形の勾配係 り の箇所 に所在 し た こ と か ら 、 他 の 竪穴住居跡 に 比べ後世 の 削 平状態で浅 く 他

の 隣接す る 竪穴住居 跡 に 比 べ遺物は多量 に 出土 し た。

1 号竪穴住居跡確認時 の平面形状は、 東西方向がやや長 く 長方形で ほぼ南北3. 50m 、 ほぽ東西3. 84m、 遺

構確認面か ら の深 さ は20. 3cm を 測 る 。 住は北側の柱間隔が広 い 4 本で、 中 央 部 よ り やや北側 に は52cm X 36cm

の 楕 円 形状 の カ ー ボ ン が集 中 す る 炉跡 を 有 し 、 南側の 住間位置 に は76cm X 48cmの 隅丸方形状 の 土坑が確認 さ

れた。

遺物の 出土状況 と し て は 、 竪穴住居跡 中 央部付近か ら 西側部 に か け て の 一帯で濃密な 出 土 と な る 。

完形の費0089は集 中 し た 中 央部 の 資料 と 縁辺部 と の接合がで き 、 他の費0098 ・ 0092 に お い て も 同 様 に 散在

す る 資料 と の接合関係が判 明 し た。 同 様 に 完形高杯で あ る 0 1 08 ・ 0 1 1 1 ・ 0 1 05 ・ 0 1 1 2 に つ い て も 型式差は認め

ら れ る が、 点在す る 資料の接合状況が理解で き た。

小型丸底壷 1 1点 と 多量 で あ る が、 出土状況は点在 し てお り 、 小型土製模造 品 の 3 点 も 散在 し て 出土 し た。

1 号竪穴住居跡は、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の小時期 V 期 (様相 6 ) の 遺構で あ る 。

イ 土器 (第26"""30図 1 号竪穴住居跡内 出土土器実測図)

費は、 10点 、 査 は 6 点、 高 杯 1 5点、 鉢 2 点、 小型丸底壷 1 1 点、 小型土製模造 品 3 点 の 総点数45点 の 土 器 を

図化 し 掲載 し た。

0089は 、 費 F - c 類 の 標準資料で 、 布留型費 の退行的様相 を持つ も の で あ る 。 口 縁部が立 ち 気味 と な り 、

球形の嗣部は崩れた も の が 多 い 。 器面調整 に お い て も 、 内面ヘ ラ ケ ズ り が あ ま く 器壁 が厚 い 。 009 1 ・ 0092 ・

0096 も 費 F 一 C 類で あ る 。

0098は、 費 F - d 類の標準資料で、 調整の点で畿内系精製費 と 似た特徴 を 備 え る も の の 、 胴部の張 り や 口

縁部の立 ち 上が り か た に若干の 差異が見 ら れ 、 a ' b ・ C 型式の 中 に 含 め る こ と が困 難 な 一群 を 一括 し て い

る も の で 、 E 類 の も の を 含 ん で い る 可能性 も あ る 。 将来的 に検討を要す る 。 ま た型式的 に は F 類 と し て 、 畿

内系精製費 を 総称す る 資料が他 を 占 め る 。

壷では、 010 1 が 山 陰系二重 口 縁査 の 系 譜土器であ り 、 形態的 に は 、 退行的要素が認め ら れ る 。 0 102は頚部

か ら 口 縁部 に か けて 口 縁端部が下方 に垂れ下が っ た様な張 り 付 け が見 ら れ 、 系 譜 は 不 明 。

高杯は、 本竪穴住居跡群 中 で は最多出土 し 、 全て C 類の在地外来の 区別 が付 け に く い 折衷様式 の 資料で あ

る 。 0105は、 C - b 型式で 、 脚柱が長 く 中実がか っ て い る が、 聞 き 気味で裾部へ と 到 る 脚 (脚部 7 ) 及び高

杯 6 と で構成 さ れ る 資料で あ る 。 0108は、 C - a 型式で、 杯部径がやや小 さ く 、 高杯上半部 と 下半部の境界

に 弱 い段 を 有す る 杯 (杯部 6 ) 及び聞 き の 少な い棒状の脚柱部 に 、 裾部 と 強 い 屈 曲 を 有す る 脚 (脚部 6 ) で

構成で き る 資料で あ る 。 01 1 1 は 、 C - c 型式で、 浅手であ る が杯部径が大形 と な り 、 杯 上 半 部 は 、 大 き く 外

反す る 杯 (杯部 7 ) 及 び脚部 7 と で構成 さ れ る 資料であ る 。 ま た脚柱部は 、 釣 り 鐘状 で 、 緩やかな屈 曲 を 経

'E且。。
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0 1 0 8 5 0 6 - 1 2 8 土師題 高節 c- a l  I 5 1 - 0 1  下絹 1 4 . 8  1 6. 6  1 1 . 4  ナヂ {工民宿有) (-1!Il摩耗のl!J副腎不明暗】 ケ ズ リ 49 

0 1 0 9 5 0 6 - 1 :1 1; l 師鹿 高節 (; - h l  I S I - 0 I 下樋 13. 5 1 7. 2  1 2. 3  刷 毛 目 俄ナヂ (摩耗の為岡鐙不明岨} ケ ズ 'J ・ t一部摩耗の晶圃笹不明}

0 1  1 0  5 0 6 - 1 1 2  土師圏 荷停 C - a l  I 5 1 - 0 1 下回 14 . 5 16. 35 1 2. 25 ケ ズ リ 使ナヂ ・ ケ ズ リ 後 ヨ コ ナヂ ナヂ (工具痕有】 ・ ケ ズ リ

0 1  I I 5 0 6 - 1 3 1  t 師111 高郎 c - c I I 日 1 - 0 1  上層 14 . 2 17. 7 1 2. 75 ミ ガキ 《吻粍の'"周曾不明腺Hー館修粍の ぬ周11不明} 米間銀 ケ ズ lJ ' ( -ØI陣胞の為岡懸不明》 49 
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3 節 調査 I 区の調査

01 25 
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01 24 
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O 20c皿

に政1 35

血c
 

nυ
 
1

 

1
 

幽土箱点 法 固 化ml 特 徴 ・ 伺 者 写碍車物昏号 量録侵略 個 別 輯 掴 分刻
国匝地区 盟 倒 圃 位 国情輔! 間後 口聾 血後 外 街 内 函

0 1 2 2 5 0 6 - 1 2 7  土園田 !II! N- b l 1 S 1 - 0 I 床直 9. 45 1 1 . 2  9. 5 刷 毛 目 後 ヨ コ ナ ヂ ・ 刷毛 目 (-!I!ス ス 付0) ヘ ラ ケ ズ リ 佳ナヂ

0 1 2 3  5 0 6 - 1 1 9  土師圏 小型丸底土留 A - b l I 5 1 - 0 1 土問 10. 7 10. 55 8. 8 刷 毛 白 後 ヨ コ ナヂ ・ ナデ{値観錐} 強いナヂ (掴圃IE痕有} ・ ヘ ラ ケ ズ リ

。 1 2 4 5 0 6 - 1 2 1  土師魁 盛 N - b l 1 5 1 - 0 1  際血 (7.8) 1 1 . 7  1 1 . 面 副毛自慢値いナヂ t 邸 ス ス付着} ヘ ラ ケ ズ リ 後ナヂ

0 1 2 5 5 0 6 - 1 2 4  土師鑓 小型丸底土穆 A - c I 1 5 1 - 0 I 下回 (7. 0 8. 0 8. 2 刷 毛 白 後 ヨ コ ナヂ ・ 醐 毛 目 後ナヂ ナヂ t指銀座彼有}

0 1 2 6 5 0 6 - 1 3 2 土園田 小型丸底土樋 A - c l 1 5 1 - 0 1  底値 8. 3 8.95 9. 2 聞毛図像ヨ コナデ ・ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナヂ ナデ 《街頭匝症有} 49 

0 1 2 7  5 0 6 - 1 2 6 土得倍 '1.慰丸底土圏 A - e l I S I - 0  1 ピヴ ト向 8. 4 8. 8 9. 8 剛毛目白島組いヘ ラ ミ ガキ後一81-ナヂt工民I!IIfHI4毛白後ナヂ ナヂ {工具fII有〉 49 

0 1 2 8 5 0 6 - 1 1 8  土師踏 小型丸庭土鍾 A - c I I S I - 0  1 上回一緒 げ. 1 ) 8. 8 10. 国 刷毛回復ナデ ・ ナヂ 《やや瑚健》 ナヂ《鍋Jillll有》

0 1 2 9  5 0 6 - 1 3 8 土師盟 '1岨丸底土圃 A - e l 1 S I - 0  1 ー揖 8. 2  7. 9 8. 6 ナヂ ・ ヘ ラ ケ ズ リ 権侵いナヂ ヨ コ ナヂ ・ ナヂ 〈備鋼I子磁省}

0 1 3 0 T Y 7 - 6 9  土園田 小型丸庭土器 A - e l I S J - 0  I 上回 (7， 1 )  9. 4 醐毛図 像ナヂ 闘 毛 目 睦ナヂ ・ ナヂ

0 1 3 1  5 0 6 - )  1 5  土踊盟 小型丸庭土器 A- ( 1  I S 1 - 0 I 上回 8. 95 7. 9 9. 85 全面殿"のIII同盟不明臨 《ー節指闇IE復有} 酎毛白後ナヂ (1\1鰭) . t!障の為岡鐙不明暗

0 1 3 2 5 0 6 - 1 3 3  土師毘 小型丸底土田 A - e l I S I - 0  I 底a 10. 1 9. 15 1 1 . 1 ナデ ・ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ ナデ 〈掴阻序復省}

0 1 3 3 T Y 飽 - 7 4 小型土侵橿適晶{鉢形} - 1 1 5 1 - 0 1  上飽ー循 (4. 01 2. 8 指闇短1/1 ・ ナヂ 梅園IEI/I ・ ナヂ 49 

0 1 3 4 T Y 曲 - 4 0 小製土盟倹描!l.1I量移} - 1 1 5 1 - 0 1  E依直 5. 4 3. 6 指曲芸fII 指姐既fII 49 

0 1 3 5 T Y iYt - 5 8  小雪国土複線遺品 《鉢目別 - 1 1 5 1 - 0 1  下問 3. 2 111*1副叫 術閣医健 ・ 備に よ る ナ ヂ 樹園Jf.fII ・ 摘に よ る ナヂ 4. 
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第 2 章 調査の結果

て 、 短 い脚裾部 に 到 る 脚 (脚部 8 ) で構成 さ れ る 資料 も あ る 。

鉢は在地系 の丸底 の も の で 、 0 1 20は単純 口 縁 の 深鉢で、 平底で体部が直立 す る B - b 型式で あ る 。

小型丸底査 も 本竪穴住居跡群 中 で は最多の 出土で、 単純 口 縁 の 小型丸底土器群で あ る 。 0 1 26は A 一 C 型式

で、 口 縁部高が胴部高 の 1 / 2 以下 の も の で、 口 径が胴部径 よ り 大 き い も の で あ る 。 0 127はA - e 型式で、 口

縁部高が胴部高 の 1 / 2 以上 の も の で 、 口 径が胴部径よ り 大 き い も の で あ り 、 外面 と 口 縁部内面 に ミ ガキ を 施

す も の で あ る 。

小型土製模造品 で は鉢 ・ 費 ・ 増形で、 0 134は床直上出土であ る 。

( 2 ) 2 号竪穴住居跡

ア 遺構 (第32図 2 号竪穴住居跡実測図)

2 号竪穴住居跡は 、 調査 I 区 の ほぼ中 央部の C - 03 ・ 04グ リ ッ ド で 、 4 号竪穴住居跡 と 6 号竪穴住居跡 を

切 り 位置す る 。 ま た 柳町遺跡 E 期 の年代であ る 5 号井戸跡 も 切 っ て い る 。

2 号竪穴住居跡確認時 の 平面形状は、 南北方向がやや長 く 長方形で ほぼ南北4. 1 8m 、 ほぽ東西3. 96m 、 上

面 の 削平が強 く 遺構確認面か ら の 深 さ は 1 6. 0cm を 測 る 。 住は 4 本 と 想定で き る が、 北 西側 の 柱 1 本 に つ い て

は確認で き な か っ た。 中 央部 よ り やや南側 に は 、 1 l8cm X 95cmの大型土坑があ り 、 上面 に は91cm X 50cmの 楕 円

形状の カ ー ボ ン が集 中 す る 層 が確認 さ れた。 ま た 西南側壁面 に は 、 56cm X 46cmの 楕 円 形状 の 土坑が、 南側の

住聞か ら 東側壁面 に か け て は 、 55cm X 50cmの楕円 形状の鉢形土器 を所蔵 し た貯蔵穴が確認 さ れた。

遺物 の 出 土状況 と し て は 、 竪穴 中 央部付近か ら 南側部 に か け て の 一帯で濃密 な 出 土 と な る 。

費は 9 点、 壷 は 3 点が大型 の確認で き た遺物で あ る が多 く は一括か ら の接合状況で あ り 、 最 も 大型 の 壷02

が炉跡及び大 型 ピ ッ ト か ら の 出土が知れた。 高杯 5 点は、 いずれ も 断片で あ り 、 点在 し て お り 、 小型丸底土

器 9 点 も 住居跡一面か ら の散在 で あ る が、 0 166 ・ 0 1 59 ・ 0 1 63 ・ 0 1 62の 4 点 は比較的 に集 中 し て接近 し て 出土

す る 。

小型土製模造 品 の 高杯形 1 点、 柑形 4 )点、 鏡形 l 点が住居跡全面 に 出土 し 、 円 柱状土垂 1 点 も 確 認で き た。

2 号竪穴住居跡は、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期W期 (様相 5 ) の 遺構で あ る 。

イ 土器 (第33....... 36図 2 号竪穴住居跡内 出 土遺物実測図 )

費 10点、 壷 4 点、 高杯 4 点、 鉢 5 点、 小型丸底壷 9 点 、 小型土製模造品 6 点、 円 住状土錘 1 点 の 総点数39

点の土器 を 図化 し 掲載 し た。

費は、 全て畿内 系精製費で あ り 、 0 1 36は a 型 の布留傾向型費 、 0 137は b 型 の布留型費 と 特定で き る 。

壷0145は 、 畿 内 系 広 口 壷 の う ち 、 基部が強 く く びれ、 やや長 く 中程度 に 開 く 口 頭部 を 持 つ J - b 型式で、

調整が外面は刷毛 目 あ る い は刷毛 目 の後ナデ、 内面ヘ ラ ケ ズ リ で あ る 。 0 146 も 畿 内 系 広 口 壷 の う ち 、 基部の

く びれがやや弱 く 、 短 く 聞 き の 小 さ い 口 頭部 を も っ K - a 型式で、 な で肩で胴部最大径が 中 位 に あ り 、 外面

は刷毛 目 調整が主体で叩 き を わずか に残 し 、 内面はへ ラ ケ ズ リ を施す。 0148は 口 頭部が短 く 直立す る 在地系

の直 口 重で あ る 。 E II - b 型式の胴部高 1 0cm以上20cm未満の も の で 、 球形胴 を な し 、 頚基部が広 く 直立す る

口 縁 と 外面制毛 目 調整 で あ る 。

鉢01 54は、 系 譜不明 の 平底 の 浅鉢で、 外傾す る 1 - b 型式であ る 。 ま た鉢0 1 55は G 類は ご く 短 い 屈 折 口 縁

を持つ も の で 、 浅手 の G - a 型 式 の 資料で あ る 。

0 159は 、 単純 口 縁 の 小型丸底壷で、 A - b 型式に相 当 し 、 口 縁部高 が嗣部高 の 約 1 / 3 で 、 口 径が胴部径よ

り も 小 さ い も の で あ る 。

小型土製模造 品 で は 、 5 点 と も 床直上か ら の 出土で あ り 、 高坪 ・ 鉢 ・ 鏡形な ど多様で あ る 。
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3 節 調査 I 区の調査
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3 節 調査 I 区の調査
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出 土1&.\\\ 法 日 《叩} 特 償 ・ 鋼 考 '回s目s製z 掴物罰臨時 登録得勾 個 別 磁 桶 分観
地区 置 機 周 位 E高崎存.， 胴健 日橿 臨筏 外 薗 内 闘

0 1 3 6 5 0 6 - 0 0 4  土師揖 t担 F - 8 1  I 5 1 - 0 2  成;a (21 . 2) 23. 1  1 & 4  �I毛目 ヘラケズリ {指頭底痕有} 後悔い ヨ コ ナヂ
0 1 3 7 5 0 6 - 1 6 6  土師iI !l F - b l  I 5 1 - 0 2  ー指 18. 1 17. 7 16. 35 刷毛自 {ス ス f.tll) ケ ズ リ 《単位不明暗}
0 1 3 8 5 0 6 - 0 0 1 土師酪 現 F 1 1 5 1 - 0 2  一舗 (却. 01 22. 4 15. 1 �I毛田俊ナヂ ケ ズ リ
0 1 3 9 ヲ ー 1 8 土師掠 !l F 1 1 5 1 - 0 2  底部 (5. 2) 1 9. 0  ヨ コナデ ナヂ ・ ケズリ
0 1 "  0 タ - 8 土師栂 費 F I 1 5 1 - 0 2  上絹 (5. 5) ，8. '  刷毛目 ケズリ
0 1 4  1 タ ー 7 土師据 費 F - a l  I 5 1 - 0 2  底値 15. 1 刷毛目後ヨ コナヂ ・ 刷毛目 ケズリ
0 1 4 2  タ - 2 2 土lIi樋 現 F 1 1 5 1 - 0 2  底a.繭8-極 13. 6 16. 2 縦刷毛目後ヨ コナヂ ・ 縦刷毛目後十ヂ ヨ コナヂ
0 1 4 3  タ ー 3 土師栂 型 F I 1 5 1 - 0 2  床iI1 (3. 7) 16. 2  刷毛回復ナデ 酎毛白後ナヂ ・ ケズリ
0 1 4 4 ク ー 9 土師陣 !l F 1 1 5 1 - 0 2  園長直 (4. 3) 1 4 . 6 刷毛目後十ヂ ケ ズ リ
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3 節 調査 I 区の調査
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3 節 調査 I 区の調査

0 1 66は 、 円 筒 形土垂 の完形品 で 、 漁網具の予備 と し ての住居跡で の備蓄 と も 想定 さ れ る 。

ウ 石器 (第36図 2 号竪穴住居跡 内 出 土遺物実測図)

総点数 3 点 の 石器 を 図化 し 掲載 し た。 01 75は砂岩の敵石 ・ 磨石で外縁部 に 敵 き 痕跡が明瞭 に 見 ら れ 、 平坦

面 に 磨 き が残 る 。 0 176は砂岩製 の台石片で床直上か ら の 出土、 0177 も 同様 に 床直 か ら で 、 3 面 に使用痕跡が

見 ら れ る 。

( 3 )  3 号竪穴住居跡

ア 遺構 (第38図 3 号竪穴住居跡実測図)

3 号竪穴住居跡は調査 I 区 の ほぼ中 央部か ら 南側の C - 04グ リ ッ ド で 、 6 号竪穴住居跡 と 7 号竪穴住居跡、

7 号土坑 を切 り 位置す る 。

3 号竪穴住居跡確認時 の平面形状は、 南北方向 を主軸 と し た長方形 で あ る が、 西側辺が東側辺 よ り 短 い。

そ の規模 は、 ほぽ南北3. 56m 、 ほぽ東西2. 74m 、 上面の 削平が強 く 遺構確認面か ら の深 さ は28. 0cm を測 る 。

住 は 、 中 央部の 浅 い が 2 本が確認 さ れ 、 北側か ら 西側南側一部 に か け て は 、 6 cm- 10cmの有段で の ベ ッ ド 状

遺構が、 ま た竪穴住居跡 中 央部 に は 、 43cm X 30cmの楕円形状の カ ー ボ ン が集 中 す る 炉跡が確認 さ れた。 有段

の ベ ッ ド 状遺構全面 に は 、 75cm X 65cmの不整形状の土坑が確認 さ れた。

遺物の 出土状況 と し て は 、 竪穴 中 央部付近 に集中 し て 出土 し て い る 。

費、 査 の 多 く は、 一括資料 と し て の接合状況であ り 、 投棄 と 判 断 さ れ る が、 た だ完 形 の 壷0183 ・ 0 185の み

が南辺部 の ほぼ同地点か ら の 出土が確認で き る 。

高 杯 の 8 点 の う ち 、 主要で完形で あ る 3 点の0187 ・ 0 189 ・ 0 1 88は南西部か ら ま と ま り 出土す る 。 脚部の み

の資料は、 南側か ら で あ り 、 欠損品の流れ込みで あ ろ う と 想定 さ れ る 。

小型丸底土器 10点 の う ち 、 5 点 は 、 完形高杯の 周辺 の外縁部か ら の 出土であ り 、 同時廃棄の可能性 は 高 い 。 小

型土製模造品 も 1 点 出 土す る 。

3 号竪穴住居跡は、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の小時期 V 期 (様相 6 ) の遺構で あ る 。

イ 土器 (第39-4 1 図 3 号竪穴住居跡内出土遺物実測図)

費 5 点 、 壷 4 点、 高 杯 8 点、 小型丸底壷1 0点、 小型土製模造品 l 点 の 総点数28点 の 土器 を 図化 し 掲載 し た。

費 は 、 畿内 系精製費 の 各種が出土 し てお り a 型の布留傾向型費 ・ b 型 の布留型費 ・ C 型 の布留退行型費が

混在 し て い る 。

0 185 の壷 は 、 顕基部の く びれ の 弱 い 小型広 口 壷 N 類で、 胴部形態が扇球形の b 型式資料で あ り 、 外面刷毛

目 、 内 面ヘ ラ ケ ズ リ を 施す も の で あ る 。

高杯は、 折衷様式で在地外来 の 区別が付 け に く い高杯の 一群で あ る 。 0 187は 、 C - a 型式で、 杯部径がや

や 小 さ く 、 高杯上半部 と 下半部の境界 に 弱 い段を有す る 杯 に 、 裾部 と 強 い 屈 曲 を 有 す る 脚で あ る 。 0 192の脚

部 も 同様。 0 1 88 ・ 0 1 89は 、 C - c 型式で、 浅手で あ る が杯部径が大形 と な り 、 杯上半部は、 大 き く 外反す る

杯及び脚住が長 く 中 実 がか っ て い る が、 聞 き気味で裾部へ と 到 る 脚部で あ る 。 こ の竪穴住居跡では、 C - a '

C ・ d 型式が共伴出土する 。

小型丸底壷0197は 、 単純 口 縁 の 小型丸底土器で、 A - d 型式の、 口 縁部高が胴部高 の 約 1/2の も の で 、 口 径

と 胴部形が同 じ も の で あ る 。 0205は B 類で‘小型丸底土器 の う ち 、 二重 口 縁 を持つ も ち 、 B - a 型式 と し て 、

屈 曲部か ら 長 く のび内湾す る 。 こ の竪穴住居跡では、 A - a ・ C ・ g ' d と B - a 型式が共伴出土す る 。

小型土製模造品0206は、 事手形で あ る 。
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量虐
1 屑 : 黒灰 色 土 ・ 黒灰色 土 を 呈 す る 粘質土。 乾燥後は、 閤 く し ま り 、

も ろ く 崩駿する。
2 屑 : /1音灰色土 . /1音灰色 土 を 呈 す る 粘質土。 J J習 よ り 、 やや粘性が

強し \ 0
3 周 : /1昔灰色土 ・ 辺土 の 2 府 と 同質 で 2 賠同様、 棒状に鉄サ ビ色が

見 ら れ る 。
4 庖 階灰色土 ・ 3 屑 よ り 、 し ま り がな く 、 鉄サ ビ色 も 見 ら れな い。
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3 節 調査 I 区の調査
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3 節 調査 I 区の調査

週物a時'1 l!録111 η 孤 �J 認 相

0 1 8 7 5 0 6 - 0 2 6  土師器 高野
0 1 8  R 5 0 6 - 0 2 7  土術語 高係
0 1 8 9 5 0 6 - 0 2 9  土師栂 高旅
0 1 9 0 5 0 6 - 0 2 2  土師語 街路
0 1 9 1  5 0 6 - 0 2 1 土師聾 高節
0 1 9 2 T Y 7 - 8 8  土師怨 高節
0 1 9 3 T Y 7 - 8 9  土師醤 高IF
0 1 9 4 5 0 6 - 0 2 3  土師禄 高符

01 87 

01 89 

01 92 

出 土胞点
分銅

嶋区 置 網 問 {生 11幡害事)
C - a l I 5 1 - 0 3  下回 14. 35 

C - c l I S I - 0 :1 下胸 1 5. 2  

c - C I  I 5 1 - 0 3  上周 C 1 � 刷

C - c l 1 5 1 - 0 3  下周 (5. 7) 

C - a l I 5 1 - 0 3  上回 (5. 2) 

C - a l I 5 1 - 0 3  k周 ( 1 0. 1 )  

C 1 1 5 1 - 0 3  上周 【7. 5)

C 1 1 5 1 - 0 3  上回 【7. 6)

法

‘ " \ I 1 

。

由 化ω

01 88 

\-f/ 
\~ベ1苛ごシ/

01 93 

特 111 備 考

朗経 口径 底径 外 薗 内

1 6. 9  1 1 . 8  刷 毛 回 復 ヨ コナヂ ・ 刷 毛 回 復潤い ミ ガキ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナデ

19. 6 13. 0 剛健の為圃盤不明 ケ ズ リ

22. 2 刷毛回 復丁寧なナヂ ・ 刷毛 目 ケ ズ リ ・ 刷 毛 目 後ナデ

16. 8 刷毛目佳ヨ コナデ ・ ヨ コ ナ デ 刷 毛 白 後 ヨ コ ナ デ ・ 岡毛目11ナヂ

19. 0 粗いヘ ラ ミ ガキ ・ ナデ 副毛目畿値いナヂ

12. 2 ヨ コ ナヂ ナデ ・ ヨ コ ナデ

13. 2 ヨ コ ナデ 刷 毛 目 佳 ヨ コ ナ デ ・ ヘラ ケ ズ リ

12. 6  ナデ権担いヘ ラ ミ ガキ ヘ ラ ケ ズ リ ・ 副毛回復ナヂ
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0 1 9 5 T Y 7 - 9 3  七師器 iI A - 11 1 [ S 1 - 0 :1 1:11:1 5. :1 13. 4 ナ ヂ <U ・ 術IU

0 1 9 6 5 0 6 - 0 1 7  土師器 小雪国九底土留 A → d l  1 S 1 - 0 3 ド附 7. 2 7. :1 ï. 15  刷 色 1 1 ヨ コ 十 デ ー 十ヂ (指姐IE痘有J < ス ス 付 罰 )

。 I 9 ï 5 0 6 - 0 1 9  土師鳩 小守J九底 t 掛 A - d l  J S 1 - 0 :1 loltl -I!; H. 1 5  お l 札 o ij11 f:: 1 1 憤 ヨ コ ナデ ・ 刷 !: I I ヘ 7 ケ ズ ' J ;，1 

0 1 9 8 T Y ア - 8 6 土師総 小僧Jtt怠 i 総 A - <l 1  1 S 1 - 0 :1 上倒 的 (7. 2 )  9， 4 ヨ コ ナヂ ー 脚IH査ナデ ヨ コ ナ ヂ ナヂ

o 1 9 9  T Y 7 - 5 <1  i 師lI1I 小時1九弘�tJ:íUI A - c I I 日 [ - o a ド凶 R. O y. J 日ll U l liナ7 ヘ ラ ケ ス' リ

0 2 0 0  T Y 7 - 8 4  土師総 小揮i九底土蹴 A - g l  1 S ! - 0 :� 1 ..1tl (8. 4 )  9. () Wl é U I，長 7 デ ナ ヂ ・ ヘ ヲ ケ ズ リ

0 2 0  1 T Y 7 → 5 3  土師総 小司自九底 上総 A - d I J S ! - 0 :1 U<1 9. [， 8. 9 跡I � I I I会サ デ ヘ ヲ ケ ズ リ

0 2 0 2  5 0 6 - 0 1 5  土師総 小刻Ju底オ 鑓 A - <1 1  1 S 1 - 0 :1 tltl fl. f， 。 1 ;， 9. 0 刷 (:; 1 1 1量 ヨ コ ナ テ ijlJ t.LH量寸 子， (間分的に ス λ U N i 強 い ナ ヂ (指孤児1且fi ) (部分的に 1 ス H .fl J

0 2 0 3  5 0 6 → 0 1 6  土師掠 小型九底 t問 A- e I 1 S I - 0 :1 上凶 9. 8:， ，1\.-1 fl. i 階耗の為不叩1 {部分的に ス ス 十l 荷 ) ナ ヂ (揃頒IEftHfl やや摩耗 {部分的に ス ス 付 帯 } ー
0 2 0 4  ク ー 2 6 土師麗 小限九底土盤 A - c l  I S 1 - 0 :1 ，，<1 9. 1 !U 10. 1 ヨ コ ナデ 刷 HI Iをナデ ・ ( .郎に陪fヒ鼠fHl 1 ヨ コ f デ ー �I 毛 IJ後指押 さ え ・ ( .部に償化鼠H.nl ー
0 2 0 5  5 0 6 - 0 1 8  土飯器 小唄丸底土鑓 8 - a l  I 5 1 - 0 3  上回 1. & お 11. ;) 9. 0 ヨ コ 十ヂ ßlJ !:H 十 ヂ ー ヘ ラ ケ ズ リ 51  

0 2 0 6  T Y 位 7 6 小型 土担慣造品 {郎形} I 5 1 - 0 3  i 制 2. 0 5. 11 指:担任f且 ・ 指ナ ヂ 指胡IEfll . 指ナ ヂ :>1 
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3 節 調査 I 区の調査

( 4 )  4 号竪穴住居跡

ア 遺構 (第43図 4 号竪穴住居跡実測 図)

4 号竪穴住居跡は、 調査 I 区 の ほぼ中 央部か ら 南側の C - 04グ リ ッ ド で、 6 号竪穴住居跡 を切 り 、 一方 2

号竪穴住居跡 に 切 ら れ位置す る 。

4 号竪穴住居跡確認時 の平面形状は、 南北方向 にやや長 い 長方形で ほぼ南北4. 1 8m 、 ほぽ東西3. 84m、 上

面 の 削平が強 く 遺構確認面か ら の最大深 さ は 、 14. 0cm を 測 る 。 柱は 4 本 と 想定 さ れ、 う ち 3 本は住居跡壁側

の か な り 接近す る が、 北西住 1 本 は土坑 に切 ら れ る 。 中 央部よ り やや南側 に は 1 18cm X 95cmの 大型土坑があ り 、

ま た東 側 の 柱聞 か ら 東側壁画 に か けて 1 23cm X 73cmの 隅丸方形状 の貯蔵穴が確認 さ れた が土器の埋納は見 ら

れなか っ た。 ま た竪穴住居跡 中 央部 に は 、 65cm X 43cmの 楕 円 形状 の カ ー ボ ン が集 中 し た 炉跡が確認 さ れた。

さ ら に 竪穴住居 跡 中 央部か ら 西側 に ま と ま っ て28点 に及ぶ炭化材が出土 し た が、 小片化 し てお り 建物構造

を示す資料で あ る か は 、 判 断で き な い 。

ま た遺物 の 出土状況 と し て は、 竪穴住居跡中 央部付近か ら 南側 に か けて薄 く 出土 し て い る 。

費 の0207 ・ 0208の 2 点は 、 主 に 西側辺か ら 、 外面手づ く ねの 中 型 壷021 0 も 西側辺か ら ま と ま っ て 出 土す る 。

小型丸底土器 3 点 の 内 2 点 は 、 北側か ら 離れて出土す る 。 さ ら に は 、 小型土製模造品 の増形が 3 点、 勾 玉

形が 4 点、 さ ら に 円 住状土垂 1 点 も 出土す る 。

4 号竪穴住居跡は 、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期W期 (様相 5 ) の遺構で あ る 。

イ 土器 (第44図 4 号竪穴住居跡内 出土遺物実測図)

費 3 点、 査 2 点、 鉢 2 点、 小型丸底壷 3 点、 小型土製模造品 4 点、 円 筒 状土垂 1 点の総点数15点の土器を

図化 し 掲載 し た。

費は、 F 類 の畿内系精製費 の a 型布留傾向型費 を 中 心 と し て 出土 し てお り 、 壷0210は 中 型 の外面 し 指頭圧

痕 の 残 る 資 料で あ る が系譜は不明 で あ る 。

鉢02 1 1 は、 屈折 口 縁の浅鉢で、 F - a 型式の頭基部の く びれが強 く やや長め の 内 湾 口 縁 を持 ち 、 く びれ は 、

強 い 資料で あ る 。

小型丸底査 は 、 0214は小型丸底土器 の う ち 、 二重 口 縁 を持つ も の で 、 B - b 型式 の 屈 曲 部が外反す る も の

で あ る 。 021 5は 、 単純 口 縁 の 小型丸底土器で、 A - d 型式 の 、 口 縁部高が胴部 高 の約 1 / 2 で、 口 径 と 胴部形

が同 じ も の で あ る 。

小型土製模造 品 で は 、 鉢形 3 点の他、 0220は、 勾玉形、 022 1 の 円 筒状土垂 も 完 品で あ る 。

( 5 )  5 号竪穴住居跡

ア 遺構 (第46図 5 号竪穴住居跡実測 図)

5 号竪穴住居跡は、 調査 I 区 の ほぼ中 央部か ら 南側の B - 03 ・ 04グ リ ッ ド で 、 3 号溝状遺構、 4 号溝状遺

構、 6 号潜状遺構 に 切 ら れ位置す る 。 た だ し 2 号掘立住建物跡 と の 前後関係 は、 不 明 で あ る 。

5 号竪穴住居跡確認時 の平面形状は、 南北方向がやや長 く 長方形で ほぼ南 北4. 74m、 ほぽ東西4. 52m、 上

面 の 削平が強 く 遺構確認面か ら の最大深 さ は、 6. 0cm を測 る 。 住は 、 4 本 で あ り 、 南側柱 2 本 は 、 壁 に 6 - 8

cm と 接近 し てお り 深 く 丈夫で あ る 。 東側壁面 に は、 75cm X 58cm の 隅丸方形状 の貯蔵穴が確認 さ れた壷土器の

埋納が見 ら れた。 ま た竪穴住居跡 中 央部の 4 柱穴 の 中 央部か ら 北側 に は、 374cm X 184cm に わ た り 不整形の硬

化 層 が確認 さ れた 。

ま た遺物の 出土状況 と し て は 、 竪穴住居跡全域 に まば ら に 出土 し て い る 状況で あ る 。 査0224は竪穴住居跡
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0 2 1 7  5 0 6 - 0 3 1 小型土民l!lli晶 1 5 1 - 0 4  金 回 � .  6. 8 強いナヂ峰ヨ コナヂ{指傾距復有} 強いナヂ【指固圧直有} 51  

0 2  I 8 T Y 鎗 - 6 5 小型土卿倶遺品 {鉢形》 I 5 1 - 0 4  金 問 1 . 8  3. 4 術創任彼 ・ ナヂ 鎗圃眼健 ・ ナデ 51 

0 2 1 9  T Y ðl - 4 3  小型土担視描，u， (鉢穆》 - I I 5 1 - 0 4  金一周 3. 6 '. 2 2舗網任彼 指圃1正彼 51 
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0 2 2  l T Y - p 3 7 土鍋 I 5 1 - 0 4  金�iI 1島剖 9.9 t:舶 U I同1 0.& (軒} 担句 指銅版磁 ・ 思BI
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3 節 調査 I 区の調査

の 北 西側 に所在す る が、 他 の 査 ・ 小型丸底査資料は、 一話 に よ る 出土であ り 、 接合等 の特定 は 、 困難で あ る 。

5 号竪穴住居跡は、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期W期 (様相 5 ) の遺構で あ る 。

イ 土器 (第50図 5 号 ・ 7 号竪穴住居跡内出土遺物実測 図)

図化 し た資料は、 壷 3 点、 小型丸底土器 1 点の 計 4 点で あ る 。

査0224は、 口 縁部径18. 0cm、 残存高7. 0cm を 計 る 頭部の く びれが強 い長頚査で あ る 。 口 縁部が分厚 く 肥厚 し 、

外面 に は 、 制毛 目 調整が縦方 向 に 施 さ れ る 。 0225は、 広 口 査で、 口 縁部径O. Ocm、 残存高O. Ocm、 外面 に は制

毛 目 調整が斜方 向 に 施 さ れ る 。 0223は、 複合 口縁系壷で屈 曲が強い。 0225の 小型丸底土器 も 出 土す る 。

( 6 )  6 号竪穴住居跡

遺構 (第48図 6 ・ 7 号竪穴住居跡実測図)

6 号竪穴住居跡は、 調査 I 区 の ほぽ中 央部か ら 南側 の C - 04グ リ ッ ド で 、 7 号竪穴住居跡 を 切 り 、 3 号竪

穴住居跡、 4 号竪穴住居跡、 8 号潜状遺構に切 ら れ位置す る 。

6 号竪穴住居跡確認時の 平面形状は、 南北方向がやや長 く 長方形で ほぼ南北5. 48m、 ほぽ東西は想定では

あ る が4. 72m、 上面 の 削平が強 く 遺構確認面か ら の最大深 さ は、 9. 0cm を測 る 。 住は、 4 本で あ り 、 東側住聞

に82cm X 36cmの楕 円 形状 に カ ー ボ ン が集中 し た炉跡が確認 さ れた。

遺物 の 出土状況 と し て は 、 竪穴住居跡内 の全域 に ま ば ら に 出土 し てお り 、 図化で き る 資料はなか っ た。

6 号竪穴住居跡は、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期 W期 (様相 5 ) の遺構で あ る 。

( 7 )  7 号竪穴住居跡

ア 遺構 (第48図 6 ・ 7 号竪穴住居跡実測図)

7 号竪穴住居跡は、 調査 I 区 の ほぼ中央部か ら 南側 の C - 04グ リ ッ ド で 、 6 号竪穴住居跡、 8 号溝状遺構

に 切 ら れて位置す る 。

7 号竪穴住居跡確認時 の 平面形状は、 南西隅丸部及び平坦部 を残す の みで、 6 号竪穴住居跡で削平 さ れて

お り 、 遺構確認面か ら の 最大深 さ は 、 5. 0cm を 測 る 。 住は、 想定の 4 本で あ る が、 北東隅柱の確認は で き な

か っ た。

ま た遺物は、 竪穴住居跡内 の ピ ッ ト 周辺部 よ り 、 少量出土 し 、 一部は、 切 ら れた 6 号竪穴住居跡の資料 と

接合 し た。

7 号竪穴住居跡は、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期W期 (様相 5 ) の遺構で あ る 。

イ 土器 (第50図 5 号 ・ 7 号竪穴住居跡内 出土遺物実測図)

図化 し た資料は、 費 1 点 、 高杯 1 点、 小型土製模造品 (鏡形) 1 点 の計 3 点で あ る 。

0226の費は、 口 縁部径16. 4cm、 残存高23. 4cm、 胴部最大径22. 0cm を 計 る 畿内 系 F - b 類費であ る 。 口 縁部

は 内湾す る 特徴 を有 し 、 なで肩の球形胴部を も ち 、 器壁 も 薄 い。 肩部 に定形化 し た横制毛及び不定方向 の制

毛 目 で あ る 。

高杯0227は折衷様式で在地外来 の 区別 が付 け に く い高杯 C 類で、 杯部がやや深手の資料で あ る 。 口 縁部径

1 7. 0cm、 残存高5. lcm を 計 る 。 小型土製模造品0228は、 全径4. 2cmの鏡形で、 ほぽ完形で あ る 。

( 8 )  1 号掘 立柱建物跡

遺構 (第51 図 1 号掘立柱建物跡実測図)
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3 節 調査 I 区の調査
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3 節 調査 I 区の調査
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第 2 章 調査の結果

1 号掘立住建物跡は 、 調査 I 区 の ほぼ中 央部か ら 北側の C - 03グ リ ッ ド で 、 単独で位置す る 。

1 号掘立住建物跡確認時 の 平面形状 は 、 1 問 X 1 聞 の建物で南北方向が長 く 住真 々 問 で 南 北3. 62m-3. 54 

m、 東西は2. 72m-2. 70m を測 り 、 主軸方位 は N - S で あ る 。 上 面 で は か な り の 削 平 を 受 け た と 想定で き る

が、 柱 4 本 に は いずれ も 住根が残存 し てお り 、 住穴底部 ま で の 最大深 さ は 、 24. 0cm を 測 る 。

ピ ッ ト l よ り 多量 の炭化物が出土す る 。

l 号掘立住建物跡の所属の柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期 は 、 判 明 し な い 。

( 9 )  2 号掘 立柱建物跡

遺構 (第52図 2 号掘立住建物跡実測図 )

2 号掘立柱建物跡は、 調査 I 区 の ほぼ中 央部か ら 南側の B ー 04グ リ ッ ド で 、 5 号竪穴住居跡、 6 号溝状遺

構 と 重複 し て位置す る が、 新 旧 関係 は 、 不明であ る 。

2 号掘立柱建物跡確認時 の 平面形状は、 1 問 X 1 聞 の建物で南北方向がやや長 く 住真 々 間 で 南 北2. 82m-

2. 76m 、 東 西 は2. 76m-2. 74m を 測 り 、 主軸方位は、 E - Wであ る 。 上 面 で は 、 削 平 を 受 け た と 想定で き る

が、 柱 4 本 に は、 いずれ も 柱根が残存 し て お り 、 柱穴底部 ま で の 最大深 さ は 、 36. 0cm を測 る 。

遺物は 、 ピ ッ ト 3 よ り 土師器費片が 1 点 出土する が図化 も 不可能で あ り 時期判定は、 困難で あ る 。

2 号掘立住建物跡の所属の柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期 は 、 判 明 し な い 。

一 1 13 -



3 節 調査 I 区の調査
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第 2 ]主 調査の結果
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第 3 節 調査 I 区 の概要
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3 屑 ・ 緑灰色土 ・ 黄色が強い。

4 問 。 H音灰 色 土 ・ 粘質土 ・ カ ー ボ ン を 少量包含す る。

5 層 階灰色土 を 呈 す る 粘質 土 と 育灰色粘質土、

黄灰色土の混合土居。

6 府 ・ 11音 灰 色 を 呈 す る 粘質 土。 5 閉 よ り やや粘性が強 く 、 少 量 の

カ ー ボ ン を包含する。

7 陪 : 暗背灰 を呈する 粘質土。 6 陪 よ り やや青灰色をおび、 更 に 粘

性が強い 。

緑灰色土 を ブ ロ ッ ク 状に 包含 す る 。
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第 2 章 調査の結果
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第 3 節 調査 I 区の概要

( 1 0) 1 号井戸跡

ア 遺構 (第53図 1 号井戸跡実測 図 一 土器 一 )

1 号井戸跡は調査 I 区 の ほぼ 中 央部 C - 03グ リ ッ ド で、 1 号土坑 に切 ら れて位置す る 。

1 号井戸跡の確認時 の 平面形状は、 ほぽ 円形で南北1 . 94m、 東西1 . 92m、 遺構確認面か ら の深 さ は306. 5cm

を測 る 。 断面形態 は 中 位 が胴張 り し て膨 ら み、 最下面は平坦で隅部が角 張 っ た ほぽU字形を有 し た 素堀であ

り 、 最下部は砂層 ま で達 し て い る 。

遺物 の 出土状況 と し て は、 井戸跡の上層 ( 1 層 ""' 3 層 ま で) か ら は査0229 、 0234費、 0235壷及び土師器小

片が少量出土す る 。 中 層 ( 4 層 ""' 6 層 ) か ら は0237鉢が、 下層か ら は023 1 費類が、 さ ら に最下層 の ( 7 層 )

か ら は0230布留傾向型費、 0232折衷様式費、 0233広 口 壷、 0236高杯が ま と ま っ て 出土す る 。

なお こ の 井戸跡か ら は 、 有機質遺物では、 木片 3 点のみで製品 の 出土は全 く な い 。

下 層 の 集 中 し た土器出土状況か ら 、 1 号井戸跡は柳町遺跡弥生時代末 か ら 古墳時代 前 期 の 小時期 E 期 の遺

構であ る と 考 え る 。

イ 土器 (第54 ・ 55図 1 号井戸跡内 出土土器実測図 )

費 5 点 、 壷 2 点 、 高 杯 l 点、 鉢 2 点の総点数10点の土器を 図化 し 掲載 し た。

費 は F 類畿 内 系精製費の a 型布留傾向型費0230 ・ 0231 を 中 心 と し て 出土 し て お り 、 費0232は在地系 長胴費

A 類 と 畿内 系精製聾 F 類 と の 折衷類形で あ る 。 E - b 型式であ り 、 やや長胴気味で丸底 、 胴部最大径 を 中位

に持つ。 外面 に 叩 き を残すが、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 調整で あ る 。

壷0233 ・ 0235は在地 系 の 広 口 査底部で あ る 。

在地系 高 坪 の0236は 、 高杯上半部 と 高杯下半分の境界部 に 弱 い 段 を 有 し 、 口 縁部 は 内 湾気味 に立 ち 上 が る

杯部で あ る 。

鉢021 1 は屈折 口 縁の浅鉢で、 F - a 型式の頚基部の く びれが強 く やや長め の 内 湾 口 縁 を 持 ち 、 く びれは強

い 資料で あ る 。

\一=
0235 どとJ J 〈ニコ空J

0237 

外

- .刷毛臼
一 司副毛日後ヨ コナデ ''''粍滋し L ‘)

Iヘラ ミ ガキ後捗i毛日
lナデ

特 徴 ・ 備 考

凶 | 内
術岡懲役刷毛目
刷毛目後ヨコナデ
ヘラ ミ ガキ
ナヂ後 ミ ガキ 〈工具復有)

第55図 1 号井戸跡内 出土土器実測 図 - 2 一
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第 2 章 調査の結果

( 1 1 )  2 号井戸跡

ア 遺構 (第56図 2 号井戸跡実測 図 一 土器 一 第59図 2 号井戸跡実測 図 ー 木製品 上 ・ 中 層 一

第60図 2 号井戸跡実測 図 ー 木製品 中 ・ 下層 一 )

1 号木甲 と 附属棒状留具が出土 し た 2 号井戸は調査 I 区 西側A 一 03区 内 の排水用 側溝 に 、 遺構 の 上部端 を

一部分カ ッ ト さ れ る 状態で確認 さ れた。

2 号井戸跡の確認時 の 平面形状 は 、 南北方向がやや長 い楕円 形で南北1 . 2 1 m 、 東 西 1 . 02m 、 遺構確認面か

ら の深 さ は 1 29. 3cm を 測 る 。 断面形態 は最下面が平坦で、 ほぽU 字形 を 有 し た 素堀 で あ り 、 砂層 ま で達 し て い

る 。

A 
-

B 

A 
←ー L =4. 000m

1 層 : 黄灰色粘質土
2 層 : 暗青灰色粘質土
3 層 : 育灰色粘質土混合土
4 層 : 明青灰色強粘質土
5 層 : 育灰色土 に植物質混入
6 層 : 暗青灰色強粘質土

A
' 

ーーー・

E
go -4YHHJ
le
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第 3 節 調査 I 区の概要

置物a番号 霊録111 時 個 別 穂 積 it翻
lI!区

0 2 3 9  5 0 6 - 2 1 1  土師留 lI! O - a l  I 

0 2 4 0  5 0 6 - 2 1 5  土師鶴 g提 D - b l  I 

0 2 4 1 5 0 6 - 2 1 4  土師居 lI! O - a l  I 

0 2 4 2  5 0 6 - 2 1 3  土師圏 寝 O - a l  I 

0 2 4 3  5 0 6 - 2 1 6  土師栂 lI! B I I 

0 2 4 4  5 0 6 - 2 1 2  土師" e L I 1 

壇

、、

制土地点

綱

5 E - 0 2  

5 E - 0 2  

5 E - 0 2  

5 E - 0 2 

5 E - 0 2  

5 E - 0 2  

II! f，立

l 周

2 層

2 11!  

1 ， 2 層

2 悶

I I!l  

" " 
0242 

、 、 、

『左

U.'曙".， 周亜
23. 6 ， & 日

(6， 田〉

(6. 1 )  

(8， 3) 

(6. 3) 

( 1 9 . 4 )  

m (，四}

口 瞳

14. 8 

1 1 . 5 
14. 2 

，6. . 
16. . 

*盟

〆/ 〆〆' 、 、、 、
、、

， 

外

.，. 

特 徴 備 '" 
副 内

叩 き 目 {繍 左上が り } 健刷 毛 目 副長ナデt一郎術111I1I有} ナデf一陣指頭底復有}

刷 毛 目 俊ナヂ 術ナデ 〈指属医a有} ・ ナ ヂ

刷 毛 目 刷 毛 回 復ナヂ《指副序血有}

刷 毛 白 後ナデ・ { ス ス付寝} ・ ($;;' 酎 毛 目 俊郎分的にナヂ

刷 毛 目 ・ 叩 含 目 {繍} 詑飽 刷 毛 目

刷 毛 B 後ナヂ B'f毛 目 後ナヂ
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0 2 4 6  

0 2 4 1  

0 2 4 8  

0 2 4 9  

0 2 5 0  

盟保信号

5 0 6 - 2 1 7  

5 0 6 - 2 1 8  

5 0 6 - 2 1 9  

5 0 6 - 2 2 0  

5 0 6 - 2 2 1  

5 0 6 - 2 2 2  

組 別

土師栂

土師魁

土師留

土師届

土師恩

\ \  
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鶴 租 分銅
纏区

盛 B I I 

小型丸底土器 A - a l  1 
l1li台 A I I 

高野 G - a l  1 
高節 E I 1 
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盟

" ， I 
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第 2 章 調査の結果

0249 

0250 

l Oc阻

特 m 倒 考 移腐

函 内 面 固版

S E - 0 2  2 回 ( 1 2. 9) 工具ナヂ・工具ナヂ後ナヂ. 1-111 ス ス 11絡ト { 郎ill1il1 T箪なナデ・工具ナデ

S E - 0 2 6 回 9. 4 9. 05 7. 9 捌 毛 自 ・ ナデ ナ ヂ (工具IJI有} 52 

S E - 0 2  上田 信 (7. 7) 副 毛 回 後 郎ナヂ ・ <illl場} ナ デ t 郎赤鯵} 52 

S E - 0 2  1:四 倍 (3. 9l 刷 毛 目 後ナデ 刷 毛 目 彼 ナ ヂ

S E - 0 2  2 回 6. 0 ヘ ラ ケ ズ リ 般ナヂ 工民ナヂ 52  

S E - 0 2  2 悶 3. 1 6. 6 2. 3 ナデ ナヂf指磁圧磁有}

第58図 2 号井戸跡内出土遺物実測図

遺物 の 出土状況 と し て は 、 井戸 の 上 層 ( 1 層 - 3 層 ま で) か ら は本井戸跡か ら 出土す る 弥生土器の大多数

が出土す る 。 時期 を示す0239在地系 中 型費、 0242在地 系 中 型費、 0244畿 内 系広 口 壷な ど で あ る 。

中 層 ( 4 層 ・ 5 層 ) か ら は 、 1 号木 甲 の部材 3 点の他、 大多数の0255垂木 、 0259建築部材、 0260住材の転

用 材 、 住材、 丸杭、 角杭木製品、 木片等 9 点が出土す る 。

最下層 ( 6 層 ) か ら は0254二文鍬、 0257手斧、 他木片 1 点お よ び小型丸底壷0246の l 点が最下砂層 よ り 1 2

cm上面 よ り 出土 し て い る 。 こ の 小 型丸底査は、 上 層 よ り 出土す る 在地系 中 型賓 と 同 時期 の 資料 で あ る こ と か

ら 、 2 号井戸跡は柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の小時期 I 期 の遺構で あ る 。

イ 土器 (第57 ・ 58図 2 号井戸跡内 出土遺物実測 図)

費 5 点、 壷 2 点、 高 杯 2 点、 器台 1 点、 小型丸底査 1 点、 小型土製模造品 1 点 の 総点数 1 2点 の 土器 を 図化

し 掲載 し た。

費0239はやや小ぶ り の在地系 中 型費 D - a 型式であ り 、 胴部外面 に 町 き を 残 し 長胴気味 の 費 で あ る 。 同様

に0241 ・ 0242 も 同類 で あ り 、 一部外面制毛 目 調整で球形胴 と 想定で き る 褒0240 も 出土す る 。
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第 3 節 調査 I 区の概要

壷0244は畿 内 系広 口 壷 の う ち 、 基部が強 く く びれ、 短 く 、 立 ち 気味 に外反す る で あ ろ う 口 頭部 を 持 つ 資料

で あ る 。 なで肩、 下ぶ く れ の 桐部 を も つ が、 底部は欠損す る 。 調整で は、 外面は全て刷毛 目 で あ る が、 内 面

は刷毛 目 後ナデで あ る 。 頚部下側 ま で化粧掛け を 行 い 、 境界部は明瞭で あ る 。

高杯0249は 畿 内 系 で 狭義 に は庄 内 系 譜 と 思わ れ る 高 杯 E 類で あ る 。 杯受部は平坦で、 脚部外面 は へ ラ ケ ズ

リ 後ナデ調 整 を 施す。 ま た0248は低脚杯 の類 と も 判断で き る 。

単純 口 縁の 小 型丸底査0246は、 A - a 型式であ り 、 口 縁部高が胴部高の 1 / 3 以下で、 く びれが弱 く 、 口 径

が胴部径よ り も 小 さ い特徴 を 有す る 。

器台0247は、 在地系 の A 類で 、 く びれ部 を挟み上半部 と 下半部に長方形 の透か し を 持つ も の で 、 瀬戸 内 系

器台の影響 を 受 け 出現 し た も の と 想定 さ れ る 。

小型土製模造 品 の0250は坪形 を模 し た 資料で あ る 。

ウ 木製品 (第6 1 �64図 2 号井戸跡内 出土木製品実測図)

木 甲 部材 3 点、 二又鍬 l 点、 手斧柄 1 点、 垂木 l 点 、 建築部材 2 点、 住材転用 杭 l 点、 住材 1 点、 丸材 1

点、 角材 l 点、 分割材 l 点、 杭状加工 品 2 点、 丸杭 1 点、 角杭 l 点 、 用 途不明木製品 2 点の 総計 1 9点 を 図化

し 掲載 し た。

1 号木甲の肩部部材
後胴 の肩部の部材は全幅48. 7cm 、 残存す る 高 さ 9. 8cm、 厚 さ は0. 5か ら 1 . 4cm を測 り 、 襟首部は最 も 厚 く 、 襟

首 は 半 円 筒形で最大 17mm立 ち 上が る 。 こ の 部材は後述 の 「後胴 の 上 半 か ら 中 央部 の 部材」 と の 直接の接点は

な い 。

肩部部材 の 形状 は あ た か も 「ハ ンガー」 様であ る 。 第61 図実測 図 の 右側部は左側 に相対 し て長 く 、 右側部

が精巧大胆 に造作 さ れて い る の に 対 し て 、 左側部は規格 内 に 押 し 込 め 、 寸 が詰 ま っ た 印 象 を 受 け る 。 こ の左

右部の全長の違 い は 、 製作途 中 の 左側端の 欠損 に よ る 造作 に よ る も の か 、 も し く は背部への武具類の 装着等

で、 右側に意図 的 に機能性 を持たせた結果 と も考え ら れ る 。

表面は平滑で工 具痕な ど は な く 、 丁寧な仕上げで 、 特 に襟首か ら 肩 口 へは首 の 曲 線 に 合わせ調整 を施 し て

い る 。 襟首右側の 一部及び全体部の下側は欠損 し てお り 、 部材全体 に 一部腐食 の痕跡が残 る 。

表側 ( 背 中 外側) に は肩 口 か ら 内 傾 し て 一段彫 り 下げ ら れ ( 6 m01 ) て お り 、 境界 に は一条 の 条線 を 彫 り 込

む。 ま た 左右対象 に 小孔列が肩 口 線 に そ っ て l 列 と 、 その彫 り 下げ線 に そ っ て l 列 が裏面 ま で貫通 し て い る 。

小孔は径が 3 � 5 01mの規格で、 そ の 間 隔はO. 9'" 1 .  4cm と ほぼ間 隔 を 揃 え て い る 。

さ ら に は裏面 に は表面小孔列 と 合致 し て の 曲線小溝 (幅 6 '" 12mm 、 彫 り 深 さ 2 m01) が 2 条 と 直線小溝 2 条

が彫 ら れて い る 。

なお こ の 小孔列及び、小溝は後述 の 「後胴の上半か ら 中 央部 に か け て の部材」 に配 さ れて い る 同 様 の 小孔列

及び、小溝の 1 ・ 2 ・ 8 ・ 9 列 目 の 流れ に 合致す る も の と 判 断 さ れ る 。

こ の部位の右肩端部 に は革材が表面焼 け焦げた状態で、 厚が 2 mm、 200101四 方 の 範 囲 で残存 し て い る 。 こ の

こ と か ら 肩 口 か ら 内傾 し 一段彫 り 下げ ら れた部位全体 に は 、 革 材 を 貼 り 付 けて い た と 考 え ら れ る 。

他 に 特徴的な穿孔 と し て は 、 径 9 mmの 穿孔が彫 り 下げ部の下側、 右側部 の み l 個見 ら れ る 。 対 の 穿孔では

な く 、 そ の 用 途は判明 し な い 。

材 の 所 々 に は斑点状 の黒漆が断片 的 に 残存 し て い る 。 赤色顔料 の 塗布痕跡は肉 眼では観察で き な い 。 ま た

右襟頚部 に 狭 い 範 囲 で は る が 、 材の焼け焦げた痕跡が見 ら れ る 。

材 の 樹種は後胴 中 央部材 と 同様 で あ る と 、 肉 眼では判断 さ れ る 。

1 号木甲 の後胴中央部材
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第 2 章 調査の結果

後胴 の 上 半 か ら 中 央部の部材 は 上 ・ 下部が欠損 し て い る が、 残存幅38. 2cm 、 残存 高 さ 1 6. 6cm 、 厚 さ 0. 6か ら

1 . 5cm を測 る 。

出土時は こ の部材 の 上 下 2 枚 の 用 材が、 一部分つ な が っ た状態で確認 さ れた 。 さ ら に土圧 の 為 か 用 材片側

がずれて、 離れた状態で確認 さ れ、 ず、れた一方に は後述 の棒状留具が、 後 ろ 胴上 半 部材 に 密着 し て 出 土 し た。 綴

じ の組は残存 し て い な い。

こ の こ と か ら 後胴部材は 2 枚 の 材 を 、 中 央で接合 し て組み合わせて い た と 判 断 さ れ る 。

こ の部材 は上下側が欠損 し て い る 。 左右側 の縁辺 は面取 り を行 い 、 丁 寧 に 仕 上げて い る 。

下側用 材 の 断面斜 の 片面 に は 、 漆質特有 の ち ぢれ形状が特徴的 に 見 ら れ る こ と か ら 、 漆 を 接着剤 と し て利

用 し た と 考 え ら れ る 。 し か し 接合 し て い た と 考 え ら れ る 反対面 に は 、 漆が全 く 残存 し て い な い 事か ら 、 補修

時片面 の み に 漆塗布 を行 っ た と も 考 え ら れ る が、 詳細は不明 で あ る 。

台形状 の部材 の 上 下方 向 に添 っ て 、 表面 9 列 の 小孔が配列 さ れて い る 。 穿 た れ た 孔 は径が 3 � 7 mm の規格

で、 そ の 間 隔はO. 8� 1 .  8cm と 多少間 隔が揃わな い 箇所 も あ る 。 肩部部材 の 小 孔 よ り は緩やか に配列 さ れて い

A ... ーー

6 層

l 層 : 黄灰色粘質土
2 層 : R音青灰色粘質土
3 層 青灰色粘質土混合土
4 層 : 明育灰色強粘質土
5 層 : 青灰色土 に植物質混入
6 層 : 明青灰色強粘質土
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第 3 節 調査 I 区 の 概要

る 印 象 を 受 け る 。

小孔列は向か つ て右 側 の 3 か ら 7 列 目 ま で は直線的 に 、 1 ・ 2 ・ 8 ・ 9 列 は左右側 の造作線に合わせて規

則 的 に配 さ れて い る 。

裏面 に は そ の孔 列 に 添 っ て 、 幅 4 � 8 11lm 、 最大彫 り 深 さ 2 mm の V 字 形 の 小講 を 上下 方 向 に 彫 っ て い る 。

部材図 中 の右 か ら 2 か ら 3 列 目 及び 7 か ら 8 列 目 に か け て は 、 中 央 部 に 上下 で 計 4 個 を 基 本 と し た棒状留

具 固定 の た め の 小穿孔 が認め ら れ る 。 特 に右側 に は表 面 に は棒材の擦れ痕跡が明 瞭 に 確認 さ れ、 裏面 に は 上

下 2 条で 、 左右 1 対 に し て 、 組紐 を確実 に 固 定す る た め の も の か 、 小溝を彫 り こ んで い る 。

小 孔 列 の l か ら 2 :J1j 目 、 8 か ら 9 列 目 の 間 に は、 径 7 � l l mm と やや 大 型 の 穿孔 を 4 個施す。 こ こ で は左右

A 
- A ' ーー吋.

A 
ιーL=3. 500m

1 層 : 黄灰色粘質土
2 層 ・ JI音青灰色粘質土
3 層 ・ 青灰色粘質土混合土

4 層 : 明 青灰色強粘質土
5 層 : 育灰色土に植物質混入
6 層 : JI音青灰色強粘質土
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第62図 2 号井戸内木製短甲棒状木製晶実測図

で対象位置 と な る こ と か ら 、 何 ら か の部品の取 り 付け用 、 も し く は上下部材 の 固定用 の 穿孔 と も 考 え ら れ る 。

こ の よ う に 基本 と な り 用 途が推測で き る 9 つ の 穿孔列、 棒状留具利用 の 為 の穿孔、 中 型穿孔 の 他 に 、 使途

や利用 状況が解 ら な い 穿孔 も 接合部付近 に 多 く 見 ら れ る 。

ま た穿孔 し た穴 を 、 木質材で埋め込んだ 「 目 釘」 跡 も 不間隔で材の 中 央 に 6 個見 ら れ る 。 そ の 内 2 個 (左

端、 中 央上) に つ い て は 、 目 釘結合 と し て利用 し てお り 、 斜断面箇所で用 材 2 枚 を 通 し て結合 し た と 判 断 さ

れ る 。

し か し 他 の 4 個 に つ い て は 、 果た し て材同士 を結合 し た り 、 も し く はー側か ら 固定 し た り す る た め に用 い

ら れて い た の か 、 欠損 し た り 、 抜 け た り と い う 痕跡はな く 、 一般的な 目 釘 に よ る 結合かは不明で あ る 。 さ ら

に は漆塗 り 前 に 、 穿孔 の 失敗 を 目 釘で埋めた も の か、 も し く は新 た な 上下材の 結合 に 関わ る も の は現祝で は

判 明 し な い。
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第 2 章 調査の結果

さ ら に 上下材の斜断面接合部 に は 、 l 枚 のみの穿孔で、 2 枚通 し で は穿孔 さ れて い な い も の が 4 個確認 さ

れ る 。

なお表面 に は赤色顔料 (パイ プ状ベ ン ガ ラ ) の塗布痕跡が 肉 眼 で 、 全面ではな く 、 側面 の 小 口 部の み と 一

部は裏面 の 小 構 内 部 に 散財的 に 塗布跡が部分的 に観察で き る 。

後胴 中 央部材の 樹種 は 同 定 の 結果、 モ ク セ イ 科 ト ネ リ コ 属 の シ オ ジ (Frax i nus commemora l i s  Ko i zum i ) 

と 特定 さ れた。

1 号木甲附属の棒状留具

出土 し た棒状留 具 は 、 出 土 の 状況等か ら し て木 甲 の 背 中 中 央用 材 の 向 か つ て左側位置 に 取 り 付 け ら れ て い

た 1 点であ る 。 後胴 中 央部材表面の取 り 付け位置 に は 、 材の擦れ痕跡が認め ら れ る 。

棒状留具 は長 さ 7. 8cm、 幅 1 . lcm、 最大厚0. 9cm を測 り 、 断面は半 円 状で あ る 。

留具は丁寧 に 全周 面取 り を 行 い 、 か ま ぼ こ 形 に仕上げ、 両端か ら 内側l 1mm入 っ た位置 に は紐綴用 と 思われ

る 刻 み を 丁寧 に 作 り 付 けて い る 。

背 中 中 央用 材裏側の 取 り 付 け位置の小溝は、 こ の棒状留具の 刻み部 と ぴ っ た り と 一致す る 。 小溝 の 間 隔 は

4. 2cmで あ る 。 た だ し 右側 は 小 溝 の 間 隔が5. 2cm と 長 い た め 、 こ れよ り 大 型 の 留 具 を 利 用 し て い た 可能性が高

し E 。

なお留具表面 に は漆お よ び赤色顔料等 の塗布痕跡は 肉 眼 で は観察で き な い 。 ま た裏 面 の 平滑面 に は 、 田 ほ

か四文字相 当 分 の 文字が書かれて い る が、 取 り 付 け位置か ら は裏面 に な り 、 通常は見 え な い位置で あ る 。 樹

種 は ツ バ キ で 、 中 央 部 に 随部が貫通す る 。

その他の木製品
二又鍬0254 は 刃 部 の み の 残存で あ る が、 全体復元か ら 二又鍬 と 判断。 樹種は ア カ ガ シ亜属で あ る 。

手斧柄0257は 、 外 面 に 樹皮 が残存 し 、 台部形状か ら 横斧形状 と な る 。

垂木0255 に も 、 樹度が残存 し 、 先端部周辺 に合わせの為 の加工がな さ れ る 。

建築部材0259は、 Y 字形状で、 一方 に は結束 し た痕跡が残 さ れ る 。 ま た 建築部材0260は 、 屈 曲 し た 形状で

あ り 、 先端部は ほぞが加 工 さ れて い る 。

用 途不明木製品0258は 、 先端部が二面か ら の 加工がな さ れて い る こ と か ら 、 柄 も し く は撹梓 の 用 途 と も 想

定で き る 。 用 途不明木製品0264は 、 板状形状で、 端面はやや鋭利 さ を有 し て い る 。

住材の転用 材0265は 、 竪穴住居跡 に利用 す る 柱材下部 の沈下防止 の 為 の 横木 に 組み込 む形状が残 さ れ る 。

転用 後は大型 の杭 と し て の再利用 がな さ れた。 住材0262は 、 残存長が76. 0cm、 径14 . 7cm と 当 時 の 材規格がわ

か る 資料で あ る 。

そ の 他 に 角 杭0269、 角 材0268 、 杭状加工品0256 、 0263 、 026 1 も 出 土す る 。
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第 3 節 調査 I 区の概要

( 1 2) 3 号井戸跡

ア 遺構 (第65図 3 号井戸跡実測 図 一 土器 ・ 石器 一 第71 図 3 号井戸跡実測 図 一 木製 品 上 ・ 中 層 一

第72図 3 号井戸跡実測 図 ー 木製品 中 ・ 下層 ー )

3 号井戸跡は、 調査 I 区 の 北側 B - 02グ リ ッ ド で、 8 号土坑 に隣接はする が単独で位置す る 。

3 号井戸跡の確認時 の 平面形状 は 、 ほぽ不整円 形で南北2. 44m、 東西2. 22m、 遺構確認面か ら の深 さ は298. 0

cm を測 る 。 断面形態 は 中 位 に 弱 い 変換点 を持つ が ほぼ直線状 に掘 ら れて お り 、 最下面が平坦で隅部が角 張 っ

た ほぽU 字 形 を 有 し た 素 堀 で 、 砂層 ま で達 し て い る 。

遺物の 出 土状況 と し て は 、 井戸跡の上層 ( 1 層 ・ 2 層 ま で) か ら は0292の 弥生土器深鉢形の単孔式甑 (有

孔鉢) 、 在地 系 長胴費0271 、 小型丸底壷0291 が、 ま た木製品で は丸杭、 苦手l杭等が主 に 出土す る 。

中 層 ( 3 層 ) か ら は 、 在地系長嗣費の破片、 角 レ キ の転石が 5 点、 多量の木製品 の杭類 に混 じ っ て 、 作業

台0306、 直柄横鍬0307、 横槌0303、 平鋤031 1 な ど が出土す る 。

下 層 ( 4 層) か ら は、 在地系長胴饗0270、 在地系高杯0287が、 ま た木製品では杓子形木製品0302 ・ 0305 ・

031 0が ま と ま っ て 出 土す る 。 さ ら に最下層か ら は、 直 口 壷0285、 長頚査0286が出土す る 。

2 層 内 出土土器 と 4 層 内 出土土器が 同類の在地系長胴費であ る こ と か ら 、 埋土 の 時期差は認め ら れな い 。

よ っ て 3 号井戸跡は柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期 I 期 の遺構で あ る と 考 え る 。

イ 土器 (第66"'69図 3 号井戸跡内 出土土器 ・ 石器実測 図)

費 1 3点 、 壷 4 点、 高 杯 2 点、 鉢 1 点、 器台 l 点、 小型丸底壷 1 点、 甑 l 点、 小型土製模造品 4 点 の 総点数

27点 の 土器 を 図化 し 掲載 し た。

費0270は在地 系 費 A I - a 型式の基準 と な る 資料で、 口 径20. 2cm以上の費で、 胴部最大径 を 中位 よ り 下 に

も ち 、 底部は丸底、 口 縁端部は 角 張 る 。 外面上半部 に は 叩 き を 残 し 、 下半部は縦方向の刷毛 目 の後 、 ナデ消

し を 施す。 内面調整は上半部は制毛 目 、 下半部は刷毛 目 の後ナデの も の で あ る 。

費0271 は在地 系 費 A I - a 型式で、 胴部最大径 を 中位よ り 上 に も ち 、 底部は丸底。 調整は外面上半部 に は

叩 き の あ と に制 毛 目 調整 を 施 し て い る 。 ま た下半分は縦方向の制毛 目 の あ と 、 ナデ消 し を行 う 。 内面調整は

刷毛 目 が主体で あ る 。 ま た0272 、 0275 、 0276 、 0281 、 0282 も 在地系費 A I 資料で あ る 。

さ ら に A 類よ り さ ら に 小ぶ り で あ る 在地系 の 中 型費0273 も 出土 し てお り 、 一部外面刷毛調整で球形胴 の費

で あ る D - b 型式 と し て基準資料 と な る 。

壷0283は 、 在地系袋状 口 縁壷 の 系 譜 に連な る 二重 口 縁壷A類で、 く びれがやや強 く 、 外反 し な が ら 長 く の

び る 頭部 を も っ a 型式の基準資料で あ る 。

直 口 壷0284は 、 口 頭部が短 く 直立 し 、 胴部高22. 8cmで 、 胴 は強 く 張 る 。 口 頭部は外反気味 にやや長 く 立 ち

上が り 、 嗣部 と の境は明確な屈 曲 を な す E 1 類の基準資料で あ る 。

査0285は0284 と 同様 な 直 口 壷で あ り 、 胴部高 14cmの も の で、 球形胴 を なす。 頚基部が狭 く 、 口 縁はやや聞

き気味 に 立 ち 、 外面 に 叩 き を の こ す E II - a 型式の基準資料で あ る 。

壷0286は 、 球形胴部 ・ 底部丸底で寸 の つ ま っ た長頚壷 F 類で あ る 。 口 縁部は外反 し なが ら 長 く 立 ち 、 あ ま

り 広が ら な い 。 調整は外面刷毛 、 内面ナデで あ る 。 こ の類 の基準資料 と な る 。

高 杯0287は 、 鉢 F 類 に 脚 を 付 け た も の で 、 脚柱部を持ち ゃや長め の 脚 を 有す る B - b 型式の基準資料で あ

る 。

器台0289は畿内 系 の精製小型器台で、 は緩や か に 湾 曲 し なが ら 口 縁端部 に 到 る B - a 型式であ る 。

小型丸底査0291 は、 単純 口 縁 の 小型丸底土器の 口 縁部高が胴部高 を越え る も の で 、 口 縁部が長 く ほぼ直立

す る も の で 、 算盤玉状 の胴部 を 持つ A - g 型式であ る 。 上層 の混入資料で あ る 。
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第 3 節 調査 I 区の概要

0273 

三
\
\

‘
、 、
\

\
\

\

 

一ー、

0271 

、、
内丘
、
マf

、

ntハU
f J 

， ， 
A崎・ヲtηt

 

nHU

 

、、、、

20cm 

111 地 点 11: 品，1 k回} 守ぷα
遺物Wil"} 程級相時η 州 砂l 総 ft $J:tl. 働 Jj 本 �， り 制 縄 出版地t< 遺 白" III f主 全 u liI . fI J事 さ

() 2 ï 0 5 0 6 - 1 5 9 体性ミ U! g担 A 1 - 11: 1  I S E - 0 3  4・ fI一極 - 11.5 21.6 20.2 叩 き 1 1 (11:上がり】 跡I t l l f量ナデ 協I �I t ."" �n俺ナデ {体隅に ス ス 1・1m

0 2 7  1 5 0 6  0 .1 5  綜1::LaJ !l .. \ I - a l  I S E - 0 3  " 111 羽 田 20. 7 19.-15 町'o!'U (剛} 後刷 trt 刷 tttf長ナデ ( ス ス(.fn) ナデ (-ØI\ [U，IIHO

0 2 7 2  T Y 7 - 2 4  停電 t，!� 護 A '  I I S E - 0 3  F膚-1. (6.7) 20.2 町J� I I <tMJ 11:刷 � U ( ス ス f・1m 刷 色ttf�ヨコナデ

0 2 7 3  5 0 6  0 2 8  綜't t 鵠 司陸 D - h l  I S E - 0 3  FI・-I! 17.7 15.7 12.8 刷 L1 1 (t!担任の為不明瞭} ケ ズ リ 1聖ナデ 53 

0 2 7 .1 T'l"7 2 1  郷'1ミ上探 !l A I1 I 1 5 E - O :i  FfI-(! (9.2) 15.2 ヨ コサデ 叩 .! l l {(I Iニが り ) 向跡1 �fI ヘ ヲ ケ ズ リ IIヨコナデ

第66図 3 号井戸跡内出土土器実測図一 1 一

nJf】内ぺU



第 2 章 調査の結果

0277 

0278 

0276 

。 20cm 

0279 
/ 1 1 地 点 ìJl 瓜 (，ω ''''1. 

遺物調書') 霊 11 1降 '1 何 �I 格 闘 lrlll 惚 J! 水 取 ') 樹 組
国版地þ( 温 構 101 1也 � 11: 側 . l' l事 さ

0 2 7 5  S O li - 0 4 6  S隼唾; 1 趨 II A I - h l  1 5 E - O :t .1 101 (31. 3) 2 1 . 95 19. 95 同}さI f (ん， ) が り }侵闘 w 使節分的に 工具ナ ヂ { ス ス 付 I!l 刷 mJ ・ ケ ズ リ 後ナ デ { ス ス 付 椅 }

0 2 7 6  T Y 7 - I 4 e年生土器 嚢 A I  I I S E - O :i 4 101  10. 2 �ι 。 叩 き IJ (織J 健闘毛 1 I 刷 毛 日

0 2 7 1  ク - 2 5 体生土魁 ヨ使 A ) - 晶 I S E - 0 3  4 闘 1 9. 2  19. 4 叩 き l1 (/áが り ， . (仕 "'ずに ナデ調書聖} 綱刷fl fì ・ 8置闘 を H

0 2 7 8  T Y 7 - 1 3  弥生士穆 II D - 11 1 1 S E - 1l 3  1 101  ( 1 0. 削 20. 0 馴 E 日 明日の後刷 色 付 綱策} ナヂ ・ 刷 色 目 {指蝿眼底fi)

0 2 7 9  ク - 2 4 修生土圏 型 F - n l  I S E - O  :'1 下101- 舗 1 2. 2 1 6. 2  織酬 色IJ俺ナヂ ヨ コ ナヂ ・ ヘ フ ケ ズ リ

0 2 8 0  5 0 6 - 1 6 2  体?生 tlJl II F - <1 1 I S E - 0 3  下1oI-'I� 皿 2 18. 4 15. 4 刷 毛 11 ・ 馴 色H侵ナヂ・ナヂ・ 《 ス ス 付請} ケ ズ リ 世ナ デ t ス ス IHII ・ ( -111揃胡IE痕宥}

第67図 3 号井戸跡内 出土土器実測図 - 2 一

- 133 -



第 3 節 調査 I 区の概要

ノノ/ 〆/ ノ

、

I I I I 

、、、

/ 
/ 

/ ノ

、、\ 
、
\ 
\ 
I 

J 
/ ノ

/ 

ーーーー /' 
0284 

第68図 3 号井戸跡内出土土器実測図- 3 一

1 34 

1 1 1 1 

20cm 
「一一一一一一一 l 



調査の結果第 2 寧

20cm 
二二二二コ

Fhd

 

qu

 

η正
、1mlt』E1』〆i
rnU

戸い盟

へい\

1 I 1 1 、、

20m 

" 

J\ 1 )t l( ) 
) グ

ヲfnud

 

nt

 

nu

 

nu
・，，‘

0298 20cm 

53 

f�1 

f・

層調1HJI受ナデ ナヂ{術刻fl)lHn 嗣E日
ヘラケズリ俊ナヂ
摩耗
ヨコナデ
ナデ (-l1liスス(.!・}
ヘラケズリ後間分的に術ff.
ヨコナヂ
ナデ
!fi'即日a ナデ
!fi珊1f.lt1

倒ぜ《

15.ぉ |刷 印後ナデ { 帽 E民ItUfl ・断凹
|刷 l![1 1醐$1的に叩き ! J <蜘

ー ヨコナデ
ー ヘラケズリ
ー 刷 E日 ・ ヨ コナヂ

2 0 1刷 1":. 0 ( 咽耐と削) ( 飽スス{問
自 | 何〈ねによる僻慢全体にナデ

|ナデ 刷 f;1 J慢す デ
一 |附岬附
ー 1m甥JH魔 術によるナデ 織付費

A-点 i1: 睡 (c剖

目 11 ・ �絹 伶 | 全 品| 暢 作| 惨 さ
4 lIf  1 17. ' 1 - 1 26. 9 

下11 -1き1 " ω | ー | ー

ト刷 吋 t2 ω | ー 1 8. 2 
ト咽-1.1 t3 幻 | ー 1 9.8 
1 1刷1 7. 3 1 ー 1 6.8

2lIf 1 10.5 1 - 1 一下鵬一級| 削) 1 ー 1 7.4 
トlIf ."1 (川 | ー 1 6. 3
ド駒 州1 3.0 1 - 1 3.6 

以 | 札 Il I - I 8.0 

1: 色分続 ←--，-一一一ーー一一
Ha直 ;ø 情

。 2 8 715 0 6 - 1 5 8 1 弥生土盤 | 高郎 18 - h l l l 5 E - 0 3  
0 2 8 81 TYアー 2 8 1 体生土留 |街路 {脚冊1-， - ， 1 1 1 5 E - 0 3  

0 2 8 91 T 、 ァ ー 2 7 1 体生土密 1 !J台 18 - _ 1 1 1 5 ト 0 3

0 2 9 01 T 、 ァ ー 2 6 1 弥生主題 | 跡 IG - “ 1 1 1 5 E- 0 3 

0 2 9  ' 1  Tけ は | 抗出 卜l哩油土器1-'- .1 1 1 5 ト 0 :1
0 2  9 21 T 、 ア ベ ， 1 停止上総 | 阪 1 b 1 1 1  $ E - 0 3 

0 2 9 31 ト 5 1 小型上製傾造品(費削 | ー 1 1 1 5 E - 0 :1 
0 2 9 ， '1 ク 小僧土債償遺品唾附 | ー 1 ' 1  S E - 11 :1 
0 2 9 51 T I'''' - 5 3  1 小型 四帥品川形) 1 ー 1 1 1 5 E - 0 :1 

0 2 9 61 円 前- 4 7  I '川土鍵繍造品肝間 I - 1 ，  I 5 E - O :l 

樋!i1 �I 椅笠 10\1臨 時遺 物 lI i J

u・ 't

3 号井戸跡内出土土器 ・ 石器実測図

- 1 35 一

第69図



第 3 節 調査 I 区の概要

、、

第70図 3 号井戸跡内出土石器実測図

- 136 一

0301 

20cm 

備 考



第 2 章 調査の結果

甑 (有孔鉢) 0292 は深鉢形 の単孔式で、 緩やか に湾曲 し なが ら 膨 ら む胴部 と 尖 り 気味 の丸底 を持つ b 型式
で あ る 。

小型土製模造品 は費形、 査形、 杯形の 4 点であ る 。

ウ 石器 (第69 ・ 70図 3 号井戸跡内 出土土器 ・ 石器実測図)

L \ �稽仇蕊� Jn�札II IÞ ""'1 A ' 
ー-・ 、"" -'、司、、 、、』

哩

l /71 " ノ
A 
-ー一 L =3. 670m 

l 層 : 淡褐色士 ・ 白 色細粒を含む
2 層 : 淡褐色土 ・ 純粋層
3 層 : 淡黒褐色粘質土層
4 層 : 濃黒褐色粘質土層。 カ ー ボ ン を 多量に含む

�坦E 、D 

J mmmml l l  

=-
0307 

0306 

。

第71 図 3 号井戸跡実測図一木製品上 ・ 中層一
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第 3 節 調査 I 区 の概要

浮 子 2 点 、 磨石 1 点 、 角 磯 の 転石 l 点 、 敵石 ・ 磨石 l 点 を 図 化 し 掲 載す る 。

浮子0297 ・ 0298は と も に い わ ゆ る 軽石 製 で 中 央部に紐掛けの痕跡 を 有 し て い る 。 特 に頭頂部では紐の左右

へ の擦れ状況が明|僚 に 残 る 。

磨石0299は、 安 山 岩 製 で あ り 、 主 要 六 面 に は磨れて平坦面が確認でき る 。 ま た 、 030 1 は磨石の機能のみな

ら ず 、 敵打面が一面 に 形成 さ れ て い る 。

ヱ 木製品 (第73"'75図 3 号井戸跡内 出土木製品実証[11 図 )

A -ーーーー

A 

A 
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I 屑 淡褐色土 ・ 白 色細 粒 を 含 む
2 屑 . 淡褐色土 ・ 純粋庖
3 屑 淡黒褐色粘質土居
4 賠 : 泌黒褐色粘質土居 。 カ ー ボ ン を 多 量 に 含 む

=^= 031 1 
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第72図 3 号井戸跡実測図一木製品中 ・ 下層一
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調査の結果第 2 章
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第 3 節 調査 I 区の概要

杓子形木製品 3 点、 横槌 1 点、 組み合わせ式平鋤 1 点、 直柄横鍬 l 点、 作業台 l 点、 柱材 2 点、 杭状加工

品 1 点、 丸杭 6 点、 割杭 1 点、 丸材 1 点、 用 途不明木製品 1 点の総計19点 を 図化 し 掲載 し た。

こ の 井戸跡か ら は杓子形木製品で側面か ら 見て 、 身 と 柄が直線上 に つ く A 類 の0302及び身 と 柄が鈍角 に 屈

曲 し て つ く B 類の0305 ・ 03 10の 基準資料 と な る 3 点が出土す る 。

A a 型 で あ る 0302は 、 身 と 柄が直線上 に つ き 、 肩 を 明瞭 に 作 り 出す も の。 身 の 平面形は長方形、 横断面形

は 薄 い 板状 を 呈 す る 。 ま た B a 型 の0310は肩 を作 り だ し 、 身 と 柄 の 境 を 作 る も の で 、 身 の横断面形は紡錘形

で あ る 。 さ ら に B b 型 の0305は柄 と 身 の 境が不明陳な も の で 、 身 の 横断面形は平板形で あ る 。

横槌0303は 、 敵打部 と 柄部 と の 境界が直角 に 近 く 、 太 く て 短 い も の で A 類 の 基準資料で あ る 。

用 途不 明 品0304は、 断面観察 に よ る 木取は分割材で あ る が、 方形規格の 目 釘穴三個が確認で き る こ と か ら 、

用 途 の 特定が出来な い 資料で あ り 、 目 釘 の 間隔は 1 5crnを測 る 。

組合せ平鋤0307は 、 1 点 の み の 出 土 の た め細分す る こ と はで き な い が 、 丸肩で 、 身 の横断面形は後面 を や

や 窪 ま せて お り 、 身 の 作 り は 薄 い 。 柄は直柄の着装が予想 さ れ る 。

大型作業台0306は 先端が丸 く 加工 さ れた大型建築材の転用 材 と 想定 さ れ、 刃物痕跡が四面 に 顕著 に 見 ら れ、

対面側 に は二 ヶ 所 に 切 断痕が 明 瞭 に 残存す る 完品で あ る 。

柱材0308は、 二面 に 組み合わせ面 を有 し 、 0309は面加工 の あ る 資料であ る 。

直 柄 平 刃 横鍬031 1 は 、 円 形柄 穴、 頭部 ~ 刃 部下縁 に か け て 断面 台 形 の 長 く 厚 い 隆起 部 を 持 つ 。 ま た柄穴

(隆起部) の 両脇、 肩の部分に泥除 け装着用 の 円孔 を 一対穿つ 。 近畿地方 に お け る 直柄平 (広) 鍬 と 形態的

に 類似 し て い る が、 木取 り は板 目 で あ る 。 九州 、 近畿地方で は類例が無 く 、 広鍬状木製品 と 呼ばれ る 、 瀬戸

内海沿岸 ・ 四 国地方 に お い て 見 ら れ る 木製品 と の 関係が想起 さ れ る 。

杭状加工品0312は先端が杭状加工を有する が、 材の屈 曲状況等か ら 柄 と も 想定で き る 。

ま た杭 で は割杭が031 3、 丸杭は樹皮 を 残 し 最大は杭0320の74. 0crn、 最小 は杭031 6の 13 . 6crnの資料で あ る 。

( 1 3) 4 号井戸跡

ア 遺構 (第76図 4 号井戸跡実測 図 一 土器 ・ 石器 一 )

4 号井戸跡は調査 I 区 の 西側 B - 03グ リ ッ ド で 、 l 号溝状遺構 に 切 ら れて位置す る 。

4 号井戸跡の確認時 の 当 初 は浅手の土坑 と 想定 さ れたが、 最終的 に は井戸跡 と 判 断で き 平面形状は 、 ほぽ

不 整 円 形で南北 1 . 78m 、 東西2. 02m、 遺構確認面か ら の深 さ は 128. 0crnを測 る 。 断面形態 は 中位がやや膨 ら み

寸胴 で 、 最下面が特 に 平坦 の 間丸 を 有 し た 素堀であ り 、 砂層 ま で達 し て い る 。

な お 本井戸跡は表土剥 ぎ し た 遺構確認面か ら の検出ができず、 そ の 後 の グ リ ッ ド 全 区 の 掘 り 下げ作業時 に

木製品 の 集 中 状況で初め て確認 さ れた遺構で あ る 。 こ の こ と か ら 全層 一括 と な り 分層 は 出来 な か っ た。

遺物の 出 土状況 と し て は 、 先述 し た よ う に 当 初では遺構が不確定で、 あ っ た経緯か ら 、 細部の 出土状況 に つ

い て は確認で き な い。

土器、 石器は ほぼ中位か ら 下位 に か けて の ま と ま っ た 出 土で あ る 。 最下面位置か ら は在地 系 査0324が、 そ

の 上面 か ら は在地 中 型嚢0322、 在地長胴費032 1 、 周 囲か ら は多 く の台石、 石皿 ほか転石が一括 し て の 出土 と

な る 。

ま た木製品 、 井戸の 上位か ら 差 し 込 ま れ る 様な状況で ま と ま っ て 出土す る 。 大型 の杭材か ら 欠損 し た 素 弓 、

破損農具、 建築材片、 朝舟破片 な どが、 無作為 に投げ込 ま れ る 。

土器出 土 の 一括 し た状況か ら 、 本井戸の廃棄は一気 に な さ れて埋め ら れてお り こ の こ と か ら 、 4 号井戸跡

は柳町遺跡弥生時代末 か ら 古墳時代前期 の 小時期 I 期 の 遺構 と 考え ら れ る 。
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第 2 章 調査の結果

イ 土器 (第77図 4 号井戸跡 内 出 土土器実測図)

費 3 点、 壷 1 点 の 総点数 4 点 の 土器 を 図化 し 掲載 し た。

翌032 1 は 口 径 18cm以 上 の在地系費で、 あ る 。 こ の A I - b 型式 は 、 胴部最大径 を 中位 よ り 上 に も ち 、 底部は
丸底。 調整は外面上半部 に は叩 き の あ と に制毛 目 調整を施 し て い る 。 ま た下半分は縦方 向 の 刷 毛 目 の あ と 、
ナ デ消 し を行 う 。 内面調整は刷 毛 目 が主体で あ る が、 工具ナデや ケ ズ リ の は い る も の も あ る 。

費0322 ・ 0323は小ぶ り な在地系 の 中 型費で、 一部外面刷毛 目 調整で球形胴 の費で あ る 。
査0324は在地系 の広 口 壷で 、 頚基部 の く びれが強 く 、 やや短 い 口 頭部が大 き く 聞 く も の 、 頚基部 に 刻 み 目

の 入 っ た突帯や刺突文 を持つ も の も あ る 。

日ー

A ... ーー・

A 
←ーL =3. 100m

〈忌..... 

l 層 : 暗青灰色 を呈する 強粘質土であ る 。
細か い木片や木 く ず等 を多量に包含す る 。
又、 ブロ ッ ク 状 に硬 い 青灰粘質士、 黄灰色
粘質土 を混入す る 。
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第 3 節 調査 I 区の概要
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調査の結果第 2 ïfï

な お 本 図版 中 へ の 同 時提 示 は な さ れて い な い が、 高 i不 2 点が上 聞 の 1 号潜接合資料 と し て 出 土 し て い る 。

第 1 37 図 の 高杯0667 は 、 1不部 の み の 残存 で あ り 、 杯上半部か ら 長 く 外 反 し て広 く 拡が る 在地 系 高 杯 A - a 型 式

の基準資料で あ る 。 ま た 高 1不0668 も 在地 系 高杯 A 類で あ る 。 両資料 と も に 4 号井戸跡内 上 層 出 土 の 小破片 と

4 号井戸跡の 最 上 層 資 料 と 接合 す る 。1 号満 よ り 出土 し た 資料が接合 し て い る 。 0675裂 は折衷様式であ り 、

4 号井戸跡 内 出 土石 器実測図 )石器 (第78 ・ 79 図ウ
石皿 ・ 台石 3 点 、 台石 2 点、 敵石 l 点 を 図 化 し 掲載 し た。

石血 ・ 台石0325 ・ 0326は凝灰岩製で、 明 瞭 に 敵 き痕跡が二面 に 残 る 。 欠損品。
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第 3 節 調査 I 区の概要

台石0328 ・ 0329は台石の細片であ り 、 二面 に痕跡面が残 さ れ る 。 敵石0327は砂岩製 で 、 先端部 に 敵 き 痕跡

が残 さ れ、 完品で あ る 。 石皿 ・ 台石0330は凝灰岩製で、 融 き痕跡が弱 く 残 り 、 上面 に は磨 き 痕跡が明瞭で あ

る 。

エ 木製品 (第8 1 ""84図 4 号井戸跡 内 出 土木製品実測図)

直柄二又鍬 1 点、 直柄文鍬 1 点、 曲柄鍬 l 点 、 柄 3 点、 円 形板 1 点、 ねずみ返 し 1 点、 事j舟材片 1 点、 鎌

柄 1 点、 農具柄 1 点、 弓 1 点 、 柱材 1 点、 不明建築部材 l 点、 杭状加工品 4 点、 棒状加工品 3 点、 丸杭 6 点、

割杭 1 点、 丸材 1 点、 用 途不明木製品 6 点 の総計35点 を 図化 し 掲載 し た。 井戸 内 出 土で は最多で あ る 。

直柄二又鍬033 1 は 、 平鍬 と 同様 に 、 方形 の柄穴 ・ 柄穴周 囲 の 隆起部 を 持た な い 形態 で あ り 、 さ ら に二又 に

分かれた鍬身は厚 く 、 細長 く 作 ら れた基準資料で あ る 。 ま た直柄文鍬035 1 は 、 復元形状か ら は三又鍬 と 想定

で き 、 平鍬 と 同 様 の 方形 の柄穴の 下方端部 と 中 央部 の 刃 部の残存で あ る 。

曲柄鍬0332は、 従来 「 ナ ス ビ形木製品J r着柄鋤 ・ 鍬」 と 呼ばれて い た資料 を 総称 し た も の で 、 笠 の 下 の く

びれか ら 内湾 し な が ら 幅 を 増 し 、 刃部の両側がほぼ並行 し て長 く の び る B 類 の 基準資料で あ る 。

柄0333 に は 、 全面 に 浅 い線刻 の 加飾が見 ら れ、 最終的 に は杭材 と し て廃棄 さ れ る 。 ま た柄0350 も 同 様 に 線

刻 の流水状 の飾 り を有 し 、 着装部の形状が判明す る 。

円 形板0334 は 、 厚 さ 1 5mm と やや肥厚 し た容器部材であ る 。

鼠返 し 0337は 、 平面は長楕 円 形 で 、 表裏両面 と も 長軸方向 に 沿 っ て 削 り 込み、 湾 曲 す る よ う に仕上げ、 中

央 に は方 形 の ほぞ穴 を 有 す る 基準資料で あ る 。

素 弓0332は 、 残存長1 36. 4cmで先端が欠損 し て い る 。 弓 幹 は ほぼ ま っ す くeな直 弓 で 、 弓 輯 の形態は、 両側面

か ら 削 り 込み先端 を細 く 削 り 込 んだ形状であ り 、 材 は カ ヤ で あ る 。

苧j舟材片0342は 、 ク ス ノ キ属 の原木 を割 り 抜 い てお り 、 断面の 形状等か ら 側舷板 と 想定で き る 。

鎌柄0356は頭部 を 欠 い て お り 、 全体形状 を復元す る こ と はで き な い が 、 特異な握部形状の他資料 と の 比較

か ら 鎌柄 と 考 え た 。

棒状加工品0358は 、 残存長が63. 6cm、 径50mm の一端 を 面加工 し 、 握 り 部側 を 細 く 加工 し た棒状加工品 で あ

る 。 民俗事例 に あ る 叩 き棒様 を 想像 さ せ る 。

建築材0364は 、 芯持材 の 全 周 を丹念に加工 し 、 中 継 ぎ部 を 平坦 に 整 え る 。

杭状加 工 品 は0359、 0363 、 0347 、 0343が、 丸杭0365 0362 0354 0346 0345 0344 034 1 が 、 割杭0360

が見 ら れ る 。

用 途不 明 品0353は 、 柄状 を な し て お り 、 目 釘穴二個 を 有す る 。 ま た用 途の特定で き な い木製品片の0361 、

0355 、 0339、 0388が見 ら れ る 。

( 1 4) 5 号井戸跡

ア 遺構 (第85図 5 号井戸跡実測 図 ー 土器 一 第89図 5 号井戸跡実測 図 一 木製 品 一 )

5 号井戸跡は調査 I 区 の 中 央部 C 一 03 グ リ ッ ド で 、 5 号竪穴住居跡 に 切 ら れ て位 置す る 。

5 号井戸跡の 平面形状 は 、 ほぽ不整円形で南北2. 05m、 東西2. 1 5m 、 遺構確認面 か ら の深 さ は305. 0cm を測

る 。 断面形態は緩や か な ほぽ V 字 状 を 成 し てお り 、 最下面は尖 り 先細 り 形 を 有 し た 素堀 で あ り 、 砂層 ま で達

し て い る 。

なお こ の 井戸跡か ら は 、 図 中 に 一点鎖線で示 し た よ う に傾斜 し て の 流れ込みで植物繊維質 の 集 中 層 がE層

で見 ら れた。

遺物の 出土状況 と し て は 、 井戸 の上層 ( 1 層 "" 4 層 ま で) か ら は土師器の鉢0380、 鉢0384等が小破片で 出

- 1 52-



第 2 41 調査の結果
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第 3 節 調査 I 区の概要
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0 3 6 8  T Y 7 - :l 0  t師lIlI 割医 F - n l  1 S E - 0 5  2 . 3 刷 (4.4) 18.6 ヨ コ ナデ ' �I" W (略陀融 し い} 附I �日後ヨ コナデ (-ffll ス ス 付着}

0 3 6 9  T Y ア ー l 上師lIlI 理 E - b l  I 5 1-: - 0 5  2 ・ 3 刷 (7，3) 16.6 ヨ コ ナヂ 岡 山 J 刷 HI ヘラケズリ

0 :1 7  0 5 0 6 - 1 6 8 土師経 II F- 0 1  I S E - 0 5  備 F騎 29. 1 2:1.35 11.25 タ タ キ1量制 色u 刷 �IJI量ナデ { ス ス1.1符} ヘ ラ ケ ズ リ {ー邸ススJ.I靖}

0 3 7 1  5 0 6 - 1 6 7  t師恕 寝 F - a l  1 S E - 0 5  IIF届 (27.4) 25. 4 目 前 刷 E日憤ナヂ・強いタァナデtケズ リ } ナデ(指頭1F.1!I 工141監ずn ケズリ

第86図 5 号井戸跡内出土土器実測図- 1 一
- 1 54-



。

， 〆

遭納;嘗吟

0 3 7  ::! 
0 3 7 3  

0 3 7 '1 

0 3 7 5  

0 3 7  G 
0 3 7 7  

0 3 7 8  

0 3 7 9  

0 3 8 0  

銀総括'}

S 0 6  - 1 6 :1 

5 0 6 - 1 6 4  

5 0 6 - 1 6 9  

T Y 7 - 3 3  

5 0 6 - 0 3 9  

T Y 7 - :J 6  

T Y 7 - 3 5  

ク ー 1 9

5 0 6 - 0 3 7  

、、

幅 削

t倒ai:

上師器
t師l!lI
上師栂

t師l!lI
上倒鶴

士師際

上師11

上飯器

〆-

2母 緬

II 

滋
鍛
告

留 小型事底鑑

d 
高"

" 
鉢

分銅
地区

F - a I J 

K- IJ I ! 
I'd- bl I 
G I I 
b I [ 
o 1 1 

F - a I I 

F - a I 1 
t\ - c l  I 

/11 1:J世点

;ø 備 III fま

S E 四 0 :' " '" 
S E - 0 5  :i ltf 
S E - 0 5 !il ド胸
S E - 0 5  2 1i1  

S E - 0 5  5 i1'f  

S E - 0 5  3 刷

S E - 0 5  5 H耐

S E - 0 5  3 111 

S E - 0 5 3 届

0372 

Uf句作"
(22.0) 
02.4) 

15.9 

(6. 1 1  

7.'15 

(6.S) 

02.21 

6.2 

(7.6) 

ノ〆
， / 

0378 

20cm 

倣 (<ω

�!l nf� 
1!l.7 15. 7 

17.0 
15. 1 15.0 

ι5 7.85 

12.4 14.2 

19.0 [8.0 

、、 、

0373 

トV 徴

臨!� 外 凶i
踊'1モ11 1スス付潤)
刷毛J1!量ナデ椛ミガキ

タテミガキ1聖掴 い ヨ コ ミ :lf4-.(7;^Hm.(庇曲は火をうけ間色i

刷，;n ヨ コ ナデ

3.6 ßlJ�1H部分的にナデ

ヨ コ ナデ

ヘ ラ ミ ガ キ ミ ガキ1長ナヂ

ヨコナデ ・ ナヂ情ヘ ラ ミ ガキ

刷毛rII量制いヘ ラ ミ ガキ - 111いヘ ラ ミ ガキ惜ナデ

第87図 5 号井戸跡内出土土器実測図- 2 -
1 55 

第 2 主主 調査の結果

0375 

0377 
0376 

制 " 浮氏 l
内 M語 出版l

ケス.リ ( -Oßスス(.t;，持)
ナデ 刷毛Ui食事Iいナデ M 
ケ ス' リ 後ナデ{一掃 ス ス 付珊) 同
刷 E口 ヨ コ ナデ

ナデ 剖
ヨ コ ナデ

ヘ ラ ミ プfキ ・ ヘラ ケ ズ リ Ilヨ コ ナデ

刷 ε [1

以モn 臼



第 3 節 調査 I 区の概要

置物a臨時 聾鍋信号 掴 別 語 種

0 3 8 1 T Y 7 - 5 土師属 鉢

0 3 8 2  ク ー 2 3 土師Ii 跡

0 3 8 3  T Y 7 - 4  土師締 鉢

0 3 8 4  5 0 6 - 0 3 6  土師鶴 鉢

0 3 8 5  T Y 7 - 4 2  土師腿 盟台

0 3 8 6  5 0 6 - 0 3 8  小型土鎚醜遺品{停形}

0384 

幽土JtI!点
分鏑

抱区 直 偶 財 位 1"'処停"'

F - b l  I S E - 0 5  5 1!  1. 0 

F - b l  I S E - a 5 3 劇 1. 8 

F - b l I S E - 0 5 3 1!  & 3  

G - b l  1 S E - 0 5  3 1!  8. 45 

B I I S E - 0 5  3 回 (3. 8) 

I S E - 0 5 5 1!  5. 3 

20crn 

コ

法
嗣匝

1 1 . 0  

量 {叩}
円程 IÆ桂
1 1 . 0  

1 2 . 0  

l a 8  

14 . 1 

1. 0 

1. 0 

0385 

特

外 面
刷毛日 ・ ヨ コナデ
ナヂ
ヨコナデ ・ 刷1!H (ー踊スス付崎}
ミ ガキ {庫健の治国般不明} ・ ケ ズ リ 後ナヂ
刷毛臼
ナヂ・ヘラケズリ

第88図 5 号井戸跡内 出土遺物実測図

土す る 。 上 層 か ら の木製品 の 出 土 は見 ら れな い。

lOcm 

徴 ・ 舗 " '.a 

内 a 同脂
ヨ コ ナデ ・ ヨ コナデ掻ヘラケズリ
斜め刷毛目後ナデ・ケズリ tヘラ状工民〉後ナヂ
ヨ コ ナデ ・ ヘラケズリ
摩耗の1>踊盤不明
ナヂ
鎗いナヂ{備調fF.1II有} ，� 

中 層 ( 5 層 の植物繊維質集 中 層 ) か ら は 、 壷0373及び杭 を 中 心 と し た木製品 が ま と ま っ て 出土 し 、 植物繊

維 と の 同 時投棄で あ る こ と が理解で き る 。

下層 ( 5 層下位) か ら の 出土 は土器のみで、 費0370、 費037 1 は木片3点お よ び、第87図 の 小型丸底壷 1 点が最

下砂層 よ り 1 2cm上面 よ り 出 土 し て い る 。

上 層 か ら 下層 に か けて費型式は 同 一 で あ り 、 短期 間 に埋没 し た と 判 断で き 、 こ の こ と か ら 5 号井戸跡は柳

町遺跡弥生時代末 か ら 古墳時代前期 の 小時期 E 期 の遺構で あ る と 考 え る 。

イ 土器 (第86......88図 5 号井戸跡 内 出 土遺物実測図)

費 7 点、 壷 5 点、 高杯 1 点 、 鉢 6 点、 器台 1 点、 小型土製模造品 l 点 の 総点数2 1点 の 土器 を 図化 し 掲載 し

た。

費0373は在地系長胴費 の小振 り 資料であ る 。 費0367、 0368、 0370、 0371 、 0372は畿内系精製費で 、 胴部最

大径 を 中位 よ り やや 上 に も ち 、 口 縁部は外反 あ る い は直線的 に ひ ら き 器壁が薄 い 布留傾向型費の F - a 型式

資料で あ る 。

壷0373は畿 内 系 広 口 査で 、 基部の く びれがやや弱 く 、 短 く 聞 き の 小 さ い 口 頭部 を も っ 一群で あ る 。 なで肩

で胴部最大径が中位 に あ り 、 外面は刷毛調整が主体で叩 き を わずか に残 し 、 内 面 は へ ラ ケ ズ リ を 施 す K - a

型式の基準資料で あ る 。
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l 層 : 暗茶褐色土 ・ 多少粘性 を 有 し 、 し ま り の あ る 土層。
層 中 にサ ビ を含む。

2 層 : 茶褐色士 ・ あ ま り 粘性 を も た な い 、 し ま り の あ る 土層。
層 中 にサ ビ を含む。

3 層 : 灰色土 ・ 粘性 を 有す る 、 あ ま り し ま り の な い士層。
層 中 にサ ビ を含む。

4 層 : 暗灰色土 ・ 粘性が強 く 、 し ま り がな い土層。 層 中 にサ ビ を 含 ま な い。
5 層 : 青灰色 と 緑灰色土の混合土層。 ボ ロ ボ ロ し て いて く ずれやす い士層。

第89図 5 号井戸跡実測図一木製品ー
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第 3 節 調査 I 区の概要

申

毒事
0388 ( '/5 ) 

l l  

⑥ 0389 ( ，ん ) ⑬ 
0387 ( '/5 ) 

。 20cm 

外

第90図 5 号井戸跡内出土木製品実現IJ図

特 徴 備 考

而 l 内

0390 ( '/5 ) 

衛
プナ将コJ-ラ縄アカ ガシ疎漏

γ プ ラ ジ ィ

ス ダ ジ イ

ン ロ ダモ

壷0374は 中 型 の広 口 査で 、 基部が強 く く びれ、 内湾 し な が ら 長 く の び る 口 頭部 を も つ も の で 、 頚基部 の く

びれ はやや強 く 、 な で肩気味 の M - b 型式で あ る 。 外 面 に は横方 向 の 磨 き が全 面 に ほ ど こ さ れ て い る 。

小型平底査0376は、 底部が平底 を 呈 す る 小型壷で あ る 。 肩球形 の 胴 部 を 持 ち 、 器壁が厚 く 、 調整が粗 く 、

二 重 口 縁 を 持 つ b 型 式の基準資料で あ る 。

高杯0378は畿内 系 と 思わ れ る 高杯で、 杯底部径 と 口 径 の比が大 き く 、 杯部は深 い 。 直線的 に 開 き 、 長 く の

び る 口 縁部 と 、 短 く 中 実 の 脚柱部 に あ ま り 広 が ら な い 裾部がつ く 脚部 を 特徴 と す る F - a 型 式 で あ る 。

鉢0380は単純 口 縁の 浅 鉢 で 、 口 縁部の湾曲が更に 強 ま り 内傾す る A - c 型 式の基準資料で あ る 。 鉢0384は

ご く 短 い 屈折 口 縁 を 持 つ も の で 、 深 手 の G - b 型 式の 基準資料で あ る 。

鉢0379は屈折 口 縁の 浅 鉢 で 、 頚基部の く びれが強 く やや長め の 内 湾 口 縁 を 持 ち 、 く びれ の 強 い F - a 型式

で あ る 。 ま た 同 様 に 屈 折 口 縁の浅 鉢038 1 、 0383は、 長 い 口 縁部 を 持つ も の で 、 く びれ は 弱 い F - b 型 式 で あ

る 。

器台0385は畿内 系 の精製小型器台で あ る B 類で あ る 。

小 型土 製模造品 l 点は杯形で あ る 。
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第 2 章 調査の結果

ウ 木製品 (第901豆1 5 号井戸跡 内 出 土木 製品実測匡1 ) 

柄 1 点 、 棒 状 加 工 品 l 点 、 丸杭 1 点 、 工作台 l 点の総計 4 点 を 図 化 し 掲載 し た。

柄0387は外皮は持たず、 先 端 に 装着痕跡 を 残す。 体状加 工品0388は両端 の 欠損 で あ る 。 丸 杭0387は外面 に

樹皮 を 残 し 樹種は ス ダ ジ イ で あ る 。

工 作台0390は 、 残 存長42. 4CJ1l大型杭の転用 品 で あ り 、 四 国 の 平坦 商 に は 刃 物痕跡が明 瞭 に い 残 さ れ て い る 。

( 1 5) 8 号溝
8 号溝遺構は調査 I 区 中 央部南側 の C - 04 ・ 05 グ リ ッ ド で 、 近隣竪穴住居間)卜の 遺構検 出 時 に確 認 さ れ た 。

8 号構造構は30Clllの 問 を お い て 北側部 ・ 南側部の 2 本 に 別 れ て い る が北側部が 1 . 521η ・ 南 側部が4. 8401 を

測 り 、 最 大幅45CJ1l 、 最大深度 9 CJ1l 、 主軸方向 N - Wで あ る 。 小|時期 E 期 で あ る 6 ・ 7 号竪穴住居跡を と も に

切 り 、 4 号竪穴住居跡に 切 ら れて い る こ と か ら 、 遺物類 の 出 土 は な いが小時期 III 期終わ り か ら W期 始 ま り 時

期 の遺構であ る と 想定で き る 。

..". 

A ・ー-
へ '

一一一一一.dZb 
\ 

A 
・一一一 L =4. OOOm 一一一一司.

一一一~← ロロ �〆 、�. -"-- � 白 、/二土�ー=ニニ二二二二一一
ト\」ー← 2 '�1 \、ミ手-三ー ノろ---- 1-一一一一一一
'--r一一ー 悶 ー孟=ー�

， J 

1 府 ・ "昔灰色土 ・ �f，�i質土 で固 く し ま っ て い る 。
2 J笥 . 淡黄褐色土 ・ 粘質 土 で固 く し ま っ て い る 。
3屑 明裁褐色土 ・ 粘質 土で 聞 く し ま っ て い る 。

第91 図 1 号土坑跡実測図
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第 3 節 調査 I 区の概要

0392 

、、 l 〆"

0396 
0394 0395 

20cm 

出 土lI!!点 11> 位 {四} 4守 館 ・ 由 'Jf 写真
週物侵毎 量録醤号 個 別 盟 組 分観 図版

抱区 盟 鍋 周 位 E凶{司停高} 闘侵 ロ控 底後 外 街 内 薗
0 3 9 1 ク ー l 土師錨 lI! F 1 1 S K - O I 上!'I-措 (5. 4) 15. 4 刷毛臼 ナデ

0 3 9 2  ク ー 2 土師鰻 復 F 1 1 S K - O l l 田 (4. 9) 1 & 6  ヨ コ ナヂ ・ 刷毛目 俊一節ナデ 闘毛目 ・ ケ ズ リ

0 3 9 3  5 0 6 - 0 5 3  土師腿 盗 C D I I S K - O l i 田 20.95 1 & 6  1 3. 0 刷毛目 ケ ズ リ 後粗いナデ {体節桟存良好の為醐瞳不随実) 1 54 

0 3 9 4  5 0 6 - 0 5 2  土師路 高野 A - e l  I S K - O l 上層ー揺 13. 3  1 7. 6  1 2. 8  制 毛 目 俊ナデ ・ 刷毛 目 後 ヨ コ ナ デ ケ ズ リ ・ 闘毛白 後 ヨ コ ナヂ 54 

0 3 9 5  T Y 7 - 9 7  土師踏 街路 C - d l  I S K - O I 指 (1. 4) 12. 6 ヨ コ ナデ ( 餓刷毛 目 } ケ ズ リ ・ ヨ コ ナヂ

0 3 9 6  5 0 6 - 0 5 1 土師111 小型丸底土器 A - c l  I S K - O I 上回 括 (&2】 9. 3 8. 2 制毛目 {邸分的 に ス ス 付積} ・ ヘ ラ ケ ズ リ 強いナデ (術調毘.1Il省】

第92図 1 号土坑跡内 出土土器実測図

( 1 6) 1 号土坑跡

ア 遺構 (第91 図 1 号土坑跡実測 図)

1 号土坑跡は調査 I 区 の 中 央部 C - 03グ リ ッ ド で、 1 号井戸跡 を 切 っ て位置す る 。

1 号土坑跡の 平面形状 は 、 ほぽ長楕 円 形で南北1 . 52m、 東西 1 . 05m、 遺構確認面か ら の深 さ は30. 0cmを測

る。

遺物 の 出土状況 と し て は 、 上層 の 1 層 ・ 2 層 か ら は土師器の費は 2 点、 ほぽ完 形 の 査 1 点、 高 杯 1 点等が

出 土す る 。 下層 の 3 層 か ら は土師器小片が出土 し て い る 。

1 号土坑跡は 、 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の 小時期W期 (様相 5 ) の遺構で あ る 。

イ 土器 (第92図 l 号土坑跡内 出土土器実測図)

出土資料 中 で費 2 点、 壷 l 点、 小型丸底壷 1 点、 高杯 2 点 を 図化 し た。

0393は 「広 口 壷 C II 類」 の標式 と な る 資料で あ る 。 広 口 査 の う ち 、 顕基部の く びれが強 く 、 やや長 い 口 頭
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第 2 章 調査の結果

部が立 ち 気 味 に のび、 球形胴部 を も つ も の で、 口 縁部径 13. 0cm、 全長20. 9cm、 胴部最大径1 8. 6cm を 計 り 、 外

湾 し 立 ち 上 が る 。 胴部厚は最大 7 mm と 器壁が厚 い の が特徴で あ る 。 外面上位は斜方 向 の 制 毛 目 調整で下位は

縦方向 の制毛 目 調整、 内 面 はナデ調整 を行 う 。

039 1 ・ 0392 と も に 畿内 系費 F 類で あ り 、 様相 5 内 の 資料であ る 。

0394は 「在地 系 高 杯 A - e 類」 の標 式 と な る 資料であ り 、 杯部がやや深手 で 杯 上 半部は下半部の境界部 に

は 強 い 段 を 有す る 杯及 び と 脚柱部か ら 自 然に拡が り 裾部で大 き く 因 由 す る 脚で あ る 。 ま た こ の 土坑か ら は 、

高杯脚部0395 の よ う に 大 き く 聞 き 、 裾部内側 に 弱 い 稜 を 有す る 脚形 も 、 様相 6 期 に 先行 し て有す る 。

( 1 7 )  2 号土坑跡

ア 遺構 (第93図 2 号土坑跡実測 図 )

2 号土坑跡は調査 I 区 の 中 央部D ・ E - 03 グ リ ッ ド で 、 排水用 側溝 に片面 を 切 ら れて位置す る 。

2 号土坑の 平面形状 は、 ほぽ不整形で南北2. 05m 、 東西2. 15m、 遺構確認面 か ら の深 さ は排水用側溝方向

に 傾斜 し て26. 0cm を測 る 。 な お 周 辺部か ら は多量の土師器が 出土す る 。

遺物 と し て は土師器片が少量出 土 し て い る が、 図化で き る 資料はな い 。

( 1 8) 7 号土坑跡

ア 遺構 (第94図 7 号土坑跡実測 図 )

7 号土坑跡は調査 I 区 の 中 央部 C - 04グ リ ッ ド で 、 6 号竪穴住居跡 を 切 り 、 3 号竪穴住居跡 に 切 ら れて位

置す る 。

7 号土坑跡の残存 し た 平面形状 は、 ほぽ半 円形で南北1 . 56m 、 東 西0. 84m 、 遺構確認面か ら の 最大深度は

12. 0cm を測 る 。 小 型 ピ ッ ト 1 個 が確認 さ れ る が、 遺物は 出土 し て い な い 。

7 号土坑跡は柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 の小時期 E 期終末の遺構 で あ る 。

( 1 9 ) 8 号土坑跡

ア 遺構 (第95図 8 号土坑跡実測 図)

8 号土坑跡は調査 I 区 の北側部 B - 02 グ リ ッ ド で、 3 号井戸跡 と 隣接する が単独で位置す る 。

8 号土坑跡の平面形状 は 、 中 央 部 に く びれ を有す る 、 ほぽ長楕 円 形で南北2. 05m 、 東 西2. 15m 、 遺構確認

面か ら の最大深度 は30. 0cm を 測 る 。

遺構確認作業に お い て は 、 本遺構 の 周 辺部か ら 散在 し て土師器が 出土 し た が 、 遺構 と 認定 はで き な か っ た。

遺物 の 出 土状況 と し て は 、 土坑跡 中 央 部 に か な り ま と ま り 、 上 層 の 1 層 か ら 2 層 ま で ま ん べ ん な く 土師器費 、

壷片等が出土す る 。

8 号土坑跡は柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期の 小時期 E 期 (様相 3 ) の遺構で あ る 。

イ 土器 (第96--.... 97図 8 号土坑跡内 出土土器実測図 )

出土資料 中 で費 6 点 、 壷 2 点 、 鉢 1 点 を 図化 し た。

0397は在地系長嗣費 A 類 と 畿内 系精製費 F 類 と の 「折衷類形費 E 一 C 類」 の 標式 と な る 資料で あ る 。 口 縁

部径15 . 3cm 、 全長23. 2cm 、 胴部最大径 19. 25cm を 計 り 、 やや長胴気味で丸底、 胴部最大径 を 中 位 に 持つ。 外面

に制毛 目 、 内 面 に は 中 位 よ り やや 上 ま でがへ ラ ケ ズ リ 、 上部か ら 口 縁部 に か けて が賄IJ 毛 目 調 整 で あ る 。 ま た

同 様 の 折衷様式の0399 も 見 ら れ る 。

040 1 は 「在地系 費 A II - a 類」 の標式 と な る 資料で あ る 。 口 縁部径 15. 7cm 、 全 長 1 3. 5cm 、 胴部最大径1 6. 0
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第 3 節 調査 I 区の概要

A ・ーー

A _ L =3. 600m 

阻

盟小3

E
8
2
1
4

 A ' 

→ l 層 : 育灰色 ・ 炭 ・ 砂が多少含 ま れて い る 。 ボ ロ ボ ロ と粘 り がな い 。

一一千 間 一一一二三弐 2 層 ・ 灰黄褐色 ・ ねば り があ り やわ ら か い。
三=二二三� 一ー2層 \~ー\ 3 厨 \\ 3 層 : 灰青色 ・ ねば り があ り 、 少 し 固 い 。

一 一一一ーさ、 4 層 . 灰暗褐色 ・ 非常 に 固 く 粘 り があ る 。
砂 も 小 さ く 含んで い る 。

〆〆

1 m  

第93図 2 号土坑跡実測図

切干l「
H品CECヨ

A ' 
-

A ' 
一ーー・

1 層 : 灰褐色土 ・ 灰褐色土の粘質土。
斑点状 に鉄サ ビ色が見 ら れ る 。

2 層 . 淡黄灰色土 ・ I 層 よ り 粘性が弱 い。
斑点状 に鉄サ ビ色が見 ら れ る 。

。 1 m  

第94図 7 号土坑跡実測図
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第 2 章 調査の結果

cm を 計 り 、 A I 類 の a 型式 を そ の ま ま 小型 に し た よ う な も の で 、 調整は外面上半部 に 叩 き の の ち 刷 毛 目 、 ま

た下半分に縦方向の制 毛 目 を 、 内面刷毛 目 で あ る 。 ま た 同 様 に在地系費 と し て A I 類で あ る 0398、 0402が 、

見 ら れ る 。

壷では在地 系 の 頚基部の く びれが強 く 、 やや長 い 口 頭部が立 ち 気 味 に の び 、 外面 に 組 い IIp き を 残す査 C 類

の0400、 頚基部 に 裂点 を 配置 し 、 短 く 立 ち 上がる その他壷0404 、 壷底部0403が見 ら れ る 。

0405は鉢 口 縁部 と 想定で き る が、 外面 に は斜方 向 の 条 線 を 交差 さ せ巡 ら す。

(20)  5 号 ・ 6 号 ・ 7 号杭列跡

ア 遺構 (第98図 5 号 ・ 6 号 ・ 7 号杭列跡実測図)

5 号 ・ 6 号 ・ 7 号杭列跡は調査 I 区西側 の B - 02グ リ ッ ド で 、 4 号井戸跡の確認後 の全体掘 り 下げ時 に杭

列が確認 さ れた 。 確認水平 レ ベ ル は L H = 2. 850m で あ る 。

5 号杭列跡の確認 に お い て は 、 1 番か ら 34番 ま で の34本がほぼ一列 の 定 間 隔で 出土 し 、 そ の 全長 は 1 . 930m 、

4 
i F511121トル士 よ1

0405 

A -ーーー A ' ー..... 

A 
・ーー L =3. 700m 

。っ11 

A ' 

0404 

三三手持3 ，E 0402 
\ 

0400 0401 

1 層 : 黄青灰色 ・ ポ ロ ポ ロ し て い る が 、 粘 り が少 し あ る 。
2 層 . 青灰色 ・ 粘 り があ る 。 l 層 と の混 じ り が少 し あ る 。 m

 

第95図 8 号土坑跡実測図
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坦物静勾 墾録宿号 稲 別 盟 組 分銅
地区

0 3 9 7  5 0 6 - 1 7 1  土師穆 2担 E - c l  1 
0 3 9 8  T Y 7 - 9 5  停生土踏 !I! A D - a l  l 
0 3 9 9  ク - 4 土師摺 !I! A I - b l  1 
0 4 0 0  5 0 6 - 0 5 5  土師盟 宮製 C ß  I 1 

0 4 0  I 5 0 6 - 0 5 7  土師訟 捜 A D - a l  I 

0 4 0 2  T Y 7 - 9 6  弥生土H 警担 A I  I I 

I 

0397 

出 土地点 法 日 {四}

坦 梅 悶 f主 踊柵'�I 嗣睦 nfl 
S K - 0 8  i 回 23. 2 19. 25 1 � 3  

S K - 0 8  上回一錨 15. 81 1 & 0  

S K - 0 8 上回一錨 (9. 8) 2 1 . 0  

S K - 0 8  2 回 【 13. 2) 14. 6 

S K - 0 8  2 回 ( 13. 5) 1 6. 0  15. 1 

S K - 0 8  t 凶 (7. 1) お 6

。

底置

" 1 1 
0400 

外
刷毛目 ・ 刷毛目 後ナデ

叩 き 目 {俄】 後ナデ

、、

特

函

刷毛 白 後 ヨ コ ナデ ・ 叩き 目 {機} 後刷毛目

0398 

0402 

徴 ・ 傭 考

内 画
ナデ健闘毛自 ・ へ 7 ケ ズ リ

聞 毛 目 ・ ナデ

刷 毛 目 後一“郎ナヂ

町1金 目 {左上が り 〉 俊樹毛居 叩 き 目 {左上が り } 後ナデ 刷 毛 日 後軽いナデ {剥落が著 し い }

叩 き 図 {相自} ・ 剛毛日後ナデ 刷 毛 目 後ナデ

ヨ コ ナヂ ・ 刷毛 釘 ・ 町 き 図 t繍】 副 毛 日 後 ヨ コ ナデ

第96図 8 号土坑跡内出土土器実測図 - 1 一
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特 徴 備 考

面 内

ナ ヂ ( -111街頭復祷 る }

0405 

園

ヨ コ ナヂ { 炎揺が剥曙ト 刷 毛 目

ナヂ後刷 毛 闘 ・ ナデ

0404 

20c皿

第97図 8 号土坑跡内 出土土器実測図 ー 2 ー

遺構確認面か ら の深 さ は0. 50cm を測 り 砂層 ま で打 ち 込む。

同様の レ ベルで確認 さ れた 6 号杭列跡では集中 し て l 番か ら 7 番 ま で の 7 本が 出土 し そ の 全長 は0. 55m 、

遺構確認面か ら の深 さ は35. 0cm を 測 り 砂層 ま で打 ち 込む。

1 番か ら 3 番 ま で の 3 本 の みで構成 さ れ る 7 号杭列跡で は、 う ち l 本が水平 と な っ て は い る が、 全 長 は0. 45

m、 遺構確認面か ら の深 さ は35. 0cm を測 り 砂層 ま で打 ち 込む。

5 号 ・ 6 号 ・ 7 号杭列の 主軸方向 は一定方向 に 揃 っ てお ら ず互 い に交差 し て い る が、 確認 レ ベル が同 一 で

あ る こ と な ど か ら 、 性格は不明 で あ る が面 と し て ま と ま っ た遺構 と し て見な し た い 。
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@ 

自然 。 自然

/11 地 点 w ra (咽} ，>11 遺物借り '"館構り 組 ゆl 器 伺 分続 備 勾 本 苛t り 倒 樋
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第99図 5 号 ・ 6 号杭列跡出土木製品実測図

イ 木製品 (第99図 5 号 ・ 6 号杭列跡出土木製品実測図)

木製品 と し て保存状況が良好な 5 号杭列資料の杭 5 点 を 図化 し た。 杭0406は先端部欠損の丸抗 、 杭0407 の

丸杭 に樹度が残 り 、 杭0408は半裁丸杭で取 り 上げ時 に さ ら に 先端部が腐 食 の 為 欠 損 し た。 0409は先端部二面

を加工 し 、 中 央部 に は 刃物痕跡が残 る 。 杭04 10の 上部は腐 食 し 細 っ て い る が、 中 央 部 に 結束の痕跡が見 え る 。

全て 5 号杭列資料で、 樹種 も ス ダ ジイ 、 ヤ ブ ツ バキ等 と 広葉樹系 で揃 う こ と か ら 同 時期 の 資料 と 想定で き

る 。
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第 3 節 調査 I 区の概要

(21 ) グ リ ッ ド 包含層

ア 包含層状況 (第100図 調査 I 区内土器類出土平面図)

(第 102図 調査 I 区内遺物垂直分布図)

第1 00図 に示す よ う に D 列 ・ E 列 グ リ ッ ド 側へ は 旧 地形がやや勾配が顕著な傾斜 を 有 し てお り 、 遺物 の流末

で は主軸南北方向 に 流 れ る 自 然流路 に 向 か い 、 多量の遺物が包蔵 さ れて層 形成がな さ れて い た。

な お 遺物 の包含 は 、 5 号竪穴住居跡か ら 北東側へ と ゆ る やかな稜線が形成 さ れ る 特徴 を有 す る が、 調査期

間 の 関係 か ら 、 完全 に 掘 り き る ま で に は至 ら な か っ た。

遺物 の 出 土状況 と し て は 、 上 層 か ら は多量の弥生時代終末期か ら 古墳時代前期土器が出 土す る 。 こ れは詳

述す る よ う に 、 住居跡群か ら 投棄 さ れた資料が散布す る 状態であ り 、 人工的な堆積 に よ る 層 と 理解す る 。 特

に南側 に遺物が集 中 す る 傾向 に あ り 、 南北方向 に想定 さ れ る 流露 に 帯状 に 一部が ま と ま る 。

中 層 か ら は、 こ れ ら の古式土師器に混 じ り 各種の破損農具等 の木製品が、 こ れ も 同 様 に 散布す る 状態で確

認 さ れ る 。 北西側及び南東側 に木製品の集中 が見 ら れ、 こ れ ら は微高地か ら そ う 遠 く な い廃棄の所作であ る 。

下層 か ら は多 く の 突帯文か ら 弥生前期土器が 出土す る 。 下層 に お い て は 、 想定 さ れ る 主軸で あ る 南北方向

の流路底 ま で の完掘で き な い が 、 出土状況か ら は ほぼ近似す る 状況 と 判 断で き る 。

想定 さ れ る 主軸南北方向 の 流路底 ま で の掘削は、 調査期 間 の 関係で完掘で き な か っ た。

イ 土器 (第103'"'-' 108図 調査 I 区 内包含層 内 出 土土器実測図)

(第101 図 調査 I 区内弥生時代終末期土器か ら 古式土師器出土平面図)

(第 1 02図 調査 I 区 内遺物垂直分布図)

出土状況 と し て は 、 第 1 0 1 図 に 示す よ う に D 列 ・ E 列グ リ ッ ド 側へ は 旧 地形が顕著な傾斜 を 有 し て お り 、 下

底側 に 良好な資料が ま と ま っ て 出土 し た。 ただ し 、 土器形式 に よ る 出土 の特徴や層位毎 の ま と ま り も 認め ら

れず、 多 く の 流れ込み に よ る も の と 想定で き る 。

こ こ で は グ リ ッ ド 内包含層 よ り 出土 し た資料の 内 、 良好な も の を選択 し 実測 し た。

そ の 総数 は費 8 点、 壷 1 1点、 鉢29点、 小型丸底土器 6 点、 甑 3 点 、 器台 4 点、 高 杯 7 点、 小型土製模造品

22点、 土錘33点の総数123点で あ る 。

本稿で の遺物解説は 、 分類の基準 と な る 資料 と 特徴的な資料の み に 限定す る 。

高 杯041 9は 、 浅 く 、 大 き く 開 く 杯部 と 長 い脚部 を も っ在地系 高 杯 で あ る 。 特 に杯部が深手で杯上半部は 口

縁端部付近で強 く 外反す る 杯 、 及び脚柱部か ら 自 然 に拡が り 裾部で大 き く 屈 曲す る 脚で構成で き る A - d 型

式の基準資料で あ る 。

高杯0420は 、 畿内 系 と 思わ れ る 高杯で、 直線的 に 聞 き 、 長 く の び る 口 縁部 と 、 短 く 中 実 の脚柱部 に あ ま り

広 が ら な い 裾部がつ く 脚部 を 特徴 と す る 。 調整は 内外面 と も 制毛やナデの あ と に粗 い ミ ガキ を 施す F - a 型

式の基準資料で あ る 。

鉢0429は 、 在地系 の丸底、 単純 口 縁の浅鉢で、 口 縁部の立ち 上が り か た が a 式よ り さ ら に 浅 く 内湾気味に

外 に 開 く A - d 型式 の 基準資料で あ る 。

鉢0437は 、 在地系 の丸底、 単純 口 縁の浅鉢で、 口 縁部が緩や か に 内 湾 し な が ら 外 に 聞 き 立 ち 上が る A - a

型式の基準資料で あ る 。

鉢0440は、 在地系 の丸底、 単純 口 縁の浅鉢で、 口 縁部は 内湾気味 に広が り 口 唇部で外傾す る A - e 型式の

基準資料で あ る 。

査0443は 、 中 型 の広 口 壷で 、 基部が強 く く びれて内湾 し な が ら 長 く の び る 口 頭部 を も ち 、 頚基部の く びれ

はやや 強 め で 、 な で肩気味 の M - b 型式の基準資料で あ る 。
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第 2 掌 調査の結果

小型平底壷0445 は 、 底部が平底 を 呈す る 小型 壷で 、 扇球形 の 胴 部 を 持 ち 、 器壁が厚 く 、 調整が粗 い 。 単純

口 縁 を 持 つ a 型 式 の基準資料で あ る 。

小型丸底査0456は 、 小型丸底土器 の う ち 、 二 重 口 縁 を持つ も の で 、 し か も 屈 曲部が外反 す る B - b 型式 の

基準資料で あ る 。

甑046 1 は 、 有孔鉢 と も 称 し 、 形態は全て深鉢形の単孔 式 で あ り 、 砲弾型 の 器形 を な し 、 器壁は薄 く 、 底部

は尖底気味 の 平 底 を な し 、 肥厚す る a 型 式の 基準資料で あ る 。

器台0463は 、 外 来畿 内 系 の精製小型器台で、直立二重 口 縁の B - b 型 式 の基準資料で あ る 。

器台0464 は 、 外 来 畿 内 系 の精製小型器台 で緩や か に 湾 曲 し な が ら 口 縁端部 に 到 る B - a 型 式の基準資料で

あ る 。

鉢0468は、 在来外来 と も に 系 譜 不 明 の 平底 の 浅鉢 で 、 口 唇部が内湾気味 で あ る I - a 型 式 の基準資料であ

る。

腕l台付 鉢047 1 は 、 類例が少な く 型 式 設定 に 到 ら な い 、 鉢 G 類 にl仰台 を 付 け た H 類の 基 準 資料で あ る 。

鉢0477は 、 単純 |二l 縁 の 深 鉢で 、 口 縁部は内湾気味に広が り 、 底部は尖 り 気味 の 丸 底 あ る い は丸底 の B - a

型式の基準資料で あ る 。

ウ 小型土製模造品 (第 1 1 1 図 調査 I 区 内 包含 層 内 出土 小型土製模造 品 実 測 図 )

( 第 1 09 図 調査 I 区 内 小型土製模造 品 出 土 平 面 図 )

(第 1 1 0 図 調査 I 区内遺物垂直分布 図)

出土状況 と し て は 、 第 1 09図 に 示 す よ う に D 列 ・ E ?，1IJ グ リ ッ ド 側へ は 旧 地形 が顕著な傾斜 を有 し て お り 、 小

型土製模造品 が散在 し て 出 土 し た。

小型土 製模造品 は総数22点出 土 し 、 そ の種別 は高杯形 6 点 、 杯形 5 点 、 鉢 形 、 費 形 、 勾 玉 形 、 鏡 形 と 多岐
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第 3 節 調査 I 区の械要
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第 3 節 調査 I 区 の概要
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第 3 節 調査 I 区の概要
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第 3 節 調査 I 区の概要

に及ぶ。 特 に0495は 費 を 模 し 、 0499は勾玉で も よ り 牙玉形 に 近 い 形 状 を 有す る も の と 想定で き る 。

エ 土鍾 (第1 13....... 1 14図 調査 I 区 内包含層 内 出土土錘実測図)

(第 1 12図 調査 I 区 内 土錘出土平面図)

(第1 10図 調査 I 区 内遺物垂直分布図 )

出土状況 と し て は、 第 1 10図 に示すよ う に D 列 ・ E 列 グ リ ッ ド 側へ は 旧 地形が顕著な傾斜 を 有 し てお り 、 土

鍾が集 中 し て 出土 し た。 列 状 を 成 し て い た こ と か ら 、 網等の遺体は確認で き な か っ たが、 存在が予想 さ れ る 。

土錘は完形 ほぽ完形が28点、 破片 は点で あ り 、 こ こ で は形状復元がで き る 資料33点 を 固化 し た。 土錘は形

状的 に は 円 筒 形で手づ く ねで作成 さ れ、 貫通す る 径 は 12mm前後で、 長 さ の み に長短 2 種類が見 ら れ る 。 A 類

は長 さ 8. 0....... 1 O . 0cm、 重量は 1 50....... 200 g の範鴎に ま と ま る 資料で あ る 。 一方 B 類は長 さ 5. 0"""'7 .  5cm、 重量は60

....... 1 20 g の 範鴎で のやや小型 の 資料で あ る 。

オ 石器 (第1 16....... 1 1 8図 調査 I 区 内 包含層 内 出土石器実測 図)

(第1 15図 調査 I 区 内石器出土平面図)

(第1 10図 調査 I 区 内 遺物垂直分布図 )

出土状況 と し ては 、 第 1 15図 に示すよ う に D 列 ・ E 列 グ リ ッ ド 側 へ は 旧 地形がやや勾配が顕著な傾斜 を 有 し

てお り 、 遺物の 流末で は主軸南北方向 に流れ る 自 然流路に 向 か い 、 居宅跡側 に 多 く の 石器が包蔵 さ れて い る 。

こ こ で も グ リ ッ ド 内包含層 よ り 出土 し た 資料の 内 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た。

そ の 総 数 は敵石 ・ 磨石 4 点 、 砥石 6 点、 浮子 6 点の総数18点であ る 。 ま た本稿で の遺物解説は特徴 的 な 資

料 の み に 限定す る 。

砥石0534は砂岩製の 大 型 品 で 、 中 央部 に 窪みを有 し 数条の使用 痕跡が明瞭 に 残 る 。

浮子 6 点は いずれ も 軽石製で、 長軸 に対 し 直行 し て の緊縛の痕跡が見 ら れ る 。

カ 木製品 (第120....... 1 25図 調査 I 区 内包含層 内出土木製品実測 図)

(第 1 19図 調査 I 区 内木製品 ・ 木片出土平面図)

(第1 10図 調査 I 区 内 遺物垂直分布図)

出土状況 と し て は 、 第 1 19図 に 示すよ う に D 列 ・ E 列 グ リ ッ ド 側へ は 旧 地形がやや勾配が顕著 な 傾斜 を 有 し

てお り 、 遺物の流末で は主軸南北方 向 に 流れ る 自 然流路 に 向 か い 、 住居跡側 に 最 も 接近 し た箇所及び流路の

最下部 と 想定 さ れ る 箇所 に二分 し て確認 さ れた。

こ こ で も グ リ ッ ド 内包含層 よ り 出土 し た資料 の 内 、 良好な も の を選択 し 実測 し た。

そ の総数は 曲柄二又鍬 1 点、 直柄二又鍬 1 点、 直柄平鍬 1 点、 平鋤 1 点、 杓子形木製品 2 点、 不明柄 4 点、

鎌柄 1 点、 田 下駄 1 点、 縦杵 l 点 、 盤 1 点、 有頭状木製品 1 点、 火錐臼 l 点、 杭状加工品 1 点、 板状加工品

1 点、 用 途不 明 品 3 点、 丸杭 8 点、 割杭 2 点、 半裁丸杭 2 点、 角杭 l 点の総数34点で あ る 。

ま た本稿で の遺物解説は 、 分類の基準 と な る 資料及び特徴的な資料 の み に 限定す る 。

曲柄二又鍬0550は 、 軸部の横断面が蒲鉾形で 、 着柄軸下位 の側面~後面 に か けて紐緊縛用 の溝、 軸部前面

の 平坦面 に は方形孔 を 1 孔 穿 つ 。 福 岡市吉武遺跡群出土資料か ら 、 反柄 と 組み合わ さ る も の と 考 え ら れる C

型式の 基準資料で あ る 。

直柄平鍬055 1 は 、 方形の柄穴、 柄穴周 囲 の 隆起部 を持たず、 身幅の広 い も の で 、 頭部か ら 肩部 に か けて緩

や か に 落 ち 、 明瞭な肩を持つ。 身 の最大幅 を肩部に持ち 、 先端 に 向か つ て弱 く すぽ ま っ て い く B a の基準資

料で あ る 。
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第 3 節 調査 I 区の慨妥
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第1 1 2図 調査 I 区内土錘出土平面図 (縮尺 1 / 1 50)

- 1 82-



@ 

@ 

@
。

③ 

@ 

⑤ 

@ 

① 

⑤ 

@ 

第 2 章 調査の結果

@ 

③ 
051 2 

@ @) 匂 5 @ @_ _ @ 051 3 
20cm 051 6 。

lllJ:地点 it 量 "岡) 特 役 倫 d場 '長良遺物需号 Yを録肩書I} 分I!i
J也L< 遺 備 制 的 !UH!Hi�即 胴径 円符 Iftl)! 外 治1 内 州 凹版

0 :;  0 I T Y - ，，'- 2 6 土鍾 0 - 0 5  ]0， 5 4. 1 1 . 5  2 1 元 日 術!itlr子被

0 5 0 2  T Y - ri 2  i 土鍾 C - 0 5  E IM 9. 1 4. 1 1 . 2  160. 9 術!i!jJ-子線

0 5 0 3  T Y - ，-， Z  9 士錘 0 - 0 5  9. 9 4. 4 1 . 4  出6. 2 術頒庇寵 ゐ9

0 5 0 .\ T Y - 戸 2 5 i 錘 J) - {) 5  E IM 9. 9 4. ;， 1 . 4  2 1 7. 2  街頭1I;fl，{

0 ;) () 5 T Y - 戸 3 4 i 鍾 じ - 0 '1 AIM 10. 2 4. 2 1 . 2  188. 9 .!�U .. '1 59 

() 5 0 fì T Y -- p 3 1 j 鰭 J) - 0 5  9. ;; :'1.7 1 . 5  1 6 1 . 1 指:itlll 似 59 

o 5 0 7  T Y - 戸 3 2 u議 1.) - 0 5  B IM 8. 8 :u 1 . 0  ].13. 9 1 - :)9 

o 5 () 8 T Y - p I 3 u議 1) - 0 5  7. :1 4. 8 1 . 1 1 79. 8 術煩11 瓜 ・ 令体的にIMSf

0 5 0 9  T Y - 戸 1 2 i 鎚 1) - 0 5  7. 7 4. 0 1 . 0  1 33. 4 指頭l正痕

o S 1 () T \' 一 戸 3 101電 D -. 0 5 7. 2 5. 0 1 . 6  1 9 1 . 3 街頭1011 . ll�B1 59 

o fl i  I T Y - 戸 2 4 I:It 1 [) - 0 5  9. 5 3. 7 1 . 5  1 33. 1 街頭IEflI

0 5  I 2 T Y - p 2  u理 I】 [) 5 8. 0 4. ;; 1 . 1 192. 5 指頭If.痕

o 5 1 :1 T Y 一 戸 3 0 ! 鱒 D - 0 5  8. 1 :l.\l 1 . 1 1:15. 3 街頭IEfJl

o 5 1 .1 T Y - p 6  1:1事 D - 0 5  6. 7 ;'. 0 1 . 1 1 87. 5 街頭ruu 59 

0 5  1 5 T Y 戸 8 i 錫 I】 - 0 5 6. 8 4. 5 1 . 3  1 52. 5 街頭IEffl

0 5  1 (j T Y - 戸 2 8 t 鈍 D - 0 5  9. 7 3. 7 1 . 2  1 7ï. 2 指銅版a 59 

0 5  I 7 T Y 一 戸 1 1 i 錘 1) - 0 5  9. 6 4. 0 1 . 1 162. 0 1 -

0 5 1 8  T Y - p 3 5 1 錘 0 - 0 5  10. 3 4. 3 1 . 5  189. 5 指姐II:tJl

第1 1 3図 調査 I 区内包含層内 出土土錘実測図 - 1 -
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第 3 節 調査 I 区の概要

ぷミ

① 

① 

③ 

θ
閃

@ 0530 

G 0521 

① 

③ 
20cm 

@0522 

@ 

ゆ

@ 
ー一回

⑤

国
@ 

出 土地点 l1i 日 (四} 特 徴 蜘 J号 "J向遺物番号 登録番号 分限 回版地区 遺 構 局 位 UI硬(i.!ll 聞経 nt霊 峰I� 外 而 内 函
0 5  1 9 T Y - P 2 3 土鍾 D - 0 5 7. 7 3. 6 1 . 0  f>4. 1 術日I�任彼 ・ J凧斑

0 5 2 0  T Y - 戸 5 t錘 - I I D - 0 5 E J!J 6. 8 3. 9 1 . 4  1 1 4. 4 約順IE彼 ・ i!\lJ1 59 

0 5 2  1 T Y - 戸' 4 土 錘 0 - 0 5  6. 7 4. 0 0. 9 124. 1 術岨fF.彼 59 

0 5 2  2 T Y 一 戸 1 5 土傾 0 - 0 5 D J!J 5. 7 3. 9 1 . 4  99. 0 59 

o 5 2 3 T Y 一 戸 I 6 土健 0 - 0 5 6. 8 4 . 5  1 . 4  157. 3 術調肥後

0 5 2 4  T Y 戸 l 土鍾 0 - 0 5 D J!J 5. 7 5. 1 0. 9 187. 0 指倒IfJfl. 59 

0 5 2 5  T Y 一 戸 2 2 土銭 D - 0 5 6. 3 4. 5 1 . 0  1 34. 8 ffilltifE彼

0 5 2 6  T Y - 戸 1 9 士錘 0 - 0 5  5. 8 5. 0 1 . 0  149. 1 J -
0 5 2 7  T Y 一 戸 9 土録 D - 0 5  4. 7 a 8  1 . 2  85. 1 賄側fEilI

0 5 2 8  T Y - 戸 1 8 土錘 D - 0 5  4. 5 H 1 . 4  58. 5 

0 5 2 9  T Y 一 戸 2 0 土錘 0 - 0 5  6. 7 4. 7 1 . 0  1 74. 7 術調fEilI 中央節分に)濃路

0 5 3 0  T Y 一 戸 1 4 士銀 D - 0 5  6. 4 4. 4 1 . 1 163. 4 術胡rEI!l 59 

0 5 3 1  T Y - 戸 2 I 土鍾 1 0 - 0 5  7. I 4 .5  1 . 0  159. 3 術測任瓜 59 

0 5 3 2  T Y 一 戸 I 7 土鎌 8 - 0 4  E ItI 私 8 5. 0 2. 9 128. 7 /Ij胤11悩
0 5 3  :i T Y - F 7  土鍾 1 0 - 0 5  3. 4 3. 8 1 . 0  50. 1 術煩1[1.惚 よ保障E

第1 1 4図 調査 I 区内包含層内 出土土錘実測図 - 2 一
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調査の結果第 2 草
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第 3 節 調査 I 区の概要

__l 〉
@ 

③ G  
0536 

g q臨

、 0539 

遺物幡町 霊保割臨時 組 �I 極 細

0 5 3 4  あ 1 6 石器 飯石 ' 111行
0 5 3 5  あ 1 9 有磁 織布 . 111行

0 5 3 6  あ 2 0 6111 館行 . 111石
0 5 3 7  あ 1 7 石器 AHi . 1Ø桁
0 5 3 8  あ 1 1 石語 鉱石

0 5 3 9  あ 1 4 石置 111石

0 5 4 11 あ 1 2 行総 威行

分鶴
地区

砂11 1 1

砂岩 l 

砂岩 I 
砂岩 l 
安山府 I 
砂岩 I 

構紋約 l 

111 �t 地 点

iII 111 層 位

0 - 0 4  B回
0 - 0 5 E 回

C - 0 5 E 回

D - 0 5  

C - 0 5 E II!l  

C - 0 5 E II!l  

0 - 0 5  

;1 
全 長
16. 2 

5. 5 

'. 8 

14. 5 

6. 5 

� .  

14. 3 

白 G G 
⑦ 

0535 

く二二三〉 0537 

0540 

20cm 

日 {個}

制 ・ 慌 隠 さ
備 考

9. 6 3. 1 閉さ!íl.lf り
-4. 3 3. 6 

3. ' 3. 2 

9. 2 � O  側面膚 者復省り

4. 5 2. 1 1 -

5. 1 2. 0 使胤鍋/{ り

7. 5 4. r， 使附復Ir り

第1 1 6園 調査 I 区内包含層内 出土石器実測図 ー 1 -
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第 2 章 調査の結果

\

 

ー亡二コ二
0541 

0542 

0543 0544 

0545 

。 20cm 

出 土 地 点 pム 腿 k則 'JA 遺 物 寄 り 霊 録 滑 り 樋 ゆj 総 括 11筒 備 考
地区 泡 綱 凶 (す J'Ë U 輔 筏 I� さ 同雌

0 5 4 1 あ 2 I 石器 II!石 砂V: I I じ - () .1 "101 6. 5 7. 3 t :ï 府也ff l l 曲
() 5 .1 2  あ 1 0 石栂 a尾行 砂別 I 口 - 0 5 区刷 儲 8. 1 7. 9 2. 1 曲
0 5 4 3  あ 0 < 石器 博子 終{ï l I D - () 5  1 1 . 5  13. 7 4. 0 4 力 所の細目+け砲li り 回
0 5 4 4  あ 0 2 百栂 i'子 .華街 I C - () 4  C lOl 10. 0 1 0. 9  5. 4 館副降けIU U rJ 60 
t1 5 4 5  あ t1 6 石毘 i'子 tI訂 I C - 0 .' 10. 4 20. 0 '. 1 組掛け1<<有り 60 
0 5 4 6  ぁ 0 8 石器 t字子 健釘 l c - n 4 16 . 4 32. 7 14 . 8 “自除けIU li り 僚復有 り

0 5 4 7  あ 1 5 石越 磁石 砂む I 0 - 0 4 E IOI 1 7. 1 28. 4 5. 7 59 

0 5 4 8  あ 11 :1 百111 伊予 健n 1 1  8 - 0 :1 C lOl  1 2. 4  2 1 . 6  6. 7 4 力商の紐掛けIU有り
11 5 4 9  &\ 0 7 百揖 様子 鈍 行 1 D - tl 5  1 1 . 0  11 . 8 1 0. 6  紐掛け'" 11 り ・ 樽砲有り 59 

第1 1 7園 調査 I 区内包含層内 出土石器実測図 ー 2 -
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第 3 節 調査 I 区の慨要

ド守的。

田守的。

∞守的。

第1 1 8図 調査 I 区内包含層内 出土石器実測図 - 3 ー
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第 3 節

0551 ('.ん )

0550 ( '/5 ) cニ二コ仁二二コ
ー= も三._-主、 日O 

--c==::::- =c=..;: �: 
0553 ( '/5 ) 

0554 ( '/5 ) 4初ガ勿7zフフ》
0552 ( '/5 ) K"tTTTTγTTT7Tn"7O.. 

20c悶。

凶制刊日盟
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一
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一

民

間
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主
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一

ス
一

プ
一

樹取'" 帥嗣l 掛制 種 別 留 種 | 畑lilllIJlI'Il 1f1l1l'1 1 " �J 1 111 11 I Si. 1 m 土 地 点 l 依 田 畑) I 
| |旭区| 遭 備 1 111 位 | 金 銭 | 舗 ・ 霞 | 隠 さ |

| 0 5 5 0 10 ' ' ' Y - ' 4 7 ' 1 本蜘 | 幽鏑ニ珊 1 C 1 1 1  0 - 0 4  1 - 1 制 1 ，. ， 1酬 -1鵬剖|嗣闘
l 0 5 5 )  109 4 TY- 0 6 3 6 1 本剛 | 醐略 1 B . い 0 - 0 5 1 - 1 即 1 .. . い 4 1 闘州|嗣
| 0 5 5 2 IO ' ' ' Y- ' 8 4 ' 1  本観晶 1 <11柄二又織 1 A .  1 1 1 E - O " 1 一 1 35. 0 1 10. 6 1 1 . 5  1 - 1短目
| 0 5 5 3 10 ' ' ' Y - 0 7 3 3 1 本留品 1 枠製悶 ト祉 1 - 1 1 1 0 - 0 5 1 - 1 5. 0 1 27. 95 1 1 . 4 1 - 卜
1 0 5 5 4 1創刊Y- ' 4 7 ' 1 柑品 | 四 1 - 1 1 上ー� 二 I 見リ�竺 l二」刷

調査 I 区内包含層内 出土木製品実測図 - 1 ー
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調査の結果第 2 章

匝

0558 ( '/5 ) 
ω

O

C一

0557 ( '/5 ) @ ③ 0556 ( ，ん )

パ

O

@

0562 ( '/5 ) 

'R)\ 
拍
@ 

0555 ( '/5 ) 

20cm 
)

 
-『J/
o
l

 

，，.、-PO

 

Ru

 

nU

 

ハ ー
の
ゆ0560 ( '/5 ) @ ( '/5 ) � 

d 
出 土 地 点 法 砧 {咽} 写真

遺物静'1 捜隊砕号 同 別 語 種 分銅 備 4号 4ミ 崎H り 樹 桶
図版

地区 坦 情 M 佼 全 長 幡 ー 径 原 さ

0 5 5 5  0 9 4 H - 0 5 4 1 本嬰品 杓子形木蟹品 l 0 - 0 4  34. I 1 . 6  在持丸 ア ワ プキ科7 ワ プキ同 64 
0 5 5 6  0 9 4 1 Y - 0 6 3 9  木製品 不明 柄 I 0 - 0 5 制 9 2. 5 芯持丸 ス ダ ジ イ 64 
0 5 5 7  0 9 H Y - 0 7 5 0  本銀品 不明 鏑 I 0 - 0 6  35. 1 2. 9 品l.jJl プナ科 コ ナ ラ 踊 7 カ ガ シ盛岡 64 
0 5 5 8  0 9 H Y- 0 ol 8 l  本g礎品 緩柄 I 0 - 0 4 32. 5 絹属医1 3 Z録 プナ科コ ナ ラ 蝿 ア カ ガ シ直属 64 
0 5 5 9  0 9 4 1Y - 0 4 8 0  木製品 杓子形木E盟品 B c I I 0 - 0 4  45. 9 身銭輔4.3 身箇11j12.4 鱗111:1 1 プ十科コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜同 64 
0 5 6  0 0 9 4 1 Y - 0  i 7 J 本g賞品 鎌柄 1 E - 0 4  40. 7 柄M径3.8 ;，，1与丸 ム ク ノ キ

0 5 6  1 0 9 4 T Y - 0 3 4 7  木製品 不明 柄 - 1 1 日 - 0 3 :l7. 2 2. 8 1 . 8  .U.jJL エゴ ノ キ崎

0 5 6  2 0 9 4 TY - 0 4 7 6  水型品 不明 柄 I D - 0 4  「刈 8 :'1.3 広州丸 ヤナギ属

調査 I 区内包含層 内 出土木製品実測図 - 2 -
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� 0565 ( 1/5 ) 

0564 ( 1/5 ) 

調査 I 区の概要

。l

日

第 3 節

0570 ( 1/5 ) 
値動

⑥ O 全加工
0569 ( 1/5 ) 

伺WÞ 附( 1/3 )

0563 ( 1/5 ) 

[一

白

畠昌

。

。

:� 

0567 ( 1/3 ) 

， " 

O 
� 

0566 ( 1/5 ) 
20cm 

出 土 地 点 法 日 {四》 写真
置物111号 霊録癖勾 縄 別 111 !II 分割 個 考 本 取 。 樹 掴

図版地区 置 欄 周 依 金 量 舗 ・ 亜 隠 さ

0 5 6 3  0 9 4 T Y- 0 1 4 8  本銀晶 枠型困下駄 ー I 0 - 0 6  52. 3 3. 6 '. 2 芯無角 スダジイ

0 5 6 4  0 9 4 T Y- 0 5 0 4  本.晶 軍特 0 - 0 4 37. 8 7. 7 草鱒丸 ツバキ科ツバキ属

0 5 6 5  0 9 4 T Y ・ 0 5 2 2 本..w. 円形盤 - 1 ， 0 - 0 4  3 1 . 9  5. 2 1 . 4  事E 目 プナ科コナラ腐ア カガシ直属

0 5 6 6  0 9 4 TY - 0 4 1 8  木製品 有爾伏木圃晶 - I 1 0 - 0 4 1 1 . 45 u \. 7 カヤ

0 5 6 7  0 9 4 T Y - 0 7 3 6  ホE曜晶 仮状加工品 I 0 - 0 6  9. 2 '. 2 \ . 1 ナナメ サワラ

0 5 6 8  0 9 4 T r- 0 4 8 8  本観晶 火鱒日 0 - 0 4  1 5. 9 3. 2 \ . 6  事 篇 広議附《倣孔紺c )
0 5 6 9  0 9 4 T Y ・ 0 6 3 7 木担晶 周造不明品 - 1 1 0 - 0 5 波乱S 3. 1 芯縛丸 ヒ ノ キ

0 5 7 0  0 9 4 T Y - 0 8 3 9  本割晶 不明 柄 【 E - 0 5 36. 6 2. ' 芯縛丸 ハイ ノ キ属

。

調査 I 区内包含層内 出土木製品実測図 - 3 -
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調査の結果第 2 章

仁J

f l 
0575 ( '/5 ) 
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05削 川、
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0573 ( '/5 ) 

〆〆

くコ ー
慰ふ

0571 ( 'ん )

く〉 一
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0580 (  ，ん )

0579 ( '/5 ) 

" I.i 
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，V， 
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0578 ( ，ん )

⑨ 0572 ( ，ん )

(司
さ言言註三F

⑨ 附( '/5 ) 

?③加工I Ocm 。

。

出 土 地 点 it. 低 (çru) 刊回町| 泡物信号 霊制調降号 樋 別 器 樋 分額 倒 J号 '" f< ') 樹 樋
地区 週 倒 M 位 全 長 組 I� 1事 さ

0 5  7 I 0 9 4 T Y - 0 8 2 7  本間品 111途不明品 E - 0 4  1 3. 9  3. 0 1 . 4  経 目 ヤマゲワ
0 5 7 2  0 9 H Y - 0 6 ! O  本般品 不明 術 0 - 0 4  1 1 . 6  2. 9 芯持IL ス ダ ジ イ

0 5 7 3  0 9 H Y - 0 6 n  水g司品 m途不明晶 D - 0 5 27. 1 4. 7 2. 1 ナ ナ メ ヤナギ属

0 5  7 4  0 9 4 T Y - 0 8 6 0  本割品 川途不叫品 E - 0 5  2H. 4 1 . 6  1 . 6  広無角 マ ツ属施緯管東盛岡

0 5 7 5  0 9 4 H - O i i 5 本割晶 用途不明品 E - 0 4  30. 7 3. 4 1. 9 .�儒IL モ y コ ク

0 5 7 6  9 4 T r - 0 5 3 i  統 九例 D - 0 4  20. 0 6. 8 忘侍九 ヒ サ カ キ

o [) 7 7 0 9 4 TY - Q 4 8 2  悦 丸椛 0 - 0 4  32. 3 之 6 $的1L ハ f ノ キ属

0 5 7 8  9 H Y - O H 2  " 飯付 D - 0 4  34. 1 6. 2 0. 8 板 目 ス ダ ジ イ

0 5  7 9 9 4  TY - 0 2  9 5 材 剖杭 8 - 0 :1  4 1 . 0  6. 4 1 . 9  値 目 ヤマグワ
0 5 8 0  0 9 - l T Y ← 0 7 6 3  水銀品 備状加工品 E - 0 4  3 1 .  2 2. I 品情九 カ ヤ

調査 l 区内包含層 内 出土木製品実測 図 - 4 -
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調査 I 区の概要第 3 節

[l 

@ 
0581 ( 1ん )

0588 ( 1/5 ) @ 0587 ( 1/10 )  電霊安⑥ 
0584 ( 1/5 ) 

20cm 。

重量 50cm 。
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I�版

f・

式ダジイ
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第 2 章 調査の結果
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第 3 節 調査 I 区の概要

直柄二又鍬0552は、 方形の柄穴で、 柄穴周 囲 の 隆起部 を持たず、 身は薄 く 、 肩平 に つ く る A a の資料で あ

る 。

杓子形木製品0559は 、 柄 の 取 り 付 き 角 度 (柄 と 身 の着き方) 及び身 の 形態 (平面形 ・ 横断面形) に よ っ て

それぞれ を細分で き る 。 本資料は、 身 と 柄が鈍角 に 屈 曲 し てね じ れ て つ く も の で 、 身 と 柄 の境が明陳な、 身

の横断面形は紡錘形で あ る B c 型 の 基準資料で あ る 。

杓子形木製品0555は 、 柄 の 取 り 付 き 角 度 (柄 と 身の着き方) が鈍角 に 屈 曲 し て つ く B 類資料で あ る 。

不明柄0556 ・ 0557は 、 と も に柄部全体 に条線の刻みが施 さ れて い る 。

鎌柄0558は 、 頭部 を 欠 い て お り 、 全体形状 を復元す る こ と はで き な い が 、 上部に鎌の 身 を 装着す る た め の

装着孔 を持 ち 、 装着孔 と 柄 の 正 中 線がなす角度はほぼ直角 で着装する 基準資料で あ る 。

鎌柄0560は 、 頭部及び装着孔 と も に 欠損 し て い る が、 柄径及び柄尾部の握 り 形状 に よ り 鎌柄 と し た基準資

料で あ る 。

田 下駄0553は 、 枠型 田 下駄 の枠部材で あ り 、 一連で 出土す る 緒孔 の な い 無孔式足板等の差込 の た め の横板

の基準資料で あ る 。

田下駄0563は、 枠型 田 下駄 の枠部材で あ り 、 芯無材 (割材) の基準資料で あ る 。

盤0565は 、 平面形が 円 形の 容器 と 想定で き 、 深 さ が比較的浅 い盤の基準資料で あ る 。 材 中 央部 に二条 の 擦

れ痕跡があ り 、 破損後の 転用 品 と も考え ら れ る 。

竪杵0564は 、 掲 き 部が明 瞭 に 残存 し た杵の転用 品で あ る 。

有頭状木製品0566は 、 頭部 を 意識 し て削 り だ し 先端部 に 向か つ て細 く 、 頭部断面形状は 円 形 の 基準資料で

あ る 。 樹種が 「 カ ヤJ で あ る こ と か ら 鈷先等の刺突具 と し て の可能性 も 残 さ れて い る 。

火錐 臼 0568は 、 ほぽ中 央 に 貫通孔、 周 辺 に幾つ か の 孔 を も ち 、 火種 と な る 木粉 を ー ヶ 所 に と ど め る た め の

刻み溝 を 持 た な い 。 中 央付近の穴 ど う し は浅 い溝でつ ながっ て い る 基準資料で あ る 。

杭状加工品0580は 、 形態上 で の 分類は杭状 と し たが、 先端部加工が良好で し か も 鋭利 で あ る こ と か ら か え

り 等 は在 し で い な い が 、 刺突具 の 可能性は高 い 。

板状加工品0567は、 肩平な板材 に 孔 を 穿 っ た資料片で あ る 。

用 途不明 品0573は 、 円弧状の資料で し か も 中央部 に方形孔 を有 し て い る 。

用 途不 明 品0574は、 材欠損で の 転用 品 で あ る 。
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(22) 排水溝 (側溝)

ア 遺物状況

第 2 章 調査の結果

こ こ で示す排水溝 と は第 2 章第 2 節 の 3 に お い て先述 し た よ う に 、 調査 当 初 に 調査 区 周 辺部及び地下か ら

の 浸透水 を集め釜場へ導 き ポ ン プ ア ッ プす る た め の重機 に よ り 人 工 的 に 掘 削 し た側溝 で あ る 。

こ の よ う な作業上 の制約か ら 、 遺構が明瞭で あ る な ど の特別な場合 を 除 い て は 、 遺 物 の 採集 の み と し 調査

除外 と し て 重機掘削 に よ る 排土 内 の 一括遺物 と し て と り ま と め た 。

イ 土器 (第1 26"-' 1 29図 調査 I 区内排水用側溝内 出土土器実測 図)

こ こ で は排水溝よ り 出土 し た資料の 内 で、 良好な も の を選択 し 実測 し た。

そ の総数は費10点 、 査 2 点 、 鉢 10点、 甑 3 点、 高杯 2 点、 小型土製模造品 8 点、 土錘 2 点 の 総数37点 で あ

る 。

本稿で の遺物解説は 、 基準 と な る 資料 と 特徴的な資料 の み に 限定す る 。

費0595は 、 畿内 系 の精製費で布留傾向型費で あ る 。 胴部最大径が 中 位 よ り やや 上 に あ り 、 口 縁部は外反 あ

る い は直線的 に ひ ら く 器壁が薄 い F - a 型式の基準資料であ る 。

費0596 も 、 畿 内系精製聾で あ り 布留型費で あ る 。 内湾 口 縁 を最大の特徴 と す る も の で 、 な で 肩 の 球形な い

し倒卵形の胴部 を も ち 、 器壁 も 薄 い 。 肩部 に定形化 し た横刷毛 を 施 し 、 波状文 を持つ も の も あ る が、 多 く は

不定方向 の 刷毛 目 で あ る F - b 型式の基準資料で あ る 。

こ の費0595 ・ 0596は と も に 、 機械掘削 に よ る 未確認の側溝に位置 し た井戸跡か ら の 出 土 で あ ろ う 。

壷0597は、 在地系広 口 壷 の う ち 、 頚基部が太 く 、 口 頭部は短 く 外反 し 、 胴部の張 り が強 く 肩球形 を な す D

類の基準資料で あ る 。

査0602は弥生土器嚢で、 口 縁部上面端部 に放射状 の 刻 み を 有す る 。

壷0605は、 畿 内 系 の二重 口 縁査で、 筒状頚部 と 外傾す る 2 次 口 縁 を 一般的特徴 と す る G 類 の 基準資料 で あ

る 。

鉢061 1 は 、 在地 系 の単純 口 縁 の 浅鉢で、 体部 中程か ら 湾曲 が強 ま り 、 口 縁部が直立気味 と な る A - b 型 式

の基準資料で あ る 。

鉢0616は、 単純 口 縁 の 小型台付鉢で、 やや長 め の 裾部 に 向 か つ て直線的 に 聞 く 脚部 を 持つ C 一 C 型 式 の 基

準資料で あ る 。

鉢061 7は 、 単純 口 縁 の 小型台付鉢で短 い脚台 を持 ち 、 脚柱部は な く 、 中 空で あ る C - a 型式 の 基準資料で

あ る 。

甑0620は有孔鉢で、 全て深鉢形の単孔式で あ る 。 緩やか に湾曲 し な が ら 膨 ら む胴部 と 尖 り 気味の丸底 を 持

つ b 型式の基準資料で あ る 。

ウ 石製品 (第129図 調査 I 区内排水用側溝内 出土遺物実測図)

石製品 で は 、 石製模造品0621 の 1 点 の み を 図化 し た。 滑石製で方形 の 中 央部 を 挟 り 窪め 、 合子を模 し た も

の と 想定で き る 。

エ 木製品 (第1 30"-' 1 32図 調査 I 区 内排水用側溝内出土木製品実測 図)

こ こ で も 排水溝 よ り 出土 し た資料の 内 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た。

そ の 総数は直柄二文鍬 1 点、 円 形板 l 点、 住材 9 点、 棒状加工品 2 点、 板材 l 点、 杭状加工品 1 点 、 板状

加工品 2 点、 一柄 1 点、 丸杭 8 点 、 半裁丸杭 1 点の総数27点であ る 。
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第 3 節 調査 I 区 の概要
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第 3 節 調査 I 区の概要

いい

0604 

-"::可言 、司 、、一、、

0606 
、、

0603 

ø:� :11: 

\上ノ
061 0  

0607 061 2 

J J ノ/ 
/ 

/ 
/ 

/ ノ/ / ノノ/ 〆/ 

0605 

ー二ヌ

061 3  

日山1

/11 1 地 内
;w物帰吟 費飴羽時時 禎 別 総 繍 分断

地区 直 情
o {j 0 3 TYアー 1 2 5 物:生 1:2� 建 F- b l  [ ソ ク ミ ゾ

o G 0 '1 1' '1' 7 - 1 4 .1 弥生上総 g使 ソ ク ミ ゾ

0 6 0 5  5 0 6  - 1 5 '1 土師尉 g筆 G I ! ソ ク ミ ゾ

O ü 0 6  5 0 6 - 1 5 7  1師掛 高'r- C - ;l 1  I ソ ク ミ ゾ

0 6 0 7  5 0 6 - 1 0 5  1師獄 術杯 C - (l 1  I ソ ク ミ ゾ

O ti 0 8  1''1'7- 1 0  土師総 n A - h l  I ソ ク ミ ゾ

0 6 0 9  TY7- 1 2 8  第U!IIDl 鉢 .'\ - d l  1 ソ ク ミ ゾ

0 6 1 0  TY7- 6 土師協 SI A - h l  1 ソ ク ミ ゾ

0 6  1 1 5 0 6 - 1 0 '1 上師儲 鉢 A- b l  [ ソ ク ミ ゾ

0 6  I 2 TY7- ] I 土師総 n 日 - 11 I I ソ ク ミ ゾ

0 6  1 3 1' Y 7 - 3  土師i!lI n A 引 b l I ソ ク ミ ゾ

法 蹴 (四}
順 位 11似Ilfiall 制限 1 11径 | 低能 外

怜 徴
dll 

偏 a号 噌iJ 志向版
ー 1 00.7) 1 ー 1 17.8 1 ー | ヨ コナデ {ー郎被状紋1 ( ス ス (H11

ー 1 (0. 6) 1 ー 1 - 1 ー |刷HI 剣みU

内 耐
ヨ コ ナデ ケ ズ リ ー ("，1<<釘}
;!，1((文

1 (29. 65) 1 25.3 I 20. 7 I - I制色自慢ナデ倹ミガキ 刷毛日挽ナデ \-111スス付符川ケズリ
1 1'.(; I - I げ I l 1 . 7s l .) ヂ ヨ コ ザ デ0\1分的に刷 剖 i

56 
刷色白{去す デ ケ ズ リ

一 1 (7.3) 1 ー | ー 1 15. ' 1刷毛日後ナヂ { 工 削削ïl 酬もu 後 ヨ コ ナデ | ヘ ラ ケ ズ リ
ー 1 '.8 1 - 1 10.' 1 - 1ヘラ ミ ガ判長ナ デ{剥鍾の ぬ岨織不明 附 ト 孤 ス ス 付加 |ヨコナデ

目 \2.8) I - I - I ← l ヨコナデ {回伝ナデ 俗11 ナデ}

- 1 n 1 - 1 13.2 1 - 1断定日
ヨ コ ナデ {イ'!l!方向ナデ〉
ヨ コ ナデ

ー 1 5.'1 1 - 1 12 日 1 - 1刷宅 自慢純いナデ ( n UfIII 近 〈情状に胤化 ナデ (rJ縁附近く停制消化 1 "

| [，.0 I - I 1 1 . 5  I - I樹脂機しい ←郎刷 印 断 団 1 
ー I 5.9 I - I 13.8 I - I旭化カ噛しい為剣蟻不 明 |刷 色目

第1 28図 調査 I 区内排水用側溝内出土土器実測図- 3 一

-200 



第 2 章 調査の結果
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第 3 節 調査 I 区の概要
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ま た本稿で の遺物解説 は 、 分類の基準 と な る 資料及び特徴的な資料 の み に 限定す る 。

直柄三文鍬0642は 、 刃 部 の 一部 の み の 欠損品で あ る 。

円 形板0632は、 容器の蓋 も し く は底板 の一部で あ る 。

第 2 章 調査の結果

柱材部材 と し て0637 ・ 0638 ・ 0639 ・ 0640 ・ 0641 ・ 0644 ・ 0645 ・ 0646 ・ 0647 の 9 点 は 、 いずれ も 断面方形 の

同 一資料部材 と 想定で き 、 長楕 円 形 に 穿 っ た孔が並ぶ。 ま た本材先端部で あ る 0638 に は大型孔 と 軸方 向 を 直

行 さ せ、 ほぞ穴が認め ら れ る 。

棒状加工品0648は 、 丁寧 に加工 し た 製品 の一部で あ る 。

板材0643は 、 穿孔及び刃物痕跡が確認 さ れ る 。

板状加工品0634 ・ 0635は、 ほぽ肩平な板材片 に孔 を 穿つ も の で 、 刃 物痕跡が0635 に は 明 瞭 に 残 る 。
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第 3 節 調査 I 区の概要

4 奈良時代末期 か ら 平安時代前期

奈 良時代末期 か ら 平安時代前期 の杭列跡 4 本が確認 さ れた。 竪穴住居跡等が所在 す る 台地東端か ら 延び る

と 想定 さ れ る 杭列群で、 こ れは調査 E 区の土塁状遺構 と 主軸方向が一致す る こ と か ら 関連 の 遺構 と 想定で き

る 。

ア 遺構配置状況 (第133図 調査 I 区内奈 良時代末期か ら 平安時代前期遺構配 置 図)

第 1 33図 に示すよ う に弥生時代末か ら 古墳時代前期 の遺構群が所在す る 台地 か ら D 列 ・ E 列 グ リ ッ ド 側 の 東

側へは ほぼ平坦で あ っ た と 想定で き る 。

( 1 ) 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 号杭列跡

ア 遺構 (第 134図 調査 I 区内 1 "' 4 号杭列跡平面実測 図)

1 • 2 ・ 3 ・ 4 号杭列跡は調査 I 区南側 の D ー 05 ・ 06グ リ ッ ド で 、 住居跡確認 レ ベ ル で の 表土剥 ぎ作業時

に杭列が確認 さ れた。 確認水平 レ ベ ル は L H = 3. 80mで あ る 。 各杭列 の概要 を ま と め る 。

1 号杭列跡は 1 番か ら 6 番 ま で の杭 6 本が出土 し 、 そ の全長は5. 46m、 主軸方向 N - Wであ り 、 杭列確認

面か ら の 最大深度は38cm を 測 り 、 第医 層 ま で打 ち 込 む。 2 "' 5 番 ま で は ほぼ78cm内 に ま と ま っ て い る が、 1 

番 と 6 番は と も に 1 . 8m"'2.  2m と 離れて い る 。

2 号杭列跡は 1 番か ら 1 2番 ま で の杭 12本が出土 し 、 そ の全長は5. 48m、 主軸方向 N - W で あ り 、 杭列確認

面か ら の 最大深度 は42cmを測 り 、 第K層 ま で打 ち 込 む。 1 • 2 番は 各 々 単独で 3 "' 7 番 ま で は ほぼ72cm内 、

8 "' 1 0番 ま で は ほぼ68cm肉 、 1 1 ・ 1 2番は ほぼ36cm内 に ま と ま っ て い る 。

3 号杭列跡は 1 番か ら 3 番 ま で の杭 3 本が出土 し 、 そ の 全長は 1 . 52m、 主軸方向 N - Wであ り 、 杭列確認

面か ら の 最大深度は 1 8cm を測 り 、 第医 層 ま で打 ち 込 む。 3 番は単独で 1 ・ 2 番は ほぼ16cm内 に ま と ま っ て い

る 。

4 号杭列跡は 1 番か ら 6 番 ま で の杭 6 本が出土 し 、 そ の全長は3. 44m、 主軸方向 N - W で あ り 、 杭列確認

面か ら の 最大深度は28cm を測 り 、 第医層 ま で打ち 込む。 各 々 が不揃 い な 間 隔で位置す る 。

こ の よ う に 当 該杭列 4 本 は杭 の 打 ち 込み層位置か ら 見て、 奈良時代末期 か ら 平安時代前期 の遺構で あ る と

判 断で き 、 調査 E 区 の土塁状遺構 と 主軸方向が一致す る こ と や調査 E 区 の大畦遺構東側先端部で の杭列状況

等か ら し て 関連の遺構 と 想定で き る 。

杭列聞 の 新 旧 関係は不明 で あ る が、 1 号杭列跡 と 2 号杭列跡の間 隔は幅50cm"'70cm、 2 号杭列跡 と 3 号杭

列跡の 間 隔は幅90cm"'96cmで あ る こ と か ら 、 同時存在の 可能性 も 含 め て 、 何 ら か の規則性が予想 さ れ る 。

さ ら に は今回第1 35図平面図 中 に 図化 し た資料以外 に も 、 こ の杭列群 の 延長線上 にやや20cm"'46cmの 中 型杭

3 本が打 ち 込 ま れて い た こ と か ら 、 ま さ に こ の杭列群全体で調査 E 区大畦の上場幅の約3. 0m の規格 と し て 想

定 も 可能で あ る 。 な お こ の杭列下層 に は E 区の大畦 に見 ら れ る 、 敷葉工法は確認で き な か っ た。

な お 本資料の杭は腐食が激 し く 実測 に耐 え ら れな い こ と か ら 図化 は行わ なか っ た。

( 2  ) 包含層及び側溝 内 資料

(第140図 調査 I 区 内 奈 良 時代末期か ら 平安時代前期 、 そ の他の 時代遺物実測 図 )

遺構内 出土資料で は な い い わ ゆ る 一括資料 と し て の 当 該時期資料が 3 点見 ら れ る 。

0689 ・ 0690は土師質 の 甑取手で あ る 。 069 1 はやや大型で あ り 断面形状か ら みて 当 該時期資料で あ る が、 0689

は小型で も あ る こ と か ら 古漬期 の土製柄杓 の柄部の 可能性 も あ る 。

0691 は 3 号竪穴住居跡内 の混入 品 の 土師質碗で あ る 。 0692は土師器 の 高 台付皿で あ る 。 内外面 に 赤彩が見
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第 3 節 調査 I 区の概要
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第 2 章 調査の結果
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第 3 節 調査 I 区の概要

ら れ、 外面 に は磨 き 調 整 を 施 し 、 径 も 9. 9cm と やや大振 り で あ る こ と な どか ら 、 特殊な用 途 を 想起 さ せ る 。 須

恵器の椀形土器0695 ・ 0696 も 出土す る 。

5 その他の 時代

先述 し た 「弥生時代末か ら 古墳時代前期」 及び 「奈良時代末期 か ら 平安時代前期」 の両時代 を 除 い た 時期

に相 当 す る 遺構 ・ 遺物及び時期判定が困難な遺構 を こ こ で ま と め る 。

( 1 ) 1 ・ 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 号溝遺構

ア 遺構 (第 1 36図 1 "' 6 号溝遺構及び 4 号土坑実測図)

1 • 2 ・ 3 ・ 4 ・ 5 ・ 6 号溝遺構は調査 I 区北西側 の A ・ B ・ C ー 03 ・ 04グ リ ッ ド で 、 北側か ら 順番 に 番

号 を 附 し てお り 、 表土剥 ぎ直 の 全体掘 り 下げ時 に確認さ れた。

遺跡土層 図 で は第 E 層 か ら の掘 り 込みであ り 、 遺構深度 も 概 し て浅 い こ と か ら 調査 E 区 I ・ J - 09 ・ 10グ

リ ッ ド 内 に位置す る 14 ・ 1 5 ・ 1 6号溝 と 同時期で近世近代時期 の溝 と も 想定 さ れ る 。

1 号溝遺構 は ほぼ直線状 に 延 び50cmの 聞 を お い て東側部 ・ 西側部の 2 本 に 分か れ て い る が東側部が全長

1 . 36m ・ 西側部が全長9. 76m を測 り 、 最大幅48cm、 最大深度 l lcm、 主軸方向 N - Wで あ る 。 溝 内 に は一部ピ ッ

ト 状 の 落 ち 込みは見 ら れ る が、 土師器小片の 出土のみであ る 。 本溝遺構 と ほぼ同時期 と 想定 さ れ る 4 号土坑、

小時期 I 期 の 4 号井戸 跡 を 切 っ て い る 。

2 号溝遺構は ほぼ直線状 に延び 3 本 に 分かれてお り 東か ら 全長2. 64m 、 3. 62mの 間 隔 を お き 2 本 目 が全長

1 . 92m、 さ ら に 1 . 02m の 間 隔 を お き 3 本 目 が全長1 . 84mの規模であ り 、 最大幅22cm、 最大深度 1 2cm、 主軸方

向 は端部計測で N - Wで あ る 。 溝は単独で、 土師器小片 の 出 土 の みで あ る 。

3 号溝遺構は直線 に 延び全長が1 . 66m、 最大幅22cm、 最大深度5cm、 主軸方向 N - Wで あ る 。 溝は単独で、

遺物 の 出土は見 ら れな い。

4 号溝遺構は北東先端部がやや南側 に湾曲する がほぼ直線状に延び全長が9. 96m 、 最大幅46cm、 最大深度

1 2cm、 主軸方向 N - Wであ る 。 溝は単独で、 土師器小片 の 出 土 の みで あ る 。

5 号潜遺構は北東先端部が不整形で残存長が3. 64m、 最大幅58cm、 最大深度9cm、 主軸方向 N - Wで あ る 。

大 型 の 6 号溝遺構 に 切 ら れて お り 、 遺物の 出土は見 ら れな い 。

6 号溝遺構は調査 区側溝 の 南 西 側 を 切 ら れ、 5 号溝遺構 を切 り やや南側 に 湾 曲 し て北東側 に延びる 。 全長

が 中 軸部計測 1 2. 68m 、 最大幅1 . 35m、 最大深度 1 5cm、 主軸方向 N - Wで あ る 。 ま た溝内 に は不整形 に 15"'22

cmほ ど落 ち 込 む 。 5 号竪穴住居 跡 を切 っ て い る こ と か ら 、 土師器が多 く 出土する が、 埋土 と し て は 1 ・ 2 ・

3 ・ 4 ・ 5 号潜遺構 と 同様で あ る こ と か ら 、 近世近代時期 の構 と 想定 さ れ る 。

イ 土器 (第137"' 1 39図 1 "' 6 号溝遺構出土土器 ・ 石器実測 図 )

出土資料中 の溝一括資料 と し て壷 7 点、 高杯 3 点、 鉢 6 点、 費 6 点、 小型土製模造品 2 点 を 図化 し た 。

費0672は大型費 C 類資料で あ り 、 外面 に 幅広の貼付突帯 を有す る 。 ま た0673 ・ 0674は畿 内 系 費 で 、 0675費

は折衷様式で あ り 、 4 号井戸跡の 最上 層 資料 と 接合す る 。

費0676は脚台付長胴費の底部で、 大型 の B - I 類 と 想定 さ れ る 。

査0677は頭部 に 一 条 の 突帯が貼 り 付 け ら れ、 その表面に は斜格子で の 刻 み 目 を 有す る 広 口 査 B 類で あ る 。

壷066 1 は 、 頚基部の く びれ の 弱 い 小型広 口 査類で、 胴部形態が球形胴で あ る 壷 N - a 型式の基準資料で あ る 。

外面制 毛 、 内 面 ヘ ラ ケ ズ リ 調整 を 施す。
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第1 36図 1 - 6 号溝遺構及び 4 号土坑実測図
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第 3 節 調査 I 区の概要
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第 3 節 調査 I 区の概要
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第1 39図 1 ...... 6 号溝遺構出土遺物実測図

壷0662、 壷0663は と も に 主体は 7 号溝か ら 出土す る が、 一部の 小破片は 5 号竪穴住居跡内 出土資料 と 接合

す る 。 壷0662は頚基部 の く びれの 弱 い 小型広 口 壷で 、 胴部形態は肩球形胴部の N - b 型式 で あ る 。 壷0663は

無頚査 で あ り 、 内外面 と も に刷毛 目 調 整 を 施す。 と も に混入資料で あ る 。

壷底部0665は畿 内 系 二 重 口 縁査 の 底部で あ り 、 底部が突出 し た 、 不安定な底部形 の イ 類 で あ る 。

高 杯0667は 、 杯 部 の み の 残存 で あ り 、 杯上半部か ら 長 く 外反 し て広 く 拡が る 在地 系 高 杯 A - a 型式の基準

資料で あ る 。 ま た 高 杯0668 も 在地系高杯A類で あ る 。 両資料 と も に主体は l 号溝 よ り 出土 し た資料で あ る が、

一部は 4 号井戸跡内上層 出 土 の 小破片 と 接合 し て い る 。

0680は屈折 口 縁浅鉢で、 頚基部 の く びれが強 く やや長め の 内湾 口 縁 を持つ 、 F - a 型式の基準資料で あ る 。

ま た0678 ・ 0679 も 同形式の屈折 口 縁浅鉢で あ る 。

ウ 石器 (第1 39図 1 "'-' 6 号溝遺構出土遺物実測図)

出土資料中 の溝一括資料 と し て磨石 l 点、 砥石 1 点 を 固化 し た。
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第1 40図 調査 I 区内奈良時代末期か ら 平安時代前期、 その他の時代遺物実測図
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第 3 節 調査 I 区の概要

0683は磨石 の 半損 品 で 、 四 面 に 磨 き 痕 を有す る 。 0684は五面 と も に 良 く 研磨 さ れた砥石で あ る 。

( 2 )  4 号土坑 (第136図 1 "-' 6 号溝遺構及び 4 号土坑実測 図 )

4 号土坑は調査 I 区 中 央部南側の B - 03グ リ ッ ド で、 近世近代時期 の 溝 と も 想定 さ れ る 1 号溝遺構 に 切 ら

れて検 出 さ れた 。

4 号土坑の 平面形状は 、 不整形 で ほぼ南 北 1 . 74m、 ほぽ東西2. 34m、 遺構確認面か ら の深 さ は7. 0"-' 1 0 .  Ocm 

を測 る 。 埋土は 1 層 の みで、 混入 と 思われる 土師器片が 1 点のみ出土す る が図 化 に 耐 え な い 。

( 3 ) 包含層 ・ 排水溝 (側溝) ・ その他

(第1 40図 調査 I 区 内 奈 良 時代末期 か ら 平安時代前期 、 そ の 他 の 時代遺物実測 図 )

こ れ ま で に記載 さ れて い な い 、 その他の時代の資料を こ こ で示す。

0685 ・ 0686は縄文土器で並木式土器であ る 。 と も に深鉢で 口 縁部下端及び胴部 に摘み上げの突帯 を 有す る 。

二 条 の 突帯聞 に は器 面 に 組 い 調 整 を 施す。 0687は縄文晩期 の古閑式浅鉢形土器 の 口 縁部で、 5 号竪穴住居跡

への混入品で あ る 。 0688は弥生 中期土器で、 塗彩 の な い 小型査片で あ る 。

0689 ・ 0690は甑取手で あ る 。

0694は グ リ ッ ド 包含 層 の 下層 内 出土の土師質睡で あ る 。 上部か ら 口 縁部 に か け て は 欠損 し 、 全 高 は判明 し

な い が、 前 面 に 径12 . 0cmの 穿孔 を 有 す る 。 2 点 と も 陶 邑編年 T K 73併行期資料 と 想定 さ れ る 。

0693は瓦質 の羽釜片 で あ る 。 全径は復元で き な いが、 器壁厚よ り 大型 品 で 内 面 に は指圧調整が、 外面下側

に は使用 時 の煤が厚 く 付着す る 。
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第 4 節 調査 H 区

調査 H 区の調査概要 に つ い て

(第 144図 調査 E 区内弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期 の遺構配置図 )

(第 143図 調査 E 区 内垂直分布範囲見取 り 図 )

第 2 章 調査の結果

柳町遺跡の調査 2 年 目 の 平成 7 年度は調査 E 区で あ る 。 こ の 区 は現祝南北方 向 の 田 越 し 水路部 を 隔て 、 調

査 I 区 に続 く 、 熊本県文化課の調査区であ る 。 ま た遺構が重複す る 玉 名 市調 査 の 調査 E 区 に つ な が り 、 多 く

は 自 然流路部や平坦部 を経て位置す る 。

本調査 区 の グ リ ッ ド 番号は F ・ G . H ・ I ・ J - 06 ・ 07 ・ 08 ・ 09 ・ 1 0 ま で で あ り 、 調査総面積は4. 0 16rrl 、

た だ し 調 査 に 際 し て は工事用 測道 ・ 釜場 ・ 法面 ・ 北側東側 の水 田緩衝帯帯 を 除 く た め 実調査総面積は さ ら に

減少す る 。

調査 区 内 か ら 出土 し た遺物 に よ る 時代 は ほぼ 3 時期であ り 、 各時期 の概要 と 確認 さ れた遺構は次 の 通 り で

あ る 。

縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期。 調査区西側 の G . H グ リ ッ ド の 1 号 自 然流路 を 中 心 と し て 、 当 概時期 の

土器片が出土す る 。 基本的 に は流路の下層 を 中 心 と し て 出土す る が、 上 層 か ら の も の も 見 ら れ 、 混在 し て い

る 。 遺構は確認で き な か っ た。

弥生時代終末期か ら 古墳時代前期。 検出 さ れた遺構 と し て は井戸跡 1 基 と 杭列跡が 5 本で あ る 。 いずれの

遺構 も 共件遺物 を伴わず、 時期 の 詳細決定がで き な い。 1 号 ・ 2 号 ・ 3 号 の 自 然流路 に つ い て は本期 の も の

と 想定で き る 。

奈良時代末期 か ら 平安時代前期。 大型の土塁状遺構で あ る 1 号大畦が調査区西側の大半 を 占 め る 。 弥生時

代終末期 か ら 古墳時代前期 の 旧 地形 を 削平 し て 、 直線的に選地がな さ れて お り 、 工法的 に沈下 を 予 防す る 措

置がな さ れて い る 。

そ の他 の 時代 と し て 、 主軸方向北東か ら 南西方向の溝遺構が 4 本、 同 じ く 主軸方向東か ら 西方 向 へ の 断続

的な溝 3 本が検出 さ れたが、 いずれ も 近世近代時期 の も の と 想定 さ れ る 。

2 縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期

先述 し た よ う に縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期 に か けて の遺物は本調査 区 に お い て も 多量 に 出 土す る 。

遺跡基本層状lX - X I 層 が D ・ E グ リ ッ ド へ と 流れ込み、 包含層 内 か ら 出土 し た。 そ の 分布状況 と 遺物 の

特徴 に つ い て と り ま と め る 。

( 1 ) 分布状態 (第 144図 調査 E 区 内 突帯文か ら 弥生前期土器出土平面図)

(第145図 調査 E 区遺物垂直分布図)

本資料 の 分布状況は遺跡基本層 序 の 医 - X I 層 に相 当 し 、 資料の 出土は第 144図 に 示す と お り で あ る 。 こ れ

に第 1 号 自 然流路の流路形状 を 被せ示 し た。

出土状況が判明 し て い る 資料 4 点 の 全 て は 、 1 号 自 然流路及び北側微高地よ り の 出 土で あ る 。 調査 E 区全

域か ら の 出土は次の22点で あ る 。

こ の よ う な 出 土状態か ら 旧 地形面最下面及 び 自 然流路部 にお い て は 、 遺構存在 の 可能性 も あ る が詳細は判

明 し な い 。
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調査 E 区内 出土突帯文か ら 弥生前期土器実測 図 - 2 -第 1 47図

調査 E 区 内 出土突帯文か ら 弥生前期土器実測 図)( 2 ) 包含層 内 遺物 (第146"" 147図

突帯文か ら 前期弥生土器 に 該 当 す る 資料実測点数は22点であ る 。

l 号 自 然流路及び北側微高地 よ り の 出 土であ る 。 費形土器0708は、出土状況が判明 し て い る 資料 の 全 て は 、

口 縁部片で d ー I 類資料で あ る 。口 縁部片で d ー I 類資料で あ る 。 費形土器07 10は、

口 縁部片で d - 2 類資料で あ る 。 07 1 7は費底部 と 想定 さ れ る 。費形土器071 2 は 、

口 唇部に接 し て断面三角 形の突帯を貼 り 付 け る も の で あ る 。 突帯 の幅口 縁部は外湾 し 、費形土器0700は 、

口 縁部が0 字 の 刻 み を 有 す る 。 外面 に は貝殻条痕は全 く 見 ら れな い 。 費形土器070 1 は 、は 8 mm と やや広 く 、

こ こ で は 口 層端部 に 小 型 V 字刻 み を 施す。口 唇端部では外縁 を つ ま み出す形状 の も の で あ る 。ほぽ直立 し 、

口 層部に接 し て断面三角 形の突帯 を 貼 り 付 け る も の で あ る 。 突帯の 幅 は 、口 縁部は外傾 し 、費形土器0706は 、

口 縁部は 口 層部V 字 の 刻 み を 有す る 。 外面に は員殻条痕は全 く 見 ら れな い 。 費形土器0714は 、6 mm と 狭 く 、

2 条口 縁部は ほぼ直立 し 、に接 し て断面蒲鉾形の突帯 を 貼 り 付 け る が、 刻みを持た な い 。 費形土器071 6は、

口 層部に接 し て 断面蒲鉾型 の 突帯 を 貼 り 付 け ら れ る 。の突帯 を有 し 、 突帯幅 も 狭 く 小型V字刻みを施す。

壷底部07 1 8は 、 平底で あ る 。

弥生時代後期 か ら 古墳時代前期3 

弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期 は本調査区では確認で き る 遺構は少な い 。

明 ら か に本時代 に 該 当 す る 検出遺構 と し て は井戸跡 1 基、 土坑 1 基、 杭列 5 本であ る 。 遺構同 士 の 切 り 合

い がな く 、 多 く は土器資料 を伴わ な い こ と か ら 小時期分類はで き な い 。
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( 1 )  6 号井戸跡

イ 遺構 (第 148図 6 号井戸跡内実測図)

6 号井戸跡は調査 E 区 の 西側部 G - 08 グ リ ッ ド で 、 単独で位置す る 。

6 号井戸跡の平面形状は、 ほぽ不 整 円 形で南北0. 85m、 東西0. 84m 、 遺構確認面か ら の深 さ は48. 0cm を 測

る 。 断面形態 は緩や か な ほぼ U 字状 を 成 し てお り 、 最下面は ほぼ平坦 さ を 有 し た 素堀 で あ り 、 砂層 ま で達 し

て い る 。 遺構確認 レ ベル は 、 L H = 2. 665m で あ る 。 こ の 断面形状や遺跡基本層 序 5 層 へ の 掘 り 込 み状況等

か ら 井戸跡であ る と 認定 し た。

遺物 の 出土状況 と し て は 、 井戸 の 上層 ( 1 層 ---- 4 層 ま で) か ら は 、 全 長49cm X 横幅31cmの 中 央部が窪んだ

浅 い皿状 の繊維質植物遺体が 出 土 し た 。

6 号井戸跡は周 辺状況か ら 柳町遺跡弥生時代末 か ら 古墳時代前期 に 属 す る と 想定で き 、 上 位 に 位 置 す る 土

器資料か ら み る と 小時期分類 と 想定で き る 。

イ 土器 (第 1 73図 1 ---- 3 号 自 然流路内及び周 辺部出土土器実測図 一 1 1 ー )

壷 1 点、 高杯 1 点 の 総点数 2 点 の土器 を 図 化 し 掲載 し た。 ただ し 出土状況等か ら は本遺構 出 土 と は特定で

き な い こ と か ら 、 包含層 内 出 土 図版 中 に掲載 し た。

壷0803は、 畿 内 系 広 口 壷 の う ち 、 基部の く びれがやや 弱 く 、 短 く 聞 き の 小 さ い 口 頭部 を も っ 一群 で 、 胴部

の形態で は 、 肩が張 り 、 中 位 よ り やや上 に胴部最大径 を も つ も の で 、 外面 は届IJ 毛 目 、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 調整

を施すが、 外 面 に 組 い みが き を 施す も の も み ら れ る K - b 型式 の 基準資料で あ る 。

高杯0874は、 外来系で鉢 F 類 に 脚 を 付 けた も の で、 脚住部 を持た な い 短脚 の B - a 型 式 の基準資料で あ る 。

A 
.... 一

A 
・ーー L = 2. 400m

1 層

電懇璽P

A ' 
----4・

l 層 : 腐 食 土 問 、 !県灰 色 土 . fIfi物遺 体 の 混 入 が . ほぽ 全 体 に

見 ら れ ‘ 中 央 部 に は . 約2:lc阻幅 . 尚 さ 6 c回幅 (断面減)

に て . 繊維状 の植物遺 体 の 集 中 筒所 が あ る 。

2 層 ・ l 婦 と 旧 地 形 形 成 基 本 土 隔 で あ る 5 聞 と の混 合 土 層 .
特 に 植物池(4): . 遺 物 の 耐 人 は認め ら れ な い 。

。

第1 48図 6 号井戸跡内実測図
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第 4 節 調査 E 区

( 2 ) 9 号土坑跡

9 号土坑跡は調査 E 区 の 中 央部 G - 07グ リ ッ ド の 旧 地形か ら やや落 ち 気味の地点で、 単独で位置す る 。

9 号土坑跡の 平面形状は、 ほぼ長楕 円形で南北1 . 52m、 東西1 . 05m、 遺構確認面か ら の深 さ は30. 0cm を測

る 。 遺物は全 く 出 土 し て い な い 。

9 号土坑跡は周辺状況か ら 柳町遺跡弥生時代末か ら 古墳時代前期 に 属す る と 想定で き る が、 土器資料 を 伴

わ な い こ と か ら 小時期分類 は で、 き な い。

( 3 )  8 号杭列跡

ア 遺構 (第149図 8 � 1 3号杭列跡実測図)

8 号杭列跡は調査 E 区 中 央部北側の I 一 08グ リ ッ ド で 、 大畦の 周 辺部の掘 り 下げ作業時 に杭列が確認 さ れ

た。 確認水平 レ ベル は L H = 3. 20mで あ り 、 遺跡基本層序 C 層 へ の 打 ち 込みで あ る 。

8 号杭列跡は 1 番か ら 1 2番 ま で の杭 1 2本が出土 し 、 そ の全長は6. 346mで、 あ り 、 杭列確認面か ら の最大深度

は 、 92cm を 測 り 、 最深部は第 D 層 ま で打 ち 込む。 1 • 2 番は、 0. 3mで、深度 も 一定 し 、 3 � 5 番 ま で は ほぼ

1 . 05m 内 に 、 6 • 7 番 も と も に0. 55m lこ ま と ま っ てお り 、 8 � 12番 ま では 、 1 . 82m聞 に等 間 隔 に 配置 さ れ る 。

第 2 号 自 然流路 を こ の 8 号杭列跡 と 10号杭列跡 と も に横断す る こ と か ら 、 本時期 の範晴内 と 想定 さ れ る が、

土器資料 を伴わな い こ と か ら 小時期分類はで き な い。

イ 遺物 (第150� 1 52図 8 号杭列跡内 出土杭実測図 )

杭列全 1 2点 の う ち 残存良好な杭 の 10点 を 図化 し た。

杭 は 全 て丸杭で あ り 、 木取 り は芯持ち で あ る 。 全長は残存最小の0726杭の59. 8cmか ら 、 残存最大で07 1 9杭

の75. 1cm ま で を 測 る 。 加工面 は 当 初 は全て一面か ら の カ ッ ト で あ り 、 最終場面 の 杭先端部では 、 さ ら に 左右

か ら の加工で鋭利 さ を持たせ る 。 外面 に は樹皮 を有す る も の が多 く 、 樹種の 多 く はス ダ ジイ 、 ア ワ ブキ属 に

二分 さ れ る 。 こ の こ と か ら し て も 同時期 の杭列 と 認識す る 。

( 4 )  9 号杭列跡

ア 遺構 (第149図 8 � 13号杭列跡実測図)

9 号杭列跡は調査 E 区 中 央部南側の H - 09グ リ ッ ド で、 グ リ ッ ド ベル ト 取 り 外 し 作業時 に お い て杭列 の 一

部がベ ル コ ン 設置個所 に む か つ て確認 さ れた。 確認水平 レ ベ ル は 、 L H = 3. 20m で あ り 、 遺跡基本層 序 C 層

へ の 打 ち 込 みで あ る 。

9 号杭列跡は 1 番か ら 4 番 ま で の 杭 4 本が出土 し 、 そ の 全長は、 1 . 38m で あ り 、 杭列確認面か ら の最大深

度は97cm を 測 り 、 最深部は第 D 層 ま で打 ち 込 ま れ る 。 1 ・ 2 番聞 は35cm、 2 ・ 3 番は50cm、 3 ・ 4 番は35cm

の 間 隔 を 保 っ て お り 、 2 番杭はやや大型杭で残 り 3 本は小杭で あ る 。

第 1 号 自 然流路の端末が こ の グ リ ッ ド に か か り 、 こ の 9 号杭列跡が流路の延長部を横断す る と 想定で き る

こ と か ら 、 本時期 の 範鴫内 と 想定 さ れ る が、 土器資料 を伴わ な い こ と か ら 小時期分類はで き な い 。

イ 遺物 (第 1 53図 9 号 ・ 1 2号杭列跡内出土杭実測図)

杭列全 4 点の う ち 1 点大型杭 の み を 図化 し た。

杭0729は丸杭で、 全長93. 2cm、 径4. 3cmで外面 に は樹皮が残存 し て い る 。 樹種は サ カ キ で あ る 。
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( 5 )  1 0号杭列跡 (第149図 8 "'- 1 3号杭列跡実測図)

10号杭列跡は調査 E 区 中 央部北側の I - 08グ リ ッ ド で 、 8 号杭列跡 と 同様 に 大 畦 の 周 辺 部 の 掘 り 下げ作業
時 に杭列が確認 さ れた 。 確認水平 レ ベルは、 L H = 3. l Omで あ り 、 遺跡基本層 序 C 層 へ の 打 ち 込 みで あ る 。

10号杭列跡は l 番か ら 2 番 ま で の杭 2 本のみの 出土であ り 、 そ の全長は0. 36mで あ り 、 杭列確認面か ら の
最大深度 は42cm を 測 り 、 最深部は第 D 層 ま で打 ち 込 む。

こ の よ う な 小規模の杭列で は あ る が、 隣接す る 8 号杭列跡 と 主軸方向 に ズ レ が あ る こ と か ら 、 別杭列 と し

た。

8 号杭列跡 と 同 様 に 第 2 号 自 然流路 を横断す る こ と か ら 、 本時期 の範鴎内 と 想定 さ れ る が、 土器資料 を 伴

わ な い こ と か ら 小時期分類はで き な い 。

なお本資料の杭は腐 食が激 し く 実測 に耐え ら れな い こ と か ら 図化は行わ な か っ た。

( 6 )  1 1 号杭列跡 (第 1 55図 1 1 号 ・ 12号杭列跡実測 図)

1 1 号杭列跡は調査 E 区 中 央部南側の H - 09グ リ ッ ド で 、 グ リ ッ ド ベ ル ト 取 り 外 し 作 業時 に お い て杭列の一

部がベル コ ン設置個所 (未掘部分) に む か つ て確認 さ れた。 確認水平 レ ベ ル は L H = 2. 50mで 、 遺跡基本層

序 4 層 へ の 打 ち 込みで杭端末 は未掘部分 に か か り 確認で き な か っ た。

1 1 号杭列跡は 1 番か ら 3 番 ま で の杭 3 本が出土 し 、 そ の 全長は2. 25mで あ り 、 杭列確認面か ら の最大深度

は35cm を測 り 、 最深部は第 D 層 ま で打 ち 込 ま れ る 。 1 . 2 番聞 は42cm、 2 . 3 番は 1 10cm と 聞 が離れ る 。 3 番

杭はやや大型杭で あ る が倒れてお り 、 残 り 2 本は小杭で あ る 。

第 1 号 自 然流路の最南端末が こ の グ リ ッ ド に か か り 、 こ の 1 1 号杭列跡が 12号杭列跡 と と も に 流路 の 延長部

を横断 し て い る 。 こ の こ と か ら 本時期 の 範鴎内 と 想定 さ れ る が、 土器資料 を 伴 わ な い こ と か ら 小時期分類は

で き な い。

なお本資料の杭は腐食が激 し く 実測 に 耐 え ら れな い こ と か ら 図化は行わ な か っ た。

( 7 )  1 2号杭列跡

ア 遺構 (第 1 55図 1 1 号 ・ 12号杭列跡実測 図)

12号杭列跡は調査 E 区 中 央部南側 の H - 09グ リ ッ ド で 、 グ リ ッ ド ベル ト 取 り 外 し 作業時 に お い て杭列の一

部がベル コ ン 設置個所 (未掘部分) に む か つ て確認さ れた。 確認水平 レ ベル は 、 L H = 2. 50mで 、 遺跡基本

層序 4 層 へ の 打 ち 込 み を 行 い 、 杭端末は未掘部分 にかか り 確認で き な か っ た。

12号杭列跡は 1 番か ら 1 2番 ま で の杭12本が出土 し 、 そ の 全長は3. 35mで あ り 、 杭列確認面 か ら の 最大深度

は35cm を測 り 、 最深部は第D 層 ま で打 ち 込 ま れ る 。

こ の杭列は 1 1 号杭列跡 と 対 を成 し 、 上流側北側 に 円 弧 を描 き 、 最南端末 の グ リ ッ ド で第 1 号 自 然流路 を横

断 し て い る 。

1 "'- 4 番杭は ほぼ同規格でそ の 問 1 35cmの等 間 隔 に 配置 さ れ る が、 5 "'- 1 2番は 1 28cmの 聞 に 、 主要で大型杭

の 6 ・ 7 ・ 10番杭が 4 層 ま で深 く 打 ち 込 ま れて い る 。 その他の杭は斜め に倒れた状況で確認 さ れた。

1 1 号杭列跡 と と も に 流路の延長部 を 横断 し て い る こ と か ら 本時期 の範鴎内 と 想定 さ れ る が、 土器資料 を 伴

わ な い こ と か ら 小時期分類 は で き な い 。
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イ 遺物 (第 1 53 ・ 1 54図 9 号 ・ 12号杭列跡内出土杭実測図)

杭列全 1 2点 の う ち 比較的大型 の 杭 の み 6 点 を 図化 し た。

0730杭の丸杭 を のぞ き 、 他の 5 点全て柾 目 の みかん割材の杭であ る 。 樹種はすべてセ ン ダ ン で あ る こ と か
ら 、 同 一材か ら の木取 り を行 っ た 可能性が想定 さ れ る 。

( 8 )  1 3号杭列跡 (第149図 8 "'-' 1 3号杭列跡実測 図)

13号杭列跡は調査 E 区 中 央部よ り 北東側の J - 08 ・ 09グ リ ッ ド で 、 8 号杭列跡 と 同様 に 大型土塁 の 周 辺部
の掘 り 下げ作業時 に杭列が確認 さ れた。 確認水平 レ ベルは L H = 3. 00m で あ り 、 遺跡基本 層 序 A 層 へ の 打 ち
込みであ る 。

13号杭列跡は 1 番か ら 5 番 ま で の杭 5 本 の 出 土 で あ り 、 そ の 全長は3. 06mで、 あ り 、 杭列確認面か ら の最大
深度は82cm を測 り 、 最深部は第 A 層 ま で打 ち 込む。

1 番 ・ 2 番 聞 は96cm、 2 . 3 番 は46cm、 3 ・ 4 番は52cm、 4 ・ 5 番は74cmの 間 隔 を 保 っ て お り 、 5 番杭が

やや大型杭であ る が 、 他は小杭で あ る 。

旧 地形の微高地部で あ る A 層 への 打 ち 込みで あ る が、 打 ち 込み深度が深 く 、 本時期 の 範鴎内 と 想定 さ れ る

が、 土器資料 を伴わな い こ と か ら 小時期分類はで き な い。

なお本資料の杭は腐食が激 し く 実測 に 耐 え ら れな い こ と か ら 図化は行わ な か っ た 。

( 9 ) 自 然流路への包含層

ア 遺構 (第 141 図 調査 E 区 内 弥生時代終末期か ら 古墳時代前期 の遺構配 置 図 )

第 l 号 ・ 2 号 ・ 3 号 自 然流路 に 向 か つ て多 く の資料が流れ込み堆積 し てお り 、 こ れ に 流路形状 と を被せ、

包含層 中 の遺物 と 選抜 し た。

イ 遺物 出土状況 (第 1 56"'-' 1 58図 調査 E 区内土器類出土平面 図 )

(第 1 63 ・ 1 94図 調査 H 区内遺物垂直分布 図 )

調査全般か ら の 出土 と し て 、 上 層 で あ る A 層 ・ B 層 ・ C 層 に つ い て は遺物 出 土総量が絶対的 に僅少で あ っ

た こ と か ら 、 個体の残存 も 小型で あ っ た。 ま た下 層 で あ る D ・ E 層 に か ら の 出 土が大多数 で あ り 、 一部は 自

然流路底 に貼 り 付 く 状況で の 出土 も 見 ら れた。

ウ 土器 (第 1 64"'-'201 図 1 "'-' 3 号 自 然流路内及び周辺部出 土土器実測 図 )

(第159"'-' 1 95図 調査 E 区内弥生時代終末期土器か ら 古式土師器出土平面図)

(第 1 63図 調査 E 区 内遺物垂直分布 図 )

こ こ で は グ リ ッ ド 内包含層 よ り 出土 し た 資料 の 内 、 良好な も の を選択 し 実測 し た 。

そ の 総数は費47点、 査68点、 高 杯37点、 鉢50点、 甑 5 点、 器台 1 点、 支脚 1 点 、 小型丸底土器27点、 小型

土製模造品75点、 紡錘車 1 点、 土錘 1 点の総数313点であ る 。

た だ し 掲載 は 、 l 号 ・ 2 号 ・ 3 号 自 然流路 に係わ る も の と 包含層 内 で位置す る も の を紙面の編集上か ら 、

同 時 に 掲載 し た。

ま た本稿で の遺物解説 は 、 分類の基準 と な る 資料 と 特徴的な資料 の み に 限定 し 解説 し た。

費0738は 、 在地系 の脚台付の長胴費で、 大型であ り 調整は内外面刷毛 目 を 基本 と し て 、 外面胴下半部は帰IJ

毛 目 の あ と ナデ を 施す B - I 型式の基準資料で あ る 。
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0 7 6 8  1-1 0 7 - 2 6 2  上師E !I F- bl n l 時浦町 (11.2) 2<>.5 15.8 刷 ßIJ/.畳一郎ナヂー ヨ コ ナデ t一郎スストl'蹄} ヘ ラ ケ ズ リ 掩ナデ

0 7 6 9  11 0 7  - 0 .\ 7 土師!II !I F- bl n 2 η線路 (13.4) 30.75 15.4 � �日 { ス ス j.j.J ナデ (1ft瑚rn{O . ヘラ ケ ズ リ 惟ナデ

0 7 7 0  11 0 7  2 5 2  I:JlIi!附 痩 F I n ) - 0 8  DI\I 05. 1 ) 19.:\ 14.8 刷 1> 1l1をヨコナデ (隊純) 刷�II' ( ス ス j.jllJ ヘ ラ ケ ズ リ 陵ナデ ー ヘラ ケ ズ リ

0 7 7  I ，-， 0 7  - I 9 '1 上MiRN ヨ担 F- hl U 2 円減附 03.3) 23. 6 18.3 �1>日後ヨコナデ 刷UI (ー郎 ス ス (.lnJ ヘ ラ ケ ズ リ I長ナデ

0 7 7 �  11 0 7 - 0 3 8  1師鶴 ヨ使 F - b 日 J - 1 0  c・ 19.95 18.8 16. 2 刷芭自慢ヨコナデ 刷色目 { ス ス付着} ヘ ラ ケ ズ リ債ナデ ー { ス ス 付着】

0 7 7 3  11 0 7 - 0 7 6  上師III ヨ便 F- hl n 2 り..111 (21 . 85) 2 1 .5S 17.0 刷UlI量ヨコナヂ 刷を日 制色日慢ナヂ Iスス1・1宥} ヨコナデ慣ケズリ ケ ズ リ 後ナヂ { 自E ス ス 付着} ー
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。

出土地点 訟 日 {団} 絡 概 倒 "1 写 真遺物播号 墜鈍111吟 睡 刷 器 稲 分傾
国腹地区 遺 倒 M 位 U4'噌Ø4' 闘径 口径 臨径 外 函 内 倒

0 7 7 4  H 0 7 - 3 2 8  土師器 g建 F - a l  0 2 勾掘を路 (5， I l  16. 9 刷 毛 闘 機 ヨ コ ナ デ 日 ス1.問} ・ { 鼠"粍のゐ周債不明蜘 自制l 主 目 後 ヨ コ ナヂ ケ ズ リ 後ナヂ

0 7 7 5  H 0 7 - 3 0 1  土師担 \I! F - 11 1 0 サプ ト レ 4 附 (5. 0 19. 0 ヨ コ ナヂ ・ 刷 毛 日 後ナヂ 刷 毛 目 後 ヨ コ ナ ヂ ケ ズ リ

0 7 7 6  1-1 0 7 - 3 3 4  土師錨 盤 F - ll l  D 2 骨椛絡 (6. 6) 16. 6 刷 毛 /J 後 ヨ コ ナ ヂ ・ 刷 毛 図 像ナヂ ・ { ス ス 付箱} 刷 毛 u 倍 ヨ コ ナ ヂ ・ ヘ ラ ケ ズ リ { ス ス 付荷}

0 7 7 7  H 0 7 - 3 2 7  土師盟 II F - a l  D I 時縫路 (6. 6) ' � 5  駒 � B 俊 ヨ コ ナデ ' -111指銅fiI街卜 脱毛目綾ナヂ ( ス ス付11) ナヂ {指瓢復有} ヘ ラ ケ ズ リ ・ { ス ス 付結}

0 7 7 8  H 0 7 - 1 9 9 土周既 g提 F - a l  D G - 0 8  4 " (7. 6) 13. 3 刷 毛 日 後 ヨ コ ナデ ・ 2胸毛 目 ・ ( ス ス 付111 ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ 〈街頭彼有) (一郎ス ス H溜}

0 7 7 9  H 0 1 - 2 6 5 土師器 雪趣 F - b l 0 J - I O C 回 (7. 9) '6. 8 刷 毛 目 後 ヨ コ ナヂ ・ 刷毛 自 {一郎 ス ス 付務 } 刷 毛 目 後 ナ ヂ (指踊毘彼省} ・ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナ ヂ

0 7 8 0  H 0 7 - 3 3 1  土師穆 g題 F - b l  0 2 号涜路 (8. 4 )  1 5. 6  ヨ コ ナヂ 刷毛目俊ヨ コナヂ ・ 刷毛目 {→llI!スス1111) ケ ズ リ 惜ナデ ・ ケ ズ リ

0 1 8  I H 0 7 - 0 9 0  土師器 現 F - a l  D G - 0 7  4 " 00. 1 】 1 7. 0 ヨ コ ナヂ { ー部指圃任直有】 ・ 闘毛 目 ・ ( ス ス 付着} 刷 毛 臼 後 ヨ コ ナデ ・ ヘ ラ ケ ズ リ 俊郎分的にナヂ

0 7 8 2  H 0 7 - 0 1 4  土師箆 復 F I n j - 0 8  D II 0 1 . 01 19. 6 1 5. 6  刷 毛 目 織ナデ 《 ス ス 付結} ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ

0 7 8 3  H 0 7 - 1 0 0  土師穆 II F - 0 1  II 2 勾線路 04. 75) 17. 55 刷 毛 日 続 ヨ コ ナヂ ・ 刷毛 包後ナヂ ・ 【 ス ス H縛】 刷 毛 目 能 ヨ コ ナ ヂ ・ ケ ズ '}
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IH土地点 1!1 血 (cm) 特 徴 備 4号 移 民遺 物 構 時 聾 録 略 時 個 別 脳 同 分納
回 目ば地 区 遣 摘 脳 {立 日高(附仰 胸1� n 筏 臨筏 外 耐 内 而

0 7  9 9 H 0 7 - 2 6 7  1 師側 溜 J - a I Il 4 吟流協 (9. 6) 24. 5 刷毛目後ヨ コナヂ ・ ヨ コ ナ デ 刷 毛 日 後 ヨ コ ナデ ( ス ス付着ト 刷 毛 目 後ナデ

0 8 0 0  H 0 7 - 0 7 5  1 師閥 礎 K - b l  II H - 0 8  C 旭 ( 10. 25) 16. 9  刷 毛 日 後 ヨ コ ナ チ 刷 毛 日 後郁分的にナヂ 刷 毛 目 f量 ヨ コ ナデ ・ ケ ズ リ

0 8 0 1 H 0 7 - 0 7 7  l 師樹 趨 J - b l  II 1 勾浪路 02. 85) 1 7. 7  刷毛日 後 ヨ コ ナデ 刷 毛 日 (一郎ス ス 付務} ヨ コ ナデ ー ヨ コ ナデ後ナデ ・ ケ ズ リ

0 8 0 2  H 0 7 - 0 7 3  土師岡 盗 J - h l  n I 号涜路 { l 2. m  1 9. 85 刷 毛 目 後 ヨ コ ナ デ 刷 毛 目 刷 毛 目 後ナデ ケ ズ リ

0 8 0 3  H 0 7 - 0 3 4  t師!II 鐙 K - h l  ß S E - 0 6  ( 10. 3) 20. 4 14. 8 刷毛目 叩.� (主上がり) 惜粗いヘラ ミガキ (-師" ^HtJl ヘ ラ ケ ズ リ 後ナデ (指醐直有) 70 

0 8 0 4  H 0 7 - 0 4 0  i 師鑓 g K - b  n I 2 - :1 q.横路 08. 5】 2 1 . 4  1 1 6  刷毛目 (一郎存彰} 刷 毛 臼 陵工具ナデ

0 8 0 5  H 0 7 - 0 5 1  t 師樹 資 C II  I Il 2 勾浪路 20. 5 19. 5 14. 2 刷 毛 目 倍 ヨ コ ナデ ・ 副 主 目 ・ { ス ス 付崎} ケ ズ リ 植刷 毛 目 { 一部 ス ス 付器1
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過物相時り 税鍬格付 繍 ßIJ 告普 将 分!ti 図版地区 週 例 111 1改 E高{!l{j高) 制f華 1 1 ft  1((;1荘 外 配向 内 耐

0 8 0 6  1 1 0 7 - 0 0 7  t師総 資 J - /1 日 3 丹流路 "号 85 28. 75 円 7 叩き� (慣) 1量削 t l l {�')'ヂ ー ケ ズ ' 1 1量ナデ (府調lE!utfl 刷 毛 1 1 { 附術頗穣1-0 70 

{) 8 {) 7 1I 0 7 - 0 :HJ  土師器 盗 C 11  I [f 2 1}椛路 ( 1 2. 8) 1 4 . 6  1 1 ザ3 刷 色 目 ( 部 ス ス 付III ijlJ t. J I ' -U�ナデヘ ラ ケ ズ ' )

0 8 0 8  H 0 7 - 0 3 1  土師器 資 M - a l  II I l}i食路 { 1O‘ 31 1 2. 8  へ 7 ミ ガキ ・ 刷 主 11 惜 ヘ ヲ ミ ガキ 曲I U I I� ヘ ラ ミ ガ キ ナデ t柿湖IEftJ:m

0 8 0 9  1 1 0 7 - 2 5 7  土師麗 量量 �I - a l  Il 20. 7 17 . 75 13. 2 刷 毛 目 後ナヂ ナ ヂ ヘ ラ ケ ズ リ 70 

0 8 1 0  11 0 7 - 2 5 4  土師醤 宮守 M - h l  D 11 - 0 9  IJ附 16. 5 14 . 1 1 :1.4  ヨ コ ナデ能組いへ 7 ミ ヂI キ 刷 色 目 後部分的 に ナ ヂ 強いナデ慢ナヂ ( _. 部 ミ ガ キ 力 ) P . ス f.I崎}
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Ull 地内 .L 自民 {冊) ト? 徽 協 d雪 リ誕;!物調除け IfU荷1) 穐 矧j �>> 櫨 分lIi I�飯旭区 ;! 附 楢 I� 111賓待轟} 刷11 nr� 底Il 外 f耐 内 耐
0 8  1 I H 0 7 - 0 9 8  L師I!i 鑑 M - c l  n l り機時 20. 2 14.8.l) 23.4 制色11I量ミガキ ー 刷 �l ll.tナデ ("粍の晶圃眠不明眼} �I"日後ヨコナデ (陣Itの品調盤不明瞭ト 工11ナデ 70 

0 8 1 2 1 1 0 7  - 0 .\ 1 t師I!i 選 Il J - 1 0 下溜-m ( 13. 1 )  20.6 刷 色 I I ( 郁 ス ス十1荷} ヘ ラ ケ ズ リ 後-1Ilナデ

0 8  1 :1 1 1 0 7 - 2 3 1  k師総 必 N- a l  n l i}mf路 9. 1 9.0 9. 1 刷 �UI金ヨコナヂ �I tIJ後部分的にナデ ナデ {工山皮有)

0 8  1 .1 11 0 7 - 0 6 6  l 師秘 溢 N - b l  !I 3 it縦断 7. 9 9 島� 10.55 工具ナデ ナデ ケ ズ リ ケ ズ リ 後ナデ

0 8 1  5 1 1 0 7 - 2 5 5  k師� 必 N - b l  11 J - 0 9  4 111 12.0 13.'1 12.3 刷 �O 刷 HII受ナヂ ヘ ラ ケ ズ リ ヘ ラ ケ ズ リ 後ナ デ

0 8 1 6  11 0 7 - I 1 0  l 師I!i 司自 N - b 日 1 り磁路 10.25 12.25 12.0 制�IJ機ヨコナヂ ・ 刷 �IJI量部分的にナヂ { λ ス 1.1骨} ケズリ ケ ズ リ 後ナデ

0 8  I 7 11 0 7  - 1 :i 9 t師掛 磁 :-.< - b 日 1 "h曜路 9. 75 12. 1 12 師 酬 も11俊一郎ナヂ ケズリ

0 8 1 8  1 1 0 7 - 0 3 0  k師告審 信 一 日 )-1 - 0 8  D IØ  02.45) 14.5 相lいヘ ラ ミ ガキ 嗣 0 1.11 量ナデ ナ デ (-1Il桁頭ff.1fHD

0 8 1 9  1-1 0 7 - 2 3 5  上射器 盛 N- al n 3 rti驚拘 9.8 10.65 '.5 刷0"1量十デ ー ケ ズ リ 惟下車'"ナデ { ス ス付着} 工具によるケズリ ( ス ス I-l脊)

0 8 2 0  H 0 7  - 1 8 2 土師鋭 遜 N- bl n 2 符縦路 (9.2) 12.0 1 1 . 3 刷�ll俺ヨ コ ナデ 刷 � I I ' ( ス ス {・1荷} ケズ リ ・ ケズ リ 後ナデ ー { 郎ス ス 1・1 ，脅】

0 8 2 1  11 0 7 - 0 3 7  上師恕 道 A - h l  II 1 可捷路 (8.S) 15.2 12.3 刷色日 工ArJl { [ 仇ナヂ】 険-811ナヂ { ス ス(.Inl ナヂ {街頭lE1i(釘} 後ー甑刷 t� 酬をII Iス ス1'1縛) 1 10 

。
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111.1 地ヘ iE 銚 (CII) 持 徴 備 x; リIt
;!物tド} 1W帰り 後 別 � 傾 分m 出版

地lぷ 週 柵 "" (，ま u，略作高1 刷t子 n l.乏 "H� 外 耐 1" 制

0 8 2 2  11 0 7 - 0 8 2  上師松 盟 ß I !! ] I}i世路 (8.S) 2 1 . 3  l.\'If:T! i長 ヨ コ ナ デ I6IJ [; 1 1  刻み11 IltJl;日 後 ヨコナデ 刷E日 ナデ

0 8 2 3  1 1 0 7 - 0 8 3  i 師器 省 ß I I! I \}j�t�，' (9.6) 17. 6 ヘ ラ ミ ガキ ー 釦lみ日 ヨ コ ナデ (-ー郁ス ス 卜1m ヨ コ ナデ世相いミガキ ナデ ，1ft矧IEI!W) . 1I�ナデ ー
0 8 2 .1 1-1 0 7 - 0 2 0  」師獄 'i，1i B I 11 J - 0 !J i 附 ( ! l . l l 1 7 . 2  刷 U'I 後ヨ コ サ デ 刷 引 1 ' (刺突X:<f) ゆIHI 後ナデ ナヂ

0 8 2 5  1-1 0 7 - 0 9 2  土師�� 活シ E 1 I 11 (; - 0 7  i 悩 (8. 1 )  14 .2  嗣 HIIをヨコナデ ヨコナヂd師刷UI 制HI ' (スZí-t.l1l 刷 毛 日 後 ヨ コ ナ ヂ ヨ コ ナヂ ヘ ラ ケ ズ リ

0 8 2 6 lI 0 7 - 2 6 9  tMî{�� 組! E I I !! I r}i�[l':i (7.，1) 16. 8 ゆ1011筏ヨコナデ ijlj (: I I . ( ス ス 付;符) 跡l毛1.1 ヘ ラ ケ ズ リ 役ナ デ

0 8 2 7  1-1 0 7 - 0 8 8  :I:Mi総 /{� E I I 11 2 I }j�t�̂ (6.:1) 15 .tì5 OI1oU(量ヨコナデ ( .flfiに日'1の [ 11:1f{m 刷 毛 日 後 ヨ コ ナデ ヘラケズリ

0 8 2 8  1-1 0 7  - 2 6 6 k師総 <!l E I  [[ I C; . 1 1 - 0 6 '1 1M (7. :n 16. '1 耐IJ (: J I 後 ヨ コ ナデ ( 郎 ス ス f.t府) ' �)HI 品'J-r: FI I去 開lヨコナデ ヘ ラ ケ ズ リ 後 Iltlナデ

0 8 2 9  1-1 0 7 - 2 5 6  j師盟 巡 E O - b l  [[ 1 1}椛路 17. 1 17. 3 1 1 . 85 ヘ ラ ケ ズ I J tJをナデ ( :J:r�自fr) { 郎にミ ガキ仰の出勝(j) ヘ ラ ケ ズ ' J ケ ズ リ 後ナデ
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第1 82図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土土器実測図 - 20 -

1;: l'� 同�

費0739は 、 在地系 の 脚台付の長胴費で、 小型であ り 調整は 内外面制毛 目 を 基本 と し て 、 外面胴下半部は帰IJ

毛 目 の あ と ナデ を 施す B - II 型式の基準資料で あ る 。

費0758は 、 在地系 の 口 径1 8cm以下の費で、 胴部の張 り が強 く 、 よ り 球形 に 近 く な っ て い る も の で 、 調整は

内 面 に へ ラ ケ ズ リ ・ ナデ ・ 工具ナデを施す も の も み ら れ 、 口 縁端部が丸み を 帯 びて い る も の が多 い A II - b

型式の基準資料で あ る 。

費0764は 、 在地系 長胴費 A 類 と 畿 内系精製費 F 類 と の折衷類形で あ り 、 やや長胴丸底気味で 、 胴部最大径

を 上位 に 持つ。 胴部外 面 は 叩 き の ち 制 毛 目 、 内 面 に は刷毛 目 に よ る 調整 を 施す E - a 型 式 の 基準資料で あ る 。

費0792 は 、 山 陰 系 の 精製嚢 で あ る 。 f 5 の字 口 縁」 と も 呼ばれ る 短 く 外反す る 頭部 と 直立気味 に 立 ち 上 が る

二重 口 縁の組み合わせが特徴で あ る 。 口 径21 cm以下の費で、 口 縁部の み の 出 土 の た め 詳 細 は不 明 で あ る 、 G 

E 類 の基準資料で あ る 。

壷0809は 、 中 型 の広 口 査で 、 基部が強 く く びれ、 内 湾 し な が ら 長 く の び る 口 頭部 を も つ も の で 、 頚基部が

強 く く びれ 、 肩が張 る M - a 型式の 基準資料で あ る 。

壷0838は 、 明確な筒状頚部 を 有す る 瀬戸 内東部 (播磨) 系 の 二重 口 縁壷 で あ る I 類 の 基準資料で あ る 。

査0842は 、 小 型 の 台付査で 口 縁部 を 欠 く た め 形態は不 明 で あ る が、 小型 で球形胴 を持つ こ と か ら 査 N - a

型式に脚台 を 付 し た も の と 思われ基準資料で あ る 。

査0853は 、 畿内 系広 口 壷 の う ち 、 基部が強 く く びれ 、 短 く 、 立 ち 気 味 に 外反 す る 口 頭部 を 持 つ 一群で あ る 。

- 265-



第 4 節 調査 E 区

/二 0864 

遺納得時

0 8 6 .1 

0 8 6 5  

0 8 6 6  

0 8 6 7  

0 8 6 8  

0 8 6 Y  

0 8 7 0  

0 8 7  1 
0 8 7 2  
0 8 7 3  

0 8 7 ，1 

包録保月
1 1 0 7 - 2 8 4  

11 0 7 - I -1 6 

]-1 0 7  - I '1 3 

11 0 7  - I 7 I 

11 0 7  1 6 2  

1 1  0 7  - I -1 8  

l! 0 7  - I 6 3 

J! 0 7  - I 6 7 
11 0 7 - I '1 9 

11 0 7  - 1 6 1 
1 1 0 7 - 1 6 9  

傾 別
土師!ll

土師総

上師!ll

土師総

土師訟

H市蹴

土師踏

1師a�

i 師総

j 師総

仁師!ll

!lI 11 
高"

高，，-

痛切
，1有t不

高"
高Jf
高"

高"

$jtf 
高If

術Jf

0867 

0871 

0873 

IILt地点$rffl J�l� a! 情
'\ - (\ 1  11 サプ ト レ

A- h l  11 l りt世間

A - e l ll F - 0 8  

A - (' I II 2 リ域防

A ・世 世 " 2 リt世路
A - C I  11 1 り城町

、 - c 11 I G . 1 [ - 0 6 

A - a l ll i り揃開
t\- d  I n 2 り.I!品

A - c l  [[ 1 り椛路
B - n I 11 日 E - 0 6

胤 位
4 刷

i 刷

11 .  

1 111 

0865 

0870 

0872 

20cIII 

;ま 蹴 ("・} ネ? 徴 偏 '1 
u，司11'1' 副佳 n1:'f .111 外 面 I� 画

(5.2) 刷10Ultヨコナデ (摩耗の'" 部副聾不明} 記事隠の"'..鍍f、明

6.8 1 1. 9  ヨ コ ナデ的I � IJI量ナデ' 刷E回 世ヨ コナデ ヨコナデ使五Ifキ ミ ガキ ・ {惇陀) ・ ケ ズ リ

(，\.75) 12.75 ヨ コ ナデ俊 ミ ガキ ・ ミ ガキ ー 刷 白l 川彰} ヨ コ ナデ使 ミ ガキ ・ ミ ガキ - (品、彩】

(.1.8) lfd; 跡110lll憂 ヨ コ ナデ・ ヨコナデ 刷10l lltヨ コ ナデ ー ナデ

(5.15) \6.2 制 HII金 ミ チH ナデ ミ ガキ ・ ナヂ

{4.91 16.0 ミガキ惜軒lい ミ ガ ヰ ミ ガキ ヨ コ ナデ1削11い ミ ガキ ・ ナデ陸相いミガキ

(5.3) 15.7 制élll金 ミ ガキ 刷 �U後ナデ 刷毛[1 ( -$ナデ}

(6.0) 17. 95 刷 H I 後 ミ ア'f:t-<スス付清} 刷 U lI侵ヨコサ デ 刷 HI後l:nナデ

(;1.9) 17.-1 刷(;111免 ミ ffヰ ヨ コ ナデ (-flIlナデ} ー ナデ { 附 [ J t!反(j)

(7， m 2 l . g 断定日後ナデ倹 ミ ガ ト ケ ズ リ 後7デ権 ミ ガキ後ナデ 刷 Hl I後 ミ ガキ ・ ミ ガキ

10.9 17.6 1:1.3 ijlJlHII 量 ミ ガ キ 1 -部スス 付1ll ミガキ {やや呼陀) ミガキ ー ナデtシポリ 出{j) 刷UlI量ナデ

第1 83図 1 � 3 号自然流路内及び周辺部出土土器実測図- 21 一

- 266-

|国政

l2' 



遺物需号 霊録調臨時 伺 別

0 8 7 5  1 -1 0 7 - 0 5 9  土師齢

0 8 7 6  H 0 7 - 1 4 1  土師趨

0 8 7 7  H 0 7 - 0 6 8  f:師揖

0 8 7 8  H 0 7 - 1 6 0  土師11

0 8 7 9  H 0 7 - ) 5 2 上師栂

0 8 8 0  H 0 7 - 1 5 4 土師雄

0 8 8 1 H 0 7 - 1 5 3 土師11

0 8 8 2  H 0 7 - 0 5 8  土師翻

0877 

0880 

標 縄 分鰻
出土地へ

地区 血 網

禽降 B - 8 1  D H - 0 8  

席停 B - b l  D 2 り調路

高停 A - c l  n 1 号摘路

高持 A - h l  0 2 号減路

高.，. A - b l  D l 勾滅路

高旅 A - c l  n 1 - 0 7  

高傑 A - c l  II 2 号棟備

高時 A - a l  D 2 時椛路

、 、

問 f.!
C IoI  

。 筒

置‘{司作島}
1 2. 05 

< JO. 9】

(6. 0引
{席 55】

{息 9'

9. 3 

( 1 1 . 0 

0 2. 5) 

I� 臥 k園}

制緩 日後
20. 0 

底径
l a 8  

6. 6 

1 2. 拓

13. 6 

1 1 . 6 

1 1 .  1 5  

14. 4 

、 、

0878 

� -� � 

0881 

第 2 章 調査の結果

0876 

0879 

0882 

20crn 

待 徴 繍 '号 写 '"外 耐 E句 耐 固梅

摩耗の為不明 { 同部 ミ ガキかh ミ ガキ ・ �f 毛 目 後ナヂ・ 【原健} 7 1  

刷 毛 日 後 ヨ コ ナヂ ・ 刷 毛 1 1 1愛隣分的に す ヂ ・ 刷 毛 日 刷 毛 目 惟 ヨ コ ナ ヂ ・ r. 1Iナ ヂ ・ ナ 子s

刷 毛 � f愛 ヨ コ ナヂ ・ 刷 é lHをナヂ ケ ズ " ・ ナ ヂ

刷 毛 闘 機ナヂ ("j<褐色の付 持物ずìl ナ ヂ { ン ポ リ 復街 } ・ 刷 毛 日 後十ヂ{噂粍の為不明瞭) 1 7 1

刷 毛 目 後ナヂ郎分的に ミ ガキ {存偽色の 付積物l'n ケ ズ ' J ・ 剛 毛 目

ヘ ラ ナ デ慢 ヨ コ ナ ヂ {亦禍色の付帯物有} ケ ズ リ ・ 刷 毛 自 慢 ヨ コ ナヂ {亦禍色のfHI物-fi)

刷毛包後十デ・刷1色 目 ナ ヂ ケ ズ リ ・ ナヂ

刷 毛 目 一部ナヂ ケ ズ リ ・ 刷 毛 目 7 1  
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第 4 節 調査 E 区

遭物市p} 11錨揖り
0 8 8 3  1 I 0 7 - }  1 5  

() 8 1:1 .1 H O ï - 1 6 5  

0 8 8 5  11 0 7 - 1 5 7  

0 8 8 6  1-1 0 7 - 1 5 6 

U 1:1 8 7 11 0 7 - 1 5 8  

0 8 8 8  1 1 0 7 - 1 6 8 

0 8 8 9  1 1 0 7 - 2 5 1  

0 8  9 0 J-I () 7 - J :， 0 

( )  8 9 [ ! 1 0 7 - 0 S !ì  

ぶミS
�"'''" 

、、

崎 別

1 師:lII

t師恕

1 師器

t師総

i 師総

i 師器

i 師器

i 師胤

i 師探

総 同

高W
高持

4話時
高'f

高町、

街路
d司郎
高対

高t千

0883 

0885 

0888 

0890 

出土地点
5Hti 

地[， 車 制時 回 {也 ��，司再4'
仁 一 仁 H 2 号波路 1 1 . 4  

C - C I  II 1 号 波路 ( 1 2. �) 
仁 - c I n 3 号旅路 (5. 9) 

C - c I II 1 勾流路 (8. :，) 

じ c I n 1 号旅路 (7. m 

C - d I II 1 号擁路 1:1.-1 

C - d I 1I 1 3 . 7  

じ - d I n 2 号J首i路 (H. l l  

C - d I II 1 号椛路 (7. 2) 

w. (il (rm) 
制作 nlf '，I� 

15. :-1 10. 95 

16. 9 

19. 9 

[2. .\ 

12. 9 

l 臼 7 1 .1. ! i  

1 8 .  ã IÐlfll，!，15 

1 2. '1 

l 2， ();， 

0886 

、、 ， ， 

、、 ，-

0887 

0889 

0891 

20cm 

特 徴 U同 考 リ'"

外 u')j 

跡IJ.(:. II I量 ヨ コ ナヂ ' �I 毛 日 後ナデー i 郎 ス ス IHf)

制 W I受ナヂ ナデ

跡'I H[ 佳 ヨ コ ナヂ・跡l é U 後ナデ

刷 UI Iを ミ ガ キ

ナヂ( I: !H良fj) . ヨ コ ナヂ ー ト，部 ス ス 付 荷}

跡IJ:(; I I I量 ヨ コ ナ ヂ ・ 刷 毛 日 極ナヂ

ナデー刷 ul 後 ヨ コ ナデ ー Ij<I モ 目 伶 タ デ

制 Ul I愛 t テ (;h;偽色のH1l物m

刷 毛 n l愛サ デ

内 両 国版

ナヂ{ ス ス 付m ・ ケ ズ リ

�l l [ 1  崎ナデ・ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ

刷 w 後 ミ ガキ (調書長不明瞭)

ケ ズ リ tをナデ'�I 毛 白 後十デ

ケ ズ リ { 邸 ス ス 付着)

ナ デ ー ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ 7 1  

ナ デ ヘ ヲ ケ ズ リ ー 刷 毛 目 ・ 刷 毛 日 後 ヨ コ ナ デ

ケ ズ リ 1量ナデ.IM毛日 後ナデベみ禍色の付着物{j) 一
ケ ズ リ . ijIJ.f:.J-J 後ナデ
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血絢俗I} 空鎚揺り 随 想'1 掛 値 分飢
地M

0 8 9 2  1 1  0 i - 1 7 2 t 師総 高* D - b l ß 

0 8 9 3  1 I 0 7 - :i 2 2  t 師2器 高* D 1 11 
(J 8 9 .1 11 0 7 - 0 3 3  l 師拙 tI'liJ:f 0 - <1 1  n 

0 8 9 5  H 0 7 - 0 5 5  t 師掠 高郎 D ← h l  " 

0 8 9 6  '-1 0 7 - 0 6 0  i 鮒i!iI 高'f F - h l  ß 

(1 8 9 7  '-1 0 7 - 1 4 5  i 師総 高均1 F - a r 11 
(l 8 9 B  f-I O 7 - I 1 6  i 師栂 高* F I ß 

0 8 9 9  11 0 7 - 1 5 1  t 師締 高節 (; - <1 1  0 
0 9 0 0  1 1 0 7 - 1 6 4  i 師総 d諸島事 F I 11 

第186図

IIJ J 地点

週 備 101 I� 
2 り縦路

l り流路

l り検問

I I }碓路

l り碓路

l り崎路

2 りt唯絹

2 1 }椛路

2 1 }jJtf路

0899 

20c阻

二二三

11 r.1 (c1国}
GAI時Ml 制!� I l ffi 

(li. S) 22. 3 

( .\ . .1) 

1 2 句 1 9. 0  

K. ' 2 1 . 65 

1 6. 6  

C!i. m 15. 5 

m. 4r.) H i. 8  

(4. %) 

(tUl 1 6. 2 

，t!� 

1 4. 8 

1 11 . 9:. 

1 7. :i 
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0897 

0900 

特 徴 ・ 備 y; htrl 
外 凶1 内 副 同雌

ミ ガ キ 何』やl事 陪 ) ( ス ス M 荷 } ミ ガ キ {やや陣粍}

ヨ ニ1 十 ヂI� ミ 1f :t- ー ミ ガ キ ぺ �;おh ミ ガ キ f附蝿縦 (f】 (，It;'U)

ヘ フ ミ 世I�. . 刷 色((f貴ヘ ラ ミ ガ キ 刷 毛 I�俺 ヘ ラ ミ ガ キ ・ ナ ヂ ・ ナ ヂ n:lUIHjl 171 
ミ ガ キ ・ ケ ズ リ 慢 ミ ガ キ . �I U I 後 五 ガ キ 刷 U J !愛附 文 ・ ミ ガ キ

I : U 'J- デ ・ ヘ ヲ ミ ガ キ 1:1tナ デ ・ ナ デ

刷 D I I Iを ミ ガ キ 刷 毛 I I I� ミ ガ キ ・ ミ ガキ

ヨ コ サ デ償制1い ミ ガ キ 【 ι 揃 ス ス H 狩 } ヨ コ ナ ヂ後帽lい 三 世H づー デ後政射状 ミ ガ キ

ミ ガ キ ・ 刷 uc 刷 毛 1 1 ・ 刷 t l l 俺 ナ ヂ {術測" 彼4ο ・ ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ テ.崎町 文鼠ヘ ラ ミ ガ キ ‘ ヘ ヲ ミ ガ キ ヨ コ ナデ機附文風ヘ ヲ ミ ガ キ
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第 4 節 調査 E 区

\IA� 

出 t 地d
盟物構り 盤録111号 級 別 盟 国 分額

旭区 迫 総

0 9 0  I H 0 7 - 1 0 3 土師盟 鉢 A - d l  n "1縦路

0 9 0 2  1-1 0 7 - 1 3 6  土師趨 鉢 A - a l  D 1 - 0 7  

0 9 0 3  H 0 7 - 2 7 6  土師器 鉢 A - c l  0 H - 0 7 

0 9 0 4  H 0 7 - 2 4 5  土師罷 鉢 A - a l  D サプ ト レ

0 9 0 5  H 0 7 - 0 7 1 土師臨 鉢 A - d l  D i 時縞路

0 9 0 6  1-1 0 7 - 1 3 0 土師陣 鉢 A - d l  D 1 吟旅路

0 9 0 7  H 0 7 - 1 0 7  土師器 鉢 A - a l  D H - 0 7 

0 9 0 8  H 0 7 - 1 2 2 土師趨 鉢 A - a l  D 1 時総裕

0 9 0 9  H 0 7 - 0 2 5  土師揚 跡 A - a l  D 2 号bII路

0 9 1 0  1-1 0 7 - ) 2 0 土師鶴 鉢 A - a l  n H - 0 8  

0 9 1  1 H 0 7 - 0 J O  土師盟 鉢 A - a l  D 2 号棟路

0 9  L 2 H 0 7 - 1 2 3 土師揚 鉢 8 - a l  D 2 勾ifliII

0 9 1 3  1-1 0 7 - 1 0 8  土師掛 鉢 8 - a l  D 1 号線路

0 9  I 4 H 0 7 - 2 3 8  土師揖 僻 B - b l  0 3 丹t寵路

0 9 1 5  1-1 0 7 - 1 1 3  土師iII 鉢 8 - a l  D "1機路

0 9  I 6 1-1 0 7 - 1 3 8 土師器 鈴 8 - a l  D 1 号椛路

0 9 1 7  1-1 0 7 - 2 4 6  土師iII 鉢 8 - a l  D ) - 0 8  

0 9 1 8  1-1 0 7 - 0 2 4  土師穏 鉢 B - b n 1 .γ トlrN o . 2 

C U02 \ !  :::.d903 

\ヰイ 又止イ6

人三ヨ λに 09 

20crn 

法 日 {由}

回 位 E高崎IißI 田健 rt怪 忠臣
2. 65 10. 5 

D IIl  3. 35 9. 3 

C周 (2. 91 15. 2 

一指 3. 田 10. 6 

3. 5 1 2. 3  

3. 7 1 1 8  

D 周 4. 7 12. 0 

(5. 01 13. 6 

� O  1 1 8  3. 5 

C 周 (4. 8) 1 1 8  

� 3  1 1 2  

4. 85 8. 6 4. 1 

4. 9 9. 2 

4. 95 9. 1 5  

� 35 12. 6 

6. 1 5  12. 5 

D IIl  色 6 10. 5 

4 11l  8. 9  1 2. 3  8. 1 

1 \ /1 

\ もけ /γ 
込￡ζ/ 091 2 

特 微 ・ 由 4き
外 薗 内 画

ナデ ナデ{ 一郎に工民銀有}

ナヂ l:Uナデ

ヨ コ ナヂ・ ヘ ラ ケ ズ'J 慢ナヂ・ (#彩} ヨ コ ナヂ(#1刷

JIlI経の為綱愈不明 剛健の 為圃寝不明

ケ ズ リ 綾ナヂ ナヂ(ー醒に工拠彼有}

刷毛田健ナヂ 工具ナヂ

刷毛目俊ナデ・ ケ ズ リ 後副主但 ヨ コ ナヂ俊ナデ・ナヂ

刷毛伺 ・ 刷毛問後ナヂ ・ (#禍径の付積物有3 ナヂ(#縄色の付治特有》

ナデ { 郎工具復m 丁寧なナヂ

刷毛目 後ナヂ・ ケ ズ リ 俊ナヂ ケ ズ リ

刷毛周 ・ 刷 毛 日 後十デ fll<なナヂ

ナデ 〈街頭111有} ナヂ

ナ デ {工具般有} ナデ {工具磁有}

刷 毛 目 後十デ・ナヂ 工具ナヂ

ケ ズ リ 後刷 毛 日 後十ヂ ナデ( -館街副既復有}

ナデ{一節刷毛回復. 工民復. 街頭ÆI1I有} 工 民 ナ デ

刷毛目 後ナヂ・ ヘ ラ ケ ズ リ 工nナデ

刷毛目 ・ 刷 毛 日 後 随十ヂ ナ ヂ ( ]: 民痕有3

写困版a 
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遺物借り !f峰Ift� 組 別
0 9 1 9  1 1 0 7  - 0 1  2 土師綴

0 9 2 0  11 0 7 - 3 0 0  土師III

0 9 2 1 11 0 7  ・陸 2 9 8  t師III

() 9 2 :1 1 1 0 7  - 2 .1 7  上倒獄

0 9 :1  3 11 0 7  - 1 3 1 土師器

0 9 2 .1 I! 0 7  - 2 -] 0 土師松

0 9 2 5  11 0 7 - 0 0 5  上師III

o fI :1 (i I! 0 7  - 1 1 1 t師lIlI

0 9 :1 i 11 0 7  - 2 .\ 2 土師III

0 9 2 8  I I Q 7 - :i 2 6  j師掠

劇921

/Il土地点 t主 • kll) 
器 『亀 分続

地区 遺 "‘ 凶 {主 11'司". 11m 1111， 

11 ß - lI l  II J - 0 R D 則 7.2 16.8 

鉢 "\ - <1 1  II サプ ト レ 4 刷 (4.7) 

SI 、 - h 11 I G .  1[- 0 6 4 腕 (5. 1 '  

鉢 [) - a l ll 2 1}if.fr，品 9. 9 20.の

鉢 ß - 11 1 11 3 :}げ1m 7. 7 12，6 

S事 F - u l  11 j - 0 9  4 1tf  8.:1 10.5 12.'1 

JJ D- hl 11 ] 1}if.iÏ!' 21. 5 25.6 26.6 

鉢 F - a I 11 l り I両(1，\ (5.5) 12.-] 

鉢 F - a I 11 1 - 0 7 [)!Þf 7.8 10. 8 12.6 

鉢 F - 0 1  11 [ - [ 0  CIOf {日 :ll 13.2 

。

、、

じ二二二二二

民f� 外
ネ?

、\ 

副
刷 �II 嗣-r，Oitナヂ (-$スス付帯}

刷 Hllf十ヂ(→郎ス ス f.l m

刷 (;1 1

m 

出i � I I 世 間 ヨ コ ナヂ 刷 HII�ナヂ { 胤スス付椅]

刷 �II'ナデ

�I HI俊ナデー ケ ズ リ Itナデ

一 叩 さ 1 1 ( (ï l:がり) 1貴刷 HI 郎 ミ ガ キ様の慌時

ー 刷10 1 1 1長ナヂ

- I�I t l l!量ヨコナデ(j.U彰}

ー l町 里 り!日ガキtス ス1.1荷}
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ーフ

0925 

20口n

備 -\' 写真
I� 函 同値

刷在日投ナヂtスス付帯】

ヨ コ ナデ(ー陥スλ付帯】

刷(;11

ヨ コ ナデ ヘ ラ ケ ズ リ 1長ナデ 71 

協IJ (;[I/量ヨコナデ ヘ フ ミ ガキ {工Wf!U)

工I1ナデ

サヂ (J，: UII促 U) ' '''I (:rI 刷 [; IW::Z・2在校ナデ 72 

ナデ( C H I lHn

ケ ズ リ 1�I:nナデ( 隅ヘラ先Ifl m cm彰 '? )
ケ ズ リ I�ナデ{附1IIun m . -隅 ミ ガキ
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第 4 節 調査 E 区

置物書勾 聾録111号 個 別

0 9 2 9  H 0 7 - 2 4 8  土師器

0 9 3 0  H 0 1 - 0 7 8  土師題

0 9 3 1  H 0 7 - 1 3 4 土師栂

0 9 3 2  H 0 7 - 2 4 3  土師揖

0 9 3 3  H 0 7 - 1 1 8  土銅器

0 9 3 4  H 0 1 - 2 4 9  土師盟

0 9 3 5  H 0 7 - 1 1 4  土師器

0 9 3 6  H 0 7 - 0 6 1 土師輯

0 9 3 7  H 0 7 - 2 4 1  土師臆

0 9 3 8  H 0 7 - 2 3 7  土師聾

0 9 3 9  H 0 7 - 1 3 3  土師盟

0 9 4 0  H 0 7 - 1 2 6 土師魁

0 9 4  I H 0 7 - 0 7 0  土師樋

出 土地点 法
輯 掴 分割

組匹 坦 構 周 位 ..(断.， 胴屈
鉢 F - a l  n ) - 0 9  D Ii!I 7. 4 

鉢 F - a l  D 2 rjjj侵略 7. 3 

鉢 F 1 U i り橋路 《邑 41

鉢 F - a l  D 1 時減iII 8. 1 13. 0  

鉢 F - b l  D 1 時減路 6. 8 9. 0 

鉢 F - b l  0 1 時旅路 6. ' 

鉢 F - b  0 1 1 - 0 7 . 0 8  D 田 (6. 6) 9. 1 

鉢 F - b l  0 2 勾椛路 (6. 75) 

鉢 F - b l n l 丹機略 7. 35 9. 3 

鉢 F - b l  n ) - 0 9  7. 65 1 1 . 05 

鉢 G - b l  D 1 - 0 8  D II! 6. 1 

鉢 F - c I  n 1 7. 7 

鉢 I - a l n 2 1}疎臨 � 田

由 化同

円酷 底世
14. 3 

16. 75 

15. 3 

10. 4 

1 1 . 0  

1 1 . 2  

1 1 . 45 

1 1 . 45 

12. 9 

8. 3 

1 1 . 1  

1 1 . 1 4. 3 

外

- -(ご時← \__--'1 

、、

- ..- I 、 、 ー 、

\平�4'
私?
蘭
酒食 ・ 櫛 考

内 面
肱l毛回 復 ヨ コナデ・刷毛目俊一郎ナヂ・ (-$ス ス付務》 ヨ コ ナ ヂ ・ ナ デ { 工 民彼自 1 ( 一郎日付者}

20cm 

ヨ コ ナデ ・ 刷 毛 自 慢ナ ヂ ヨ コ ナ デ ・ ナ デ ・ 一線 ミ ガキ ("縫の為掴鍍不明臨}

剛 毛 日 ・ 刷 毛 目 後 ナ ヂ ケ ズ リ 健一掃ナデ

刷 毛 目 後ヘ ラ ミ ガキ ・ ヘ ラ ミ ガキ ヘ ラ ミ ガキ も可�� ? ) (階粍}

ヨ コ ナデ・ナデ ヨ コ ナデ ・ ナ ヂ

ナデ・ ヘ ラ ケ ズ リ 後悔いナデ ヨ コ ナデ{ 節工具IIIIil ・ ナ デ 【工具復有 }

ケ ズ リ 後ナヂ 【赤褐色の付着物有} ナ デ { 工 具復有} ・ "慎縄邑の付務物有}

ヨ コ ナデ・ナヂ・ ケ ズ リ 刷 毛 目 健 ヨ コ ナ ヂ ・ 工 民ナヂ

刷 毛 目 後 ヘ ラ ミ ガキ ・ ヘ ラ ミ ガキ・ (蝿彩} ナデ(工民痕有】 慌へ7 ミ ガキ

刷 毛 目 俊ナヂ{一郎赤移} 刷 毛 岡 俊ナデ・ 工具ナデ

ナデ・ 刷 毛 日 後ナ ヂ ・ 穏い刷毛闘 工 1\ナヂ ・ 強いナデ 《指蝿111有}

ナヂ・跡]毛 問 後ナヂ 刷 毛 日 ・ 工具ナヂ

叩 者 同 {摘} 後ナヂ ナ ヂ ナヂ($分的 に ス ス 付場}
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第 2 章 調査の結果

置物滑 り

() 9 ，( 2 

O H 4 a  

() 9 ，1 .1 

0 9 4 5  

o H .( 6 

0 9 .1 7  

0 9  ，( K 
(J !I 4 9  

() 9 !i  0 

ヒヨ0942

、、

世UIII号
1 1 0 7 - 1 2 4 

1 1 0 7 - 0 6 4  

1 1 0 7 - 2 0 2  

1 1 0 7 - 2 5 0  

1 1 0 7 - 1 7 0 

1 1 0 7 - 2 8 0  

H 0 7 - 1 5 5 

1 -1 0 7 - 0 9 6  

1 1 0 7 - 1 5 9 

組 制 臨 舶
土師楼 鉢

土師櫨 鉢

t師趨 鉢

土師麗 鉢

土師器 鉢

土師器 鉢

土師器 鉢

土師務 鉢

土師臨 鉢

0948 

出土地点
分銅

地区 遣 網

I - h l  n G - 0 7  

I - h l  n (; - 0 6  

1 - a l  D I 時総施

C - h l D 1 -l-:}iK路

C I D l り椛路

C I D J - I 0 

C D I G - H - 0 6  

11 I D 1 勾旅路

E 1 n 2 勾旅路

Uメ3

。

法 L\ (C溜}

III fを E削機存A) 嗣f華 "絡 �tf聾
4 111 4. 0 8. 45 4. 1 

C III 3. 9 9. 75 3. 25 

5. 3 10 .4  

9. 0 1 2. 9  10. 5 

(6. 55) 14. 6 

(7. 1 )  

4 刷 (5. 3) 9. :t 

(9. 0) 1:1. 9 

) ) . 畠 1 4. 6  1 0. 6  

、、

， ， 

20c阻

特 徴 ・ 曲 "t 
外 面 内 箇

01ナヂ倹ナヂ・ナデ 工具ナデ

ナヂ {摩粍} 刷 毛 日 後ナデ (.留経 指値のA一郎副鐙不明}

ナヂ{底鉱工1\111有》 ナ ヂ { 工 具111. 術創鑑省}

刷 毛 日 後 ミ ガ キ ・ ヨ コナデ健 三 世Iキ ナ デ 【 工具復4別 後ヘラ ミ ガ キ ・ ナ ヂ

ヨ コ ナデ ・ 刷 毛 目 盛ナデ 刷 毛 目 後ナデ{陣耗}

刷 毛 日 後ナヂ・醐毛臼 ・ 刷 毛 目 後 ヨ コ ナ デ ナ デ 【 主 民復#) ( 一節目付積}

ナヂ続粗 い ミ ガ キ ・ ナデ ミ ガキ ・ 刷 毛 目

J:lIナヂ後ヘ ラ ミ ガキ 〈摩耗のゐ綱寝不明臨} 工具ナヂ

刷 毛 日 後ナデ・ ヨ コ ナデ ・ { ス ス 付 11 ) ナ ヂ (剥騒の"副復不明臨) ( ス ス 付稽}
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写 良凶崎医

72 

72 

なで肩、 下ぶ く れ の 嗣部 を も つ が、 底部 ま で完存する 資料がな い た め 底部形態は不明。 調整で は 、 外面は全

て刷毛 目 で あ る が 、 内 面 は ヘ ラ ケ ズ リ 、 ナデ、 刷毛 目 の の ち ナデ と 様 々 で あ る L 類 の 基準資料で あ る 。

鉢0940は 、 屈 折 口 縁の 浅鉢で、 短 く 、 外反する 口 縁 を持つ も の で 、 口 径 と 胴部径があ ま り 変わ ら な い F 

C 型式の基準資料で あ る 。

紡錘車 1 064は 、 肩 平 円 形ではな い 算盤玉の形状であ り 、 完品 で あ る 。

工 小型土製模造晶
(第 198........ 200図 1 ........ 3 号 自 然流路内及び、周辺部出土小型土製模造品実測 図 )

(第 192........ 1 93図 調査 E 区 内 小 型土製模造品 出 土平面図 )

(第 194図 調査 E 区 内遺物垂直分布図)

- 273-



第 4 節 調査 E 区

可 56

0957 
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/U I 地点 i!; 凪 {咽} 特 微 備 J; 写 真
遺物暴行 望安保砕け 個 別 器 樋 分続 図版

地r< 遭 例 間 航 &" 礎宿高} 圃径 口径 ""径 外 弱 内 耐

o \:) 5 I 11 0 7  - () () '1 土師器 甑 c 1 n iI}椛路 9. 2 1 6. 3  刷 色 IJ "" 毛日 72  

0 9 5 2  H 0 7 - 0 9 9  土師器 阪 C 目 l り泌隙 10. 5  1 5. 7  ナヂ il'I毛臼

0 9 5 3  1-1 0 7 - 1 7 8 土師器 甑 il I 0 3 J}械路 12. 4 1 5. 3  刷 UI 惟ナヂ・ ケ ズ ' 1 /畳ナヂ 副 主 目 ・ 強いナデ{備調ffUO

0 9 5 4  H 0 7 - 0 0 3  土師翠 臨 h 1 n l け流路 10. 75 1 4. 2  ナデ 十デ { 音ßlTI.r王彼有}

0 9 5 5  H 0 7 - 0 2 1  土師器 阪 b 1 n J - 1) 9  . '" O ! . 6) 1 4 . 4  刷 毛 IJ ・ ナヂ 刷 毛 目 ・ 強いナヂ{指頭fff1ltO ー {一部ス ス 付着}

o 9 5 6  I-! 0 7 - :! 8 9  土師務 桜台 E I I}ill!路 (4. 4) ヨ コ ナデ・ ナデ ナデ・ ヨ コ ナ デ

0 9 5  7 11 0 7 - 0 7 9  弥生土器 玄関 c I 11 �流協 ( ] 3. 8) 9. 3 叩 き 日 (布上が り } 後 郎ナ子' ナ ヂ ・ ナ デ (術lIlil，保有) 72 

第1 91 図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土土器実測 図 - 29-
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o 20cm 「←一一一一一一一一一 一一 「 一一一一一一一寸

II\ I:J位以 il !.iI: (c田) キ争 徴 髄 2号 ザ11
週 物 a降 り \1111寄り 崎 別 :IlI 縄 分額

回噛地区 遺 桝 101 1吃 E高I�存高l 制作 ( 1 ft 底径 外 面 i付 副

n !l ;， H 11 0 i 1 0 5  t 師器 小雪百九底 土器 A - h l  II 【; - (\ ï じ凶 W. 61 <. 6 刷 も 11 1を ヨ コ 十 ヂ 崎IJ t. 1 1 後十デ ヨ コ ナ デ ・ 十 デ (指:lJ'\lf出 向 }

0 9 5 9  1I 0 7 - 2 �i6  l 師器 小塑九底土器 A - c l  II サ プ ト レ 7. Î 8. 15  H. 25 耐I HH ス スH荷) へ ラ ケ ズ リ ( ー 部 ス ス 付締 }

0 9 6 0  1-I 0 7 - 2 :J 4  t 師器 小型丸otJ 器 A - c l  II l りi><illl 9. :， 9. 5 9. 2 跡1 t ll 後 三i コ ナヂ ・ 刷 tII 後部分的にナヂ ケ ズ リ 後ナ ヂ

0 9 6  1 11 0 7 - 2 2 8  1 節器 '1、暫丸底土器 A- c r 0 2 'H市路 1 0. 6  10. 5 乱 25 ヨ コ ナデ他十ヂー十デ 指却に よ る 強 い ナ ヂ

0 9 1;  2 H 0 7 - I O I l 師認 小月四九底上醤 A - d l  Il [ - 0 8  D I01 H. ;) H. 7 8. 3 画IUI I是 ヨ コ ナデ 跡I U I I量ナデ・ { 一部 ス ス 付 者} ヨ コ ナ デ ・ ナ デ ( T:lULWJ

o Y li :J 11 () 7 - I :i 5 k師iIIl '1、'!1丸底土器 A - d l  n 1 - 1 tl C ltl 9. 05 9. -1 i. 85 刷 tI I lを ヨ コ ナ デ 刷 tll後ナチ ケ ズ リ ， ナ デ

0 9 6 .1 11 0 7  - 1 I 7 t 師盤 小桜丸ot土器 A - d J  n [ i}消防 '. 9 ， .， 払 95 刷UII量十ヂ憧filい ミ ガキ l '邸7，.7，. j.f相 事褐色のf・1荷物fí) ケ ズ リ 後ナ デ [事褐色の付 荷 物({)

0 9  fl 5 11 0 7 - 0 6 7 t 師器 小型九底上越 A - d l  n F - り 7 C ItI 9. 7:1 9. -1 9. 2 思I H I I� ヨ コ ナヂ'�I Ul I�ナヂ ケ ズ リ (摩耗の為調隈不lqli息)

0 9 ß 日 l! () 7 - [ I 2 1 師紛 小問丸底土器 A - (' [  II II 唱 IJ 7 C H1 付 6 IUi 10. 6 �I DI I 1を ヨ コ 十 干・ ケ て I J I�ナヂ ・ 1 -'部 ス ス 付 請 } 十干 {府調圧11MO ・ ( 同l ス ス H揖 )

( )  9 ( ì  7 I! 0 7  - I 1 �) I:r.桶!! 小塑丸底土路 A - e l  II 1 \}mf� ，. ， 7. 25 <' 0 ナヂf責特l い ミ ガキ ・ ケ ズ リ 1をナデi量粗い ミ ガキ ケ ズ リ 後ナデI走者iい ミ ガキ < lHl物の品調税不明瞭)

[) \1 () 8 1I 0 7 - 2 :l(1  tOO紛 小唄九底1 器 A - e I n '. 8 9. l f， 9. 11 届11:t!H世 rr事なナヂ( UHJ'HO ' ケ ズ ' 1後粗い跡lモ11 1陣耗) ナ ヂ u:-t:t痕有〉

() 9 !)  H II U 7 - 2 2 3  1 師様 小型九底 上陸 A - e l  II :i \j-iJffm \l.l 9. 5 10. 4 �I U I Iを ヨ コ ナ ヲ 刷 1:0 11 後 サ ヂ ケ ズ リ ・ ケ ズ 1J 1:jt+，ーヂ

() 9 7 0 11 () 7 - 1 2 7  i 師総 小型Jt底上盤 A - e l  II 2 円減路 9. 55 '. 1 10. 8 ヨ コ ナ デ ( TI�ナヂト 跡IJ t l l 後十 ヂ 跡Ij"f: 日 後 ヨ コ ナデ ・ ナ ヂ

0 \1 7  1 11 0 7 - 0 6 2  l 師務 小型丸底上器 A - e I n F - 0 7  ι M !U 9. 0:) 9. ， �l tII 後十ヂ{ 部 ス ス 付 者 ) I: Hナデ後ナデ

{) 9 7 2 1 1 0 7 - 0 6 5  i 師認 小型九底土器 .-\ - e l  n [ \}州路 9. 3 1ì. 85 9 配} ヨ コ ナデ・砂'I HI 償ナデ { 部分的に，�彩の担割f> ケ ズ リ ・ ナ デ

09  ï :i 11 0 7 - 2 3 3  t 師翠 小型丸底土留 A- e l  n l りi両i路 10. 0 9. :1 10. 0 刷 ε Il ・ 刷 t l l lをナヂ 十 デ (指頭If痕w

0967 

0971 

�; 
-d 
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0972 
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、、

、、

直 物 語 号

0 9 7 4  

0 9 7 5  

0 9 7 6  

0 9 7 7  

0 9 7 8  

0 9 7 9  

0 9 8 0  

0 9 8 1 

0 9 8 2  

0 9 8 3  

0 9 8 4  

登録宿勾 個 別

H 0 7 - 2 2 9  土師盟

H 0 7 - 2 3 2  土師盟

H 0 7 - 1 2 9  土師臨

日 0 7 - 1 3 2 土師栂

日 0 7 - 1 7 9 土師臨

H 0 1 - 2 2 5  土師踏

H 0 7 - 2 2 4  土師揚

H 0 7 - 1 8 6  土聞盟

H 0 7 - 1 8 5  土師盟

H 0 7 - 1 8 3  土師魁

H 0 7 - 2 2 6  土師盤

0981 

舘 縄 分頗
lI!!IX 

小型丸底上鰻 A - e l  n 

小規丸庭tlll A - c l  0 
小型丸庭土師 A- C I  n 

小型免..It土置 A - r I  n 

小1'!J1.血土留 A - R I  0 
小型丸底土睡 E 
小型九It士麗 - 1 n 

小型九段土毘 - 1 n 

小型丸庭土醤 E 
小型丸底土E - 1 n 

小型丸底土器 E 

，γ 
0978 

、、

出 土地4

坦 術

P }b信111

I l tp復路

J - 1 0 

:i I}筑路

(; - 0 8  

G - 0 8  

I <}総路

2 1}iI!路

1 号機路

I J}i<<路

ltI 1< ua明jAJ
8. 1 5  

7. 95 

1. 1 5  

C I!l  7. 1 

(8. 81 

(6. 81 

(9. 2) 

(6. 6) 

(7. 45) 

(6. 75) 

{邑 .)

;t. 日 {四】

闘f奮 IIfl /lflを
8. 1 8. 8 

7. 仏当 9. 2 

8.. 65 

1 1 . 2  

15. 4 12. 4 

9. 8 

9. 3.'; 

7. 6 

7. 7 

8. 3 

7. 2 

" " 

、、 " " 

ネ守 iIl 偏 '1 
，事 薗 内 d省

酎 f> fl 俺 ヨ コ ナ ヂ ・ 刷 色 UI 量ナヂ. ( 郎 ス ス fHll ナデ t術婿隠復有》

醐 色 I 1 俊 ミ ガキ・ ナヂ後 館副主11侵調i い ミ ガキ ナ ヂt術繍1笠復有}

刷 毛 t I I量 ヨ コ ナヂ・ 刷 毛 � . ( 鰯 ス ス 付 符} ヨ コ ナヂ ・ ナ デ {俗調f/l/()

刷 毛 日 後 ケ ズ I J . (梯彰} ヨ コ ナ ヂ {日程粍の2毎回寝不吻l聞} ・ (，1ド倉孝}

刷 毛 LI ・�I � II 俺 ヨ コ ナヂ・副主ru量ナヂ �I � 日 後 ヨ コ ナデ ・ ナ デ {術頒l良/()

ナ ヂ・ ケ ズ リ 能ナ ヂ ナヂHE工 具1I有}

瑚 毛 日 後自自分的に ナ ヂ f ス ス 付 麿} 刷 U fl 後 ヨ コ ナ ヂ・ ケ ズ リ 慌ナ ヂ

ナ デ { 郎 UUUfiI '1: 11ナデ後ナヂ ・ 強 い ナ デ

酬 を H 後ナ デ 強 い ナ ヂ t指到底Iîl

�I � U 後ナ ヂfIfIS)�J 1 ご 組 い ミ ガキ ( . fIfI ス ス H ll> ナデ {指鍬UU'f)

ヨ コ ナデ ・ 馴 U f l 後 ナ ヂ ナヂ {椛胤任rl!!íl

第1 97図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土土器実測 図 - 31 ー

出土状況 と し て は 、 第 1 92'"第 193図 に示すよ う で あ る 。

20cm 

'irt 
同 腹

小型土製模造品 の 包含 層 中 か ら は総数34点出土 し 、 その種別 は杯形 10点、 高杯形 2 点、 匂玉形、 鏡形 と 多

岐に 及ぶ。

杯 形0985 ・ 0986 ・ 0987 ・ 0988 ・ 0989 ・ 099 1 ・ 0994 ・ 0995 ・ 0996 ・ 1 002 ・ 1 004 ・ 1 005 ・ 1 006 ・ 1 007 ・ 1 008が

出土す る 。

鉢形 1012 ・ 1 0 14 ・ 1 0 1 7 ・ 10 1 9 ・ 1 02 1 ・ 1022 ・ 1 024 ・ 1 025 ・ 1028 ・ 1 029 ・ 1 030 ・ 1033 ・ 1034 ・ 1 035が出土す

る 。

高 杯 形 1 038 ・ 1 039 ・ 1 040 ・ 1 044が、 鏡形 1049 ・ 1053が、 勾 玉形1054 ・ 1 055 ・ 1057、 壷形 1 060 ・ 1 06 1 ・ 1 062

が 出 土 し 、 1025は平底 を 呈 す る 鉢形 、 1043は鉢形で あ る が、 片 口 部 を 形成す る 。
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第1 93図 調査 E 区内小型土製模造品出土平面図- 2 一 (縮尺 1 /1 50)
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に回 \1:Yo986 モ�987 そぽ88 \1;::::::70989
てÐ夕 、:Id モ王2992 て王d993
、ば Ml三三 ud96 \Q1，2 

ビ以6

坦物/3η 曜を録信号

0 9 8 5  T Y A - 5 7  

0 9 8 6  T Y A - 3 6  

0 9 8 7  T Y A - 4 0  

0 9 8 8  T Y A - 6 8  

0 9 8 9  T Y A - 3 2  

0 9 9 0  T Y A - 2 3  

0 9 9 1 T Y A - 3 0  

0 9 9 2  T Y A - 7  

0 9 9 3  T Y A - 2 7  

0 9 9 4  T Y A - 5 8  

0 9 9 5  T Y A - 9 

0 9 9 6  T Y A - 6 

0 9 9 7  T Y A - 4 8 

0 9 9 8  T Y A - 3 5  

0 9 9 9  T Y A - 5 

1 0 0 0  T Y A - 1 2  

1 0 0 1  T Y A - 3 

1 0 0 2  T Y A - 3 8  

1 0 0 3  T Y A - 8 

1 0 0 4  T Y A - 4 3 

1 0 0 5  T Y A - 4 9  

1 0 0 6  T Y A - l I 

1 0 0 7  H 0 7 - 1 0 6 

1 0 0 8  H 0 7 - 2 3 9  

1 0 0 9  H 0 7 - 1 0 2 

1 0  I 0 T Y A - 4  

1 0 1  I I� 0 7 - 1 2 8 

小型土塑般遺品 {停形}

小型土担続遺品{何:形}

'1、国土製慎温品 《停形}

小型土製様車品《停形}

小型土復領遺品{符形)

小型土観様車晶 {伴形}

'1、盟土製織遺品{伴形}

小型土製織遺品〈体形)

小型土製横遺 品{停形}

'1、費量土担様車 晶{停師事】

小型土鍵幌遺品{脈形}

小型国土製織遺品 {何:務}

小型土11傾埠品{停形}

小型土製織遺品{怖形}

小型土盟襖遺品{杯形}

小額土観視遺品 {何:形】

小塑土製領遺 品 t 停形}

小型土製般車品 {何t形}

小型土臨機遺品 {停形}

小型土製様遺品{怖形}

小型土g翼線遺品 t何:形}

小型土製機遺品 {怖形}

小型土lIt!!ii品{何帯}

小型土製恨遺品 t停形}

小型土鰻恨遺品 (何:形}

小型土駆侮盗品 {係自問

小型土製機瑠ðò (1f.形}

I Ocm 

IHJ 地点
分銅

地区 盟 構 幽 位

n I G- 0 7 ・ 0 8 CIlI， D圃
- 1 ß H - 0 7 C ltl  

- 1 ß H - 0 7  C ltl  

ー U G - 0 6  C 凶

E H - 0 7  C ltl  

E l 句協路

E 2 勾旅路

- 1 ß 2 l}p借路
- 1 ß 2 '1涜路

- 1 ß G - 0 6  C 回

- C ß 1 - 0 7  D 伺

- 1 ß 1 - 0 8  D 周

E 2 時両信椅

- 1 ß I f}iil路
- 1 ß 2 り滅路

E 2 f}旋路
E 2 時総蹄

E D Jol  

E 2 1}減路

- 1 ß サ プ ト レ 4 腿

一- C ß サ プ ト レ 4 劇
E 1 - 0 7  D 周

- C ß l 符旋路

E F - 0 7 4 周
- C n l 勾旅路

E 2 丹椛路
- C ß 2 j:}b1f路

法 日 《国}

aac冊"" 劇陪 口径 臨世
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オ 石器 (第205....... 208図 1 ....... 3 号 自 然流路内及び周辺部出土石器実測 図 )

(第202....... 204図 調査 E 区 内石器出土平面図)

出土状況 と し て は 、 第202....... 204図 に 示すよ う に

こ こ で も グ リ ッ ド 内包含層 よ り 出土 し た 資料 の 内 、 良好な も の を選択 し 実測 し た。 そ の 総数 は砥石 4 点 、

磨石 5 点 、 台石 2 点、 浮子12点、 石錘 l 点の24点であ る 。 ま た本稿で の遺物解説は特徴的な 資料 の み に 限定

す る 。

砥石 1067は 、 側 面 に 研 き 面が残存す る 。 ま た砥石1068 ・ 1069 ・ 1070は 、 流紋岩製で、 条線が多数残存す る 。

磨石107 1 は 、 砂岩製で片面 に は条線を有する 。 磨石1072は、 砂岩製で巧打痕跡が明瞭 に 残 る 。 磨石 1073は 、

四 面 に 磨 き 面 を 有す る 。

台石1075 ・ 1 076は 、 半損品で あ る 。

浮子 1078は 、 小 型 円 形で紐結束の痕跡は上下方向であ る 。 浮子1080は 、 大 型 円 形で紐結束の痕跡は上下方

向 と 下部 で あ る 。 浮子108 1 は 、 中 型 円 形で組結束 の痕跡は上下方向 と 左部で あ る 。

浮子 1083は 、 大型 円 形で組結束の痕跡は上下方向であ る 。 浮子1084は 、 小型 円 形で組結束の痕跡は上下方

向 で 、 挟 り が入 る 。 浮子1086は 、 大型 円 形で組結束の痕跡は四方の X 字型で あ る 。 浮子 1088は 、 小型 円 形で

紐結束の痕跡は上下方向 と 右部で あ る 。

石錘 1090は 、 砂岩製で長軸側 に 全 周 で の条線が刻 ま れて い る 。

カ 木製品 (第2 1 2....... 246図 1 ....... 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図)

(第209....... 2 1 1 図 調査 E 区 内木製品 ・ 木片出土平面図 )

出土状況 と し て は 、 第209....... 2 1 1 図 に 示す と お り で あ る 。

こ こ で も グ リ ッ ド 内包含層 よ り 出土 し た 資料の 内 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た。

そ の 総数 は 、 直柄二又鍬 2 点、 直柄平鍬 3 点、 田下駄 1 点、 杭状加工品 1 点、 板状加工 品 1 点 、 用 途不明

品 7 点、 丸杭 5 点 、 割杭 1 点、 角杭 1 点の総数22点で あ る 。

ま た本稿で の遺物解説は 、 分類の基準 と な る 資料及び特徴的 な資料の み に 限定す る 。

直柄鍬 1094は、 円 形 の柄穴、 柄穴周 囲 の 隆起部 を有する 本遺跡唯一の資料で あ る 。

直柄平鍬1 093 ・ 直柄二又鍬 1097 ・ 直柄二又鍬1 101 も 出土す る 。

横鍬1 104 は 、 刃 部 の 形状か ら 、 直柄鋸歯横鍬で あ り 、 身の 上部か ら 側縁部 に か けて 円 弧状 を な し 、 身幅 と

長 さ の比率が大 き い。 柄穴 の 形態が不 明 な A 類 の 基準資料で あ る 。

泥除 1 107は 、 平面形が縦方 向 に 長辺 を持つ長方形で、 両肩 に 1 対ずつ 、 方形孔 を 穿 つ 。 柾 目 材 を 用 材 と し

て用 い て い る 。 柄 を 通す孔 を持たず、 側面観 も湾曲せず直線 を な し て い る 。 福 岡市那珂久平遺跡出土例 と 比

較す る と 単体で使用 し た と は考 え ら れず、 おそ ら く は 、 柄 と 組み合わ さ る 泥除け本体部分が別 に あ り 、 左右

の肩部 に あ け ら れた方形孔で本体 と 組み合わせて使用 し た も の と 考 え ら れ る 基準資料で あ る 。

一木三又鋤 1 109は、 刃 部形状が フ ォ ー ク 状で あ る 三又鋤で あ り 、 柄 と 身 の 境が明瞭、 角 肩 の 基準資料で あ

る 。

一木平鋤1 1 13は、 肩 の 平面形は不 明 で 、 身の横断面形は柄の下端部が身 の 前面 に ま で伸び横断面で突 出 し

てみ え る も の 。 身 の後面は平坦 に仕上げる A 類の基準資料で あ る 。

鍬柄 1 1 15は、 逆算角 形の把手で、 同 形 の透か し を 中 央 に入れる C 類の基準資料で あ る 。

田下駄 1 1 18は 、 枠 付 き 田 下駄 の枠部材片で あ る 。

縦杵1 123は 、 掲 き 部 の 横断面形が 円 形で あ る 小型の資料で あ る 。

田 舟 1 125は 、 断片品か ら の想定で あ る が、 大形の槽 ・ 盤 (朝物) の 中 か ら 割 り 方 ・ 削 り 方 が粗雑で、 身 の

- 286 ー



第 2 章 調査の結果

〉 \ミ / 空179 q
ぶj 十 J 介 / |\ 

o 1 07 1 

. . .." 
l 月大roJ

/ c二フ 1 081

も 1 3
9σ「一 一一一一
ζコ 1 085

来品百

1 066 
受

\21み7J
\

 

\
ぺ

\ 
。 10m R> \:5 

第202図 調査 E 区内石器出土平面図- 1 一 (縮尺 1 / 1 50)

ワtoo

 

つん



第 4 節 調査 E 区

/ cpo①\ 200 iJ/ 1剛 \ I 1074 ※ 

-1it1555h1 a

 

a

 

kよE

 

大門FL1

. . 
2 符自然流埼

l

 

i

 

t

 

-

1

 

i

 

li--1li--31i11h'

 

ー

未銅

主マ思〆プム。
くこ〉

O 
E 

1 0m ノ
./ 〆

1 083 
第203図 調査 E 区内石器出土平面図- 2 ー (縮尺 1 / 1 50)

-288-



第 2 章 調査の結果

"，'b 船。

2 月 自 然流路

4ァ 。 〉

来姻 /づ二:

。

もヘ

f)

 

径一
明

3 
ヘヘ

1 0111 

第204図 調査 E 区内石器出土平面図- 3 一 (縮尺 1 /150) 

-289-



第 4 節 調査 E 区

置物11号 聾録!II号 組 �J

1 0 6 6  T Y A - 8 8  行踊

1 0 6 7  あ 4 6 百栂

1 0 6 8  T Y A - 8 9  石栂

1 0 6 9  あ 4 8 百樋

1 0 7 0  あ 4 7 石魁

1 0 7  I ぁ 5 0 石蕗

1 0 7 2  あ 5 1 石iI

〆， 、、

1 066 

口 1 068 

出 土 地 点
器 細 分銅

地区 坦 備 附 I�

半月 鯵石包丁 - I n i 号漏路

砥石 片岩 E G - 0 6  C I!I  

砥石 泌総理母 E G - 0 8  D 周

砥石 認敏活 E G - 0 6  C悶司.1\
砥石 成敏樹 E G - 0 8 D岡-11

磁石 砂岩 U G - 0 6  

m石 防岩 E J - 1 0 D I!I  

1 067 

じ二二

，1: 日 《四}
備 't

食 品 側 ・ 筏 原 さ

5. 3 5. 6 0. 7 

8. 6 9. 4 3. 2 側聞に使用IIIIr り

8. 1 4. 6 3. ' 

3. 4 2. 2 1 . 6  

4. 3 3. 6 1 . 8  1 -

'. 8 7. 1 5 備調障が寝る

1 1 . 5  8. 3 6. 6 1 -

第205図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土石器実測図 ー 1 ー
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趨物得り
I 0 7 :1  

I 0 7 <1  

1 Il 7 5 

I {) 7 6  

I {) 7 7 

1 073 

J f 

「六寸: 1 076 

111 地 点
置録副島q 同 別 滋 樋 分額

地K 車 嫡 附 I�

あ 5 2 石器 磨石 砂岩 日 (; - 0 7 C 制

あ 4 9 行器 図書石 砂岩 日 2 �}消防

あ 5 3 行詰 属専石 ー 飯石 砂結 E 【� - 0 7  D Joj  

あ 5 4 抗飽 台石 砂定1 I n ] - () 7  

あ 5 5 石器 台石 砂岩 n 1 りmt澗

1 075 

20cm 

;t. Iil (四)
備 考

全 長 幅 . 1量 厚 さ
7. 4 8. 5 6. 3 

7 5. 9 4. 6 

7 9. 8 6. 2 

10. 7 10. 7 4. 1 

1 8. 5  18  3. 1 1 -

第206図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土石器実測 図 - 2 ー

291 -
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遺物語号 登録得勾 緬 別

1 0 7 8  あ 3 6 石器

1 0 7 9  あ 4 3 石器

1 0 8 0  あ 4 0 石認

1 0 8 J あ 4 2 石 器

1 0 8 2 あ 3 4 石ilI

1 0 8 3  あ 3 9 石総

1 0 8 4  あ 3 8 石総

1 078 

1 082 

出 土 抱 点
器 細 分額

地区 坦 倒 悶 伎

淳子 経石 E G - 0 8  。回一括

浮子 恒石 E i 号椛路

淳子 経石 E G - 0 8  

浮子 経石 E G - 0 6  

浮子 経石 ロ 2 号波路

t字予 経石 E 1 - 0 8  

浮子 恒石 E 1-1 - 0 8  

法

全 長

6. 5 

6. 9 

1 1 . 6  

8. 2 

9. 2 

10. 7 

6. 8 

1 080 

ロ
c二) 1 側

凪 {四}
留 考

領 径 厚 さ

9. 2 5. 1 1 -

14. 8 5 級のあた り '4 有 り

1 8. 3  6. 3 

10. 7 3. 8 

1 1 . 5  1 .3  4 カ所の緑樹けIII有 り

14 . 5 4. 1 

8. 1 3. 8 1 -

第207図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土石器実測図 - 3 -
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返納骨号 受録111号 個 別

1 0 8 5  1.1 3 5  行路

1 0 8 6  あ 3 3 石器

1 0 8 7  " 4 4 石揖

1 0 8 8  あ 3 7 fiiJ 

1 0 8 9  あ 4 1 石栂

1 0 9 0  あ 4 5 石田

1 085 

出 土 地 点
lIII 孤 分銅

組区 遺 栂 回 位

得子 経石 U 1 号崎路

得子 経石 U G - 0 8  

t字予 健石 E 1 時浪路

博子 -量百 n I G - H ' - 0 7  4 101 

博子 健石 U 3 勾iII路

石鑓 砂岩 E 1 - 0 7  D IoI 

1 087 

1 090 

法 fiI (咽}

全 長 舗 ・ 径 厚 さ

8. 7 10. 7 6 

9. 6 1 2. 2  '. 9 4 カ所の組働け複合一 η

10. 3 19. 4 � 8  

6 8. 2 2. 8 1 -

' . 8  1 0  3. 5 

8. 9 1 2. 4  8. 5 

第 2 章 調査の結果

1 086 

-0 
C二) 1 088 
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20cm 

写真備 考
国腹

77 

77 

77 

77 

第208図 1 ........ 3 号 自 然流路内及び周辺部出土石器実測 図 - 4 ー
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厚 さ が他 に比べて厚 い も の を 田舟 と し て分離 し た。

木錘1 136は 、 用 材 と し て芯持丸材 を選択 し 、 両側の端部 に加工 を施 し て あ る 。 全て軸方 向 を 横位 に持つ ヨ

コ 型で あ り 、 丸太の側面 中 央 の 片側 に の み 、 切 り 込み (挟 り ) の は い る も の で 、 B 類の基準資料で あ る 。

木錘1 137は 、 用 材 と し て芯持丸材 を 選択 し 、 両側の端部 に 加工 を 施 し て あ る 。 全て軸方 向 を 横位 に持つ ヨ

コ 型で あ り 、 丸太の 側面 中 央 に 、 芯 を はず し て 上位 に 穿孔 し た も の で 、 E 類の基準資料で あ る 。 屋根槌1 143

は 、 裏面の 中 央 に 1 条 の溝がは し り 、 斜め方 向 に 交差す る よ う に数条の溝状の痕跡が残 る 基準資料で あ る 。

考古資料 と し て の類例がな く 、 民俗資料 と し て藁の屋根の小 口 側 を 叩 き そ ろ え る 用 具か ら 同様の機能 を も つ

も の と 類推 さ れ る 。

横槌1 142は 、 敵打部 と 柄部 と の移行形態 と し て 、 離打部 と 柄部 と の境界が斜め に 傾斜 し 、 細 く て長 い も の

で B 類 の 基準資料で あ る 。

不明農具1 145は 、 先端部が あ た か も 竪杵鳴 き部状 に 擦れた資料で あ る 。 揺 り 粉木状 の用 途 と も 想定で き る 。

斧膝柄1 15 1 は 、 縦斧用 と 比較 し て法量で小型 の横斧用 で、 台部は全体的 に 削 り 込み、 斧台後面 を 平坦 に 仕

上げる B 類資料で あ る 。 装着の鉄斧種別 の特定は困難で あ る 。

不明農具 1 147は 、 樹種等か ら 鋤鍬類の断片であ ろ う 。 不明農具 1 149は 、 樹種等か ら 鋤鍬類の 身か ら 刃部の

破片で あ ろ う 。

筒 形容器1 159は 、 芯持丸材 を 割 り 抜 いて筒状 に仕上げた も の の部材で あ る 。 器 内 面 に 横 ・ 斜め方向の加工

(削 り ) 痕跡が見 ら れ、 器外面 に も 部分的 に で は あ る が縦方向の細 い加工 (削 り ) 痕跡が見 ら れ る 。 下端部

は縦断面形で見 る と やや 凸状 に加工 し てお り 、 別材で作 っ た底板 を 上か ら 落 と し 込 んで使用 し た と 考 え ら れ

る 。 ま た 、 器 内 外面 と も に黒漆が塗布 さ れて い る 基準資料で あ る 。 樹種はイ ヌ ガヤ で あ る 。

鳥形木製品 1 163は 、 側面観 を 表 し た も の で 、 頭 ・ 胴 ・ 尾 の 各 部 を 明 確 に 分 けて形作 っ て い る 。 本体 と 別 に

作 っ た翼 と 組み合わせて使用 し た と 想定で き る 基準資料で あ る 。

戟形木製品 1 164は 、 柄 の つ い て い る 側 と 反対側 の縁辺は薄 く 、 刃 を意識 し た よ う な作 り を し て い る 。 刃 部

の 作 り な ど に宮 ヶ 久保 ・ 詫 田 西分 出 土 の戟形木製品よ り も デ フ ォ ル メ さ れて お り 、 本遺跡出土例 は所属時期

の時期差 に よ る 形態差 と 想定 さ れ る 。

槍形本製品 1 170は 、 形態的 に も 、 現在 ま で の 出土例は剣形木製 品 に 長 い 柄 を 付 けた状態の も の で 、 本遺跡

出土例 の よ う な 、 梶棒状で 先端 を 尖 ら せただけの も の は類例が見 あ た ら な い 。 芯持ち 材 で は な く 芯無 し 材 あ

る い は割材 を 用 材 と し て用 い て い る 点 ・ 全面加工 を施 し て い る こ と か ら 杭 と は明 ら か に違 う も の で あ る 。 槍

形木製品 と 限定せず に 、 先端 を 削 り 込んで尖 ら せて い る た め 「刺突」 を 意 図 し た木製品で あ る と も 考 え ら れ

る 。

万 形木製品 は 、 柄 の 部分 と 思わ れ る も の が 1 点出土 し て い る 。

脚板 1 167 ・ 1 1 68は 、 脚付盤 と 想定 さ れ る 脚板片で あ る 。

梯子1 173は、 芯持ち の丸材を杭状に加工 し 、 V字状 の 欠 き込みを 3 基入れて足掛 け と し 、 さ ら に 上端の 欠

き 込 み の 反対側 に も 梯子 の 固定用 に 欠 き 込 み を 1 基入れ る 。 丸材 に 欠 き 込 み を 入れただけ の い わ ゆ る 丸木梯

子で あ る 。
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Cコ写も
ととコr_，:

1 094 ( 'ん ) 20cm 

出 土 地 点 法 日 【四} 写真
置物語号 登録111号 組 制 l1li 極 分額 備 考 木 取 り 樹 値

固阪抱区 直 備 爾 位 金 量 幅 ・ 径 尽 き

1 0 9 1  09 5 T Y - 2 3 9 2  木叡晶 直柄平Il A 1 n 2 号砲絡 35. 4 14. 6 1 . 8 刷- 柾 目 プナ将コ ナ ラ 属 ア カ ガシ豆腐 79 

1 0 9 2  0 9 5 T Y - 2 2 1 2  *!II晶 寵柄平鍬 ( B c ) 1 D 1 号波路 24. 6 '. 2 0. . 値 目 プナ将コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ彊腿 79 

1 0 9 3 0 9 5 T Y - 2 4 8 1  本側品 直柄鍬 B 1 n j - 0 8  19. 6 1 1 . 9  1 . 6  笹 目 プナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ豆腐 79 

1 0 9 4 0 9 5 T Y - Z 5 0 4  本観品 由柄司区刃般紙 - 1 n ) - 0 '  13. 3  5. 5 乱 9 板目 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ劃属 79 

1 0 9 5  0 9 5 TY - 2 3 6 8  木製品 直柄平鍬 B a I D z 号線路 且 5 5. 8 1. 8 権回 プナ 符 コ ナ ラ 偶 ア カ ガ シ露関 79 

1 0 9 6  0 9 5 TY- 2 2 1 5  本割晶 直柄平Il B b 1 n 1 号旅路 32. 9 7. 8 1. 6 刷版W 値 目 プナ科コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ亜周 79 

。

1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 1 ー

- 298-

第21 2図



調査の結果第 2 章

ロ

1 1 098 ( 1/5 ) 
(ÇS>$SSS，こ:コ

，、j t 

， ， 

1 097 ( 1/5 ) 
ー勺今工

\ 
1 1 t 

i J  
h ノ、 ノ、 〆、 〆、 〆

==6:む

，

 

I

 

jJI

 

-
-1
1!

 

-

1111
11

 

il--illit--lI

 

I

 

I

 

I

 

I
l
l
i
-

-
I
 

l-



iJ

/

 

，，

，，

 

/ノ

J、

/

 

〆

、

〆

、

，，

、

/

、

，，

、

ノ

\

/f

ー、 、

I
ll
l!

i-hit - 

i
j
'
i
l
l
l
l
i
-
-
- -

‘�::= 

1 099 ( 1/5 ) 
二C二二ニコ

20cm 

回一
削一
刷

樋倒

プナ料 コ ナ ラ 鴎 ア カ ガ シ4長崎

プナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ ン 報総

プナ将 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 頓民

。

�， 木

Cごこ之ここ-コ

1 --- 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 圏 一 2 -

- 299-

第21 3図



J -
.:..........c ' \ \ 1>' 

1 1 01 ( 1/5 ) 

調査 E 区

0 1 

C二二二〉

第 4 節

1 1 00 ( 1/5 ) 

l 

i 

l 
t 

J ， 〆〆〆

1 1 03 ( 1/5 ) ，� 

、 1、 J

f
t
l
l
t
!

l
i
l
i
-
-
l
i
f
t
-
'e'
 

i
l
t!

 ，，

、

ie，

、

，，

、

，，ー

、

A，ff

、、

itl'fl

;、、

i't'1

I11 1

 

itt'1lit- -

)
 
一‘a，/

 

，，‘、

illit--11

qι

 

t
s
a
i
l
-
-

j
'

j
J

nU
 

i/

1
 

/1
 

2
1
1
0
』
t
i

--

ai
t
-
l

i
t
i
-
-J
t
f
a
l
l
t
i
l
l
-
-
1
1」t

J
 

=コ ー

20cm 。

_____ -=:::s.-:二こごごf戸一一一ー一万
1 1 04 ( 1/5 ) 

ー ーとこ二

11\ 地 点 w ril (r口] 1;'(1， il1物帰陪 登録t引} 楠 別 総 州 分野l 備 J号 本 �， り 倒 樋t也l< 直 備 i，j (主 全 11 悩 . (事 1'/ さ 凶版

1 [ (1 0  0 9 5 TY - 2 4 6 7  本間品 前 例 :: x鍬 A tJ I !l 2 りz耐鮪 30. 7 7. 9 1 . '  .w プナ 科 コ ナ ラ 凶 γ 力 ガ シ 亜胤 お0

1 J 0 I 0 9 5 Tï - '2 Z 0 6  水倶品 前例 : X 鍬 A <I I 11 【 - (1 H :a. 5 7. 6 1 . 0  任 1 1 プナ"コ ナ ラ 凪 ア カ ガ シ 亜属 80 

1 I 0 2 0 9 5 T Y - 2 5 1 4  "1型品 á!i柄 ゃ 又鍬 A ， II 2 り流路 :i l . f. 6. 0 1 . 2 位 11 プナ 科 コ ナ ラ踊 ア カ ガ シ亜凪 80 

I I O :i 0 9 5 TY - 2 '2  J H 木製品 幽柄 又 鍬 A I 0 l りi南町 38. ' 8 . 11 I . :i ;:;îUi 5.t (j' 1 1  ブ ナ 科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ :シ盛岡 KO 

J 1 () 4 (HI 5 T\' - 2 ;'; 5 1 木製品 白州a信仰峨鍬 八 E :i f}椛路 8. 4 45. 8 0. 8 阪1 I プ ナ 科 コ ナ 7 凪 7 力 ガ シ亜同 8J  

1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 - 3 -

- 300 ー

第2 14図



調査の結果第 2 章

宅、ゎ。
。J

/ 

(D 

ζ〉

￡ジ

グ

lワ!

1 1 1 0 (  1/5 ) 

1 1 07 (  1/5 ) Cコ::0:::担云 セこコl!J>

ヒコ

1 1 08 ( 1/5 ) 
ζコ

モ三三乙τ斗 1 1 09 ( 1/5 ) 

O 

20cm 

G 

1 1 05 ( 1/5 ) 

() 
Uミ江斗ιι山山品以

誠一則一剛一削一
竺削一
件削

怖制
ヂ シ そ ノ 4
シ f ノ キ胤
プ J-nコ 1 ヲ凶γ力ガン帳属
プF科コ P ラ腿γ1) ガ 〆報凶
ヴサ れコ } ラ同γカガン<!ι話

'[( 神、
問一川一刷一-一川
M

 

m勺

-リ

備

一一附

-3-
-14岳山-f-4一
一一い

-L'-B一-1 IFro-u叩- t一
一白開

-帖一
-
- l-
- l一
一昨

d
-

l一
ぉ

-
2

-
7

一
リ

-
1

一
五

一
N

-j一机一比一見一川一川一侃一
品

i

 

山一周一
J� íHtlトー-r-一一一一一ーい色 4 迎 綿

一 II I 3 1:Ì1電路
11 I 2 1 Jnli路
D r J 0 9  

11 1 2 1 }illi路
11 I J - () }j 

傾
l 1 0 :J 伊9日5T円、 一 � 5 .)  8川| 水 穂 凶 | 鍬 l自伐柄

I ハI 0 1\巾|拘09 S TY - 2 .'l刊川9刊9 ' 水本州製品 | 鍬 H附!
i ， 0 ' 10 9 0 汀 H - 2 5 υ 8 1 本柑製品 | 淀除 l 
l i 川 |い(} 9 5 TY - 2 .! .1 5 ! 柑品 |障 制加時削l
I I fJ 9 Io � 5H - 2 H 3 1  本拠品 1 一 本 :又飼 l

:!iI �J 隔登録lIPi週拘癖')

プ J. n コ P ラ 胤 予 力 ガ ;:. �軍属

第21 5図

'2 1;;奇路

1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 - 4 ー

- 30 1 -

本予'''lI 1 1 n I0 9 5 TY - 2 J 8 9 !  本鎚品



第 4 節 調査 E 区

� 

@ -

昌 一

与 二 " " ( '/5 ) 

勺

同附ì"T't-.. 1 " 2 ( '/5 ) 

。i 一

" 1 3 ( '/5 ) 
，何内刊hITIT句

出 土 繕 点 法 日 〈四}
遺物語番号 II録111号 個 別 揚 圃 分銅 由 考 木

地区 理 構 m 位 全 員 繍 . 11 閉 さ

94. 0 
1 1 1 1  0 9 5 TY ・ 2 4 7 1 木製品 一本平均 o I n 2 号構路 柾目

身畠暴31 1 身軍帽111 身田口 鍋筒111. 0

1 I 1 2  0 9 5 TY - 2 3 9 6  本恩晶 木平岡 C 1 n 2 勾浪路 22. 8 10. 3 2. 1 征回

I 1 1 3 0 9 5 T Y ・ 2 1 1 6 木圃晶 ー木事国 A 1 n G - 0 7 調 6 13. 4  2. 4 続箇笹3.1 腹自

I I 1 4  09 5 T Y - 2 4 7 3 本銀品 周 柄 A 1 n 2 時涜路 抽 0 2. 6 志無丸

I I 1 5  0 9 5 T Y - 2 5 5 3  本躯品 周 柄 C 1 n J - 1  0 8. 5 7. 2 1 . 8  柾 目

政 。

e 
1 " 4 (  '/5 ) 

二-四国

市l守
， 1 1 1 5 ( '/5 ) 

。 20cm 

写真
樹 唖

図阪

プナ科 コ ナ ラ 腐 ア カ ガ シ麗属 81  

プナ将コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ彊縄 81 

プナ符 コ ナ ラ 腐 ア カ ガ シ彊属 8 1 

プナ科コ ナ ラ 腐 ア カ ガ シ彊属 81  

プナ符コ ナ ラ 胸 ア カ ガ シ麗嶋 81 

第21 6図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 5 ー

- 302-



f2'ZZZZ;l 一

!7lìJI/i?Z) 

rz77Z2/2 Z Z?Zð 

c:::=コ

ー 司 、
‘ノ .

" 1 7 ( 1ん )
c:: =コ

遺 物 II r} !I!鰍鳴り 個 別

I I 1 6  0 9 5 TY - 2 1 1 2  木製品

1 1 1 7 0 9 5 T Y ・ 2 H l 木IIO!Ò

I 1 1 8  0 9 5 H - 2 0 8 3  本11晶

I 1 1 9  0 9 S T \' ・ 2 5 0 0 本観晶

I 1 2 0 0 9 5 TY - 2 4 7 2  本廃品

1 1 2 1  0 9 5 T Y - 2 2 1 3  ...鰻晶

栂 伺

足仮

足 仮

枠型関下駄

足仮

足仮

停型田下駄

" 1 6 ( 1/5 ) 

ζ1P � ø -

出 1 地 点
分銅

地匹 盟 例 凶 依

E ) r}i慌路

E HH脅路

E F - 0 7 < ø→結

E 3 <JifI路

E 2 号縫路

E l 防総路

11> 
全 員

46. 8 

38. 9 

1 3. 9  

23. 0 

9. 0 

凪 5

第 2 章 調査の結果

O 
1 "S ( 1/5 ) 

。
巴=コ

叫刷出山出品山 " 1 9 ( 1/5 ) 

F一星空ñ-，.l Ld !../一~ー- J 0 ") J _ 側 [ \ノn、 ) J 唱 á 下 \ J "0...、 」ノ h1， \ コロム'

1 1 20 (  1ん )- -曹塁塁室員b

限 {四】
備 考 本 取

制 . /菱 隠 さ

8. . 2. 0 征日

。

り

ク ス ノ キ

樹

.. 3 0. 9 値 目 プナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ盛岡

2. 9 3. . プナ科コ ナ ラ 凪 7 カ ガ ;シ 亜凶

9. 7 0. 7 柾 目 ム ク ロ ジ

9. 0 1 . 2  板 目 プナ終コ ナ ラ 楓 ア カ ガ シ重刷

' . 0  1 . 6  経 目 (;E:鰍 向 } シ イ ノ キ属

江3
1 1 21 (  1/5 ) 

20cm 

'，，，-
孤

回版

82 

.2 

思2

82 

.2 

第21 7図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 - 6 -

- 303 -



， F 
c=哩9 1 1 24 ( '/5 ) 

。 ( @ )汁予〆

ゆ

調査 E 区

U剤、
、、
t

 

t

 

第 4 節

43 1 23 ( % )  

⑬ 
〆ー、、〆 、 B" ‘、， 一 、M

- 0 

1 1 25 ( '/5 ) 

三24

， ， t ， t F '
 

'

 

'

 

、 ー ー ー
20cm 

木 �， 割

プナ将コ ナ ラ 腿 コ ナ ラ 種属 ク ヌ ギ節

プナ科 コ ナ ラ 踊 ア カ ガ シ 歪属

サ ク ラ 属

つる鍋物D

樹

。1 1 22 (  '/5 ) 

1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 圏 一 7 ー

- 304-

第218図



組物帰I}
1 1 2 6 

I 1 2  j 
I I 2 8  

I I 2 9  

I 1 :1 0  

1 1 :1 1  

I I :1 2 

I I :i 3 

仁コ 1 1 26 ( 'ん )

-� 
1 1 28 ( 'ん )

こコ 1 1 30 (  '/5 ) 

一 一③
1 1 32 (  '/5 ) 

。

HI 地 点 it 自由 化問}管録111号 縄 旬l 語 縄 分割
地1;( 週 情 101 1を 全 長 倒 t事 1事 さ

O !l 5 T Y - 2 3 6 5 木製品 '"鎚 C I n 2 け椛路 15 . 2 7. 3 

0 9 5 Tr - :? J 5 7  木製品 本健 C I ß l η流協 16. 1 8. ' 

0 9 5 H - � 2 6 8  本留品 本健 C ' ß I i }i世路 1 7. 4  .. 6 

0 9 5 H - 2 3 8 6  '"盟晶 木S唾 C I ß 2 句碑路 1 4 . 6 7. 4 

0 9 5 TY - :? 3 5 9  本廃品 水銀 C I U " }椛路 1 5. 8  邑 3

0 9 5 TY - :? H O  木良品 本銀 C I D 2 り栂路 1 3. 9  5. 6 

0 9 5 T Y 骨 2 5 3 8 木製品 水銀 C ' D  3 r}if.f燃 12 . 1 '. 3 

0 9 S T r - 2 5 3 7  本'11晶 水銀 C ， u 3 りt俺路 12. 6 7. 8 

備 "

.，，}，iIL 

$}，IIL 芯持九

.t持丸
巴締九

Z偽札
$1年九

E符九

第 2 章 調査の結果

1 1 27 (  ，ん )

一 ρ命
、ふコ1

C二コ 1 1 29 (  '/5 ) 

-�司
Cコ

1 1 31 (  '/5 ) 

叫
@

�Cコ 1 1 33 (  '/5 ) 

水 取 り 樹 縄

ヤ プ ツ パ キ

ヒ イ ラギ

広驚倒《散孔材 0 1

プナ科 コ ナ ラ 回 ア カ ガ シ 唖同

広築制 {徽孔U E I

プナ将 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 盛岡

タ マ / ミ ズキ又はヤマボ ウ シ

ヤ プ ツ パキ

写11国版
" 
" 
" 
" 
" 
" 
" 
" 

第21 9図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 - 8 -

- 305-



第 4 節 調査 H 区

一白喧- 轡
亡コ

-�亘)
Cコ 1 1 35 (  '/5 ) 

仁二二3
E三重ヨ @

ー

1 1 37 (  '/5 ) 

-�ヨ-
1 1 38 ( '/5 ) 

く \ 1 1 39 (  '/5 ) 

1 1 40 ( '/5 ) 

。 20cm 

11\ 地 点 ïl; 雌 k冨} リ"
;J納骨吟 盟縦割陸時 檎 �I 総 樋 分史現 備 Jt Aミ 取 り 制 f順

回阪
地区 遺 白縄 111 1立 全 長 組 筏 I事 さ

1 I 3 '1 09 5 T Y - 2 4 6 9  本蝦品 木健 D 1 11  2 吟白血路 12.7 6.1 .�怜!L ハイ ノ キ属 83 

1 1 3 5  09 5 T'f - 2 4 7 0  木製品 本錘 o I I! 2 1奇線路 10.9 6.0 ë=t，'iJl ヤプツバキ 目。

I I 3 6  0 9 � T Y - 2 5 1 2  木製品 本舗 B 1 0 ) - 0 9  15.5 4.0 c::t，YJL エ ノ キ属 83 

1 I 3 7  0 9 5 T Y ・ 2 5 0 5 水型品 ，，'竜 E I 11 ) - 0 9  13.3 6.7 - I.ï::;t与九 プナ科コナラ凪コナラ亜凪ク�ギ節 83 

I I 3 8  0 9 S T Y 帽 1 3 6 4 木綬Iiò 水鍾 A 1 U 2吟機関 12.4 4.6 t.;;y九 ハイ ノキ属 83 

I I 3 9 9 S f Y - 2 3 1 2  本周品 木錘 A 1 11  i 乃 t策路 15.2 7.'1 ー 芯防九 ヤプツバキ

t 1 4 0 9 5 T Y - 2 1 9 9  本!lliò "縄 八 日 2 1}線路 22. 9  1 1 . 0  ツバキ円サカキ凪サカキ

第220図 1 � 3 号自然流路内及び周辺部出土木製品実測図- 9 一

- 306 ー



/ 

@ 

1 1 41 ( '/5 ) 

� 

- l 

@ 
@ 

， J 

第 2 章 調査の結果

O 

1 1 45 ( '/5 ) 

。 20cm 

本 取 り

属
一

例

盛
一

盛

ン
-

ン

ガ
一

ガ

カ
-

カ

ア
-

ア

民
一

一属

ラ
一
一
ラ

キ
一

属

ナ
一

ナ

パ
一

キ
一

キ
一

コ
一

コ

ツ
一

ノ
一

ノ
一

科
一

科

プ
一

イ
一

ス
一

ナ
一

ナ

ヤ
一

ノ
一

ク
一

プ
一

プ

第221 図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 1 0ー

遺物制l 怪 録 制 組 別 援 組 | 分鮪 備 考 1IJII4Il/1l"1 l!"'/1I'1 I I1Ii H'J 1 111 lil 1 $tltl l 山 i 地 点 | 絃 俄 凶 |
| |地活| 迫 栂 1 '" 位 | 全 長 | 幡 ・ 径 | 厚 さ |

| ， ' 4  ' I0 9 5 T Y - 2 4 4 8 1 木製品 | 醐 1 B 1 川 2 1}糊 | い1. 3 1 5. 9 1 6. 5 1臨回ι|柿九| ， ' 4 2 109 5 T Y - 1 2 0 8 1 本製品 | 醐 1 B 1 n 1 (; - 0 ' 1 - 1 担 9 I 5. 2 い 8 1町"，，1四九1 ，  ' 4 3 109 5 T Y - 2 I 1 ' 1 木型品 l 屋損鑓 1 - 1 " 1  (; - 0 7  1 - 1 札 3 1 9. 2 1 2. 5 1 - 1刷
| ， ' 4  4 109 5 Tト 2 3 5 6 1 柑品 | 不明農民 | ー 1 11 1 11 - n 的 | 一 1 1 7 4 1 5. '  1 2. ' 1 - 1刷
| " 4 5 109 5 T V - 2 5 7 8 1  木製品 | 不明農民 1 - 1 " 1  K - 0 9  1 - 1 日 5 1 4. 8 1 - 1 - 1剖帆

一
てフ

1 1 43 (  '/5 ) 

- 307-

1 1 42 ( 'ん )

乏ヨー

1 1 44 ( 'ん )

組

同制E判制



第 4 節 調査 E 区

‘ 、

。

。

1 1 48 ( '/5 ) 

。 一
。 。

0 -
、

.-

出 土 地 点 法 田 {四} 写真置物111勾 童館密号 置 別 盟 岨 分周 個 考 本 取 り 樹 栂
図版旭区 週 織 m 位 全 員 領 ・ 優 l事 さ

1 1 4 6  09 5 TY - 2 1 4 5  木観晶 不明 柄 - 1 D 1 号梶路 63. 7 2. 6 3. 0 .t;持丸 プナ科 コ ナ 7 属 コ ナ 7 頓鵬 ク ヌ ギ即 自
I 1 4 7  0 9 5 T Y - 2 5 1 1  木製品 不明由民 - 1 D ) - 0 9  10. 1 3. 9 0. 7 プナ科コ ナ ラ 民 ア カ ガ シ亙蝿

1 1 4 8 0 9 5 T Y - 2 2 5 1  木留品 不明 柄 - 1 D 1 号浪路 2� 8 3. 6 4. 2 ア ワ プキ属

1 1 4 9  0 9 5 T Y ・ 2 5 0 6 木11晶 不明III県 E ) - 0 9  37. 7 5. 9 1 . 2  経 目 プナ科コ ナ フ 属 ア カ ガ シ 重量鴎 84 
60. 9 情磁器。

1 1 5 0 0 9 5 T Y- 2 4 4 7  木製品 斧 柄 A 1 D 2 句線路 事持 ツパキ将サカキ属サカキ 84 台穆QlnI 811椙1 0 割輔4・
26. 4 嗣畳1 1

1 1 5 1  0 9 5 T Y - 2 5 1 3  木担品 IF 腺柄 B 1 n ) - 0 9  .t;持 イ ヌ ガヤ 84 台融日 細胞g 領角田・
18. 1 寄蝿u

I 1 5 2 0 9 5 T Y - 2 5 1 0  木製品 IF 膝柄 A 1 n 2 奇捷路 事持 ツ パキ科サ カ キ属サカキ 84 省侮QIH 合醐日 楠岡・

第222図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 ー 1 1 -

- 308 一



調査の結果第 2 章

てJ t 
U 

1 1 53 ( 切。)

l\ 

r ト ー寸日--l[ l ~ !可

B 三ぜ 1 1 55 (  '/Ío) 

:..--===メク
竺で?「 、 でご三三ヨ
ミミミミ

1 1 56 (  ，パ。)
50crn 。

1 - 3 号 自 然流路内及び、周辺部出土木製品実測 図 ー 1 2ー

- 309-

第223図



第 4 節 調査 E 区

二こ

:ョ

1 1 59 (  1/5 ) 

壇物1111} 霊録得勾 種 別 路 側 分銅
地区

1 1 5 3 0 9 !i T Y - 2 H 9  本留品 相 E 
I 1 5 4 0 9 5 T Y - 2 5 4 1 木11品 相 - I D 
I 1 5 5 0 9 5 TY ・ 2 3 6 3 本圏品 脚付盤 - I D 
1 1 5 6 0 9 5 T Y - 2 4 3 8  本拠品 方11<111 - 1 D 
I 1 5 7 0 9 5 T Y - 2 5 J 5  木製品 脚付盤 E 
I 1 5 8 0 9 5 T Y - 2 3 9 4  木11晶 111 - I D 
I 1 5 9 0 9 5 T Y - 2 5 0 9  木曽晶 筒形曾圃 E 
I 1 6 0  0 9 5 T Y  ・ 2 5 5 6 本自民晶 担手 - I D 
I 1 6  I 0 9 5 n - 2 2 5 2  木製晶 益縫 E 
I 1 6 2  0 9 5 TY - 2 Z 6 I 本領o!lo 111 E 

、‘“ 
‘ 、

1 1 57 (  1/5 )  

1 1 58 (  1/5 )  
。，

電 1 im i % 欝醤醤輔副1

g \ 1 1 62 ( 1ん )

出 土 地 点 法 凪 {四}
銅 't 本 取 。組 欄 周 低 全 員 領 経 JlI さ

3 号棟路 80. 5 由 。 13. 7 倒木取
3 勾浪路 73. 4 19. 1 2. 0 I!l!.崎引11 倒木取
2 時縫路 73. 7 15. 2 '" 由副I ! 蝿木取
2 号線路 69.3 24. 8 4. 1 I�i・... 111本取
3 号拠路 62. 7 2a8 3. 1 綱本取
2 号椛略 23. 5 13. 4 1 . 4  倒木取
) - 0 9  1 . 1 高さ15 .0 1 -

J - 1 0  8. 0 1 . 9  1 . 8  

l 勾旋繍 28. 7 8. 9 1 . 1 経日
1 1}涜路 31. 8 8. 8 1 . 4  畠!111! 1 1 鰻 -"

1 1 61 ( 1/5 ) 

。

樹

プナ科ク リ 腐 ク リ

プナ利 シ イ 鴎

ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ 属 ク ス ノ キ

ク ス ノ キ科 ク ス ノ キ凪 タ ス J キ

プナ符ク リ 贋 ク リ

ク ス ノ キ

イ ヌ ガヤ

プナ利 コ ナ ラ 属 ア カ ガ ン豆腐

モ ミ 属

ク ス ノ キ

第224図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 ー 1 3-

- 3 10-

20cm 

'fl'l 
縄 回脂

.. 

.. 

.. 

86 

田

86 



調査の結果第 2 章

書
O 

一一ー==てこミ
�二五三室立ー。 亙言霊玉置

20cm 

1 1 70 (  '/5 ) 

雷

同日川υ

�三ヨー

47"JO ! 一

%

-

A
一
ー
川

O ζ迫
，

門川川川U

1 1 65 (  '/5 ) 

- up- ? D 9 
。 1 1 64 ( '/5 ) 

G 
1 1 67 (  '/5 ) 

伊豆主主当、ーーーー-司副h・ー"ー-'C二=二コ 1 1 66 ( ，ん )

ζこ工C二〉

。

。L R 
1 1 69 (  ，ん )

1 1 68 (  '/5 ) 

刊一醐一面一師一一
一揖一一
一師一師一回

緬
プナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 霊随一
ツパキ符サカキ腐サカキ

プナ利 コ ナ ラ 健 ア カ ガ シ盛属

ア カ メ ガ シ ワ 属

ク ス ノ キ

セ シ ダ J

プナ斜 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ 壷 属

プナ侭コ ナ ラ 民 ア カ ガ シ 軍属

制肌望本
点 11::. fl1 {('fII) 

仰 't
M 位 | 全 保 l 銅 鐸 / 1\1 さ l

- / 4 1 . '  / ，酬'- "/岨即 日|刷脚10 1怯(1
目 見 。 / 4. 3 / 1 . 5  / - I続(1

| 日 I 2. 0 I - I刷
22. 0 / ' 0 / 1 . 9  / - /削1
l 1 . ，  /咽臥 _ / 2. 6 /園田 |網棚

22. 3 / ". 9 / 2. 9 / - /繍水取

{問視5抑制 ， / - / - /紡 筆 . ，t;鮒L

凪4 1 5. 1 1 4. 4 1 - 1，，-鰻九

随
分銅 ト-r一一一一一一一ー

I�区 温 情

n I り械路

II I J - 0 9 

II I J - I 0 

n I 2 1}i常時
II I F - 0 8 

11 I J - I 0 

n I け縫路

n I J - 0 8 

樋

，�(f!木寝品

ot形木復品

刀形水銀品

限機関綾
足飯

JtJlj 

紡縄

俄形水銀品

品
-

&
一

品
一

品
-

晶
一

品
-

晶
一

品

剛山

=
R
一

袋
一

製
一
-
R
一

割
一

随
一

製

本一本一ー本一白木一本一本一本一本

TI
『

守』
-

申l
-

Tl
-

't
-

Tl
-

守』
-

守A

《uw
一

角uw
-

向日曹
『

内M
一

内u'
-

内ν
一

内u'
-

内M

3
-

4
-

s
-

6
-

7
-

8
-

9
-

0

 

6
-

6
-

Fb
-

nb
F
Fh
-

6
-

6
-

同イ

務別縄1""111 '> Jl!物a臨時

1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 一 1 4一

- 3 1 1 -
第225図



第 4 節 調査 E 区

航
(@
蛾

-cコ @ 一

加工-10 自然記円) 自然、、Þ-l1自然 加工
1 1 71 ( '/'0) 

0 -

1 1 72 (  ，パ。)

1 1 73 ( 刈 ⑬

。

。

〈ご与一

。 一

1 1 74 ( '/'0) 

50crn 

第226図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 一 1 5ー

- 3 12-



1 1 75 ( 'パ。) C 
⑬ 

延〉

1 1 76 ( ，パ。)

。

日

。

@

第 2 î:ï 調査の結果

1 1 77 ( 日。)

50cI11 

題、 1 1 78 ( '/'0) 

墨書、

"' 地 点 iE. 鳳 i四}
�拘俗吟 世蝕掃け {‘ �J 腿 f<< lt町i 個 々 '" "， ') yj 1<< 

141> 地区 a 備 "" 生 全 E 剣 Il 円匹 さ

1 1 7 1  。宮5TY-24 1 2 本拠J/， x何F・ 日 日 2 lh�m 2 ] 1 . 0  6.:1 <\.0 ス ダ ジ f

J 1 7 2 0 9 S T\' - 2 3 9 5  本fl品 一 日 2 りI世間 "苅 O :1.:1 ιlゐ九 ウ コ ギ 刊 ウ コギ桝ヤ7ウコギ 92 

1 1 7 :i 0 9 5 H - 2 3 8 8  木製品 綿 子 11 1 - 0 8  l:lO. 7 1 1. 2  z芯I，\ JL プナHコ十7'"コナ 7 盛岡 フ ヌギ節 92 

1 1 7 '1 0 9 5 n - � J 9 0  本鍵晶 悌子 n 2 時r従路 177.0 10.1 9.5 抵11 ブナHコナラ凪コ ナ ラ .w..IIII:コ ナ ラ 節 92 

I 1 ï 5 09HY - 2 5 9 5  必;興品 悌子 - 1 U ソ ク ミ ゾ 128.7 15.2 ，i::且nh ハイ ノキnハf Iキ凶
1 I 7 6  O !l 5 TY- 2 2 1 6  ，j>fl!/， 住H ロ i 時樋附 69.7 12. 3 5.7 芯?ヤ ツパキf1':Jパキ凶 87 

1 1 7 7  095TY- 2 H 9  本間品 住村 n 2 号t世間 l師 3 10.0 .t:仲JL タ プ ノ キ 岡

1 I 7 8  0 9 5 T\' - 2 4 8 2  水間品 ねずみ也し n ) - 0 8  6.1 . 3 15.7 2，0 縦ホ�， スギ円スギ凶ス-\' li8 

第227図 1 � 3 号自然流路内及び周辺部出土木製品実測図 - 1 6一

- 3 1 3 -



第 4 節 調査 E 区

d主主〉
O 

-0 

-ρ 

。 1 1 79 (  ，ん)

-� 

1 1 81 (  ，ん )⑥ 1 1 80 (  '/3 ) 

50cm 。

第228図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 一 1 7ー

-314-

， ， 

- � 

一 ⑨

� O 

\IJ 

1 1 82 (  '/3 ) 



自然。
� )J11 

第 2 章 調査の結果

O 
。

一
一 0 -

- l\ '!\ - � 

。

九
1 1 84 ( '/Ío) 

e -

1 1 85 ( ，パ。)
@ 題動

1 1 86 ( '/Ío) 1 1 87 (  ，パ。)

。 50cm 

1 1 83 ( 'パ。)
/1\ 地 内 ，1. 踊l k・}

遺物1t'; 1"} 盟飴t脅I} 倒 矧j 総 僧 分問 闘 J号 本 J[< ') 樹 織
地" 遺 情 制 (主 士 長 111 筏 P引 さ l4� 

1 I 7 9  9 5 T Y - 2 2 0 -l  本拠品 伐材 11 (; - 0 1  91 . 0 19.3 ë:nJt ヤ マ グ ワ

I 1 8 0  9 5 T Y - 2  2 8 8  ..10晶 f�f，f - I 11 1 けt曜拘 711. 7 l純 7 ど':I�JL プナHコ ナ フ 胤 コ ナ ラ #同 コ ナ ラ 節

1 1 8 1  0 9 5 H - :? 5 3 6  水10M 11M - I 11 " り『世間 20:1. 3 7. 0 4 . :1  .t:.I，� JL ブナ 円 シ イ 凶

I 1 8 2  09 5TY 世 2 4 4 3 A、10品 也君臨鰍付 - I 11 2 り抑制 "・1. 7 6.0 ど:I，� JL プナ11 シ イ 凶

[ 1 8 3 9 5 1 Y - 2  2 8 6  水拠品 i.!!民的M 11 1 l}bU�� IIiO. 7 7.0 芯 仲 九 プナ科コ ナ ラ 胤 コ ナ ラ �I(� ク ヌ ギ節

1 1 8 .: 09HY - 2 3 9 1  本側晶 亀.. 11 2 時 I宮路 1 1 4 7 :1. 5  ε':HJl ブナ 円 シ イ 凶

1 J 8 5  0 9 5 T Y - :? 5 9 6  水制品 伐材 11 ソ ツ ミ ゾ 78.0 5.7 芯nJL 7キれ7キ凶 イ ヨ マ キ

1 1 8 6  0 9 5 H - 2 5 -13  ホ関�. i皇l!ífl!lf，f 11 1 2 . :i J}i世路 134. 0 '.0 .(:;1品h ツ ツ ジ円 ス ノ キ胤 シ ャ シ ャ ン ポ

1 1 8 ï 0 9 5 T Y - 2 2 .J 'i  本拠Ii. 也事長限付 - I 11 " )旅路 123.7 '1.3 ε:I，�)t ツゲ円ヅゲ凶ツゲ

第229図 1 � 3 号自然流路内及び周辺部出土木製品実測図- 1 8一

- 3 1 5 -



l
lol
i

muli
-
'
ll
i

 

橋喜多 1 1 9 1 ( '/5 ) 
1 1 90 (  '/5 ) 

調査 E 区第 4 街ri

1 1 88 ( '/5 ) 

û 
20cm 。

.<:;'与九

.t-::I，Y )L 

c.怜九

;:;門学総九

取 穐

プナ n コ ナ ラ 属 コ ナ ラ 根縄 コ ナ ラ 節

プナ円コ ナ ラ 同 コ サ ;， 雌凶 コ ナ ラ iliI

ヤプlノパキ

プナnコナラ鴎アカガシ軍属

餅ぶ

η11工
ιー/

1 1 89 ( 'ん )

1 � 3 号自然流路内及び周辺部出土木製品実測図- 1 9一

- 3 16-

第230図



調査の給果

1 1 94 (  '/5 ) 

1 1 96 (  '/5 ) 
く〉

第 2 章

⑮-
⑬-P

G

⑤

 

O 

品 1 1 95 ( '/5 ) 

6 

vr"� 
戸、

。
ω

ヒ二コ
20cm 。

1 1 93 (  '/5 ) 

1 1 92 (  '/5 ) 

III 上 地 点 法 量 (仁川 写真
泡物語号 想録硲吟 個 別 翠 縄 分M 備 考 本 �， り 樹 樋

図版
地区 直 例 凶 {を 全 長 銅 鐸 J事 さ

1 1 9 2 0 9 5 TY - 2 J 9 .  木製品 霊木 - I n 1 - 0 8  69. 8 5. 3 Z符丸 ア ワ プキ凶 87 

1 1 9 3 0 9 5 T Y - 2 2 1 4  木製品 建築III<U g l 号涜路 58. 9 8. 8 2. 8 答集角 ブナHコ ナ ラ 属 コ ナ ラ l[属 コ ナ ラ 節 87 

I I 9 4  0 9 5 T Y - 2 .'i  5 5  木'"品 k霊祭総材 - I n 3 丹旅路 52. 8 5. 1  志持丸 ク ワ 科 ク ワ 凪 87 

1 1 9 5  0 9 5 T\' - 2 5 0 7  木製品 用途不明品 - I n J - 0 9  2 1 . 1 4. 3 :i. !ì 芯持丸 広葉樹 ( 倣孔材}

1 1 9 6 0 9 5 T Y - 2  2 4  5 木腿品 杭状加工品 E "予浪路 1 3. 4  4. 7 4. 2 ス ダ ジ イ

1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 - 20-

- 3 1 7-

第231 図



司司ご亡=コ 1 1 98 ( 1/5 ) 

第 4 節 調査 E 区

， 1 ， ， ，-， 

1 1 97 (  1/5 ) 
てこ===-=='"

一日一 見
亡コ

tSN>'� 

すす' ! l

ロ二:n

E疋lIT6 1 202 ( 川

。 20cm 1 201  ( 1/5 ) 

内山ut -
-

@ 

ο 

O 
1 203 ( 1/5 ) 

c::==::::::> 一

1 1 99 (  1/5 ) 

版。 _1 )
喜多

1 204 ( 1/5 ) 

制 上 地 点 法 低 {四} 写凶腹真遺物語番号 聾録番号 網 別 罷 繍 分111 備 考 * 取 り 樹 祖
地区 週 構 m 位 金 量 領 ・ 径 J9. さ

I 1 9 7  0 9 5 1Y - 2 2 1 1  木111品 杓子形木園晶 A b  I n 1 号機路 36. 6 身醐M 輔腕a 柾目 プナ符 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ豆腐 88 

I 1 9 8  0 9 5 TY - 2 5 D  I 木製品 直柄平織 Bd I n J - 0 9  四 4 7. 9 1 . 1 催日 プナ利 コ ナ ラ 属 ア カ ガ シ劃周 88 

1 1 9 9 0 9 5 T Y ・ 2 5 5 0 木属品 約予形木限品 A c  I D s 号B陸軍事 27. 5 4 . 4  1 . 3  径回 プナ将 コ ナ ラ 鴎 ア カ ガ ν豆腐 88 

1 2 0 0  0 9 5 T Y - 2 2 1 1  木'製品 周途不明晶 E 1 勾椛路 4 . 4  4. 2 2. 1 プナ科 コ ナ ラ 属 ア カ ガシ劃属

1 2 0 I 0 9 5 TY- 2 5 0 2  ホ園晶 用途不明晶 - I n ) - 0 9  18. 4 6. 7 1 . 0  依 目 プナ将 コ ナ ラ 属 ア カガ シ 藍摘

1 2 0 2  0 9 5 TY - 2 0 8 4  木!II品 用途不明晶 - I n F - 0 7 指 国 2 1 1. 1  2. 5 征 目 ツ プ ラ ジ イ 聞
1 2 0 3  0 9 ã T Y - 2 ã H  本!II晶 周途不明晶 - I n 2 号椛路 40. 1 1 0  u 志締丸 プナ粍 コ ナ ラ 鵬 ア カ ガ シ豆腐 88 

1 2 0 4  0 9 5 T Y- 2 5 H  本割晶 期途不明晶 - I n 3 号椛絡 55. 0 18 芯無丸 プナ将 コ ナ フ 贋 ア カ ガ シ軍属 88 

第232図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 - 21 ー

- 3 18-



、、

第 2 章 調査の結果

、、

1 戸 。

む

二Eコ 1 207 ( 1/5 ) 

@ 

U 
<<=>=<!I 1 208 ( 1/3 ) 

\一 、 " 、
1 206 ( 1/5 ) 、

@ 凡臼
1 205 ( 1/5 ) 

加工

IOcm h夫，......，。 U 。

20cm 
�� 1 209 ( 1ん )。1"--ーーー--�--

@ 

/11 地 点 法 Ii! '団》 写庇
車物調書勾 隻陣信号 個 別 器 姐 分願 倒 Jt 本 取 り 樹 相

地区 直 綱同 周 位 会 民 領 ・ 径 l事 さ 国版

1 2 0 5  0 9 5 T\' ・ 2 2 0 5 本劉品 刷途不明晶 - I D l 吟鳩路 77. 7 � 6  Z持丸 プナ科 コ ナ ラ 腿 ア カ ガ シ 彊凪 '2 

1 2 0 6  9 S TY- 2 2 2 0 木製品 周途不明晶 - I D l 勾捷路 66. 2 3. 8 .，，'"九 エゴ ノ キ属

1 2 0 7  0 9 5H- 2 1 1 5 木製品 8眠状加工品 - I rr 1 時様略 16. 5 26 1 . 1 I! B  プナ科 コ ナ ラ 周 ア カ ガ シ亜踊

1 2 0 8  0 9 5H司 2 01 4 2 本11晶 .状加工品 - I rr 2 時成路 13. 2 1 . .  0. 3 I! B  ス ギ 89 

1 2 0 9  09 5TY- 2 2 4 9 水銀晶 板状加工品 - I rr l 時椛1/1 10. 7 4. 5 0. 4 征目 モ ミ 属 89 

第233図 1 ...... 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 22ー

- 3 19-



第 4 節 調査 E 区

降雪

:L'6 \ � 
Fポ� v "" …

U喝ιJjt>--:i ‘ ー. _ --ー-- -

t l 

1 21 0 ( 1ん )

�三塁� 1 21 3 ( 1/5 ) 

O l Oc市
E二二二L孟L

。 20cm 

坦物(11句 受録1II号 極 別
出 土 絶 点l

鑓 縄 分額
抱区 国 続 周 位

1 2  I 0 09 5 T Y ・ 2 1 1 0 木製品 問途不明品 日 l 時涜路

1 2  I I 09 5 T Y - 2 2 6 7  木製品 賜途不明品 E H - 0 7 

I 2 I 2 9 5 T Y - 2 4 3 4  木製品 用途不明晶 句 E 1 - 0 8  

I 2 1 3 9 5 T Y - 2  5 2 2 木製品 周途不明& - ， n 3 �}旅路

1 2  I <1 0 9 5 T Y - 2 2 0 7  木額品 板状加工品 - 1 n (; - 0 8  

I 2 J 5 0 9 S T Y ・ 2 4 0 1 木製品 m途不明品 - 1 n 1 1')椛鮪

@ 
cコ 1 21 1 ( 1/5 )

� � 1 21 2 ( 1/5 ) 

国]ï- 1 21 4 ( 1/3 )  亡ご二コ 1 21 5 (  1/5 ) 

法 fi! (四} 写真備 考 木 取 り 樹 組
金 長 領 筏 III さ 図版

45. 3 3. 0 4. 3 怠持丸 ツバキ碍サ カ キ鴎サカキ 国
35. 7 3. 6 3. 3 答持JL ス ダジイ 回

40. 4 4. 2 1 . 9  値 目 チ シ ャ ノ キ

21 . 9 6. 8 1 . 2  征 目 プナ科ク リ 属 ク リ

26. 7 2. 2 0. 7 依悶 ス ギ 89 

42. 8 5. 5 1 . 0  柾 目 スギ 89 

第234図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 ー 23ー

320 ー



� � 

自然

史二こコー

亡二二コ二ー

\ ⑨ 

③ 1 21 6 ( 1ん )

σ工

1 21 8 ( 1/5 ) 

岱
f J 

他 1 21 9 ( 1/5 )

第 2 章 調査の結果

⑥ 1 21 7 ( 1/5 ) 

q加工

第235図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 24一

- 32 1 ー



第 4 節 調査 E 区

三 1 捌 刈
GC> 電JIIITII.@雪 1 221 ( '/'0) 

。

モ

50cm 

⑬ 1 222 ( '/'0) 自匂工

本 取 種樹

ヤナギ属

つる航物B

ク ス ノ キ

チ ン ヤ ノ キ

第236図 1 ...... 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 - 25-

qL

 

qL

 

qd

 



�-
全加工

。 -
1 224 ( 1パ。)

- ⑥ 

1 223 ( l/ÍO) 

航

。
前

⑨ 1 225 ( 刈
加b

。

第 2 章 調査の結果

航

。
開

1 226 ( 1パ。)

50cm 

水 �l 制 持

主主持丸

芯持丸

芯符丸

.[r.持丸

ア ワ プキ凶

ハ イ ノ キ凶サ ワ フ タギ節

プナれコ ナ ラ凪 コ ナ ラ 漣属 ク ヌ ギ節

プナ科 コ 十 ラ 阿 コ ナ ラ稜附ク ヌ ギ節

第237図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 ー 26 一

qa

 

nノ“qd

 



第 4 節 調査 E 区

/ 

1 227 ( 1パ。)

。

@ 
⑨ 1 228 ( 刈

50c皿

p 
Al t
μ

 

、み，e-
F

 

、1 1 

�ミミD 1 229 ( 1パ。)

r " 

本 I�

スギ

ウ コギ腐

ク ス ノ キ

附 稲

第238図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 - 27 -

- 324-



�ク 1 230 ( '/5 )

l夕、、/ノ自然

仙
口

C 

第 2 章 調査の結果

1 232 ( '/5 ) 

将司
。 20cm @ 1 233 ( '/5 ) a 

O 
本 JIl ') 捌 儒

|問手段丸 ス ダ ジ イ

|みかん割η ヤ マ ゲ ワ

出; ム ク ロ ジ

ヤ マ ゲ ワ

第239図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 28ー

Fhu

 

qL

 

qo

 



第 4 節 調査 E 区

C 
(。

~ 
1 235 ん )

G 
， ， 

@

d
問

1 236 ( '/5 ) 

⑨ 
ζ� 

。
=

第240図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 ー 29ー

⑨ 1 237 ( '/5 ) 

。
- 326-

20cm = 



。l
g 

O 

1

0

0

 
。

1 240 ( 切。)

50cm 
⑤ (岳 加工

第 2 章 調査の結果

1 241 (  1ん)

III 地 点 w 儀 kml ヨ'111
遺物撤q. 設録播号 個 別 2脅 縄 分凱 倒 dき 本 取 り 樹 種

国紙地区 遺 檎 胤 1')， :è. 1金 側 I� l事 さ

1 2 3 4  0 9 5 T Y - 2 3 6 6  �i JL杭 11 1 - 0 7 7 1 . 1 お 4 ク リ 科 ク リ 同 ク リ

1 2 3 5  9 5 T Y - 2  4 2 6  杭 丸抗 E 1 - 0 8  33. 0 6. 9 お 3 芯持丸 ク ス ノ ヰ4ヰ

1 2 3 6  9 5 T )， - 2  3 2 0 �i 丸杭 E l 号流路 27. 2 5. 9 芯持丸 ヴ十科 コ 十 ラ 属 コ ナ ラ 亜属 ク ヌ ギ 節

I 2 3 7  9 5 T Y - 2 0 5 3 杭 丸杭 - I n 1 号棟路 36. 0 5. 6 Z持丸 エ ノ キ胤

1 2 3 8 0 9 5 T Y - 2 3 8 5  抗 丸Iíi U 1 - 0 8  77. 6 5. 2 .r，持丸 lム議樹

1 2 3 9 0 9 5 T Y - 2 2 4 6  抗 JL悦 - I n H - 0 7 I臥). 3 9. 0 ガマ ズ ミ 胤

1 2 4 0  9 5 T Y - 2  2 7 8  続 丸焼 - I n H - 0 7 56. 7 8. 0 志向丸 つる舶物A

1 2 4 I 9 5 T Y - 2 4 1 4  続 九俄 E 2 号捷路 1 22. 1 7. 0 医待丸 サ ク ラ 属

第241 図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図 ー 30 一

勾4ηJ“

 

内ぺυ



第 4 節 調査 E 区

I 1 247 ( 1ん )
� 

4VIllih、

円川口川川V

1 246 ( 1ん )
電1illlliìii!il1!l!Sili!S>a

)

d

 

パrD

 

S品守内正
密画趣議聾�蕊詩型理署§哩寒害注

。 20cm 

出 土 l& 点 法 日 {岨} '>" 
直物侵勾 霊録m号 個 別 盟 組 分額 鋼 考 木 取 り 樹 稲

固版旭区 直 構 層 位 全 長 舗 ・ 健 /!il さ

1 2 4 2  9 5 T Y - 2  1 2 3  本現& 問途不明品 - I n G - 0 7 2 1 2. 5 9. 3 容狩丸 ス ダ ジ イ

1 2 4 3  9 5 T Y - 2 5 1 6  本農品 腕状加工品 - I n 3 句浪路 2田 7 8. 3 .t.符丸 プ十科 コ ナ 7 属 コ ナ ラ 亜凪 コ ナ ラ 節

1 2 4 4  9 S T Y - 2  5 6  5 " 続状加工晶 n I 2 ・ 3 号涜路 320. 7 '. 0 答符丸 プナ科 コ ナ 7 属 7 カ ガ シ藍属

1 2 4 5  9 5 T Y - 2 3 1 5  " 分割紛 - I n l 号旋路 69. 0 5. 5 3. 6 みかん割 り ヒ サ カ キ

1 2 4 6  0 9 5 T Y - 2 2 0 9  付 仮材 - I n i 号泌総 63. 0 1 0. 3  1 . 1 Ií目 ス ギ 89 

1 2 4 7  9 5 TY - 2 1 9 8 材 学級九付 E l 号波崎 53. 3 4. 3 1 . 6  志締半後九 ア ワ プキ属

第242図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 - 31 ー

-328-



第 4 節 調査 E 区

院議毅議縛須郷綿議離嬬轍締結鰯設簿二で二じ翠霊τ三fで〈二�r主�.. �子 克明ニニーニム 均二以君主主��恥ぬ弘通話融弘ふん;t;J;:;;:. ピミ系三喜

~ 

..---_.'二-�ー」ヨ

@ 。

- 329 一



調査の結果第 2 章

(
♂\F)守寸NF

-
a
l
園
高
蹴
暗
部
長
刊
担
積
回
E
b
同
E
誼
梶
採
血
町的
、tF

足。:@ ⑬ 

(
♂\F)的寸NF

図的守N
織

己υ己的

⑬

 

H

O但

Cコ

nu

 

ηd

 

qd

 

(
ヱ\F)N守NF



1 248 ( 1/5 ) 

@ 

1 249 ( 1/5 ) 

:工比ムム以斗ムJ

1 251 ( 1/5 ) 

• 

木 取 り

。

第 2 章 調査の結果

匂吋ゐ 1 25印吋附 o

エ ノ キ凶

ス ダ ジ イ

側

プ ナ 斜 ク リ 凶 ク リ

ス ダ ジ イ

20cm 

倒

第244図 1 - 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 33ー

- 33 1 -



第 4 節 調査 H 区

々と〉一

傘!!a _

b 1 255 ( 1A) 

自然@ hn工

1 252 ( '/'0) 

I I 

、Aリdu内

EEla'jlHMHH"目印l“HUF!

t'L刊l11JはMHH⑥一

l 
⑤- '# -

1 253 ( ，パ。)

。 1 おい)

O 
50cm 

1 256 ( ，パ。) @ り
自然

稲制取 り本

1;1，与

第245図 1 ...... 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 ー 34ー

ηL

 

qd

 

qぺU



@ 
(。

1 257 ( 切。)

。

第 2 章 調査の結果

1 258 ( ，パ。)

1' 1 芹自
加工 T { \

\ I \ \ IJIIJこ

fI 然

50cm 

水 �< 1< 制

芯/.\九

.E:H九

ウ A

ス ダ :; 1

内Jqυ

 

内ぺυ

第246図 1 � 3 号自然流路内及び周辺部出土木製品実測図-35一



第 4 節 調査 E 区

梯子 1 175 は 、 芯持丸材 に 欠 き 込 み 1 基 を 入れただけ の丸木梯子で あ る 。

鼠返 し 1 178は 、 2 個一対で組み合わせて使用 す る 形態の も の で、 片側 の 側縁 に 沿 っ て 小孔 が 4 個穿 つ で あ

る 。 こ の 小孔 に組 ・ 縄な ど を 通 し 、 対 に な る も う 一個体 と 結びつ けて使用 し た と 想定 さ れ る 。 中 央 に は 、 住

と 組み合わせ る た め の 半 円 形 の 挟 り があ る 。

建築部材1 19 1 は 、 材先端部 を 削 り 研が し 、 中 位 に は組み合わせ る た め の 欠 き込 み を 入れ る 加工 を 施 し た も

の で 、 全長は不明 で あ る 。

垂木1 192は、 長尺 と 想定 さ れ る 芯持丸材 の 先端部に挟 り を 入れて加工 し 、 組み合わ せ る こ と を 目 的 と し た

木製品で あ る 。

直柄平鍬1 198は 、 方形の柄穴、 柄穴周 囲 の 隆起部 を持たず、 身幅の狭い も の で あ る 。 頭部は丸 く 、 最大幅

を 下位 に持つ B d 類 の 基準資料で あ る 。 た だ、 し 本資料は小型方形孔 を l 個下位 に 穿 っ て お り 、 転用 品 で あ る 。

用 途不 明 品 1 242は、 残存長2 1 2crnの 長 い 資料であ り 、 片面 に は 刃物で の加工が粗 い ま ま で残 さ れて い る 資料

で あ る 。

丸材 1 244は、 全長320cmの完形 の杭状加工 品で あ る 。

板材1 246は、 厚 さ 1 1mmの 大型板材で あ る 。

( 1 0) 第 1 号 自 然流路

ア 遺構 (第 141 図 調査 E 区内弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期 の遺構配置図)

(第142図 自 然流路断面図)

第 l 号 自 然流路は、 調査 E 区 中 央部 よ り 西側 の H ・ 1 - 06グ リ ッ ド か ら 緩や か に 西側 に膨 ら み、 蛇行 し 南

東方向 に 流下 し 、 G - 08グ リ ッ ド 付近で治 ま る 。

未掘部分で あ る 第 l ベ ル コ ン設置個所 の 東側 に は 9 号杭列跡が、 西側 に は 1 1 号 ・ 12号杭列跡が こ の流路 を

ほぼ直行 し て横断 し て い る 。 調査 区 内 の 全長 は 中 軸部計測で 15. 06m、 そ の主軸方 向 N - Wで あ る 。

遺構の残存上場横幅は 15 . 06m、 下場横幅は 1 5. 06m を 測 る 。

イ 土器 (第 1 62""' 1 97図 1 ""' 3 号 自 然流路内及び周辺部出土土器実測 図)

こ こ で は l 号 自 然流路内 よ り 出土 し た資料の 内 、 良好な も の を選択 し 実測 し た。

そ の 総数は費 4 点 、 壷20点、 高 杯 1 5点 、 鉢18点、 甑 3 点、 器台 1 点、 支脚 l 点、 小型丸底壷1 0点、 小型土

製模造 品 1 0点 、 土錘 l 点の総数83点であ る 。

費0743は 、 在地系 の 長胴費の脚台で、 内外面 と も に制毛 目 調整を施 し た B 型式の基準資料で あ る 。

査081 1 は 、 中 型 の広 口 壷で 、 基部が強 く く びれ、 内湾 し なが ら 長 く の び る 口 頭部 を も つ も の で 、 頚基部の

く びれ は弱 く 、 口 縁高 が胴部高 を は る か に越え る M - c 型式の基準資料で あ る 。

壷082 1 は 、 在地系袋状 口 縁壷 の 系 譜 に連な る 二重 口 縁壷で、 く びれが強 く 外反す る 短 い 頚部 を も っ A - b

型式の基準資料で あ る 。

壷0840は 、 い わ ゆ る 山 陰系二重 口 縁査 を は じ め と し て 、 在地系以外で系譜が不明 の二重 口 縁査 も 含 ま れ 、

二次 口 縁が長 く の び、 やや外湾す る も の H - a 型式の基準資料で あ る 。

高 杯0865は 、 在地系 で浅 く 、 大 き く 開 く 杯部 と 長 い脚部を も っ 高杯で あ る 。 高杯上半部 と 高杯下半分の 境

界部 に 弱 い 段 を 有 し 、 口 縁部 は 内 湾気味 に立ち 上が る 。 杯部 と 脚部は短 く 、 太 く 裾部で大 き く 屈 曲 し 、 透か

し を有す る A - b 型式の基準資料で あ る 。

高杯0879は、 浅 く 、 大 き く 聞 く 杯部 と 長 い脚部 を も っ在地系高停で、 自 然な外反 を 示 し なが ら 内面 に 鋭 い

稜 を 有 し 、 2 個一対の透か し を持つ A - a 型式脚部の基準資料で あ る 。
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高杯0888は 、 折衷様式で在地外来 の 区別が付 け に く い 高 杯 の 一群で、 杯部は浅手で あ る が杯部径が大形 と

な り 、 杯上半部は大 き く 外反す る 。 ま た脚部は裾部へ と 大 き く 聞 き 外反す る C - d 型 式 の 基準資料で あ る 。

高杯0894は、 杯部 も し く は脚部が有段 に な る も の外来系 高杯で、 口 縁部が屈折 し 、 二次 口 縁 を なす杯部 と

中 空 の脚部 を も っ 。 調 整 は 内 外面 と も ミ ガキが施 さ れ る D - a 型式の基準資料で あ る 。

高坪0895は 、 杯部 も し く は脚部が有段 に な る 外来系高杯で、 直線的 に 開 く 口 縁 を も ち 、 脚住部が 中 実 に な

る も の。 調整は内外面 と も ミ ガキ で 、 暗文 を施すD - b 型式の基準資料で あ る 。

高 杯0896は 、 畿 内 系 と 思わ れ る 杯底部径 と 口 径の比が大 き く 、 杯部が深 い 高 坪 で あ る 。 やや短 い 外反 口 縁

及び短 い 中 空 の脚柱部 に 長 く の び る 裾部の脚部を も っ 。 調整は、 脚部外面 に の みへ ラ ミ ガキ を 施 し 、 そ の 他

の部位はナデか工具ナ デ を 施す F - b 型式の 基準資料であ る 。

鉢0925は 、 杯部 も し く は脚部が有段 に な る も ので、 直線的 に 聞 く 口 縁 を も ち 、 脚柱部が 中 実 に な る も の。

調整は内外面 と も ミ ガキ で 、 暗文 を施す も の も あ る D - b 型式 に 基準資料で あ る 。

鉢0945は 、 単純 口 縁の 小型台付鉢で、 脚形状で は、 やや長め の脚台 を 持 ち 、 脚裾部 に 向か つ て湾 曲 し な が

ら 緩やか に広がる C - b 型 式 の 基準資料で あ る 。

甑095 1 は 、 有孔鉢で、 全 て深鉢形の単孔式で あ る 。 尖 り 気味の丸底 と 口 縁端部 に 向 か つ て直線的 に 大 き く

開 く 胴部を持つ C 型式 の 基準資料で あ る 。

支脚0957は、 受部が傾斜 し 、 上方先端が鳴状 に突 出 し 組 い 叩 き 調 整 を 施す基準資料で あ る 。

ウ 小型土製模造晶

(第 198"'201 図 1 "' 3 号 自 然流路内及び周 辺部出土小型土製模造品実測 図 )

(第 192'" 193図 調査 E 区 内 小型土製模造 品 出土平面 図)

(第194図 調査 E 区 内 遺物垂直分布図)

出土状況 と し て は、 第 1 92'" 193図 に 示す と お り で あ る 。

小型土製模造 品 の l 号 自 然流路内か ら は総数 10点出土 し 、 その種別は杯形 4 点、 勾 玉 形 、 鏡形 と 多岐 に 及

〆5ミ。

杯形0990 ・ 0998 ・ 1 007 ・ 1 009が出土す る 。

鉢形1 0 1 3 ・ 1 0 1 6 ・ 1 0 18 ・ 1 020 ・ 1 027が出土す る 。

勾玉形 1 058 ・ 1 059 も 出 土す る 。

工 土錘 (第20 1 図 1 "' 3 号 自 然流路内及び周辺部 出土遺物実測 図)

(第195図 調査 E 区 内土錘出土平面図)

(第194図 調査 E 区 内遺物垂直分布図 )

出土状況 と し て は 、 第1 95図 に 示す よ う に l 号 自 然流路 に 集 中 す る 。 他は細片で実測 に 耐 え ら れな い為 、 1

点 の み の 紹介 と し た。

士錘1 065は、 こ れ ま で多量に 出土 し て い た 円 筒形で し か も 比較 的 に 重 量 の あ る 形状 の も の と 異な り 、 棒状

で穿孔が上面側か ら 穿つ 型式 と な り 、 そ の外面調整 も 丁寧であ る 。 全体形は小型で あ る 。

オ 石器 (第205"'208図 1 "' 3 号 自 然流路内及び周辺部出土石器実測 図)

(第202"'204図 調査 E 区 内石器 出土平面 図)

出土状況 と し て は 、 第202"'204図 に示す と お り で あ る 。

こ こ で も 1 号 自 然流路内 よ り 出土 し た資料の う ち 、 良好な も の を選択 し 実測 し た。 そ の総数は石包丁 l 点、
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台石 1 点、 浮子 3 点 の 5 点で あ る 。 ま た本稿で の遺物解説 は特徴的な資料 の み に 限定す る 。

石包丁1066 は 、 粘盤岩製で半 月 形の形状であ る 。 台石1077は、 半損品で あ る 。

浮子1079は 、 長楕 円 形で紐結束の痕跡は上部のみであ る 。 浮子1085は 、 中 型 円 形で組結束の痕跡は斜方 向

で あ る 。 浮子 1087は 、 大型長楕 円 形で組結束の痕跡は上下方向 の Y 字型で あ る 。

力 木製品 (第2 12'"'-'246図 1 '"'-' 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 )

(第209'"'-'2 1 1 図 調査 E 区内木製品 ・ 木片出土平面図)

出土状況 と し て は 、 第209'"'-'2 1 1 図 に 示す と お り で あ る 。

こ こ で も 1 号 自 然流路内 よ り 出 土 し た資料 の 内 、 良好な も の を選択 し 実測 し た。

そ の総数は 曲柄二又鍬 1 点、 直柄平鍬 1 点、 杓子形木製品 1 点、 不明柄 2 点、 田 下駄 2 点、 杭状加工品 5

点、 板状加工品 4 点、 用 途不 明 品 8 点、 丸杭 2 点、 半裁丸杭 l 点の総数27点であ る 。

ま た本稿で の遺物解説は 、 分類の基準 と な る 資料及び特徴的な資料の み に 限定す る 。

直柄平鍬1 092は 、 柄 の 形態 (柄 と 身 の 着 き 方) に よ っ て直柄で あ り 、 身 の 形態か ら 平鍬 と し た。 こ の直柄

平鍬は、 方形の柄穴、 柄穴周 囲 の 隆起部を持たず、 身幅 (刃部幅) の 狭 い も の で 、 頭部は丸 く 、 柄穴の下位

で強 く く びれ、 先端部 に 向 か つ て拡がる B c 類の基準資料で あ る 。 なお本資料は身 の 中 央 に 方形孔が有 り 、

転用 さ れた 可能性が高 い が 、 原形態は と ど め て い る も の と 思われ る 。

直柄平鍬1096は 、 柄 の 形態 (柄 と 身の 着 き 方) に よ っ て直柄で あ り 、 身 の 形態か ら 平鍬 と し た。 こ の直柄

平鍬は、 方形の柄穴、 柄穴周 囲 の 隆起部 を持たず、 身幅 (刃部幅) の 狭 い も の で 、 頭部か ら 先端部 に 向 か つ

て直線的 に すぽ ま る B b 類 の 基準資料で あ る 。

曲柄二又鍬 1 103 も 出土す る 。

田 下駄 1 1 16は 、 足板が全て足 と 長軸方向で平行す る 縦長の枠付 き 田 下駄 の形態で あ る 。 た だ し 本資料は、

足板の裏面 に横桟 の 跡が認め ら れな い た め輪かん付き の可能性 は あ る 基準資料で あ る 。

田下駄1 12 1 は 、 枠付 き 田 下駄 の枠部材で、 割材で細長 い板状で基準資料で あ る 。

檎 1 1 24は、 全長か ら し て檎 と し て は小形で は あ る が、 組孔 を l 個持ち 、 2 基 の 檎 を 縦方 向 に並べて 2 基 を

連結 さ せて使用 し た も の と 想定で き る 基準資料で あ る 。

曲 物 の 底板1 1 6 1 は 、 1 / 2 程度 の 出土で あ る が、 楕 円 形 を なす基準資料で あ る 。 上面側 の み刃物痕跡が数多

く 見 ら れ、 幾 つ か 小孔があ け ら れて い る が、 曲物本体部分 と の結合 の た め の も の か は不明 で あ る 。

盤 1 162は、 円 形挽 き 盤 の 部材片で あ る 。

紡錘輪 ・ 茎1 1 69は 、 紡錘は、 紡輪 と 紡茎か ら な り 、 組み合わ さ っ た ま ま の状態で 出土 し た た め 、 あ えて分

離せず紡錘 と し て登録 し た。 紡輪の平面形 は 円 形で、 上下の面形 に大小があ り 、 側面か ら 見 る と 台 形 を 呈 し

て い る 。 『木器集成図録 (近畿原始篇) � で は E 類 と し て分類 さ れ、 4 世紀以降 に 出現す る 型式で の 基準資料

で あ る 。

建築部材1 1 76は 、 先端部 を股状 に 切 り 欠 き 、 組み合わせ る た め の 「 コ 」 の字状欠 き 込 み を 入 れ る 加 工 を 施

し た も の で あ る 。

建築部材1 187は完結 し た長 尺 の 芯持丸材の製品であ る が、 材樹種等か ら 農具柄の一種 と も 想定 さ れ る 。

用 途不 明 品 1 193は 、 ほぞ穴 を 両端付近 に有 し た 、 調査 I 区内 の側溝内 よ り 多数出土 し た 断面方形の建築部

材 に 近似す る 資料で あ る 。

杓子形木製品 1 197は 、 側面か ら 見て 、 身 と 柄が直線上 に つ く も の で 、 なで肩 (丸肩) を なすが、 柄 と 身の

境は明瞭。 身 の 平面形は楕 円 形 を なす A b 型の基準資料で あ る 。

用 途 不 明 品 1 205は、 湾 曲 が強 く 、 先端部が弓萌状の形状 を有する用 途の特定がで き な い資料で あ る 。
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用 途不 明 品 1 2 1 5 は 、 板状製 品 の 一部 に 1 個穿孔が施 さ れた資料で あ る 。

板状加工 品 1 209は 、 や や 厚 め の 板 材 に 1 個 の穿孔 を有す る 。 板状加工品 1 221 ・ 1 229は 、 双方 と も に 大 型 の

板材で あ り 縁辺部 に は加 工 の 痕跡が明瞭 に残 さ れ る 。

( 1 1 ) 第 2 号 自 然流路

ア 遺構 (第 141 図 調査 E 区 内弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期 の遺構配 置 図 )

(第141 図 第 2 号 自 然流路断面実測図 ー そ の 1 一 )

(第 1 4 1 図 第 2 号 自 然流路断面実測図 ー そ の 2 一 )

(第142 図 3 号サ プ ト レ ン チ 断面実測 図 )

(第 142図 4 号サ ブ ト レ ン チ断面実測 図 )

第 2 号 自 然流路 は 、 調査 E 区 中 央部よ り 西側 の 1 - 07グ リ ッ ド か ら 派 生 し 、 直線状 に 延 び南 東方 向 に 流下

し 、 3 号 自 然流路 と 途 中 で合流 し て I ・ J - lOグ リ ッ ド 付近で治 ま る 。 さ ら に 最南端部で あ る 未掘部分 の第

2 ベ ル コ ン設置個 所 で は 、 さ ら に 4 号 自 然流路 と 合流す る 。

1 - 08 グ リ ッ ド 付近 で は 、 流路断面 に やや斜行 し て 8 号杭列跡及び1 0号杭列跡が横断 し て い る 。 調査区内

の 全長 は 中 軸部計測で33. 06m 、 そ の主軸方向 N - Wであ る 。

遺構の残存上場 と し て は横幅は6. 06m、 下場横幅は3. 06m を測 る 。

イ 土器 (第 1 62....... 1 97図 1 ....... 3 号 自 然流路内及び周 辺部出 土土器実測 図 )

こ こ で は 2 号 自 然流路 内 よ り 出土 し た 資料の 内 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た 。

そ の総数は費 1 3点 、 査 1 3点 、 高 杯 1 3点、 鉢 6 点 、 小型丸底土器 3 点 、 小型土製模造品22点 の 総数70点 で あ

る 。

費0737は 、 在地系 の 頚基部及び胴部 に 凸帯 を 有す る 大型費 の C 類 の 基準資料で あ る 。

費0744は 、 在地系 の 長胴費の脚台で、 内外面 と も に制毛 目 調整 を 施 し た B 型 式 の 基準資料で あ る 。

査0841 は 、 い わ ゆ る 山 陰系二重 口 縁壷 を は じ め と し て 、 在地系 以外で系譜が不 明 の 二重 口 縁査 も 含 ま れ、

頚部は基部か ら 直線 的 に 外傾 し 、 わずか に 屈 曲 し な が ら 二次 口 縁 を 見 る H - b 型 式 の 基準資料で あ る 。

高杯088 1 は 、 浅 く 、 大 き く 開 く 杯部 と 長 い 脚 部 を も っ在地系 高杯で、 長 い 棒 状 の 脚住部 を 有す る A ー C 型

式脚部 の基準資料で あ る 。

高 杯0899は 、 畿 内 系 の 低脚杯 と 思 わ れ る が 、 脚部 の み 出 土 し て い る た め 、 杯部は不明。 脚部 の 形 態 か で は 、

脚住部か ら 裾部へなだ ら か に 移行す る G - a 型式 の基準資料で あ る 。

鉢0922は 、 杯部 も し く は脚部が有段 に な る も の で、 口 縁部が屈折 し 、 二次 口 縁 を なす杯部 と 中 空 の 脚 部 を

も っ 。 調 整 は 内 外面 と も ミ ガキが施 さ れ る D - a 型式の基準資料で あ る 。

鉢0950は 、 鉢 D 類 に や や 長 め の 台 を 付 し た E 類の基準資料で あ る 。

ウ 小型土製模造 晶

(第 1 98....... 200図 1 ....... 3 号 自 然流路 内及び周辺部出土小型土製模造 品 実測 図 )

(第 1 92....... 1 93図 調査 E 区 内 小型土製模造 品 出 土平面 図 )

(第194図 調査 E 区 内遺物垂直分布 図 )

出土状況 と し て は 、 第 1 98....... 200 図 に 示す と お り で あ る 。

小型土製模造 品 の 2 号 自 然流路内か ら は総数23点出土 し 、 そ の 種別 は杯形 9 点 、 高 杯 形 5 点 、 鏡形 3 点 、

勾玉形 1 点 、 童形 1 点 と 多岐 に 及ぶ。
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杯形0992 ・ 0993 ・ 0997 ・ 0999 ・ 1 000 ・ 1 001 ・ 1 003 ・ 10 10 ・ 1 0 1 1 が 出土す る 。

鉢形 1 023 ・ 1031 ・ 1 036 ・ 1 037 ・ 1 032が 出土す る 。

鏡形 1 050 ・ 1051 ・ 1052が、 勾 玉 形 1056が 、 壷形 1 063が出土す る 。

エ 石器 (第205""208図 1 "" 3 号 自 然流路内 及び周 辺部出土石器実測 図 )

(第202""204図 調査 E 区内石器出土平面 図)

出土状況 と し て は 、 第202""204図 に 示す と お り で あ る 。

こ こ で も 2 号 自 然流路 内 よ り 出 土 が確定で き る 資料の う ち 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た 。 そ の 総数 は磨

石 1 点 、 浮子 1 の 計 2 点 で あ る 。 ま た 本稿で の遺物解説 は特徴的 な 資料 の み に 限定す る 。

磨石 1 074は 、 半損品 で あ る 。 浮子 1082は、 中 型 円 形で紐結束の痕跡は上下方向で あ る 。

オ 木製品 (第2 1 2 ""246図 1 "" 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測 図 )

(第209""2 1 1 図 調査 E 区内木製品 ・ 木片出土平面図 )

出土状況 と し て は 、 第209""2 1 1 図 に 示す と お り で あ る 。

こ こ で も 2 号 自 然流路 内 よ り 出土 し た 資料の 内 、 良好な も の を選択 し 実測 し た 。

そ の 総数は 曲柄二又鍬 1 点 、 直柄二又鍬 3 点 、 直柄平鍬 2 点、 田 下駄 2 点 、 堅杵 1 点 、 盤 2 点、 杭状加工

品 1 点、 板状加工品 3 点、 用 途不 明 品 2 点、 丸杭 2 点 の総数19点 で あ る 。

ま た 本稿で の 遺物解説 は 、 分類の基準 と な る 資料及び特徴的な資料 の み に 限定す る 。

直柄平鍬 1091 は 、 柄 の 形態 (柄 と 身 の 着 き 方) に よ っ て直柄であ り 、 身 の 形態か ら 平鍬 と し た。 こ の 直柄

平 鍬 は 、 方形の柄穴、 柄穴周 囲 の 隆起 部 を 持たず、 身幅 (刃部幅) の広 い も の で 、 明 瞭 な 肩 は な く 、 刃 部先

端 に 向か つ て緩や か に 拡 が る A 類 の 基準資料で あ る 。 なお こ の 型式は弥生時代 中 期後半以降、 北部九州 で普

遍的 に 見 ら れ る タ イ プ と 同 一 で あ る 。

直柄平鍬 1 095 ・ 直柄二文鍬 1 098が 出土す る 。

直柄二文鍬1 099は 、 平鍬 と 同 様 に 、 方形 の柄穴 ・ 柄穴周 囲 の 隆起部 を 持た な い で 、 し か も 身 は薄 く 、 肩平

に っ く り 、 幅が広 が る A a 類 の 基準資料で あ る 。

直柄二文鍬1 100は 、 平鍬 と 同 様 に 、 方形 の柄穴 ・ 柄穴周 囲 の 隆起部 を 持た な い で 、 幅 が A a 類 同 様 、 身 は

薄 く 肩平 に つ く ら れて い る が、 刃 の 長 さ に 比べて幅が狭 い A b 類の基準資料で あ る 。

曲柄二又鍬 1 102は 、 従来、 「膝柄鍬J r膝柄又鍬J と 呼ばれて い た も の で 、 着柄軸 の下部が緩や か に拡 が っ

て 刃 部 に 到 る た め 、 軸部 と 刃 部 の境 は不明瞭。 なで肩で、 刃 部 の 最大 が 中 央付近 に あ り 、 刃部は細長 い A 類

の 基準資料で あ る 。

鍬反柄 1 1 06 は 、 鍬台部分 の み残存 し て お り 、 握 り の部分 を 欠損 し て い る た め 法量は不 明 で あ る 。 平坦面 を

装着面 と し 、 装着面 の や や 下位 に 紐 か け 用 の突起 を作 り だ し て い る 基準資料で あ る 。

組み合わせ着装具 1 1 08 は 、 一部が欠損 し て い る が小形の も の で、 泥 除 を 装着せず使用 す る 鍬 に 組み合わ さ

る も の と 考 え ら れ る 基準資料で あ る 。

一木平鋤 1 1 1 0 は 、 肩 の 平面形が角肩で、 正 中 線 に 対 し て 身 の 左右 の バ ラ ン ス が不均等、 身 の横断面形は紡

錘形 あ る い は紡錘形 に 近 い 板状 で あ る C 類の基準資料で あ る 。

一木平鋤 1 1 1 1 は 、 肩 の 平面形が角肩、 正 中 線 に 対 し て 身 の左右 の バ ラ ン ス が不均等、 身 の横断面形は前面

中 央がやや膨 ら み、 後面は平坦 も し く はやや窪む D 類の基準資料で あ る 。

一木平鋤1 1 12 も 出土す る 。

鋤柄 1 1 14は、 柄 の 上端部 を T 字形 に 一木で作 る A類の基準資料で あ る 。
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田 下駄 1 1 1 7は 、 平鋤 ・ 鍬類 の 足板へ の 転用 品 で あ る 。 上部に は方形柄穴 の 一部残存 し 、 そ の割面 に 沿 っ て

足板装着部 を 造 り 出す。

田下駄 1 1 20は 、 枠 付 き 田 下駄 の 足板部材片で あ る 。

堅杵 1 1 22は 、 全て 、 握 り 部 に 節 帯 を 持 た な い も の で、 掲 き 部 の横断面形が 円 形 ・ 楕 円 形で は な く 角 張 っ て

い る も の が 1 点 あ る が 、 芯持 ち 材 を使用 し て い な い た め 、 割 り 材 を 用 材 と し た 整 形 前 の 未 製 品 と 考 え ら れ る 。

木錘1 126は、 用 材 と し て 芯持丸材 を 選択 し 、 両側の端部 に 加工 を 施 し で あ る 。 全 て 軸方 向 を 横位 に 持 つ ヨ

コ 型で あ り 、 丸太 の 中 央 に 溝が一周 す る も の C 類の基準資料 で あ る 。 同 類 に 1 1 28 ・ 1 1 29 ・ 1 1 30 ・ 1 1 3 1 ・ 1 1 32 ・

1 1 33が あ る 。

木錘1 1 34 ・ 1 135は、 用 材 と し て芯持丸材 を選択 し 、 両側 の 端部 に加工 を 施 し で あ る 。 全 て 軸方 向 を 横位 に

持つ ヨ コ 型で あ り 、 両端付近か ら 中 央部 に 向 け て斜め に 削 り 込 み 、 側面か ら 見て鼓形 に 仕 上げた も の で 、 D

類 の 基準資料で あ る 。

木錘1 140 ・ 1 1 38 ・ 1 1 39 は 、 用 材 と し て芯持丸材 を 選択 し 、 両側の端部 に 加 工 を 施 し で あ る 。 全 て軸方向 を

横位 に 持つ ヨ コ 型 で あ り 、 丸太 の ま ま で無加工 の状態の も の で 、 A 類 の 基準資料で あ る 。

横槌 1 141 は 、 敵打部 と 柄部 と の移行形態 と し て 、 敵打部 と 柄部 と の境界が斜め に 傾斜 し 、 細 く て 長 い も の

で B 類資料で あ る 。 た だ し B 類 の 中 に は 、 敵打部の断面が角 張 っ て い る も の あ る い は敵打痕が強 く 、 原 形 を

と ど め て い な い も の が あ り 、 掛矢 と し て の 機 能 を 想定すべ き も の も あ る 。

斧膝柄 1 1 50 は 、 膝柄 の で あ り 、 縦斧用 A類の基準資料で あ る 。 台部は平坦 面 を 作 ら ず丸 く 仕上げ、 先端部

は段 を 作 り 一周 さ せ 、 先端 に 向 か つ てすぼま る よ う に装着部 を 作 る 。 台 部 の 形態 か ら 袋状鉄斧 を 装着 し た と

考 え ら れ る 。 柄 と 台部 の 角 度 は約70度 、 柄 の 長 さ は60cm程度 で あ る 。

斧膝柄 1 1 52は 、 膝柄の縦斧資料で あ る が 、 装着部が欠損の 為 に や や 不 明 確 で あ り 、 装着の鉄斧 の種別 の 特

定 は 困 難で あ る 。

脚付盤 1 1 55 は 、 平面形が方形 で 、 深 さ がな く 浅 い 容器で、 脚 を 4 個有 し て い る 基準資料で あ る 。

盤 1 1 56 は 、 平面形が ほぼ方形で あ る が 中 央部が膨 ら む形状で 、 深 さ は な く 浅 い 容器 の 基準資料 で あ る 。 盤

1 1 58 は 、 円 形挽 き 盤 の部材片で あ る 。

容器把手 1 1 60 は 、 ジ ョ ッ キ 形 の 事l物容器の握 り 部 の 一部で あ ろ う 。

腰掛脚板 1 1 66は 、 座板 と 脚板 を別材で作 る 指物 (組み合わせ式) 腰掛け脚板で あ る 。

天秤棒 1 1 7 1 は 、 全長2 1 1cmで 、 端部 の 形態が上 面 を 削 り 込 ん で 、 平坦面 を 作 る B 類 の 基準資料で あ る 。

弓 1 172は、 全 長 1 55. 0cm の 長 弓 の 弓幹がほぼ ま っ す ぐな 直 弓 で 、 弓 明 の 形態 は 、 両側面か ら 削 り 込 み先端 を

細 く 削 り 込 ん だだけ の 形 状 で あ る 。

梯子 1 1 74は、 芯持 ち 材 を 削 り だ し て造 る 板梯子であ り 、 板状に加工 し た梯子本体 の 上 面 に 台形 状 の 足 掛 け

を作 り だ し て い る 。

建築部材 1 1 82は、 残存長2 14cm の 長 尺 の 芯持丸材 の先端部 に 挟 り を 入れ加工 し た 資 料で あ る 。

垂 木 1 1 84は、 長 尺 の 芯持丸材 の 先端部に 挟 り を 入れ加工 し 、 組み合わせ る こ と を 目 的 と し た 木 製 品 で あ る 。

板状加工 品 1 208 は 、 板材長辺側 に 3 個対の穿孔 を 有す る 。

用 途不 明 品 1 2 1 1 は 、 杭状製品 の 片面 の み に 、 一方向か ら の 連続 し た 加 工 を 施す。 用 途不 明 品 1 2 1 2 は 、 板状

材 の 片面 の み に 、 一方向か ら の連続 し た 加 工 を 施す資料であ る 。 用 途不 明 品 1 2 1 4 は 、 板 状材 の 片面 の み に 、

一方向か ら の 連続 し た加 工 を 施す資料で あ る 。

丸杭 1 232 は 、 転用 品 で あ り 、 本来は ほぞ差 し を 有する 建築部材で あ ろ う 。
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( 1 2) 第 3 号 自 然流路

ア 遺構 (第141 図 調査 E 区 内弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期 の遺構配置図)

(第141 図 第 3 号 自 然流路断面実測図)

(第 142 図 5 号サプ ト レ ン チ 断面実測 図)

第 3 号 自 然流路は 、 調査 E 区 中 央部 よ り 東側 の K - 09グ リ ッ ド か ら 派生 し 緩やか に蛇行 し 南 西方向 に 流下

し 、 J - l Oグ リ ッ ド で 2 号 自 然流路 と 合流 し て終え る 。

調査 区 内 の 全長 は 中 軸部計測 で 1 8. 06m、 そ の 主軸方向 N - Wで あ る 。 遺構の残存上場横幅 は 1 5. 06m、 下

場横幅は15 . 06m を 測 る 。

K - 09グ リ ッ ド 付近 で は 、 流路断面 を 上流 に 向か い扇状に取 り 囲 む よ う に し て 14号杭列跡が位置す る が、

調査 ill - l 区 の 玉名 市教育委員会調査地 区で あ る の で 、 こ こ では実測 図 等 の 報告 は割愛す る (註 1 ) 。

イ 土器 (第162'" 1 97 図 1 "' 3 号 自 然流路内及び周辺部出土土器実測 図 )

こ こ で は 3 号 自 然流路 内 よ り 出土 し た 資料の 内 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た。

そ の 総数は費 5 点、 査 6 点、 高杯 l 点、 鉢 2 点、 甑 1 点、 小型丸底土器 2 点 の 総数 1 7点 で あ る 。

費0793は 、 山 陰系 の 精製費で あ る 。 r 5 の字 口 縁」 と も 呼ばれ る 短 く 外反す る 頭部 と 直立気味 に 立 ち 上 が る

二重 口 縁 の組み合わせが特徴 で あ る 。 口 径21cm以上 の費で、 口 縁部形態で二次 口 縁接合部外面 の 稜が シ ャ ー

プ に 突 出 す る G I - a 型式 の 基準資料で あ る 。

壷0794 は 、 畿 内 系 広 口 壷 の う ち 、 基部が強 く く びれ、 やや長 く 中 程度 に 聞 く 口 頭部 を 持 つ も の で 、 調整が

外 面刷 毛 あ る い は刷毛の後ナデ、 内 面へ ラ ケ ズ リ で あ る J - b 型式 の基準資料で あ る 。

壷0806は 、 畿 内 系 広 口 壷 の う ち 、 基部が強 く く びれ、 やや長 く 中 程度 に 聞 く 口 頭部 を 持 つ も の で 、 外面 に

叩 き を 残 し 、 内面制毛調整 の も の で 、 口 頭部は直線的 に外傾す る J - a 型式 の 基準資料で あ る 。

ウ 石器 (第205"'208図 1 "' 3 号 自 然流路内 及び周辺部出土石器実測 図 )

(第202"'204図 調査 E 区内石器出土平面図)

出土状況 と し て は 、 第202"'204図 に 示す と お り で あ る 。

こ こ で も 3 号 自 然流路 内 よ り 出 土が確定で き る 資料の う ち 、 良好 な も の を 選択 し 実測 し た。 そ の 総数浮子

1 点 の みで あ る 。 ま た本稿で の遺物解説 は特徴的 な資料の み に 限定す る 。

浮子 1 089は 、 小型長楕 円 形で紐結束 の痕跡は上下方向で、 挟 り が入 る 。

エ 木製品 (第212"'246図 1 "' 3 号 自 然流路内及び周辺部出土木製品実測図)

(第209"'21 1 図 調査 E 区 内木製品 ・ 木片出土平面図 )

出土状況 と し て は 、 第209"'2 1 1 図 に 示す と お り で あ る 。

こ こ で も 3 号 自 然流路内 よ り 出土 し た 資料の 内 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た。

そ の 総数 は杓子形木製品 1 点、 槽 2 点、 田 下駄 l 点、 木錘 2 点 、 盤 1 点 、 杭状加工品 1 点 、 用 途不 明 品 3

点、 9 点の 総数20点 で あ る 。

ま た本稿で の 遺物解説 は 、 分類の基準 と な る 資料及び特徴的な資料の み に 限定す る 。

横鍬1 104は 、 刃 部 の 形状か ら 、 直柄鋸歯横鍬で あ り 、 身 の 上部か ら 側縁部 に か け て 円 弧状 を な し 、 身幅 と

長 さ の比率が大 き い 。 柄穴 の 形態が不 明 な A 類 の基準資料で あ る 。

鍬柄 1 005 は 、 直柄 と 想定で き 、 柄 の 握 り ~ 中 程 ま で し か 残存 し て い な い の で 、 法量等詳細 は不明 で あ る 基

準資料で あ る 。

- 340 一



第 2 章 調査の結果

田 下駄 1 1 1 9は 、 枠 付 き 田 下 駄 の 足板部材片で あ る 。

槽 1 1 53 は 、 平面形が方 形 で 、 深 さ の あ る 容器 の基準資料で あ る 。 槽 1 1 54平面形が方形 で 、 深 さ の あ る 容器

の資料で あ る 。

盤 1 1 57は、 加工が粗 く 、 両端が欠損 し て は い る が 、 大型盤 と す る 。

建築部材 1 1 8 1 は 、 先端部 を 股状 に切 り 欠 き を 入 れ る 加工 を 施 し た 資 料 で あ り 、 残存長は203cmで あ る が 、 現

地で は全長 は約7. 5mで あ っ た。

建築部材 1 1 86は完結 し た 長 尺 の 芯持丸材 の 製 品 で あ る が 、 材樹種等か ら 農具柄 の 一種 と も 想定 さ れ る 。 建

築部材 1 1 94は 、 L 形 の 材 を 用 い 、 先端部 に は ほぞが作 ら れ る 。

杓子形木製品 1 199は 、 側面か ら 見 て 、 身 と 柄が直線上 に つ く も の で 、 柄 と 身 の境が不明瞭。 身 の横断面形

は 薄 い 板状 を 呈 す る A c 型 の基準資料で あ る

用 途不 明 品 1 227 は 、 立体形で五面 に カ ッ ト が施 さ れて お り 、 中 央部 に は 大 き く 挟 ら れ 、 擦れ痕跡が認め ら

れ る こ と か ら 浮子 に 類す る 資料 と も 想定 さ れ る 。

杭状加工 品 1 243は 、 残存長260cmの杭状加工 品で あ る 。

( 1 3) 排水溝 (側溝)

こ こ で示す排水溝 と は第 2 章第 2 節 の 3 及び調査 I 区 に お い て 先述 し た よ う に 、 調査初期 に 調査区周辺部

及び地下 か ら の浸透水 を 集 め 釜場へ導 き ポ ン プ ア ッ プす る た め の 人 工 的 に 掘 削 し た側溝 で あ る 。

こ の よ う な作業上 の 制 約か ら 、 平成 7 年度調査関係分で は調査 ill - 1 区 の 東側 で遺構が顕著で あ り 明 瞭で

あ っ た こ と か ら 、 土坑 3 基 の 調査 を 行 っ た が 、 他 の 地 区 で は確認で き な か っ た こ と か ら 、 遺 物 の 採集 の み と

し 、 排土 内 の 一括遺物 と し て と り ま と め た 。

ア 土器 (第247�248図 調査 E 区 内排水用側溝内 出土土器実測 図 )

こ こ で は排水溝よ り 出 土 し た 資料 の 内 で 、 良好な も の を 選択 し 実測 し た 。

そ の 総数は費 2 点、 壷 4 点、 鉢 2 点 、 甑 l 点 、 高杯 1 点、 器台 l 点、 甑 I 点 、 小型丸底壷 1 点 、 小型土製

模造品 1 0点 、 土製転用 品 1 点 の 総数2 1 点で あ る 。

本稿で の遺物解説 は 、 基準 と な る 資料 と 特徴的な資料 の み に 限定す る 。

費 1 259 ・ 1 260 は 、 接点は見 え な い が復元 し た 口 径調整等か ら 同 一個体 と 想定で き る 資料 で あ る 。 山 陰 系 の

精製費で [" 5 の字 口 縁」 と も 呼ばれ る 短 く 外反す る 頭部 と 直立気味 に 立 ち 上 が る 二重 口 縁 の 組み合わせが特

徴で あ る 。 口 径2 1 cm以 上 の やや大型の費で、 稜がや や あ い ま い な も の で 、 口 縁部がひ ら く G I - b 型式 の 基

準資料で あ る 。

査 1 26 1 は 、 広 口 壷 の う ち 、 頚基部の く びれが強 く 、 やや長 い 口 頭部が立 ち 気味 に の び る 在地 系 資料で あ る 。 胴

部高が30cm を 越 え る 大型 の も の で 、 胴部 は長胴気味、 外面 に粗 い 町 き を 残す C 1 類 の基準資料で あ る 。

壷 1 264は 、 広 口 査 口 縁部 で あ り 、 平坦面 と な っ た 上面 に ボ タ ン 状 の 貼 り 付 け が 2 個一対で確認で き る 。 高

杯 1265は 、 畿 内 系 の 低脚杯で、 脚部のみ出土で、 杯部形状 は不明。 脚住部 と 裾部が屈 曲 し 、 境が明瞭な G 

b 型式 の基準資料で あ る 。

小型土製模造 品 で は 、 1 275は鉢形 を模 し た も の と 想定で き 、 し か も 平底 の 担ね鉢様 の 形状 で あ ろ う か 。

土製転用 品 1 28 1 は 、 土器片 の 縁辺部 を 打 ち 欠 き 中 央 部 に 穿孔 し 、 ペ ン ダ ン ト 的 な利用 を 行 っ た 資料で あ る 。

イ 鉄製 品 (第249図 調 査 E 区 内排水用側溝 内 出 土鉄製品実測 図 )

こ こ で は調査完 了 後 の 土壌サ ン プ リ ン グ作業 に お い て 、 排水溝側溝 の 西 壁 ( F - 07 グ リ ッ ド ) D 層 中 よ り
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1 2 7 4 1 T Y A - 5 2 1 小堕土鍋峨遺品 構船
1 2 7 5 1 T Y A - 4 7 1 'j哩土健機直品 憎船

1 2 7 6 I T Y A - 7 8 1 岬土民制品

1 2 7 7 1 T Y A - 5 0  1 岬土調鱒瞳品 市船

1 2 7 8 1 T Y A - 6  4 1 小型 t製倒適晶
1 2 7 9 1 T Y A - 7 1  1 小型土視機遺品
1 2 8 0 1 T Y A - 6 3 1 小型土寝栂遺品
1 2 S t ! T Y A - 8 6 1 土侵伝綱晶

E ソ ク ミ ゾ

- I n ソ ク ミ ゾ

- 1 n ソ ク ミ ・/

- 1 U ソ ク ミ ・/

E ソ ク ミ ・/

- I n ソ ク ミ ゾ

- I n ソ ク ミ ・/

- I n ソ ク ミ ‘/

E ソ ク ミ ・/

E ソ ク ミ ・/

1 2. 4  I - I B I ー | 術劇団 指ナヂ { 摩 附噛 し い }
ー 1 2. 5 1 - 1 3. 5 1 ー |指即日官 僚ナデ
一 1 3. 0 1 - 1 2. 4 1 ー |術湖町'" 鮒ナヂ

| 口 1 - 1 4. 7  1 - 1 酬明 ・ 指ナ デ ・ 枯上継 ぎ H 削
開 → 縞 1 12. 2) 1 - 1 ー | ー |胴何酒 ナ ヂ
下M 悟 | 日 1 - 1 5. 9  1 ー | 街頭任後 指ナデ

ー 1 " ω | ー | ー 1 2. 4 1鍋副瑚 ナ ヂ
| ω ω | 喝蝿11 3 1 - 1 - 1街頭 If.fa . ナ デ
1 <2. 8) 1 一 1 4. 9 1 - 1術創陪彼 ナ ヂ

1 1主 さ 1 3 . 5 ( 帽 H 刷 用 さ )0. 5

術頒fE復 指 ナ デ {摩粍が滋 し L リ
指蝿IIE!l! ・ 指ナ デ
術銅版彼 ・ 指ナ デ
鮒傾向 復 ケ ズ リ
JJjlJlfE!l! . ナ デ
指鳳庇!l! . JJj ナ デ
術噸照彼 ・ ケ ズ リ
指瑚1笠復 ケ ズ リ
指閥fErJI . ケ ズ リ

第248図 調査 E 区内排水用側溝内 出土土器実測 図 - 2 -
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ー

日
1 282 

5 cm 

個 Jt

第249図 調査 E 区内排水用側溝内 出土鉄製品実測図

出 土 し た鉄製斧 を 照会す る 。

鉄斧 1 282 は 、 い わ ゆ る 袋状 に 着装部 を 折 り 曲 げ鍛造 し た資料で、 全長7. 7cm、 最大幅4. 7cm、 最大厚1 7剛、

重 量 l l Ogの 完 品 で あ る 。

(註 1 ) 14号杭列 跡 : 全 長 は 直線距離 に し て 18. 06m を 測 り 、 自 然流 路 の 仕掛 け ら れた 梁 ( ヤ ナ も し く

はエ リ ) の漁法の施設跡 と 想定で き る 。 なお こ の杭列 は 、 円 弧状 の杭列 1 2本 、 直線杭列 2 本で構

成 さ れ る 。 杭 は い ずれ も l OOcm前後 と 大型 で 、 遺跡基本層 序 5 層 の 砂 層 ま で深 く 打 ち 込 む。 周 辺

部か ら は ウ ケ 、 ヤナ等の遺物は検 出 さ れて い な い 。

4 奈良時代末期 か ら 平安時代初頭
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第 2 章 調査の結果

(第250図 調査 E 区 内 奈 良時代末期か ら 平安時代初頭の遺構配置 図 )

奈 良 時代末期 か ら 平安時代前 期 の 遺構 は 、 本調査 区では 1 号大畦 を 中 心 と し て杭列跡 1 本、 獣骨集 中 地 点

2 基が確認 さ れた。

特 に こ の 1 号大畦 の造作 に 際 し て は 、 古墳時代 の 旧 地形 を 削 平 し 施工 し た状況が確認で き 、 何 ら か の 厳密

な規格性 を 有す る 遺構 と 想定 さ れ る 。

な お I 区 の竪穴住居跡等が所在 す る 台地端か ら 北東方 向 に延びてお り そ の 一 部 は l 号 "' 4 号杭列群で、 さ

ら に は調査 E 区 の 1 号大畦 と 主軸方向が一致す る 。

( 1 )  1 号大畦

ア 遺構 (第25 1 図 l 号大畦実測図)

1 号大畦は調査 E 区西側か ら 中 央部北側 ま で の F ・ G ' H ・ 1 - 07 ・ 08グ リ ッ ド に 懸 け て 広 域 に 位置す る 。

⑥ 

。

\ H 

08 \ 

\ 

20m 二J

09 

第250図 調査 E 区内奈良時代末期~平安時代初頭の遺構配置図
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第 4 節 調査 E 区

こ の 1 号大畦は直進性が顕著 で あ り 、 調査 E 区内 の確認全長は32. 00m を測 り 、 主軸方 向 は N - W に 延 び る 。

そ の 西側 は 調査区側溝 に 切断 さ れ 、 土塁先端部の東側で は J - 08グ リ ッ ド 付近で、 埋蔵す る 木製 品 が消滅す

る こ と な ど か ら 、 遺構の 形状確認が困難 と な る 。 以下 に項 目 ご と に詳述す る 。

( ア ) 1 号大畦の時代

大畦 は柳町遺跡奈 良時代末 か ら 平安時代前期 の遺構で あ る 。

(イ ) 1 号大畦規模 ・ 形状

1 号大畦の 断面形状は ほぼ台形状 を 呈 し て お り 、 残存する 上場幅 は2. 1 5cm........ 2 .  1 5cm、 下場幅 は3. 38cm........4 .  1 5  

cm、 残存 し た最大高 は66cm"-' 75cm を 測 る 。 土塁上面は調査確認時 に お い て は平坦面 を 形 成 し て い た が 、 硬化

面等の痕跡は確認で き な か っ た 。

第250図 に 示すよ う に 、 本遺構 の 設置 に 際 し て は先行す る 古墳時代前期 の 旧 地形 を 大 き く 改変 し 、 特 に 2 箇

所の微高地 を 開 削 し 、 自 然流路を横断す る な ど の 本格的な い わ ゆ る 「知業」 的工事 を行 っ て い る こ と が知れ

る 。

( ウ ) 1 号大畦構造

H - 07 グ リ ッ ド 内 の 附 図 5 図 で は 、 土塁 中 軸部よ り やや土塁南端部 に位置する こ の 箇 所 で は 、 7 cm........ 23cm 

厚で横方 向 に束ねた一連 の植物繊維帯が確認 さ れた。 植物繊維帯は土塁主軸方 向 に 沿 わ せ て2. 54m の 範 囲 に

特 に 集 中 し て確認 さ れ 、 そ の 上面 に は lOcm"-'20cmの 間 隔で、 繊維帯 を編み込み固定す る よ う な状態で、 最大

長30cm"-'最小長7cmの 小杭が打ち 込 ま れて い た 。

ま た 附 図 5 図 で も 、 同 様 の 植物繊維帯や長寸 の枝材、 大型杭材、 立杭列 の組み合わせ に よ る 、 土止 め の様

子が伺 い 知れ る 。 植物繊維帯は 7 cm"-' 14cm厚で横方 向 に束ねて寝かせ、 最大長 1 . 34m の 範 囲 に 特 に 集 中 す る 。

長寸 の枝材で は径2cm の 小径材 を 2 "-' 3 本纏 め 、 横置 き さ れた残長54"-' 1 09cmの大型杭材では小型杭で絡 め 固

定 さ れて い た 。

こ の よ う に 土 塁 の 上 面 の 一部 に は 、 法面 の 崩 壊 を 防 ぐよ う な手だてが講 じ ら れて い た 。

一方附図 5 図縦断図 に 示 す よ う に 、 遺構下場 の地業下面は水平 に 保 た れ て お り 、 互層 に混入す る 木製 品 は

土塁長軸方 向 に そ の 材 の長辺側 に 多 く は合わせて構築 さ れて い る 。 ま た横断図 の 各所 に 示すよ う に 、 木製品

が多 く 混入 し た 層 は E 層 . IV 層 で は あ る が、 こ の混入は轍密な面 を 成す よ う な 状況 で は な く 、 か な り 疎な状

況で あ り 、 水城 ・ 狭 山 池築堤部で確認 さ れた よ う な草葉類は見 ら れな い 。 ま た そ の 聞 の 層 に も 少量で は あ る

が、 木製品 が混入す る こ と か ら 基本はE層 と し て構築 さ れ る が、 版築的な工法 と は異な る 「敷粗架工法J r敷

葉工法」 で あ る 。

な お 、 当 初 は多量 に 出土す る 木製 品 の 検 出 に 追われ、 土塁形状の 全体形状や構造 の確認が遅れた が、 各所

に遺存 し た 断面ベル ト で最終確認 し 、 そ の 内 3 箇所 を 結線 し て 、 土塁形状 を 復 元 し た 。

と 同 一 レ ベルで の 出 土で あ り 、 周 辺部よ り の遺構の切 り 込みは確認 さ れな か っ た 。

(エ) 関連遺構

主軸方向 が一致す る 調査 I 区 の杭列跡 4 本 は 、 第 2 章第 3 節 4 一 ( 1 ) で先述 し た よ う に 、 1 号大 畦 の 西

側 へ の 延長部 と し て認知で き る 関連の遺構で あ る 。 こ の 箇所 を 1 号大畦の 西側端部 と す る と そ の 全 長 は43. 00

m を 測 る 。

l 号大 畦 の 範 囲 内 よ り 後述 す る 7 号杭列跡、 1 号獣骨集 中 地点が検 出 さ れた こ と に よ り こ れ ら も 大畦 の 関

連遺構で あ る 。 ま た 1 号大畦下場端部よ り 北側平坦部 に位置す る 箇 所 に 2 号獣骨集 中 地点が確認 さ れた が 、

こ れ は 1 号大畦 に 関 連す る 遺構で あ る か ど う か は即断で き な い 。

ま た 周 辺部で は発掘調査時点 に お い て は未確認 と な っ たが、 プ ラ ン ト オ パ ール分析等 で は ピ ー ク 箇所 の検

出 がな さ れて お り 、 水 田 面 の 想定 も 可能で あ る 。 た だ し 第250図 に 示す よ う に 弥生時代末 か ら 古墳時代前期 の
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第 2 章 調査の結よI!:

|制揺り
I 2 8 :1 

1 2 S .I 

1 2 8 5  

1 2 8 6  

1 2 柑 7

1 2 H 8 

1 2 8 !:l  

1 2 9 0  

1 2 Y I  

1 2 U 2 

\ 〕L83 \J」d，84 \ミ主�5

q26 
2. 

\ L7 て
戒心
WV11288 

」ノ
一挙\

/ ， て ;怒れい制;島 市ミ??計 1 289 
\「-斗 イー

巳』J，，92 -�亡ご噛興三ミー、
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l[ 0 7  - 0 9 .] i 師a�

1 1  0 7  - 0 2  :J r.�訟

1 1 0 7 - 2 7 8  i 附�
1 1 0 7 - 2 9 0  1 師!iI

![ 0 7  - 0 .\ 5 i 師!iI

� r. 
t千
lf 
rf 
情
拘
lf 
ìf 

荷台尚

局台椅
高台備

111 1 地点
分矧

地目 遺 }情

11 し 11 7 

11 2 け械路
11 G ()jj  

u 11- 0 7  

rl. 武 (Cm) 村 徴

的l

偏 "

>1 1.) 1国11t/1・' 1 制限 1 rrlI 1 広ff: 外 内

ß>I 1 は :m 1 7.<I I"mのゐ調官事不明 11;犯のゐ調然不時l
→ 1 '1. 6 I ー | 日 日 | 一 |ヅ デ ←削刷出川 | ヨ コオデ U�ナデ

C/rI I :1. 1 I - I I U  I '. 7 Iヘラ綱験後サ デ 川保 ヘッ 切り後ナデ 川 相 iナデ(み和

AW.BW I 5. 1 1 - 1 1 1.75 1 6.' 1ヨ コナデ ヘフ切り?をナデ ヨ コナデ

20cm 

，'， 

- 1 11 1ソク ミンr. 1 - 0 7 1  A Itf  I 5.2 1'.0 1 6. ' Iヨコナデ ヘヲ切り筏ナデ ヨコナデ ナヂ

11 

- I 11 

11 
11 

11 

Il - 0 6 . 0 7  

ソ ク ミ ゾ

c; 0 7  

1 0 7  

[ 0 8  

Cfof 

、脳

AII-f 

:1. 2 
:1.7:' 1 -
(2. :1) 

C!.:，) 
(:\.7) 

115 I ー | ョコナデ ["1め ヘフ切り鰻し後ナデ ヨ コ す デ ヨコナデ後ナデ { 一郎 ス ス f.l m

13. 2 1 7.6 Iヘラ記り 1"1・2ヘフ切り (院側 側 削ヘフ必り多) 1 ヨ コ サデ サデ

- 1 6.R 1 ヨコナデ ヘラ切り ヨ コナデ ナデ

- 1 10..1 1ヨ コナデ ヨ コナデ

1 8.0 1 ヨコナ ヘラ切り俊ナデ ヨ コナヂ ヨコナデ後ナデ

リ肉14!!< 

75 

75 

1 2 Y :� ! [  0 7  - 3 :{ 9 i 師総 転IIJßl 11 (:\. ;)) 1:1.8 I ヨ コナデ ヨコナヂ俺["1ft;ヘフ ミ ア14' ，jト彩必り |ヨコナデ筏-fìiUi向ブデ M;内IAiのみ1"1伝ヘフガキ1 7:)

第252図 1 号大畦内及び周辺部出土土器実測図一 1 -

旧 地 形 に お い て は かな り の 高低差があ り 、 同 時期 の 水 田 で は 区画性 の あ る 状況が想定 し づ ら い 。

( オ ) 遺物出土状況

こ の よ う に 敷葉工法で造 ら れ た l 号大11佳本体及びそ の 周 辺部か ら は 、 官衛的色彩 の 強 い 資料 が 多 く の 木製

品 と 供 に 出 土 し て い る 。

イ 土器 (第252�2541�1 1 号大 11庄 内 出土及び周辺部出土土器実視11 区1 )

l 号大 11佳本体及 び そ の 隣接部か ら 、 本時期 に 関係 す る 資料 の 土師 器椀 1 0 点 、 土師器大椀 1 点 、 須恵器杯 7

点 、 土師器壷 3 点 、 須恵器高杯 1 点 、 須恵器裂 1 点 を 図 化 し た。

土師器杯 1 283 ・ 1 284 ・ 1 285はやや器高が浅 い 資料であ り 、 土師器椀 1 286 ・ 1 287はやや器高 が 深 く 墨書土器

で 、 体部外 面 に r()J 印 の 墨印 が記載 さ れ る 。
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置物置時号

1 2 9 4  

1 2 9 5  

1 2 9 6  

1 2 9 7  

1 2 9 8  

1 2 9 9  

1 3 0 0  

1 3 0 1  

1 3 0 2  

1 3 0 3  

1 3 0 4  

1 3 0 5  

1 3 0 6  

1二三ヌ94 \一一」 〉」ーィ1 296

警耳: 300

受録111号 個 別

H 0 7 - 1 9 0 須車器

H 0 7 - 1 0 4 鋼庖様

H 0 7 - 1 8 1  須111栂

H 0 7 - 0 1 5  須111磁

H 0 7 - 3 3 8  須車田

H 0 7 - 1 9 1  須庖器

H 0 7 - 1 2 5  須凪輯

H 0 7 - 2 7 3  鋼息腿

H 0 7 - 1 8 7  須111111

H 0 7 - 2 7 2  須恵趨

H 0 7 - 1 9 2  須恵鰻

H 0 7 - 1 8 0  須息栂

T Y A - I O O 鋼忠雄

、、

鶴 縄

係
高台楠

高台繍

時

術台倒

高台繍

係
竃
奮
a 
II 

高傑 {高盤}

現

分銅
出土勉点

地区 温 備

- I U H - 0 7 

- 1 U H - 0 7  

E 1 - 0 7  

- 1 U G - 0 6  

- I U 
- 1 U 1 - 0 7  

- I U G - 0 6  

E ソ ク ミ ゾ

- 1 U ソ ク ミ ゾ

- 1 U G - 0 6  

U I G - 0 6 . 0 7  

- 1 U H - 0 7 

- 1 U 1 - 0 7  

闘 I�

A I!! 

C I!! 

Al!l 
BII! 

A II!  

C回

C 岡

D 周

C II!  

A 周

トム-498

」ヨ J

法

UI耐釦 腕居
a 阻

3. 8 

(2. 3) 

3. 5 

( 1 . 3) 

， ， ， ， 

m (団}

日量
13. 4 

13. 6 

13. 3  

1 304 

底置 外

8. 2 ヨ コ ナヂ ・ ヘ ラ 切 り 幌ナヂ

晴雄)[0，1 ヨ コ ナヂ ・ ヘ ラ 切 り 健 ヨ コ ナデ

7. 05 ヨ コ ナヂ ・ ヨ コ 十ヂ使ナデ

8. 0 ヨ コ ナヂ ・ 回転ヘ ラ 切 り の緯ナデ

{高台11口 回伝ナデ ・ ヘ ラ ケ ズ リ 綾田伝ナデ

{商貨種17.2 ヨ コ ナヂ ・ 回転ヘ ラ 切 り

物
蘭

ト--{・・e…
、‘ 

， ， 

1 306 

徴 ・ 傭 iI 
内

ヨ コ ナヂ ・ ヨ コ ナヂ侵ナヂ

ヨ コ ナヂ ・ ヨ コ ナヂ俊ナデ
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1 3 5 9  9 5 1 '1' - 2 0 3 1  水銀晶 fII状加工品 E 1 11 大'1 45. 6 as Z待丸 ハ イ / キ民 ハ イ ノ キ 歯

1 3 6 0  9 5 T Y - 2 0 4 7  -1<111 .. 続状加工品 U 1 I q"畦(1 1 - 0 i ) 括。 1 6. 0 .r.t . .，丸 プナ斜コ ナ ラ 国 ア カ ガ シ 盛岡
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土師器椀 1 289 に は 、 底部外面 に 「 込 」 の 3 条でヘ ラ 記号が記 さ れ る 。

高 台椀 1 290 ・ 1 29 1 ・ 1 292が見 ら れ る が、 全体の形状 は判明 し な い 。

土師器蓋 1 293 は 、 大 型蓋 の輪状摘部 を利用 し た転用硯であ り 、 墨痕が内 面 に 明 瞭 に 残 る 。 内 外面 と も に 回

転ヘ ラ ケ ズ リ 調 整 を 全 面 に 施 し て い る 。

須恵器 1 295 ・ 1 296 ・ 1 298 ・ 1 299は高台椀で、 高台形状はやや異な る が低め の資料で あ る 。 1 298は底部 内 面

に 「大薗」 の 墨書銘 を 有す る 。 詳細 は総括頁 を 参照頂 き た い 。

須恵器 1 300 は 、 小型杯で体部の 上位か ら 口 縁屈折部付近 に 波状沈線 を 施 し 、 口 縁が二重 に 屈 曲 し 湾 曲 し 立

ち 上が る と い う 特徴 を 有 す る 「荒尾産須恵器」 で あ る 。

須恵器壷 1 30 1 ・ 1 303は長頚壷 の 頚部片で あ り 、 二種の 形態が認定で き る 。 ま た 須恵器壷 1 3023は長頚壷 口 縁

部片で あ り 、 荒尾産須恵 器 に よ く 見 ら れ る 胴部上位 に 突帯 を 貼 り 付 け 、 稜 を 有す る 肥後産須恵器 で あ る 可能

性が高 い 。

須恵器高坪 1 305 は 、 脚部 の み で あ り 器高 は低 く 、 高盤 と も 称す べ き 資料で あ る 。

須恵器費 1 304 ・ 1 306は大型賓 の 大 き く 延び屈 曲 す る 資料で あ る 。

移動式竃 1 307は 、 炊 き 口 側 の部分資料であ り 、 内 面 に は煤が多量 に 付着す る 。

ウ 木製品 (第255....... 263図 l 号大畦内 出土木製品実測図)

l 号大畦本体及びそ の 隣接部か ら 、 本時期 に 関 係す る と 想定で き る 資料 の

馬鍬 1 点 、 田 下駄 1 点 、 柄 1 点 、 台付椀 2 点 、 盤 2 点 、 斉 串 ・ 木札 ・ 木簡 6 点 、 樽木 1 点 、 板状加工品 1

点 、 箸状加工品 3 点、 横櫛 3 点、 杭状加工品 6 点 、 横鍬 と 柄 l 点 、 柱材 1 点 、 建築材 2 点 、 丸杭 1 6点 、 棒状

加工品 1 点 、 分割材 1 点 、 用 途不 明 品 2 点、 半裁丸材 1 点 、 板材 1 点 の 計資料53点 を 図化 し た 。

馬鍬 1 308 は 、 2 点か ら の 製 品で接点 は な い が、 ほぽ全容が判 明 す る 資料で あ る 。 端部は方形で お さ ま り 、

外縁部側付近 に が材高 が肥厚 し 、 そ こ に は馬鍬刃部 と 直行 し た部材 の 着装がな さ れ る 。

田 下駄 1 309は 、 枠付 き 田 下駄 の枠部材で あ る 。

柄 1 3 1 0 は 、 自 然木 の 曲 が り を利用 し た柄角 が鈍角 と な る 製品 で あ る 。

台付椀 1 3 1 1 ・ 1 3 1 2 は 、 と も に底面 に 糠櫨 の 爪痕が残 る 資料で、 底部 と 体部 の 境界部 に は 、 強 い 挟 り 線 を 設

け る 。

盤 1 3 1 4 ・ 1 3 1 5 は 、 と も に 円 形 と 想定 で き 韓櫨挽 き成形であ る 。 13 1 5 に は使用時か ら の 刃 物痕跡が残存す る 。

斉 串 ・ 木札 ・ 木簡 の 類 と し て 、 1 3 1 7 ・ 1 3 1 8 ・ 13 19 ・ 1320 ・ 1321 の 計 5 点 が あ げ ら れ る 。

1 3 1 7 は 、 頭部がほぼ 円 形 と し て お さ め そ こ に 方形孔 l 個 を 穿 つ 。 なお表面 に は墨痕 は確認で き な い 。

1 3 1 8 は 、 頭部が山 形でそ こ に 方形孔 1 個 を 穿つ。 なお表面 に は墨痕は確認で き な い 。

1 3 1 9 は 、 下部先端部 を 逆 山 形 に 組 く 加工 し た木札で、 表 面 に は墨痕は認め ら れず、 刃 物痕跡が片面 に 多数

見 ら れ る 。

1 320 ・ 1 32 1 は木簡等 の 削 り カ ス で あ ろ う 。

板状加工品 1 322 は 、 や や厚手の 材片で あ る 。

箸状加 工 品 の 1 326 ・ 1 327 ・ 1 328は 、 端部 を 切 断 し 、 方形断面 の 断面厚が均質 で あ る 全長 1O. 6cmの丁寧 に 加

工 さ れた 資料で あ る 。 材 は ウ ツ ギ属 で あ る 。

横櫛 1 323 ・ 1 324 ・ 1 325 の 3 点はイ ス ノ キ の挽 き 櫛 で あ り 、 全体復元形で は緩や か な 円 弧 を 描 く 製品 で あ ろ

つ 。

横鍬 と 柄 1 334はセ ッ ト 方形孔 に 挿入 さ れて 出 土 し た 資料で あ り 、 エ プ リ 的 な 用 途での利用 と 想定で き る 。

た だ し 先端部 の 用 材 は 、 本来は田下駄 の枠板部横板で あ り 、 転用 し て の使用 で あ る 。
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第 2 章 調査の結果

1 362 ( 1パ。)

q�ミm(ffh 。
1 36 1 ( 1/5 ) 

。 20cm 。 50cm 

本 取 り 信指 伺

ク ス ノ キ

チ ン ヤ ノ キ ・ タ プ ノ キ属

第263図 1 号大畦内及び周辺部出土木製晶実測図- 9 ー

住材 1 335は 、 下部 に 沈下 防止用 の 礎板 ・ 礎材の 装着突起 を 有 し た 資 料 で あ る 。

建築材 1 336は 、 下端部付近 に 結束痕跡が、 ま た 上部に は斜方 向 の ほ ぞ穴が穿かれてお り 、 そ の 下位 に は結

束痕跡が残存す る 。

用 途不 明 品 1 350は 、 平滑面 を 有 し た 断面方形の組み合わせ式の 製品 で あ る 。

板材 1 36 1 は 、 49醐厚 の 加 工 前 の 素材で あ ろ う 。

杭材1362は 、 大 型 の 樹木 の枝分かれ部 を利用 し た製品 で あ る 。

工 鉄製品 ・ 銅製品 (第264図 1 号大畦内 出土及び周 辺部 出 土鉄製品 ・ 銅製品実測 図 )

鉄製品 と し て は 1 363 の有茎族 と 1 364の万子が出土 し た 。 有茎族 1 363は完品 で あ り 、 全 長 1 2 . 8cm、 横幅2. 0cm、

最大厚 6 mm を 測 る 。 い わ ゆ る 平根式で、 族先端部が最 も 幅広 で 、 鋭利 で あ る 。 な か ご部 で は く びれが強 く 、

基部は断面方形で あ る 。 表面 に は薄 く 皮膜が形成 さ れて い る が、 残存状況 は 良好で あ る 。
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第 4 節 調査 E 区

一方刀子1 364は先端、 基部 と も に 欠損 し てお り 、 残存長5. 6cm、 横幅1 . 4cm、 最大厚 4 mm を測 る 。

銅製品 で は 1 365青銅製耳環 と 1366鋳帯で あ る 。 耳環は全径が2. 4cm、 本体 の 断面径は 1 胴 を 測 る 。

青銅製鋳帯はそ の 留 具 の 形状か ら 、 裏金具で全長2. 3cm、 横幅3. 5cm、 最大厚 1 mmで 、 本体下部の透か し 孔

はOO X OOmm を 測 る 。 表面 に は浅 い 条線が無数 に走 り 、 漆幕が焼 き 付 け塗布 さ れて黒色がか る 。 なお第 3 章第

9 節 の 分析調査結果か ら 、 漆膜の 焼 き 付 け塗布 と 判 断 さ れた。

( 2 )  7 号杭列

ア 遺構 (附図第 5 図 中 7 号杭列跡実測 図)

7 号杭列跡は調査 E 区西北側の H - 07グ リ ッ ド で 、 大型土塁の検出 に 先行 し て 一群 の も の と し て杭列が確

認 さ れた。 確認水平 レ ベ ルは 、 L H =3. 55mで あ る 。

7 号杭列跡は 1 番か ら 16番 ま で の杭 1 6本が出土 し 、 そ の 全長は2. 12m、 主軸方 向 N - W で あ り 、 1 号杭~

3 号杭 ま で は ほぼ同規格でそ の 間 隔 は40cmか ら 45cm を測 り 、 確認 レベルか ら 40cm前後打 ち 込む。 他の杭は細

い 小杭 で あ り 、 真下へ 1 5cm----20cm同様 に 打 ち 込 ま れ る 。

こ の杭列は大型土塁 の 一部 と 想定 さ れ、 敷葉工法 に 関 わ る 上層部の枝木類の崩 れ を 防 ぎ固定す る た め に打

ち 込 ま れた杭遺構 と 想定で き る 。

。く豆ミZ J2- � 
1 364 1 365 

IYl 1 1  I � 一曾-1 ④
1 366 

。 5 ロn

=コ 1 363 
。 。 5 cm 

備 考

第264図 1 号大畦内及び周辺部出土鉄製品 ・ 銅製品実測図
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イ 遺物 (第265図 7 号杭列跡 ・ 2 号動物遺体集 中 箇所内 出土木製品実測 図 )

杭列全 1 6点の う ち 残存状態 の 良好な大型杭のみ 3 点 を 図化 し た。

第 2 章 調査の結果

1 367は丸杭 で あ り 、 全長48. 5cm を測 る 。 杭先端部は 3 面 の加工がな さ れ 、 樹種は カ キ ノ キ属で あ る 。 1368

も 丸杭であ り 、 全長50. 7cm を 測 る 。 杭先端部は 4 面 の加工がな さ れ、 樹種は ス ダ ジ イ 。 1 369 も 丸杭 で あ り 、

全長48. 5cm を測 る 。 杭先端部は 4 面の加工がな さ れ、 部分的 に樹皮が残 り 、 樹種は ス ダ ジ イ と 同 定で き た。

( 3 )  ， 号動物遺体集 中 地点

ア 遺構 (第267図 調査 E 区 内 l 号動物遺体集 中 地点)

1 号動物遺体集 中地点は調査 E 区 の 北側部 1 - 07 ・ 08グ リ ッ ド で 、 1 号大 畦 内 に位置す る 。

動物遺体集 中地点は、 ほぽ 円 形 の南北 1 . 95m、 東西2. 05m の 範 囲 に広が り 、 獣骨 当 初 の確認 レ ベル は L H

= 3. 80mで 、 確認時 よ り 深度 は35. 0cm を 測 る 。

周 辺部 に 木製 品 の 出土が殆 ど見 ら れず、 獣骨 のみで あ っ た こ と か ら 当 初 は別遺構 と し た が、 遺構の切 り 込

みは確認さ れず、 し か も 1 号大畦下層 か ら も 少量なが ら 獣骨が散在 し 出土 し た こ と か ら 、 1 号大畦 の 一部の

遺構 と 判断す る 。

時期 を特定す る 土器等 は周 辺部か ら は 出土 し て お ら ず、 獣骨 に お い て も 最大厚35cm を 保つ こ と か ら 、 平面

に お け る 分布 と い う よ り も 、 一括 し た投棄 も し く は集中 し た 分布の様子 を 示 し て い る 。 こ れ は第 3 章第 9 節

の分析調査結果か ら も 、 牛 の 同 一個体では な く 、 一体分で も な い こ と な ど か ら も こ の事が裏付 け ら れ る 。

ま た 専門調査で の所見で は 、 こ の 獣骨は ウ シで、 下顎骨や 四肢骨 の 一部が見 ら れ体高 1 13 . 2cmの雌三歳の 資

料で あ る 。

1 号動物遺体集 中 地点は柳町遺跡奈良時代末か ら 平安時代前期遺構で あ る 。

なお共伴 し て 出土 し た 3 点 の 杭 は 、 腐食が激 し く 実測 に 耐 え ら れな い こ と か ら 図化 は行わ な か っ た 。

( 4 )  2 号動物遺体集 中 地点

ア 遺構 (第268図 調査 E 区 内 2 号動物遺体集 中 地点)

2 号動物遺体集 中 地点は調査 E 区 の 北側部 H - 07グ リ ッ ド で 、 大型土塁遺構内 に位置す る 。

動物遺体集 中地点は、 南北方向 を主軸 と し て ほぼ南北2. 25m 、 東西0. 80m の 範 囲 に 広 が り 、 大型杭 の 上 に

下額骨 2 点が載 る 。 獣骨 当 初 の確認 レ ベルは、 L H = 3. 33mで、 確認時 よ り 深度 は 1 5. 0cm と 浅 い 。

当 初 よ り 木製 品 と 同 一 レ ベ ル で の 出土であ り 、 周辺部よ り の遺構 の 切 り 込みは確認 さ れな か っ た。 ま た 分

布 に お い て は ほぼ平面一面 で の 分 布 を 示 し て お り 、 第 3 章第 9 節 の分析調査結果か ら も 、 牛 の 同 一個体一体

分の頭骨 で あ る と 判断 さ れて い る 。

杭材 と 動物遺体 の 位 置 関 係 で は杭上 に 獣骨が乗 り 、 図 中 の 左 か ら 右 へ と 緩や か な 勾 配 関 係 か ら 「途 中 で

引 っ かか っ た 」 様 な 印象 を 受 け る 。

た だ し 頭蓋骨 と 下額骨が最大で 1 70. 0cm離れて確認 さ れ 、 し か も 出土確認面 に極端な勾配が無 い こ と か ら 、

例 え ば専 門 調査で も 刃物痕跡は見 ら れな い が、 解体的行為や分割 し て の投棄な ど 、 何 ら か の 人為 的 な所作 も

想定 さ れ る 。

ま た 専門調査での所見 で は 、 こ の獣骨は l 号 と 同様 に ウ シ で 、 前頭骨や左右上顎骨、 左右下顎骨 、 四肢骨

な ど 1 1 点が確認で き 、 体 高 126. 6cmの雄の成牛であ る 。

2 号動物遺体集中 地点は柳町遺跡奈良時代末か ら 平安時代前期 の遺構で あ る 。
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第265図 7 号杭列跡 . 2 号動物遺体集中地点内出土木製品実測図
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柳町遺跡出土の動物遺体
治点 番号 �初，. 骨の祖矧 軍艦I g J 醤号 動物1. 骨の1副長 ..lg J  

ウン 左t宛11: '9 9 30 ウy 権骨 1 0 0 

2 ウン 胸継 1 6. 5  3 1  ウン 後骨 勺 1 6  

つy 肋骨 1 1  3 1  ウン 不明 5 1  

4 ウン 右肋骨 6 6  33 ウン 左"'lE骨 1 凹 9

つン 不明 1 1 1 3' つン 友腔骨 1 1 9 

7 つy 友 M' '3 1 35 つ y 左鹿骨 \ 2 2 5 

8 つン 不明 3 0  36 つy 右胆骨 127 2 

9 ウン 不明 6 '  31 つン 右勧骨 1 0 ' 

1 0  ウン 右M1 3 1 1 38 つン 左中足4・ 31 1 

1 1  つy 右M ' 44 0 39 つy 権4骨 1 0  

11 ウシ 左 p ' '" '0 ウン 胸催 1 5 6 

1 4 ウン 左 p ' 3 8  " ワソ 左大腿骨 1 1 8 4 

1 5  つン 左 p ' " '1 ウン 右中足骨 91 1 

1 1  ワγ 右 M， 1 6 5 '3 ウy 左IR・ 102 5 

s 1 8  ウン 不明 1 1 9 " ウン 右J(骨 45 3 
x 

1 9  ウy 右M， " ' 45 右肋骨 8 1  ウン
o 

11 '" v ウン 不明 '6 ウy 胸催 1 5 6 

11 つγ 後骨 50 1 41 ワン 右大図骨 168 1 

13 ウン 視線 ' 0  '8 つシ 右阻骨 '" 
l' ウン 不明 15 5 50 ワン 右峰登骨 19 1 

15 つン 左中手骨 16 1 51 ウy 右大腿骨 1 4 8 

16 つン 右姐骨 1 9 1 53 ウン 権骨 1 1 9 

11 つン 友医骨 36 5 5' ウン 宕 M ' 35 1 

18 つ み〆 左下順骨 268 2 51 ウシ 不明 1 1 6 

19 つy 不明 16 ' 58 つy 右下鴨骨 1 1 1 

61 ウy 左附111:と惟骨 16 ' 

3596 ウン 頭盃4・ 2852 0 3601 ウシ 右中手骨 13 
3591 つン 右よ頼骨 277 2 3603 ワン 右足姻骨C+4 14 4 

3598 ウン 左上馴骨 247 8 3604 ウγ 右 I I ? 1 9  

3599 ウン 左現."骨IF.骨 9 9  3605 ウy 右掴骨と左距骨 50 9 

3600 ウン 右下顎骨 350 6 3610  つシ 左中手骨 1 3 2 4 

3601 ウン 左下頼骨 386 4 

" よ明lt\ 1 切箇

， 1  上顎lt\ 2 切 筒

p 1  上顎第 2 前臼 館

p ' 上顎lt\ 3 前日 ra

P‘ よ額負� 4 ß.J臼歯

M ' よ靭lt\ 1 臼歯

M '  土唄lt\ 2 臼箇

M ' 上顎第 3 目白

1 1 : 下顎1II 1 切歯

P l : 下積第 3 前日歯

M I : 下顎鏑 2 臼自

M ， 下較第 3 日 '"

地点 香号 動物，. 骨の，.傾 ..(g) 地点 番号 動物，. 骨の，.姐 .・Ig J
ア 1240 ウマ 右肋骨 11 0 キ 1090 ウン 右下輔骨 297， 3 

1 凹 1 ウy 納骨片 1 0 9 

イ 1237 つン 縞織 '1 3 1092 ワy 動骨片 3 1  

1238 ワシ 左よ続骨 46 3 \093 ワン 肩甲骨 16 0 

1239 ウy 省検骨 1 1 2 7 !凹4 ウン 肋 骨 1 3 ' 

5391 ウマ 右iR骨 41 6 1227 ウン 左よ腕骨 270 6 

つ 1228 ウマ 肩甲骨 1 6 6 1230 つン 左lIiI・ 1 3 4 

1236 ウン 右大腿骨 130 4 1 2 3 1  ワン 左M1 5. 6 

1 1 235 つマ 納骨片 6 1  1232 ウン 友M， 1 4  

1 1 236 ウマ 右肋骨 3 1  ， ク 1223 ウン 左前腕骨 31 1 

". 1229 ウマ 左肋骨 1 1 8 1224 つン 左中z・ 96 0 

1233 つマ 左肋骨 " 1225 ワン 左よ民4・ 1 3 1 8 

123� ウマ li下畷骨 503 3 9109 ウy 右肩'"骨 56 8 

1235 ウマ 右下職骨 570 3 9713  つy 中手骨 4 1  

1454 ウン 左 p ， 1 5  9714 つン 左肩甲骨 59 5 

1 1 381 ウマ m・片 16 9 そ 5376 つマ 右1II-1<骨 11 0 

1 1 382 つマ 肋骨片 5 0  の 5390 ウマ 右上院骨 88 3 

1 1 383 つマ 下鴨骨 切'" 634 {色 1 1 379 ンカ 上明白白片 \23 7 

1 1 384 yカ 寛骨 15 0 1 1 380 ンカ 下核臼歯片 2 1 4 3 

1 1 390 ウマ 肋骨片 61 0 JI ウマ 左 p 1 19 8 

1 1 391 つマ 肋骨片 1 8 8 2 つマ 右 ， 1 3 8  

カ 1085 ウン 不明 J4 ?呑 1 つマ 左 M ' 19 8 

1086 ウン 左上級骨 105 5 d つマ 左 p ' '1 0 

1087 ウy 右中手骨 1 3 4 3 5 ワマ 左 M' '6 1 

5377 ウン 右上院骨 1 7 4 2 6 ウマ 左 M' " 6  

5378 ウン 不明 5 8  7 ウマ 右 ， 1 l '  
5379 ウン 左IR骨 1 9 5 \ 8 ウマ 右 p ' '3 0 

5380 ウン li尺骨 " 1  9 ウマ 右 p ' " 8  

5393 ウン 左担骨 316 6 10 つマ '"片 1 1 1 

キ 1088 ウy 左 M ， 13 0 1 1  イhシ 大腿骨 13 1 

1089 ワン 左足h・ 6. ' 1 1  ウマ 左上明骨 左P' 61 0 
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第 2 章 調査の結果

イ 遺物 (第268図 7 号杭列跡 ・ 2 号動物遺体集 中 地 点 内 出 土木製品実測 図 )

杭全 3 点 の う ち 残存状態の 良好な 大型杭 1 点 の み を 図 化 し た 。

集 中 地点 の 中 央部 に 位置す る 1 370 は 、 全長1 06cm、 径8. 3cm の大型杭で、 杭 の 頭頂部付近 に は結束の痕跡が

確認で き 、 全 面 に 樹皮 が残存す る 。 樹種 は ク ヌ ギ節 であ る 。

5 その他の時代

先述 し た 「縄文時代晩期 か ら 弥 生 時代前期J r弥生時代末か ら 古墳時代 前 期 」 及 び 「 奈 良 時代 末期 か ら 平

安時代前期」 の 各 時代 を 除 い た 時期 に 相 当 す る 遺構 ・ 遺物及び時期 判 定 が 困 難 な 遺構 を こ こ で ま と め る 。

( 1 )  9 ...... 1 6号溝 (第269図 5 号� 9 号溝及び1 0号 � 1 2号溝実測 図 )

5 号 ・ 6 号 ・ 7 号 ・ 8 号 ・ 9 号溝遺構は調査 E 区 中 央部北側の I . J - 07 ・ 08 ・ 09グ リ ッ ド で 、 1 0号 ・ 1 1

号 ・ 12号溝遺構 は調査 E 区 の ほぼ 中 央部の I ・ J - 09 ・ 10グ リ ッ ド で 、 表土剥 ぎ後 の 遺構検 出 作業 時 に 確 認

さ れ た。

5 号溝遺構は ほぼ直線状 に 延 び全長7. 92m を 測 り 、 最大幅1 38cm、 最大深度 8 cmで 、 遺物 の 出 土 は見 ら れ な

し し

6 号溝遺構 も ほぼ直線状 に 延 び全長12 . 78m 、 最大幅 1 1 2cm 、 最大深度 l Ocm で あ り 、 排水溝 に 切 ら れ る 。 遺

物 の 出土は見 ら れ な い 。

7 号溝遺構は ほぼ直線 に 延び、 先端部が西側 にやや湾曲 し 全長が 1 3. 76m 、 最 大 幅 1 20cm、 最大深度 8 cmで

あ る 。 溝は単独で、 遺 物 の 出 土 は見 ら れ な い 。

8 号溝遺構 は 先端部がやや 東側 に 湾 曲 す る が ほぼ直線状 に 延び全長 が 1 3. 42m 、 最 大 幅 1 26cm、 最大深度 6

cmで あ る 。 溝 は単独で、 遺物 の 出土は見 ら れ な い 。

9 号溝遺構 は 北 東 先端部が不整形で残存長が9. 68m、 最大幅1 35cm、 最大深度 1 2cmで あ る 。 排水溝 に 切 ら れ

て お り 、 遺物 の 出土 は見 ら れ な い 。

1 0号溝遺構 は ほぼ直線状 に 延 び全長6. 86m を 測 り 、 最大幅1 1 2cm、 最大深度 6 cmで 、 遺 物 の 出 土 は 見 ら れ

な い 。

1 1 号潜遺構 も ほぼ直線状 に 延 び全長2. 96m を 測 り 、 最大幅138cm、 最大深度 6 cmで 、 遺物 の 出 土 は 見 ら れな

い 。

1 2号溝遺構 も ほぼ直線状 に 延 び全長3. 74m を 測 り 、 最大幅 1 1 0cm 、 最大深度 6 cmで 、 遺 物 の 出 土 は 見 ら れ な

。、a-LV

 

こ れ ら 一連の溝遺構か ら は全 く 遺物 の 出 土はな い が 、 そ の 埋土 は 同 一 で あ り 、 遺構深度 も 概 し て 浅 く 遺跡

土層 図 で は第 N 層 か ら の 掘 り 込 みか ら し て 、 調査 I 区 の 1 � 6 号溝 と 同時期 の 近世近代時期 の 溝 と 想定 さ れ

る 。

( 2 ) 包含層 ・ 排水溝 (側溝)

(第27 1 ・ 272 図 調査 E 区 内 包含層 ・ 排水用 側溝内出土 の そ の 他 の 時代遺物実測 図 )

先述 し た 「縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期J r弥生時代 末か ら 古墳時代前期J 及 び 「 奈 良 時代末期 か ら 平

安時代前期 」 の 各時代 を 除 い た 時期 に 相 当 す る 遺物 を こ こ で ま と め る 。

ア 土器 (第27 1 �272 図 調査 E 区 内 包含層 ・ 排水用 側溝 内 出 土 の そ の 他 の 時代土器実測 図 )
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各期以外の 資料であ る 古墳時代後期 の土師器杯 3 点、 土師器査 1 点 、 須恵器杯 1 点 を 、 12世紀時期 の土師

器高台椀 2 点、 土師器高台杯 3 点、 土師器杯 l 点 の 計 1 1 点 を 図化 し た。

土師器杯 1 38 1 ・ 1 382 ・ 1 383は外面 に は横方向 の ミ ガキ痕跡が内面 に は横及び縦方向 の ミ ガキ痕跡施す。

土師器壷1 384は、 胴部 中 央 よ り やや下位 に l 個 の 穿孔が施 さ れ る 。

須恵器杯 1385は 、 身側 に 受 け を 有 し 、 外面底部 に ヘ ラ 記号が刻 ま れ る 。

土師器椀 1 386は、 断面三角 形 の低高台 に 、 体部は内湾 し なが ら 緩や か に 立 ち 上が り 、 口 縁端部で丸 く ま と

ま る 。 瓦器椀 に 類似 に 形態が在す る 。

土師器高台椀 1388は 、 高台高が26mm と 長 く 、 その高台 に丸椀が着 く 。 1 389 ・ 1 390 も 同 形 と 想定 さ れ る 。
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第272園 調査 E 区内包含層 ・ 排水用側溝内出土のその他の時代土器 ・ 石器実測図
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リ 向同雌

7お

イ 石器 (第272 図 調査 E 区 内 包含 層 ・ 排水用側溝内 出 土 の そ の 他 の 時代土器 ・ 石器実測 図 )

石器類は 2 点 出 土 し て い る 。 石包丁 1 392は、 砂岩製で復元形状は極端 な 半 月 形 で あ り 、 そ の 幅 も 深 い 。 石

製有孔 円 盤 1 393は 、 滑石製で 2 個 の 穿孔 を 有 し 、 厚 さ は僅か 3 mmであ る 。
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第 5 節 調査W区

第 5 節 調査 IV 区

(第273図 調査W区 内弥生時代後期か ら 古墳時代前期の遺構実測 図及び土層断面図 )

(第274図 調査N 区 内垂直分布範囲見取 り 図)

調査 IV 区の調査概要 に つ い て

調査W 区 は柳町遺跡の 調査 3 年 目 の 平成 8 年度の調査区で あ る 。 こ の 区 は 玉 名 平野 を 南 北 に 走破す る 県道

玉名 立花線及び玉名 平野基幹水路 に 隣接 し た東側部に位置 し 、 さ ら に は県道玉名 山鹿線 ・ 一級河川 の 菊池川

本流 に 挟 ま れ た 、 熊本県文化課 の 調査区で あ る 。 ま た 自 然流路部や多 く の遺構が微高地上 に重複 し て検 出 さ

れた玉名 市教育委員会担 当 の 調査 E 区 と は約130m離れて位置す る 。

本調査区 の グ リ ッ ド 番号 は 0 ・ p o Q o R ・ S - 1 5 ・ 1 6 ・ 1 7 ・ 1 8 ・ 1 9 ・ 20 ・ 2 1 グ リ ッ ド ま で で あ り 、 調査

総面積は3. 650rrl、 た だ し 調査 に 際 し ては北側工事用側道 ・ 釜場 ・ 法面 ・ 南側の水 田緩衝帯 を 除 く た め実調査

総面積は さ ら に減少す る 。

調査区内か ら 出土 し た遺物 に よ る 時代 は ほぼ 2 時期 であ り 、 各時期の概要 と 確 認 さ れた遺構は次の通 り で

あ る 。

縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期。 竪穴住居跡 ・ 土坑等が重複 し て位置 し た E 区 の 延長部 と 想定 さ れ る 平坦

部か ら 自 然流路 に い た る 箇所 も 含 め 全域 に遺構は検出 さ れなか っ た。 遺物の大多数 は P ・ Q - 18 ・ 19グ リ ッ

ド へ と 流れ込む包含層 内 か ら 出 土 し た。

弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期。 玉名 市教育委員会担 当 の調査 E 区 の 延長部の 平坦部 と 広 が り と そ の 東

側 の 自 然流路が確認 さ れ 、 検 出 さ れた遺構 と し ては溝遺構 3 本 、 杭列跡 6 本 で あ る 。

各遺構よ り 出土 し た遺物は小片であ り 、 調査 I 区で実施 し た時代 の 小 期 で あ る I '"'- N 期 の 分類は不可能で

あ る 。

そ の他 の 時代 と し て主軸北西 一 南東方向へ と 延び、る 溝遺構 2 本が検 出 さ れたが、 そ の 時代は近世時期 と 想

定 さ れ る 。

2 縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期

先述 し た よ う に縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期 に か けて の遺物は本調査 区 に お い て も 約40点確認 さ れてお

り 、 遺跡基本層 状 の 医 層 ・ X 層 が P ・ Q - 1 8 ・ 1 9グ リ ッ ド へ と 流れ込み、 包含層 内 か ら 出土 し た 。 そ の 分布

状況 と 遺物の特徴 に つ い て と り ま と め る 。

( 1 ) 分布状態 (第275'"'-277図 調査W 区内突帯文か ら 弥生前期土器 出土平面 図 )

(第274図 調査W区 内垂直分布範 囲見取 り 図 )

本資料の 分布状況 は 出 土平面 図 及び垂直分布範囲見取 り 図 に 示す と お り で あ る 。 こ れ に 第 5 号 ・ 6 - 1 号 ・

6 - 2 号の 各 自 然流路の 流路形状 を被せて分布状態 を 示 し た。

調査区西側の平垣面よ り 、 東側 の 自 然流路側 に 向 け て徐々 に地形的 に は く だ り 、 そ の 面か ら 点 々 と 散布す

る 状況で あ る 。 本地区で は遺物集 中 の 状況 も 希薄で、 明 ら か な流路内か ら の 出 土はわずか 1 点の みで あ る 。

こ の よ う な 出土状態か ら 旧 地形面最下面及び 自 然流路部 にお い て は 、 本時期 の遺構は存在 し な い と 判 断す

る 。
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( 2 ) 包含層 内 遺物 (第279図 調査W 区 内 出 土突帯文か ら 前期弥生土器実測 図 )

突帯文か ら 前期弥生土器 に 該 当 す る 資料実測点数は 18点で あ る 。

浅鉢1 394は 、 口 縁部が外反 し て お り 、 口 唇部よ り 下が っ た位置 に 刻 目 を 有 し た突帯 を 持 ち 、 突帯幅 は 9 mm

と やや広 く 、 刻 み は摩耗 の た め 消滅 し て い る 。 外面 に も 員殻条痕の痕跡が僅か に 残 る 。

費 1 395 ・ 1 396 ・ 1 397 ・ 1 398 ・ 1 399は 、 いずれ も 小型 V 字刻みを有 し 、 内傾する 口 縁部形で あ る 。 費1400は

口 縁端部 に 突帯 を 貼 り 付 け 、 費140 1 は屈 曲 口 縁で あ る 。 ま た 1402� 1408は胴部の突帯部片で あ る 。

費形土器 1409は、 口 縁部 は 同 様 に直立 し 、 2 条 の突帯 を有 し 、 突帯幅 も 狭 く 小 型 V 字 刻 み を 施す。 口 唇部

に接 し て 断面蒲鉾形 の 突帯 を 貼 り 付 け ら れ る 。

1 4 1 0 ・ 14 1 1 は嚢底部で あ ろ う 。

3 弥生時代後期 か ら 古墳時代前期

弥生時代終末期 か ら 古墳時代前期で は微高地の端部に位置す る こ と か ら 、 本調査 区 で は確認で き る 遺構は

少 な い 。

明 ら か に 本時代 に 該 当 す る 検 出遺構 と し て は溝 3 本、 杭列 6 本で あ る 。 土器資料 の 多 く は小片で あ る こ と

か ら 小時期分類は困難で あ る 。

(第273図 調査W 区 内弥生時代後期 か ら 古墳時代前期 の遺構実測図 及 び土層 断面図)

( 1 ) 1 8号 ・ 1 9号溝

ア 遺構 (第280図 18号 ・ 1 9号 ・ 22号溝遺構実測図)

1 8号 ・ 19号潜遺構は調査 N 区 西側 の O ・ P - 15 ・ 1 6グ リ ッ ド で ほぼ並行 し 、 1 9号 を 1 8号潜が一部 を 切 っ た

状態で遺構確 認 さ れた。

1 8号溝遺構は両端 を排水用 側 溝 に 削平 さ れてお り 残存長 は 13. 4m 、 溝上場幅35cm�45cm、 最深度は45cm を

測 る 。 断面形状 は 深 い台形状で は あ る が深度 も 深 く 、 上場 ・ 下場の差 も 僅少で、 い わ ゆ る 「布掘 り 」 の 形状

を 成す。

ま た 1 8号溝遺構残存部の 中 央部 に は ピ ッ ト が 2 基確認さ れた。 南側の 1 号 ピ ッ ト は長楕 円 形状で長軸50cm、

短軸25cm、 最大深度52cm を測 る o ま た 北側の 2 号 ピ ッ ト は ほぼ方形形状で長軸43cm、 短軸24cm、 最大深度23

cm を測 る 。 なお 2 基 の ピ ッ ト 芯部 聞 は3. 65cm を 測 る 。

こ の布掘 り 形状や溝内 ピ ッ ト か ら 、 こ の 溝が一般的な掘削 さ れた も の と 異な り 、 よ り 区画性 を 示 し 、 上部

構造 を 有 し た機能 を 持 ち 、 し か も 両 ピ ッ ト は 出 入 口 性格 を持つ 門 的 な様相 を 想定 し た い 。 少量 の 土師器片が

出 土 し た 。

19号溝遺構 も 両端 を 排水用 側溝 に 削平 さ れてお り 残存長 は 1 5. 2m 、 溝上場幅41cm�85cm、 最深度は25cm を

測 る 。 断面形状はやや深 い 台形状 を 成す。 少量の土師器片が出土 し た。

遺物類 の 出土は小片であ り 、 それで の 時期判定は困難で あ る が、 埋土及び遺構の主軸方 向 に よ る 関係整理

で 、 小時期 E 期終わ り か ら W期始 ま り 時期 の遺構で あ る と 想定で き る 。

イ 遺物 (第280図 18号 ・ 1 9号 ・ 22号潜遺構実測図)

1 8号溝遺構では 2 点 の 図化 を 行 い 、 141 3は外面刷毛 目 調整の鉢底部片、 14 14は査胴部片 と 想定で き る 。

1 9号潜遺構で は 4 点 の 図 化 を 行 っ た。 1412は 口 縁部径 10. 5cm、 全長2. 9cmで外面刷毛 目 調整の鉢、 14 1 8は小
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第 2 章 調査の結果

\さL〆! 1 1 
1 41 2 H 何 1 41 6 

t I I 
\ぷ� 'fノ'y ，tr{ 7 

1 41 3 14 14 
1 ， I 1 41 5 

/ 1 4 1 7 14 1 8 

遺物醤号

1 4 1 2  

1 4 1 3  

1 4 1 4  

1 4 1 5  

1 4 1 6  

1 4 1 7  

1 4 1 8  

。

幽土勉点 鎗 /i (田l 物 俄 ・ 由 場jfSlII骨 個 別 盟 国 分駁 l1!1l! 出 儒 回 世 邸備自白 国笹 ロ睡 底僅 外 圃 内 面

H 0 8 - 0 0 3  土師国 鉢 IV 1 5 0 骨 1 9 . P - 1 6  A回 2. 9 10. 5 刷毛日後ナヂ ナヂ
H 0 8 - 0 0 6  土師陣 跡 rv I 5 0 - 1 8  2. 0 &3 刷毛目 ミ ガキ

H 0 8 - 0 0 5  土師輯 直 - I IV 5 0 - 1 8  (5. 0) ナデ ケズリ
H 0 8 - 0 1 2  土銅睡 盗 - I IV 5 0 - 2 2  (5. 3) 刷毛田盟後ナヂ{闘} ・ {スス付翁} ケズリ
H 0 8 - 0 0 2  土笥臨 置 - I IV 5 0 - 1 9  ー錆 (0. 9) 凪 6 ナデ ナヂ
H 0 8 - 0 0 1  土師硲 盛 IV I 5 0 - 1 9  (2. 5) 1 1 . 4  ナヂ ナデ

H 0 8 - 0 0 4  土師圏 小型丸底土器 - I IV S D - 1 9  (4目 1 ) 5. 6 ー郁朗毛目 ナヂ

第287図 1 8号 ・ 1 9号 ・ 22号溝遺構内出土土器実測図
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20cm 

出土纏.11. I� 日 〈四】 持 徴 銅 考
盟物侵略 畳録幡町 個 別 盟 組 分銅

底径 外 街 内 面組区 盟 備 回 世 E高!司有61 固匝 口径

1 4  I 9 H 0 8 - 0 4 2  �生土圏 !I! - I IV Q - 1 6  A 回 (2. 9) 18. . 刷 毛 11 刷 毛 臼

1 4 2 0  H 0 8 - 0 2 3  9年生土器 寝 w P - 1 6  Alòl (3， 7> 1 7. 8  刷 毛 日 ヨ コ ナヂ 刷 毛 日 後 ヨ コ ナ デ

1 4 2  I H 0 8 - 0 5 3  g量 w 5 符涜随 (6， 5) 叩金tl ナ ヂ

1 .4  2 2 H 0 8 - 0 4 5  9院生土器 g襲 - I IV Q - 1 7  A ItI (4. 8) ナヂ ナヂ

1 4 2 3  H 0 8 - 0 4 3  弥生土錫 磁 - I IV Q - 1 9  BItI (3. 7) 22. 8 ナ デ t 節ケ ズ リ 】 十デ

1 "  2 4 H 0 8 - 0 5 4  9衛生土穆 盗 - I IV R - 2 0  A回 (2. 8) 2 1 . 4  ナ ヂ 刷 毛 日

1 4 2 5  H 0 8 - 0 1 5  ヲ抗生土盟 盗 W 0- 1 7 ‘ P - 1 9  (2. 8) 3 .... ヨ コ ナデ ヨ コ ナ デ

1 4 2 6  H 0 8 - 0 3 2  総生土留 量 - I IV P - 1 7  (3. 0) 15. 6 ナヂ ナ ヂ

1 4 2 7  1-1 0 8 - 0 1 9  土師鶴 a - I IV P - 1 5 . 1 6  (:1. 3) 2a2 ナヂ ナ ヂ

1 4 2 8  H 0 8 - 0 2 9  土師雄 鉢 F - c I IV P - 1 7  AItI (4. 2) 1 1 . 4  剛 毛 白 後ナデ ナヂ・ ケ ズ リ 後ナヂ

1 "  2 9 H 0 8 - 0 4 4  土師盤 盛 W 5 号機略 (4 .9)  19. 6  ナヂ ナヂ

1 4 3 0  H 0 8 - 0 6 2  土師穏 a - I IV R - 2 1 A ItI (3. 8) 16. 8 ナデ ナヂ

1 4 3  I 11 0 8 - 0 5 0  土師揖 盛 M - c l  IV R - 2 J (4， 3) ナデ 十ヂ

1 4 3 2  H 0 8 - 0 1 4  弥生土田 壷 W 0 - 1 7  (2. 7) 6. 8 ナデ ナヂ

1 4 3 3  H 0 8 - 0 1 3  土師畠 高If W 0 - 1 7  A ItI (6. 31 22. 2 刷 毛 目 副 主 回 後 ナ デ

1 4 3 4  H 0 8 - 0 4 7  土師昌 高節 - I IV Q - 1 9  BItI (3. 1 1  1 1 . 0  ナ ヂ ナヂ

1 "  3 5 H 0 8 - 0 4 9  土師畠 鉢 A - a l  IV R - 1 7  (3. 5) 1 3. 0  ナヂ ナデ

1 "  3 6 H 0 8 - 0 3 7  土師極 鉢 - 1 IV 5 1}浪路 (2. 61 6. 4 ナデ ナデ

1 "  3 1  1-1 0 8 - 0 2 0  土師盟 鉢 - I IV p - 1 5 .  1 6  【3. 01 刷毛田密使ナヂ 刷毛珂盤後ナデ

1 4 3 8  H 0 8 - 0 4 1 土師題 砲台 8 - 8 1  JV 5 号椛路 12. 51 7. ' ナデ ナ ヂ

1 .4  3 9 H 0 8 - 0 1 7  綜生土艶 W 0 - 1 7  (5. 7) '. 2 ナデ ナ デ

1 4 4 0  H 0 8 - 0 1 8  弥生土器 W 0 - 1 7  ー舗 (2. 1 1  5. 8 ナデ ナデ

1 4 4 1 1 H 0 8 - 0 4 6  弥生土語 W Q - 1 7 A 闘 (3. 4) 7. 6 ナデ ナヂ

第289図 5 号 ・ 6 ー 1 号 ・ 6 - 2 号自然流路内及び周辺部出土土器実測図- 2 -
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第 2 章 調査の結果

てー一 ト-〈:/ 「\ L 、
1 451 2 1 452 Ocm 

幽 土地点 法 日 〈団】 絡 後 ・ 儲 考
坦物帰号 建録骨骨 縄 別 揖 純 分111

雄区 直 備 悶 f� Iftl慢存ßI 嗣径 )J健 底径 外 箇 内 面

1 4 4 2  H 0 8 - 0 6 6  1 師器 II! - f !V ソ ク ミ ゾ (3. 1 ) 17. 0  刷 毛 日 後ナヂ ナ デ ・ ケズ 'J

1 4 4 3  1-1 0 8 - 0 7 0  弥生土盟 盛 !v ソ ク ミ ・/

1 4 4 4  1-1 0 8 - 0 5 9  k師器 脅 - I !V ソ ク ミ ゾ (3. 3) 27. 2 ヨ コ ナヂ { ー飯肱Ill) ヨ コ ナ デ

1 4 4 5  11 0 8 - 0 5 7  t師器 i! - I !V ソ ク ミ ゾ (6， 1 ) 13.. 4 刷 毛 日 後ナデ 醐 毛 目 後ナデ

1 4 4 6  H 0 8 - 0 7 2  I 師揖 脅 - I !V ソ ク ミ ゾ 14. 41 ナ デ ナ ヂ

1 4 4 7  1-1 0 8 - 0 6 7  土師栂 必 G I !V ソ タ ミ ゾ 【3. 8) 12. 4 ナデ {突搭 l ヶ所} ナデ

1 4 -1 8  11 0 8 - 0 6 4  k師樋 壷 - I !V ソ タ ミ ‘/ 【3. 4) ナデ ナ デ

1 4 4 9  H 0 8 - 0 6 9  土師器 謝野 C I !V ソ ク ミ ・/ 【3. 3) ナヂ ナ デ

1 4 5 0  H 0 8 - 0 6 1 1 師器 高節 C - c l  IV ソ ク ミ ・/ (3， 1 )  2 1 . 2  ナヂ ナデ

1 4 5  I 11 0 8 - 0 7 1 t師盟 高郎 A - b l  IV ソ ク ミ ‘/ (4， 5) 16. 0 ス カ ン ・ ナデ ナ ヂ

1 4 5 2 1-1 0 8 - 0 6 0  停生土器 盟台 - I !V ソ ク ミ ・/ (.4. 2) 8， 2 ナヂ ケ ズ リ

第291 図 調査N区排水用側溝内出土土器実測図

1453 ， ， 

??《
\ 、 1 454 向、 、 しーーJ:ごご二4 1 456

" 
I i プ ーイ庁 1 459

20cm 

HI.i 地点 法 田 〈団} 特 徴 偏 4場 写a
遺 物 滑 り 霊録書事碍 個 別 器 稲 分問 関臨

地区 遺 構 制 使 14冊"" 制筏 )Jfl! 底径 外 蘭 内 副

1 4 5 3  H 0 8 - 0 5 2  土師魁 量提 E I IV IS O - 2 0 . P ' R - 2 1 A I!I  (7. 8) 22' ナヂ ナ デ ・ ケ ズ リ

1 4 5 4  H 0 8 - Q 0 9  土師寵 建 - I !V 5 0 - 2 0  一綿 (3. 0) ナヂ ナヂ・ ケ ズ リ

1 4 5 5  H 0 8 - 0 0 8  k師鰻 i! IV I  5 0 - 2 0  �ft (3. 0) ナデ ナ デ ・ ケ ズ リ

1 4 5 6  1-1 0 8 - 0 0 7  j/f;生上路 磁 IV I 5 0 - 2 0  4指 0 ， 4) 7. 2 ナデ ナ ヂ

1 4 5 7  1-1 0 8 - 0 5 6  土師器 e IV I S O - 2 0， ト " ・ 2 1 A I!I (7. 8) 刷 毛 円 後ナヂ ケ ズ リ

1 4 5 8  1-1 0 8 - 0 1 0  土師語 小型丸底1:l1li W 5 0 - 2 0  (3. 3) ナヂ ナ デ

1 4 5 9  1-1 0 8 - 0 1 1  上師器 鉢 - I !V 5 0 - 2 0  (3， 3) ナヂ ナ デ

第292図 20号溝遺構内出土土器実測図
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第 5 節 調査IV区

( 2 )  22号溝

ア 遺構 (第280図 18号 ・ 1 9号 ・ 22号溝遺構実測図)

22号溝遺構は調査 N 区西側か ら 中 央部南側の P ・ Q - 16 ・ 1 7 ・ 1 8グ リ ッ ド で、 1 8号 ・ 19号溝 と は交差せず

に 、 南端は 5 号流路側 へ と 流下す る よ う な状態で遺構確認 さ れた。

22号溝遺構は全長は3 1 . 4m、 溝上場幅25cm....... 35cm、 最深度は 18cm を測 る 。 断面形状は 浅 い台形状で あ る 。

遺物類 の 出 土 は 小片で小時期 E 期終わ り か ら W期始 ま り 時期 の遺構で あ る と 想定で き る 。

イ 遺物 (第287図 1 8号 ・ 19号 ・ 22号溝遺構内出土土器実測 図)

22号溝遺構で は 1 点 の み の 図 化 を 行 い 、 1415は壷片 と 想定で き る 。

( 3 )  1 5号 ・ 1 6号 ・ 1 7号 ・ 1 8号 ・ 24号杭列跡

(第293図 1 5号....... 1 8号 ・ 24号杭列跡実測図)

1 5号....... 18号 ・ 24号杭列跡は い ずれ も 、 調査 E 区 中 央部南側の Q ー 19グ リ ッ ド で 、 5 号 自 然流路 と 6 - 1 号

自 然流路の合流地点付近 に お い て 、 流路部の掘 り 下げ作業時 に杭列が確認 さ れた。 確認水平 レ ベル は 自 然流

路 に 向か つ て の勾配が掛か る た め L H = 3. 60m....... 3. 80mで あ り 、 遺跡基本層 序W 層 へ の 打 ち 込 みで あ る 。

1 5号杭列跡は 1 番か ら 1 1番 ま で の杭1 1 本が出土 し 、 そ の 全長 は2. 92m、 杭列確認面か ら の最大深度は72cm

を測 り 、 最深部は第 E 層 ま で打 ち 込む。 確認水平 レ ベルは L H = 3. 70mで あ り 、 2 ・ 3 番杭 は 1 5cm と 小型 で 、

4 番杭はやや斜め の打 ち 込み と な っ て い る 。 他の杭は全長70cm と やや大型で、 そ の 間 隔 も 25cm....... 30cm と 定間

隔で安定 し て い る 。

24号杭列跡は 1 番か ら 5 番 ま で の杭 5 本が出土 し 、 そ の 全長は 1 . 22m、 1 5号杭列跡 と ほぼ並行関係で あ る 。

確認水平 レ ベ ル は L H = 3. 50mで あ り 、 杭列確認面か ら の最大深度 は47cm を測 り 、 最深部は第四 層 ま で打 ち

込む。 各杭の 間 隔 も 20cm....... 32cm と 定 間 隔で安定 し て い る 。

1 6号杭列跡は 1 番か ら 19番 ま で の杭 19本が出土 し 、 その分布 に ば ら つ き は あ る が全長は3. 05m、 分布幅は

45cm を 測 る 。 1 5号杭列跡の南側 に位置 し 、 後述す る 17号杭列跡 と は ほぼ並行 し て い る 。 確認水平 レ ベ ル は L

H =3. 50mで あ り 、 杭列確認面か ら の最大深度は74cm を測 り 、 最深部は第 D 層 ま で打 ち 込 む 。 1 8番杭は70cm

と 大型で あ る が、 他 の杭は20cm....... 30c皿、 40cm....... 50cm と 二 分 さ れ る 。 そ の 間 隔 も 25cm....... 30cm と 定間 隔で安定 し

て い る 。

1 7号杭列跡は 1 番か ら 20番 ま で の杭20本が出土 し 、 そ の 分布 は ほぼ直線上 で あ り 全長は4. 1 9m 、 前述の 17

号杭列跡 と は ほぼ並行 し て位置 し て い る 。 確認水平 レ ベ ル は L H = 3. 50mで あ り 、 杭列確認面か ら の最大深

度 は62cm を 測 り 、 最深部は第 E 層 ま で打 ち 込む。 杭の 多 く は40cm....... 50cm と 中 型 で あ り 、 そ の 間 隔 も 北西側は

1 5cm....... 20cm と 密で あ る が、 南東側は25cm....... 30cmが多 いが間隔にば ら つ き が見 ら れ る 。

18号杭列跡は l 番か ら 9 番 ま で の杭 9 本が出土 し 、 そ の分布 はば ら つ き は あ る が全長は 1 . 6 1 m、 主軸方向

N - Wであ り 、 分布幅 は 1 55cm を測 り 、 前述の 1 6 ・ 1 7号杭列跡の南東側に位置 し て い る 。 確認水平 レ ベ ル は L

H =3. 60m で あ り 、 杭列確認面か ら の最大深度は75cm を 測 り 、 最深部は第 C 層 ま で打 ち 込 む。 32番杭は75cm

と 大 型で あ る が、 杭 の 多 く は40cm....... 50cm と 中 型であ り 、 そ の 間 隔 に も ば ら つ き が見 ら れ る 。

こ れ ら 複数の杭列跡は第 5 号 自 然流路を横断す る 方向で も し く は実際 に横断 し て い る こ と か ら 、 本時期 の

範鴎内 と 想定 さ れ る が、 土器資料 を 伴わ な い こ と か ら 小時期分類はで き な い。

なお こ の杭列跡か ら 多 く の 良好な資料が出土 し たが、 整理期 間 の 関係 で 図化及び樹種 同 定 は行わ な か っ た。
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第 2 章 調査の結果

( 4 )  20号 ・ 21 号杭列跡

ア 遺構 (第294図 1 9"'-'2 1 号杭列跡実測図 )

20号 ・ 2 1 号杭列跡は調査 W 区 中 央部南側 の Q ー 19 ・ 20グ リ ッ ド で 、 ほぽ並行 し て 5 号 自 然流路 を 横断す る

状態で、 一部南側は排水用 測道 に 削 ら れて杭列が確認 さ れた。 確認水平 レ ベ ル は L H = 3. 40m で あ り 、 遺跡

基本層序 C 層 へ の 打 ち 込 みで あ る 。

20号杭列跡は 1 番か ら 4 1 番 ま で の杭41本が出土 し 、 そ の 全長は3. 59m、 杭列確認面か ら の最大深度 は 1 08

cm を測 り 、 最深部は第D 層 ま で打 ち 込む。 杭規格で は50cm"'-' 1 00cm ま で の 比較的 に 大 型 の杭が多 く 、 し か も 南

西側では密でお互 い が ほぼ接す る 状態で、 ま た北東側は比較 的 に 疎な状態で出土す る 。 そ の 中 で も 19番杭は

深度 も 一定 し 、 特 に 大型で杭列の起点 と な る 資料であ る 。

21 号杭列跡は 1 番か ら 35番 ま で の杭35本が 出 土 し 、 そ の 全長は4. 25m 、 杭列確認面 か ら の 最大深度 は 1 03

cm を測 り 、 最深部は第 D 層 ま で打 ち 込む。 こ の杭列で の杭規格で も 50cm"'-'90cm ま で の 比較 的 に 大型 の 杭が多

く 、 南 西側か ら 北東側へは20cm"'-'50cm ま での等間隔で際な く 配置 さ れ る 。 特 に40番杭は深度 も 一定 し 、 特 に

大型で杭列の起点 と な る 資料で あ る 。

こ の第 5 号 自 然流 路 を 20号杭列跡 と 2 1 号杭列跡が定間隔 を 保 ち と も に横断す る こ と か ら 、 両杭列 は 同 時期

と 想定 さ れ る が、 土器資料 を 伴わ な い こ と か ら 小時期分類はで き な い。

イ 遺物 (第296"'-'309図 20号 ・ 21号杭列跡内 出土杭実測図)

杭列全4 1 点 の う ち 20号杭列跡は29点、 2 1 号杭列跡は23点 の 、 比較的大型 の杭の み を 図化 し た。 杭 の 多 く は

丸杭で あ り 、 一部の 材 に は樹皮が残存 し て いた。

20号杭列跡は29点 の 図化で あ る 。

杭1460は 、 割材で あ る が材面 の 薄 さ か ら 板材の転用 と も 想定で き る 。

杭146 1 ・ 1462 ・ 1463 ・ 1464 ・ 1465 ・ 1466 ・ 1 567 ・ 1468 ・ 1469は、 全て大型木の 蜜柑割材で あ り 、 外皮側に

は樹皮が残存す る も の が多 い。

材1472は、 大型木の 半裁丸材で杭列 中 で は要位置 に打ち 込みがな さ れて い る 。

杭1470 ・ 147 1 ・ 1473 ・ 1474 ・ 1 475 ・ 1476 ・ 1477 ・ 1478 ・ 1479 ・ 1480 ・ 148ト 1482 ・ 1483 ・ 1484 ・ 1485 ・

1486 ・ 1487 ・ 1488は規格 に 大小 は あ る が全て丸杭であ り 、 一部に は樹皮 が残存 し て い る 。

21 号杭列跡は23点 の 図化で あ る 。

杭1489 ・ 1490 ・ 1491 ・ 1492 ・ 1493は 、 全て大型木の蜜柑割材であ り 、 外皮側 に は樹皮が残存す る も の が多

い。

杭1494 ・ 1495 ・ 1496 ・ 1 497 ・ 1498 ・ 1499 ・ 1 500 ・ 1501 ・ 1 502 ・ 1 503 ・ 1 504 ・ 1 505 ・ 1 506 ・ 1 507 ・ 1 508 ・

1 509 ・ 1 5 1 0 ・ 1 5 1 1 は 、 こ れ ら も 規格 に 大 小 は見 ら れ る が全て丸杭であ り 、 杭 同 士 の結束 の痕跡や 一部 に 樹皮

が残存 し て い る 。

( 5 )  22号杭列跡 (第295図 22号 ・ 23号 ・ 25号杭列跡実測 図)

22号杭列跡は調査W 区 中 央部 の R - 19グ リ ッ ド で 、 5 号 自 然流路 に 沿 う 状態で杭列が確 認 さ れた。 確認水

平 レ ベルは L H = 3. 40m で あ り 、 遺跡基本層序W層への打ち 込みで、 単独の杭列跡で あ る 。

22号杭列跡は 1 番 2 番 の み の 構成で小型杭 2 本が出土 し 、 そ の 全長は0. 3 1 m 、 杭列確認面 か ら の 最大深度

は 1 5cmを 測 る 。 杭規格 は 1 5cm内外 と いずれ も 小型で、 22cmの 間 隔 で 出 土す る 。

なお本資料の杭は腐食が激 し く 実測 に 耐 え ら れな い こ と か ら 図化は行わ な か っ た。
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第 5 節 調査W区

( 6 )  23号杭列跡 (第295図 22号 ・ 23号 ・ 25号杭列跡実測図)

23号杭列跡は調査W 区 中 央部の R - 19グ リ ッ ド で 、 6 - 1 号 自 然流路を横断する 状態で杭列が確認 さ れた。

確認水平 レ ベルは L H = 3. 20m で あ り 、 遺跡基本層序W層 へ の 打 ち 込みで、 単独 の杭列跡で あ る 。

23号杭列跡は l 番か ら 5 番 ま で の 小型杭 5 本が出土 し 、 そ の 全長は 1 . 52m、 杭列確認面か ら の 最大深度 は

25cmを 測 り 、 最深部は第 D 層 ま で打 ち 込む。

杭規格は20cm内外 と いずれ も 小型で、 20cm......45cmの 間 隔で 出 土す る 。

な お本資料の杭は腐食が激 し く 実測 に耐え ら れな い こ と か ら 図化 は行わ な か っ た。

⑨ ⑨ 
22号杭列跡 A ' A 

⑨ 25号杭列跡A ' A 電b A ' A 
- 。 。 --- ←ー ら 8 

23号杭列跡、 処 も 一一・ .一一ー @ ーーー・
t- L =3. 500m - i t一七-:+d--/I

1 2 厨 J

A ' A A ' L =3. 500m 一..... ・ -ーーー L =3. 500m ーーー・

r 

曹 3 層 U ! γ3'富一一--一一一一~ゴ
L___ー一一ー・ーー・ーー・ーー・・-'

l 層 ・ 明灰色土居 ・ 粘性が強い. 棒状 ( 5 皿前後) の鉄サ ピ色が、 E 庖 上面にかけてみ ら れ る

2 層 : 暗灰色土 ・ 粘性が強い固 I 周 よ り さ ら に強い。

暗狩灰色土層がプ ロ ッ ク 状 に混入す る .

3 層 : 黄緑灰色土 ・ 粘質土が弱 いo 1 層 が少量混入.

3 ' 周 : 明黄緑灰色土 . JV厨の下厨郎分に暗灰色土を斑点状に 少量混入.

第295図 22号 ・ 23号 ・ 25号杭列跡実測図

-400 -



ーヱム 1460 ( 1/5 ) 金屯立IJJ])) 自然
�'然

名電2高 1 462 ( 1ん )

第 2 章 調査の結果

、q
1 463 ( 1/5 ) 

ワ /'シ� J \  

.---;;::手イ1 \ \ \ I I 1 1 自然
。

ぶ 取 り

第296図 20号杭列跡内出土杭実測図一 1 -

-401  

ス v ::，.' {
"ダ::1
ア プ ラ ジ イ

ス ダ ン f

20cm 

樹 助



第 5 節 ;J)，\I査IV 区

ワ リ I 1 464( '/5 ) 

653自然
o 20cm 

U 

A 
�'然

ー みの ん刷 3

- みの ん引 り

ー みの ん餅り

4ζ �， 

第297図 20号杭列跡内出土杭実測図- 2 -

- 402 -

A 
a自然

ス ダ ン イ

ツ プ ラ ン イ

ス ダ ジ イ

樹 rt 



第 2 主主 調査の結果

� JJIlIο 向献

鋼材

V' 
\ I I 1 47 1 ( 'ん )

1470 ( ，ん ) @ 。 20cm @ のワ1)
。1. 1然 向然

4、 f， り 制 1<< 

みかん'剤り ツプラジイ
みかん加lり スダジイ
みかん和lり 11;民制(t明孔材}

C::/与九À プJ刊?

芯何九À スダジイ

第298図 20号杭列跡内出土杭実測図- 3 一

-403-



第 5 節 調査W区

( 
ワ リ

。

• 1 473 ( '/5 ) 
。自然

ハ
ー

@

b

@ 
ロ1" 1 然

、\ 

第299図 20号杭列跡内出土杭実測図- 4 一

404 -



1 476 ( 1ん )
n 然

o �Ocm 

O g 
1'1 然 @ 

O 
1'1 1，1; 

第300図 20号杭列跡内出土杭実測図- 5 -

405-

m 2 �  市.�J管の車内 決

@ 1m( 1ん )
O 



第 5 節 調査IV区

@ 0 加工
自 然

@ 
C 

-、.，
t
/

 

nノι06

 

AU寸

本 取 り

第301 図 20号杭列跡内出土杭実測図- 6 一

@

口
自 然

406 



。 1 483 ( 1/5 ) 

O 全I�I然

1 484 ( 1/5 ) 1  

@ 
口jJ;

ィ、 �， り

第302図 20号杭列跡内出土杭実測図一 7 一

407 

第 2 f:ï 調査の結架

Jt) MGM 

倖;
Y パ ヰ fヰサ力キ胤サカキ

s‘ 



第 5 節 調査W区

《診
。
自然 @ 

:。
自然

木 取 り

第303図 20号杭列跡内出土抗実測図- 8 ー

-408 -

O 
@ 

自然



白然直品
1 490 ( 'ん )二snj]

延Z3 Fl然

みかん剖 り

みかん割り

水 取 り

第304図 21号杭列跡内出土杭実測図- 1 一

- 409-

第 2 章 調査の結果

1 491 (  '/5 ) 

温習 自然

。 20cm 

樹 同

ス ダ ν イ
ソ ーノ ラ ン イ

プ+n コ ナ ラ 煽 コ ナ ラ直属コ ナ ラ 節



第 5 節 調査W区

卓司 自然

哩�自然
ー

命

G

。

1 494 ( 1ん )

20cm 

木 取 り 樹

第305図 21号杭列跡内出土杭実測図ー 2 一

組
ス ダ ン イ

ス グ ン イー
ハ イ ノ キ腿ハイ ノ キ節

-4 1 0-



1 495 ( 1ん )

@ 
自 然。

、 I I 1 498 ( 1/5 ) 

@ 
".0 

1 496 ( 1/5 ) 

画
乙三

1' 1然

A、 Ir< り

第306図 21号杭列跡内出土杭実測図- 3 一

- 4 1 1 -

⑥ 
H 

i'I 然

第 2 l;! 調査の結果

1 497 ( 1/5 ) 

1 
1 



1f� 5 節 調査W区

⑬1499 ( ん )
工[J)

O 
⑥ 

/ 
f 

第307図 21号杭列跡内出土杭実測図- 4 -

- 4 1 2ー

園
O 



@ 
⑥ 

n Y!.; 

O 
⑤ 全1' 1然

O 
@ 1' 1 然

ミ言
(⑥ 全 1'1 然

4、 '1<

第308図 21号杭列跡内出土杭実測図- 5 一

- 4 1 3 -

第 2 � 調査の結*

1)15… 
!JI I J ③ 

1'1 r!.: 

Z噸



第 5 節 調査W区

⑤ 
全Iì然

@ 
O 

全加I t:

-I� 
U 

己 1川弘)

JH@ll然

1' 1 然

第309図 21号杭列跡内出土杭実測図- 6 一

4 1 4  

。

l日} τ I
| i 1 5 1 1 ( 1ん )

1

O 
日

20cIII 



第 2 章 調査の結果

( 7 )  25号杭列跡 (第295図 22号 ・ 23号 ・ 25号杭列跡実測 図 )

22号杭列跡は調査 W 区 中 央部南側 の Q - 1 9グ リ ッ ド で 、 自 然流路 に 向か う な だ ら か な勾配地 に 杭列が確認

さ れた。 確認水平 レ ベ ル は L H = 3. 40mで あ り 、 遺跡基本層序W層 へ の 打 ち 込みで、 単独の杭列跡 で あ る 。

22号杭列跡は 1 番 2 番の み の 構成で小型杭 2 本が出土 し 、 そ の 全長は0. 65m 、 主軸方向 N - Wで あ り 、 杭

列確認面か ら の最大深度 は 1 5crn を 測 る 。 杭規格は15crn内外 と いずれ も 小型 で 、 52crnの 間 隔 で 出土す る 。

なお本資料の杭は腐食が激 し く 実測 に 耐え ら れな い こ と か ら 図化は行わ な か っ た。

( 8 ) グ リ ッ ド 包含層 内

ア 遺構 (第273図 調 査 W 区 内弥生時代後期か ら 古墳時代前期の 遺構実測 図及 び土 層 断面 図 )

第 5 号 ・ 6 - 1 号 ・ 6 - 2 号 自 然流路 に 向か つ て多 く の資料が流れ込み堆積す る 状況 が確認で き る が、 こ

こ で は包含層 と し て認知 で き る グ リ ッ ド 内 で の遺物の 出土状況 を確認す る 。

なお本包含層 よ り の石器及 び流入 し た木製品の 出土は見 ら れ な い 。

イ 遺物 出土状況 (第281 "-'283図 調査W 区内土器類出土平面図)

上層 で あ る A 層 ・ B 層 ・ C 層 に つ い て は遺物 出土総量が絶対的 に 僅少で あ り 、 薄 く 散在す る 状態 で あ っ た 。 ま

た D ・ E 層 に お い て は 、 比較的 に 大振 り の資料が出土す る 。

なお本包含層 よ り の石器、 木製 品 の 出土は見 ら れ な い。

ウ 土器 (第288"-'289図 5 号 ・ 6 - 1 号 ・ 6 - 2 号 自 然流路 内及び周辺部包含層 内 出 土弥生時代終末期

土器か ら 古式土師器実測 図 )

(第284"-'286図 調査W 区 内弥生時代終末期 土器か ら 古式土師器 出土平 面 図 )

(第278図 調 査 N 区 内遺物垂直分布図 )

本調査 区 で は遺 物 の 出 土 が 僅 少 で あ る こ と か ら 、 グ リ ッ ド 内 包含 層 よ り 出 土 し た 資 料 で は 小 形 の も の で

あ っ て も で き る だけ復元 し 実測 し た 。

そ の 総数は費 4 点 、 壷 1 0点、 高杯 2 点、 鉢 3 点、 器台 1 点、 そ の他 3 点の 総数23点 で あ る 。 こ こ で は グ リ ッ

ド 内 資料 を記述す る 。

費14 19は 、 口 径18. 4crnで折衷様式費 の 口 縁部片で あ る 。 費 1420は 、 折衷様式費 の 口 縁部片で あ る 。 費 1 422

は、 胴部に一条の突帯 を 有す る 。

壷 1 424は 、 壷 口 縁端部が折 り 曲 が り 膨 ら む。 壷1425は、 複合 口 縁 の 口 縁部で あ る 。 壷 1 426は 、 複合 口 縁 の

口 縁部で あ る 。 壷 1 427は 、 単純 口 縁 の 口 縁部であ る 。 壷1430は 、 頚部か ら 口 縁部 に か けて 屈 曲 し て 立 ち 上が

り 、 口 縁端部は直立す る 。 壷 143 1 は 、 やや小ぶ り の壷胴部で あ る 。 査1432は 、 平底の 壷底部で あ る 。

高杯1433は 、 杯部が深 い 高杯 で あ る 。

鉢 1428は 、 口 径 1 1 . 4crnで屈強折衷の浅鉢で、 あ る 。 鉢1435は、 単純 口 縁の浅鉢の A - a 類型 の 資料で あ る 。

鉢 1437は 、 口 縁部片で あ る 。

な お 1 439 ・ 1440 ・ 144 1 は細 片 で あ り 、 器種の想定が困難で あ り 、 弥生土器 と も 想定で き る 。

( 9 ) 第 5 号 自 然流路

ア 遺構 (第273図 調査W 区 内 弥生時代後期か ら 古墳時代前期 の遺構実測 図 及び土 層 断 面 図 )

第 5 号 自 然流路は、 調査W 区 中 央部 R - 1 6 グ リ ッ ド か ら 緩やか に 東側 に 傾 き 、 ほぽ同 じ 流路幅 を 保 ち 南側

方 向 に 流下 し 、 Q - 19グ リ ッ ド 付近で治 ま る 。
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第 5 節 調査W区

流路南側 に は 、 流路 を 締 め 切 る 状況で西側 に 1 5 ・ 16 ・ 1 7号杭列が、 東側 に は 18 ・ 20 ・ 2 1 号杭列が位置す る 。

調 査 区 内 の全長は 中 軸部計測で26. 5m。

遺構の残存上場横幅 は6. 03m、 下場横幅は2. 30m を測 る 。

イ 遺物 (第288図 5 号 自 然流路及び周辺部出土土器実測図 )

こ の 流路 に 関 わ る 遺物 と し て次 の 資料で あ る 。

費1421 は 、 器壁は薄手 で あ る が、 聾胴部辺 と 想定 さ れ る 。

査1423は 、 壷 口 縁部で 口 縁端部が丸 く 収 ま る 。 壷1429は、 頭部か ら 緩やか に外反 し 、 口 縁端部で は 内 側 に

短 く 屈 曲 し 、 内側 に 稜線 を 有す る 。

高杯1434は 、 脚台が肥厚 し て い る こ と か ら 、 器台 と も 想定で き る 。

鉢1436は 、 底部が丸 く な る 資料で あ る 。

器台 1438は 、 畿 内 系 の精製小型器台で、 あ る B - a 型式の資料で あ る 。

( 1 0) 第 6 - 1 号 自 然流路

ア 遺構 (第273図 調査W 区 内弥生時代後期 か ら 古墳時代前期 の遺構実測 図 及び土層 断面図)

第 6 - 1 号 自 然流路 は 、 調査N 区 中 央部よ り 東側の T - 19グ リ ッ ド か ら 緩や か に 西 側 に 膨 ら み、 蛇行 し 南

西方向 に 流下 し 、 5 号流路 と あ わ さ る 。

流路は、 そ の深 さ 、 形状等か ら 西流する も のが本流 と 想定で き 、 流路の 最 も 狭 く な っ た箇所 に25号杭列が

位置す る 。 調査 区 内 の 全長 は 中 軸部計測で25. 50m。

第 6 - 1 号 自 然流路遺構 の残存上場横幅は最大8. 80m�最小7. 60m、 下場横幅は最大2. 40m�最小0. 80m

を 測 る 。

イ 遺物

こ の 流路 に 関わ る 遺物は見 ら れな い 。

( 1 1 ) 第 6 - 2 号 自 然流路

ア 遺構 (第273図 調査W 区 内 弥生時代後期か ら 古墳時代前期 の遺構実測 図 及び土層 断面図)

第 6 - 2 号 自 然流路は、 調査W 区 中 央部よ り 東側の T - 19グ リ ッ ド か ら 緩や か に 東側 に 流れ、 主流は東傾

し 、 R . S - 22 ・ 23付近で治 ま る 。

流路は S - 20グ リ ッ ド 付近で分岐 し て お り 、 さ ら に 東流す る 。 調査 区 内 の 全長 は 中 軸部計測で21 . 10m。

第 6 - 2 号 自 然流路遺構の 残存上場横幅は最大7. 80m�最小2. 80m 、 下場横幅 は最大6. 50m�最小1 . 40m 

を 測 る 。

イ 遺物
こ の 流路 に 関わ る 遺物は見 ら れな い 。

4 その他の時代

先述 し た 「縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期」 及び 「弥生時代末か ら 古墳時代前期 」 の 各 時代 を 除 い た時期

に相 当 す る 遺構 ・ 遺物及び時期判定が困難な遺構を こ こ で ま と め る 。
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(第3 1 0 図 調査N 区 内 そ の他 の 時代遺構配置図)
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第31 0図 調査N区内その他の時代の遺構実測図

( 1 ) 20 ・ 21 号溝遺構
ア 遺構 (第3 1 1 図 20号 ・ 2 1 号機遺構実測図)

第 2 輩 調査の結巣

\ 

3. 90 

:l . 80 

!? \ 

20号 ・ 2 1 号構造構は調査 N 区 中 央部 よ り 東側の R - 20 ・ 2 1 グ リ ッ ド で近接 し 、 一部は排水用 側溝 に 切 ら れ

た 状態 で遺構確認 さ れた 。

20号満遺構は南側 を排水用 側溝 に 削 平 さ れてお り 、 平 面 形 は ほぼ 長不整 円 形 で あ り 残存長 は6. 85m 、 溝 上

場l隔 1 85cm、 一部は有段で‘最深度 は 1 5cI11 を 狽1) り 、 主軸方向 N - Wで あ る 。 |折田形状 は 比較的 に 浅 い 血状 で あ る 。

2 1 号構造構は単独 で 全 長 は6. 32m、 溝上場幅48cl11� 1 72cI11 、 最深度 は 16cI11 を 測 り 、 主 軸 方向 N - Wで あ る 。

断面形状はやや深 い 台形状 を成す。

ま た2 1 号潜遺構内 に は ピ ッ ト が数基確認 さ れ る が 、 こ の潜 に 伴 う も の か ど う か判断で き な い。

遺物類は小片 の土師器が出土する が時期特定は困難であ り 、 遺構深度 も 概 し て浅 く 遺跡土居 図 で は上位で

あ る 第 V 層 か ら の掘 り 込 み の埋土か ら し て 、 調査 I 区 1 � 6 号満や調査 E 区 9 � 1 6号潜 と 同時 期 の 近世 近 代
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1 52 1 1-1 0 8 - 0 7 7  陶総 切り1I - I !\' ソ ク ミ ゾ � 
1 5 2 2  H 0 8 - 0 7 .1 陶総 すり鉢 IV ソ ク ミ ゾ

1 5 2 3  H 0 8 - Q 7 B  J1r1l! 碗 - I JV ソ タ ミ ゾ (2.2) 
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- I 6. 4 I給付嘗 ヘ ラ 切 り 焼
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情ナデ
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第31 2図 調査N区内包含層 ・ 排水用側溝内出土その他の時代遺物実測図
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第 5 節 調査W区

時期 の溝 と 想定 さ れ る 。

イ 遺物 ・ 土器 (第292図 20号溝遺構 内 出土土器実測図)

20号溝遺構か ら は 、 少 量 の 土師器が出土 し たが埋土状況か ら は先述 し た よ う に 近世時期 の 資料 と 想定で き 、

7 点の 図 化 を行 っ た 。

1453は 口 縁部径22. 8cm、 残存高7. 8cmの広 口 壷で あ り 、 1455 ・ 1456 ・ 1457 も 小片 で は あ る が、 壷 と 想定 で き

る 。 1454は費片、 1458 ・ 1459は小型丸底土器片で あ る 。

( 2 ) 排水溝 (側溝) ・ そ の他

(第312図 調査W区内包含層 ・ 排水用側溝内 出土そ の他の時代遺物実測 図)

側溝よ り 出土 し た 「縄文時代晩期 か ら 弥生時代前期」 以外の弥生時代末 か ら 古墳時代前期 の遺物1 1点 を こ

こ で ま と め る 。

1442は折衷様式D 類費の 口 縁部で、 口 縁部径1 7. 0cm、 残存高3. 1cm を 計 る 。 1443は壷胴部 に 断面三角形状の

突帯 を 有す る 。 1444は 口 縁端部付近 に 内外 に沈線を有する 壷片、 1445は長頚壷 の 口 頭部、 1446 ・ 1447 ・ 1448

は形状は多少異な る が、 二重 口 縁壷で あ る 。 1449は高杯脚柱部、 1450は C 類高坪の杯部、 145 1 は脚裾部 に 穿

孔 を 有 す る 高杯脚部で、 1452は器台 と 想定で き る 。
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0622 -68 1.8 監霊0623 (2 z 51 
57 

二百 'ß チャ加盟 3 
5 

ソ4 量苫)9 (暢)5.0 口 径] )245.5 麗長o rv- ソそ ソ 長さ)1 {幅)3TV ソ4 指頭庄痘 5 日 5 
ゾ 一括 重量 ガキ 1 5: t- .ソ 5.4 ti' 57 !ソ 一括 9 ト子 5 fP-! F 一 括

: 轄
ヲケX リ 後ヨコナ子

M-b 一梧 日」 1 5.2 iキ�O N-a 一
括 1 2  2 5: ，-. N-b 51  1 0.4 ，、τ

51 -'1" ・ 刷毛 昌
1 6. 6  キ { ・ ミ 3 キ 【 槙 {赤彩]ヘヲ勺、.-c 一 1 8  ナ子 ・ '�-a 2 1  刷 毛 固 tナ予 51 

0668 \-c 51 04 1 9.1 
0669 、 d 51 ー 噂葬06: F-a ナヲ
06: 5.6 ナ

s 目 ・ ナ 干
06 ' 3 F-a 1 4.5  3 固 【スス付着) (

一
部面1 ，、

0674 F-b 1 8  s 目 2 自 Sスス1寸清d 轟主06 7 5  05 ' E-b 1 5.4 1.6 監聖06 7 6  日 上回 守宮 1 2  
06 -51 日F-a F-a F-a 一

5 ，-、 ー
， 8 :  費ー
) 8 �  トーーー→ EI 1 8  ゴ雪量E呈 5: 

0686 '- 1 98 トー→ EJ 7.6 コナチ ・ 最 痕 |最盛 5: 
06 '- 1 58 トー-' 1キ 1 キ
0688 空ァ52 F D】 2.2 トデ

0689 寅一7 9 ii:2')3.B 田 1.4 U単2')2.5

06 r-1 3 A層 ー時
06 '-92 1 4.4 8.6 z 国 後ナデ
06 '- 1 26 E局 1 .0 離霊霊"- カ 'ド

506-( E府 1 0 rT ''T^-リtII:ナテ 1r- A-f 予ャカツ庖一 括 7.0 1コナヂ
51 

，- 1 4  A-f 目隠 1 8.4 2ナ子 lナデb- 4庖
)6! a- J- コナデ { 一 昔日刻み 目 有
)6! ソラ '1"1刻み 固 有 ・ 閉 毛 回 復ナチ(^^付着]E土 b-2 ソヨh ソラ ス付着) 貫型宿矧I土癒有a- H-( 》庖 r( 

b- ソラ 唱 有

皇三
ー梧a- 4随 コナ子

b- ヲミ・ ー -
"'1"1，.1 [ス え付着) ス t付着)a- 7::" コナ子 同γ

08 d- :国 ←チ ( - ( - 部 ー具纏有

09 411'l 情
d :園 1賓 (2.ス付着: 2再開霊平明
d S 有

弥t d :悶 1 有
d 4庖 幽
d ;/11 d 4展 o付着:
d ト予 E有. "'1' 轟露呈0/11 ;'65 1.85 -ーZ事 1 1量

一
部ナデ 69 

ORl!. 4庖 }スス付着A 69 
4周
4屠 ←子" 3.6 |刷毛 |日 1 三 リ 鷺ー←テ(I具痕 有 } ・ 刷 毛 自

0 7 B 1 0.5 I 後ヨコナテ -T ' ::iコー 00 

ー
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|遺物番号 室録番号 種別 分類 事 主主量
]

1旦0亘52E TVA- 1 8  �葺 E(}{{長長l長居さ自}1455岡4
11管 {I{幅幅幅l沼})EE7

O 

O

口

l 
度径 特 徴 嫡 者

rv， 腫璽 舛面 |写真図随
TYA-

一括
肉函

D層
1 TY 

」1♀
0

i! A- l ' 

1

1

1

1
0
0O
0

E 
E 
e E 3.9) 事 8. 

4
-
ーー8 I指指指指笥頭頭頭仔圧圧圧癌痕僅症 ・・・・ナ刷ナ闘

デ
干毛
毛
・田目回l 毛 目 �稲指旨旨頭頭田廼圧匝庄匪痘鑑狸鑑 ・・・・ナ刷闘ケlデ

ズ
毛
毛
リ
目目 ・・ナケ fリ壷 1.7) 5 

査
1.3) 

紡iil甚 1.9) 
一主

{劇 [;!; 
[ -b 

【輯 Eさ
[ -a 2! 言可字軍 日I

....
EB到
コ
l
ー
毛毛ナ圃目ナ【置底粗ヨ部いコにへナiフTEミづ方〈キIこ ご軍l落語11:12! 

74 

33.2 1 5 環器 74 
ソ'

1 3  
24 

{;器移
C-b ソ' 2.0 5.6 

ケズリ 王国後ヨコナデ・闘毛目 74 

�lナナ+7子干干Ti・・層i'rd耗耗I'のの'17 為易不不明明限瞭
74 

1 4.5 
i主蓋 A 4 

1 0.2 

7 2 l、g
= . J 

l、塑
少子{庖経"'T 

ソ'
2 トデ

ソ' f'J 下扇二干苦
4 "'7' " 

ソf
ソf Eゾ 監ニ.lê: 5.9 

2.4 
?テ

ソt
ー ナデ

ソヨ iゾ
制

4.9 
t暗

日間 c: 7.4 
コ庖A屑 1 4  9 

Lナ子
6.9 Eコー

H H- 巴簡 6.9 3事コヨ
ト手

75 

H 
d後ナ子 75 

H 宮襲
A層 1 3  7.6 、号 再三

HI A層
6.8 Eコ

f固十干
ー 1 0.4 

8.0 
lコ・

1 
H-( A暦高 主椀 H-( コ層 1 3  

-高台向面

高 主硯 1-( A厨

75 

1
1 229 9 

G-QS 61書 3 

75 
ー 1 3.3 

lコで 75 
1 30 

1-( A層
06 c!lí 

T子

ソラ

75 
75 

ウE

自主 . 0 

A-

1'([ 

YA-
8 

) ・ ヨ ト子
7 2 fA 

75 

5舎
主目 CT E冒 ・十干

t生土器
1 HO J-I ，AI!4圃 -

HO 4層
7.4 

1
T . 、 ト10

7.4 E 目 {右上がり 左上がり F子
�O 下層4居

3
3 2 

3 
�O� CI'I 襲撃i07 080 

:屑
{スス付着7キ

34 i07 028 聾轟霊 76 

1 3 8 5 
1 3.6 

'Jf:会へ
Oß語

え付着1
7
7

6 
6 

コウロ回 1 6  

hHω品
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遺物番号 登録番号 種�'J 器極 分類 宏量 (cm) 持 1鋼 一雪2構 用 嗣樺 ロ樫

lコー
下FF= へ困回

ラ
監
E

ミハ
ハカラ

ラ
キ切
切

{
風り
り 佳

障評
ナ
L) 後

ヂ
へヨラ

再
コケ

ナ

面
ズデ

リ
{ 

同 面
1 3 8 旦旦1JJ8' 6.5 3キ(/理耗 76 H07 1 6  l-( 1 3.0 

! 旦2 3.6 〔高台 笹)8 |ヨコー 76 8.75 |ヨ =rt- T - ナ デ
{高台経)9.2 口] ・ナ子1 異痕有 {半、-�

A 25.6 a- p- A属 20.8 
a- p 

)34 a- ト E線a- P 1 8  
108-' b- ' 5骨;
108-' b- R-

.b�1 コー z 粂痕コー
ヨー

P-1  1 8  ー
ヨー
コ

ソ
d-2 0-1 ヲミソ 28.8 1 有

A層 6.8 
1 4  
1 4  5口一 '-1 喧 A層 1 0.5 島 目 !Jt-r子

1-00 D- '  8 色 目 キ1-00 ヨー
'-0 1 D-2 いJ
'-00 ロー 一指
ト001 コー

ト004 日 -1閑閑毛 目
1 4  1 9  1 HI 1-042 A庖 色 目
1 42( Hl ト02， A周 . 自慢ヨ::Jナ子 邑 目 t
1 4  HI 1-05， ー流l r 目
1 4  HI 1-045 事去 二器 A圃
1 4  車生土器 B層
1 4  A居 と 目
1 4  0- P- 1 9 トテ
1 4  
1 4  p- 1 6  

�-02! F-c P- A層 目 後ナ子 リ憧ー ーテ
1-04. 

】6Z A層
)50 M-c 
14 6.8 

A暦 22 ， 目 z 目 後ナ ヂ日庖
)49 A-a 

5 6.4 
1-020 P- 1 6  邑後ナ子

1 4  1-04 1 B-a 5 '.4 
39 1-0 4.2 

440 -f百 5.8 
.4 A層 1.6 
142 邑 邑 後ナデ ケ
.4: '1.空三ゾ
444 1 H ソラ ミソ 生杢I 都立塑)
145 J H ソラ 1 3.4 z 固 !Jtナ子 毛 目

446 I H ソf ゾ
1 44'i  1-06'; ソ? � 'ゾ �，4 I窒豊 1 ヶ所)

ソ5c ソ .ゾ巴-c ソ 2 1 .2 
A-b 1 6.1 シーナ子

8.2 \ 'J E SD- . R-� A 1.8 デ ・ ケλ l
" . ケ.

D-2( - . 弓"À
コー2( 1.2 

1-0 J SD . R- 1 9 ・ ; A 2 回世ナテ
1-0 1 0  ー
1-01 
1-048 l-l 括 1.6 l キ !キ

1 5  9-036 ヨ AI'Il 3.6 邑後ナデ
1 5 9-02 P- 1 8.4 
1 5 漆 ソラ
1 5  9-079 時身 {号割1符1I 9.2 | 凶転 十す 回転 フケλ リ | 回転ナチ

品
む3
<:.ll 



遺物番号 登録番号 種別 器種 分類 土 法量 (om) 持 霞 ・ 宥 写真図版
| 地区 温栂 庖位 } 悶径 ロ樫 底径

ナ

ナ

す固
デ
デ

干底・
{
、刷
ロ
ラケー

毛

リ
ズ
回
ンリ

復
'7・ 回

ナ
の

デEお十不子問瞳ト条外櫨 { 糸切 り 痘}

肉 面
1 5 1 7  H08-o63 華 w Yヲミゾ 4.0 1 6.8 ナγ

1 5 1 8  H08-o75 w ソ ミゾ 3.5 8.0 酉転ナγ ・ 不聾方向ナT
1 5 1 9  H08・058 N ソ?". 1 . 6  9.2 ナT
1 520 H08-o38 w ソヲミゾ Q- 1 9 ・ 20 AIIIl . B層 4.0 1 2.4 ナデ

1 52 1  H08-o77 すも " 事 w ソヲミ・ 4.2 ナデ・ 酉Eヘラケ;;1;' 視す・子

1 522 H08-o74 も '. W ソヲミゾ 5.0 
1 523 H08-o78 w ソヲミゾ 2.2 6.4 lIi!I柑欝 ・ へう切 り寝 l澗付着
1 524 H08-o76 聾付 皿 w ソヲミゾ 且e 1 1 .0 
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柳町遺跡調査 l ・ |卜 IV区内出土石器観察表
遺物番号 登録番号 種別 器種 石材 地区

出土地点 法量 (cm) 備考 写真図版層位 | 鴨 厚さ
厳司 審石 包ヨ 床直

昔 床直
告 床直 待問

量下 f一括
下 1一括

| 望 | 岩 i闇03 下 1一括 1 .3 L画 l f富右り ー
院: 昔 E-03 層 1 5  ー ー

SE-Q3 下 1.4 5自
1)2 8  i医砦 S E-04 l Q.�U  1 0. 1  

!6 " 29 i医岩 丘町 1 8.6 1 1 0.9 7. | 鴎き鑑有り
0327 査Z 砂岩 ，- 1 1 0.5 6.6 ー 58 
0 3 2 8  書司 砂岩 ，- 36. 1 6  ー ー

0329 金司 ，- 1.6 
033C 
053� 層 ræ割面右LJ
05 層 1.6 

層 1.2 

E層 監事E周
1 ;斑紋岩 60 

B層 60 
E周一信 自白

0-05 1 4カ 6( 
C爾 1 0. 6( 

民06 20 1 9 6( 
)546 民【 ー -援痘有り ー

0 5 4  E層 59 
C周 14カ

も1 ・健婦右叫 5Q 
8( 石 遺品 ー 5自

長 S O  一括
告 S O  一括 ;.2 ー

11.-88 半月 5包T ー 1 号流路 5.3 
う4 「岩 G-06 C層 1.6 『り
A-89 1 ;1 肢 G-08 D層 ー

1 ;1 肢 C層一括 ー ー

I lJ  D層一括 ー
ー IIS鳴が稽る
〉層

1 07 3  3層
1 07 4  049 E石 E 2 国守 2 五 t路 7 1 5.9 4.6 

1 07 5  民 5 3 磨1 髄石 員-07 〉層 9.8 6.2 
1 07 6  民 5 4 1-( lC 1 0.7 1 4 ー

)77 li)5 5  号涜路 1 8.5 1 1 8  3.1 .骨 ー

.7 li)3 6 =ー08 〉層一括 6 9.2 5 . 1  
043 1 号満路 6.9 1 1 4.8 5 1紐のあたり痘宥i.J

G-08 1 1 1 .6 1  1 8.3 
G-06 8.2 1 1 0.7 

2号遺路 9.2 1 1 1 .5 ト lす癌有り
ト08 ー ー 7 
ト .8 ー

H t路 ー ー

1 7; 
1 08 '  曙
1 08 1  G 4層
1 】8 ! 3-1 'mI 搭 17 
1 09C D層 77 
1 3 9 2  主 ソ Pミソ
1 3 9 3  'A-87 石製 L円相主 E ソクミゾ 『且

2 

ー品ω吋
l



柳町遺跡調査 l ・ 1 1 ・ IV区内出土鉄器 ・ 青銅器観察表
遺物番号 登録番号 種別 器種 封土地届 j去 量 (cm) 備考 写真図版地区 遺構 層位 全長 | 幅 ・径 厚さ

1 28 2  95TYータ0 1 鉄製品 鉄斧 E F-07 D層 7.7 4.7 1 .7 
1 3 6 3  9 5TYータ02 鉄製品 鉄鯨・有茎 E H-07 C層 1 2.8 2 0.6 78 
1 3 64 95TY-タ03 鉄製品 万子 E 1-08 ー 5.6 1 .4 0.4 78 
1 3 65 9 5TYータ04 銅製 茸環 E 1-08 2.4 0.6 78 
1 3 66 95TYータ05 | 青銅製 鍔帯 E G-07 2.3 3.5 0. 1 右上から左下へ研磨痕跡 ・ 4カ所鋲留め 78 

3 
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柳町遺跡調査 I • 1 1 ・ IV区内出土木製品等観察表
遺物番号 登録番号 種別 器種 分類 出 土 地 点 ;去量 (cm) 備考 木取 り 樹種地区 遺構 周位 全長 幅"l圭 』里三 写真図版

000 1 。 93玉名ハ.イハス試憾 木 .，温ロE 木平鋤 B 55.8 ( 身 ) 1 5.7 ( 身 ) 2. 1 扇在日 議 ブナ科コナラ属アカガシ亜属 67 
025 1 94TY-000l 木 l ロロロ 木 “差益 SE-02 4 残存高9.8 48.7 1 .4 モウセイ科 トネリコ属
0252 94TY-0002 宣R '温 木 甲 塑旦 SE-02 4 残存高 1 6.6 38.2 1 .5 モウセイ牢 トネ1 コ属シオジ
0253 94TY-0003 木 la白a 状 SE-02 4 7.8 1 . 1  0.9 ツ バキ ー ツバキ属
0254 。 94TY- l l l 1 | 本 !晶 宙続 蹴 B SE-02 6 26.2 4.0 1 .5 4iF同 ブナ平i コナラ属アカガシ亜属 6 1  
0255 。 94TY-00l l 木 l盈 垂木 SE-02 z 38.2 4.4 芯持丸 ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌ杢� 6 1  
0256 94TY-00 14  木 [ 悶ロ悶 杭状加工品 SE同02 4 37.0 2.4 芯待丸 マテパシイ属

。 94TY-0749 木製品 斧柄 B S E-02 6庖
2 1 .2 握り部1 .9

柄角 63' 芯持丸 ツバキ科サカキ属サカキ0257 
台部長9.8 金部幅3.0 6 1  

0 2 5 8  。 94TY-0030 木製品 用途不明品 SE-02 4層 30.6 1 .8 仲弘、 丸 ー レ ムウノ多属ムクノキ 61  
0259 。 94TY-0004 木製品 塑豪理主望 S E-02 4周 86.5 7.4 芯 丸 フナ - クリ属? '
0260 。 94TY-001 2 雑音 強密部材 S E-02 4層 76.5 4.7 芯 丸 マ メ - フジキ属フジキ 67 
026 1 94TY-0007 杭状加工品 SE-02 4周 48.8 3.5 2.6 ;t; ナ ・ コナラ属アカガ シ亜属
0262 。 94TY-0035 木製品 程宥 S E-0 2  ー括 76.0 1 4.7 ò 丸 クスノキ科ウスノキ属ヲスノキ
0263 94TY-0009 木製品 曙量 S E-02 4厨 40.7 8.1  6.3 みかん書 り ・ 芯持 ナ科?リ属ヴリ
0264 。 94TY-001 9 木製品 SE-0 2  4層 1 0. 1  1 .8 0.9 芯無 ナ科クリ属ウリ
0265 。 94TY-0005 杭 SE-02 4層 34.3 1 2.5 1 2.4 芯持丸 ナ ヰコ ナラ属コナラ亜属コナ7節 61 
0266 94TY-001 0  材 S E-02 4層 25.6 7.8 7 . 1  芯持丸 ナ科コナラ属アカガ シ亜属
0267 94TY-0008 材 分割材 SE-02 4層 52.6 3.7 2.6 みかん割り スヲジイ
0268 。 94TY-0006 材 角材 S E-02 4層 1 5.4 5.7 4.7 芯無 ナ宰 クリ属クリ
0269 。 94TY-001 3 杭 角 杭 SE-02 4層 42.1 5.7 5.2 みかん割り ブナ科?リ属クリ
0302 。 94TY-0044 本製品 ...f1子形示事官晶 Aa S E-03 4層 皇盤堕6.5 身部厚 1 .6 柄部径3.9 ヒイフギ 62 

。 94TY-0036 木製品 横鑓 A SE-03 3層
1日I 誌 打部

2部

4

9

3
長

長

3

8 1 6 1 7 6  厳打部径9.1 全長33.9 芯侍丸 ヤブツバキ0303 3 J買部径3.5 62 
0304 94TY-0061 木製品 用途不明品 SE-03 2 ・ 3 層 4.2 2.6 みかん割り スダジイ
0305 。 94TY-0045 木製品 杓子形木製品 6b SE-03 3層 52.7 身部径4.3 身部厚 1 .2 柄部径2.0 ナ科コナフ属アカガシ亜属 62 
0306 。 94TY-0037 木製品 作業台 SE-03 3層 60.0 24.9 1 5.5 芯無 スダジイ
0307 。 94TY-0038 木製品 組里子会わせ平鋤 SE-03 3庖 29.5 1 5. 1  2.4 着柄軸長8.9 正目 ナ科コナラ属ア カガシ亜属 62 
0308 。 94TY-0039 木製母 柱材 S E-03 3 隔 36.0 5.4 5.4 芯持丸 モチノキ属 62 
0309 。 94TY-0040 木製品 柱材 SE-03 3層 38.9 5.3 4.4 芯無 ナ科ウリ属ヲリ
03 1 0  。 94TY-0046 木製品 一一担子形木製品 6a SE-03 4層 32. 1 身部幅3.8 l 身部厚0.7 柄部径2.7 ナ宇 コナフ属コナフ亜属ヲヌギ節 62 
03 1 1 @ 94TY-0043 木製品 直柄平刃繍鍬 SE-03 3層 20.1 22.6 1 .0 板宮 ナ科コナフ属アカガシ歪属 62 
03 1 2  。 94TY-0065 木製品 亙状加工品 SE-03 3層 49.6 2.3 芯 寺丸 ナ ・ シイ属
03 1 3  。 94TY-0042 ゐ九 割杭 SE-03 3層 1 0 1 .0 8.0 6.7 みかん割り ナ科コナフ属コナフ亜鼠コナフ節
03 1 4  94TY-0066 キオ 丸材 SE-03 3層 27.9 1 .9 芯持丸 スヲジイ
03 1 5  。 94TY-0048 並 丸杭 S E-03 45.3 2.2 1 .8 芯持丸 ツツジ科スノキ属シャシャンボ
03 1 6  94TY-0075 4え 丸杭 SE-03 4隔 1 3.6 4.4 芯f寺丸 つる植物c
03 1 7  。 94TY-0059 者1 丸杭 SE-03 3層 43.1  4 .9 芯持丸 ツツジ科スノキ属シャシャンポ
03 1 8  94TY-0057 杭 丸杭 SE-03 2層 20.0 4.6 芯持丸 ヤ ブッ 1 \キ
03 1 9  。 941'卜0041 杭 丸統 SE-03 43.1 6.1 芯持丸 ブナ科コナフ属コナラ亜属クヌギ節
0320 94TY-007 1 杭 丸杭 SE-03 3層 74.0 2.8 芯持丸 ユズ リ ハ属
033 1 。 94TY-01 44 木製品 直柄 叉鍬 B SE-04 下層 38.7 1 2.2 2.1 柄穴角 上55' 下44' 柾目 ナ科コナフ属アカガシ亜属 63 
0332 。 94TY-01 33 木製品 曲柄 又鍬 B SE-04 ー話 1 5.9 8.0 1 .4 柾目 ブナ科コナフ属アカガシ亜属 63 
0333 94TY-1 1 1 6 木製品 柄 SE-04 ー話 1 7.0 3.2 芯持丸 未聞定 6 3  
0334 。 94TY-0157 木製品 円形極 SE-04 下宿 8.9 6.8 1 . 5  板 目 ブナ科コナフ属アカガシ亜属
0335 @ 94TY-01 66 木製品 用途不明品 SE-04 ー括 6.1 2.5 1 . 1  芯持半裁丸 フナ科コナフ鼠アカガシ亜属
0336 。 94TY-0187 木製品 樽状加工品 SE-04 目指 1 1 . 1  2.5 1 .5 芯無板目 |ブナ科コナフ属アカガシ亜属
0337 。 94TY-01 32 木製品 ねずみ返し SE-04 下層 6 1 .3 29.8 3.6 縦木取 イスノキ
0338 94TY-01 79 木製品 用途不明品 SE-04 ー括 1 3.6 4.4 芯持丸 ウ ツギ臆
0339 94TY- 1 1 1 4  木製品 用途不明品 SE-04 ー話 2 1 .8 2.9 1 .7 芯f寺半裁丸 未聞定
0340 。 94TY-0332 木製品 弓 SE-04 下庖 1 36.4 5.3 2.3 芯無丸 カヤ 67 
0341  94TY-01 58 材 丸材 SE-04 下層. 22.9 3.6 芯待丸 スダジイ
0342 。 94TY-0162 木製母 剰舟 片 SE-04 下層 34.0 23.5 1 .9 縦木取 未聞定 63 
0343 。 94TY-0 1 3 1 木製品 杭状加工品 SE-04 下層 52.5 1 .9 2 . 1  芯持丸 ヤブツバキ
0344 94TY-01 86 杭 丸杭 SE-04 ー指 45.1 2.7 芯持丸 <''1ジイ
0345 94TY-01 80 杭 丸杭 SE-04 ー活 24.8 2.0 芯無 スずジイ
0346 。 94Tト014 1 杭 丸杭 SE-04 下 層 ー話 8 1 .3 6.6 6.0 芯持丸 ナ科クリ属ウリ
0347 。 94TY-0143 木製品 杭状加工品 SE-04 下層 ー循 99.7 5.5 芯待丸 ミズキ属
0348 94TY-01 77 木劉 品 梅状加工品 S E-04 ー括 22.0 2.2 芯持丸 i葉樹(散孔材A)
0349 @ 94TY-02 1 0  木製品 不明 柄 SE-04 -揺 23.0 2.4 芯持丸 ナ科コナフ属アカガシ亜属
0350 。 94TY-01 78 木製品 不明 柄 SE-04 ー話 35.2 2.3 輩 ナ科コナフ属アカガシ亜属
035 1 。 94TY-01 5 1 木 製 品 直柄文鍬 SE-04 下層 40.6 2.8 1 .4 ナ科コナフ属アカガシ亜属
。352 。 94TY-01 36 木製品 建築部材 SE-04 下層 65.5 5.8 5.7 ブナ科コナフ属アカガシ亜属 6 7  

。 94TY-01 68 木製品 用途不明品 SE-04 一指 8.7 2.5 0.8 柾目 ブナ科コナラ属アカガシ亜属0353 。 94TY-01 69 1 3.7 2.7 1 . 1  
0354 94TY-0 1 56 4五 丸杭 SE-04 下 層 1 5.4 4.0 3.2 芯f寺丸 Z土科ヲリ属ヴリ
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遺物番号 登録番号 種別 器F重 分類 出土地点 法量 (cm) 備考 木取り 樹種 写真図版
地区 遺構 担位 全長 幅 ・ 径 厚さ

0355 。 94TY-01 34 木 』 母 用途不明品 SE-04 下 62.4 1 0.3 8.0 芯持丸 ブナ科クリ属ウリ
0356 。 94TY-01 73 木 品 議書量

B SE-04 23.8 1 .6 芯無 ブナ科コナラ属アカガシ亜属 63 
0357 @ 94TY-01 59 木 l品 SE-04 よ 26.3 3.0 芯持丸 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
0358 。 94TY-01 39 木 l 回ロ目 SE-04 下 63.6 5.0 芯無 ツブラジイ
0359 94TY-1 1 1 7  木 l ロロロ SE-04 1 7.2 2.3 芯持丸 禾匝 定
0360 94TY-0 1 60 割統 SE-04 下 1 8.6 5.6 2.8 みかん割り ブナ科ウリ属タリ
0361  94TY-1 1 1 3  木 l ロロロ 用途不明品 SE-04 1 5.4 1 .9 芯持丸 ヒイフギ
0362 。 94TY-0135 丸杭 SE-04 下層 -話 47.5 5.5 ブナ科コナラ属アカガシ夏属
0363 。 94TY-01 75 木 l品 杭状加工品 SE-04 話 6 1 .2 2.4 芯持丸 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
0364 。 94TY-01 40 木 l品 柱材 SE-04 下層 ー括 68.2 5.4 芯無 ツブラジイ
0365 。 94TY-0 1 42 丸杭 SE-04 下層 75.4 6.7 芯持丸 スダジイ
0387 94TY-0238 木 l 品 不明 柄 SE-05 5層 36.8 2.6 芯持丸 ブナ相 コナラ腿アカガシ亜属
0388 94TY-0244 木 ロヨロ 様状加工品 S E-05 5周 1 7.2 2.6 2.2 芯無丸 ツ ラジイ
0389 94TY-0241 丸 晶

S E-05 5層 23.1 3.3 芯持丸 スダジイ
0390 。 94TY-0237 木 品 作 台 SE-05 5層 42.4 1 1 .3 8.4 芯持丸 シ ロ ヲモ 63 
0406 94TY-0289 杭 丸 SM-05 27.9 3.5 2.4 芯持丸 スダジイ
0407 94TY-029 1  杭 丸 S M-05 34.6 3.2 芯持丸 ウスノキ科
0408 94TY-0270 続 半設丸杭 SM-05 34. 1 5.7 3.5 芯持丸材の半毅 ;7)キ属
0409 94TY-0284 杭 丸杭 SM-05 43.1 3.2 芯持丸 広葉樹(散孔材B)
04 1 0  94TY-0287 杭 丸杭 SM-05 4 1 .8 4.4 芯待丸 ヤブツバキ
0550 。 94TY-0479 木製品 畢 C 0-04 38.4 7.7 輸部4.4 刃部長 25.8 ナ科コナラ属アカガシ亜属 64 
055 1 。 94TY-0636 木製品 Ba 0-05 36.2 8.9 1 .4 柄穴角 上4 1 ・ 下44・ 柾 目 ブナ科コナラ属アカガシ亙属
0552 。 94TY-0840 木製品 Äa E-05 35.0 1 0.6 1 .5 柾 目 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
0553 。 94TY-0733 木製品 0-05 5.0 27.95 1 .4 スダジイ 64 
0554 。 94TY-0477 木製品 0-04 29.0 1 2.0 1 .5  柾 目 プナ型コナラ属アカガシ軍属 64 
0555 。 94TY-0541 木製品 杓子形木製品 0-04 34.1 1 .6 芯持丸 ア ワ ブキ宰 ア ワ ブキ属 64 
0556 。 94TY-0639 木製品 不明 柄 0-05 34.9 2.5 芯持丸 スヲジイ 64 
0557 。 94TY-0750 木製品 不明 柄 0-06 35.1 2.9 芯持丸 ブナ科コナラ属アカガシ亜属 64 
0558 。 94TY-ü481 木製品 鎌柄 I 0-04 32.5 柄部径3.3 芯無 ブナ科コナフ属アカガシ亙属 64 
0559 。 94TY-0480 木製品 釈 子形木製品 Bc 0-04 45.9 身部稲4.3 身部厚2.4 柄部径3.1 ナ科コナフ属アカガシSP:属 64 
0560 。 94TY-0773 木製品 鎌柄 E-04 40.7 柄部径3.8 芯持丸 ムウノキ
0561  。 94TY-0347 木製品 不日 B-03 37.2 2.8 1 .8 芯持丸 エゴノキ属
0562 。 94TY-0476 木製品 0-04 三債 58.8 3.3 芯持丸 ヤナギ属
0563 。 94TY-0748 木製品 0-06 52.3 3.6 4.2 芯無角 スダジイ
0564 。 94Tト0504 木製品 0-04 37.8 7.7 芯持丸 ツバキ科ツバキ属
0565 。 94TY-0522 木製忍 0-04 3 1 .9 5.2 1 .4 柾 自 ブナ科コナフ属アカガシ更属
0566 。 94TY-0478 木製品 0-04 1 1 .45 2.6 1 .7 カヤ
0567 。 94Ty-0736 木製品 0-06 9.2 4.2 1 . 1  ナナメ サワ ラ
0568 94TY-0488 木製母 '鋪臼 0-04 1 5.9 3.2 1 .6 芯無 広葉樹(散孔材C )
0569 。 94TY-0637 木製品 明品 0-05 38.5 3.1 芯持丸 ヒノキ
0570 。 94TY-0839 木製品 柄 E-05 36.6 2.4 芯持丸 ハイノキ属
057 1 。 94TY-0827 木製母 明 品 E-04 1 3.9 3.0 1 .4 柾 目 ヤマゲワ
0572 。 94TY-0610 木製品 不明 柄 0-04 1 1 .6 2.9 芯持丸 スダジイ
0573 。 94TY-0643 木製品 用途不明品 0-05 27.1 4.7 2 . 1  ヤナギ属
0574 。 94TY-0860 木製品 用途不明品 E-05 28.4 1 .6 1 .6 芯無角 マツ属領経管東亜属
0575 。 94TY-0775 木製品 用途不明品 E-04 30.7 3.4 1 .9 芯無丸 モッコウ
0576 94TY-0537 杭 丸 0-04 20.0 6.8 芯持丸 ヒサカキ
0577 。 94TY-0482 杭 丸 0-04 32.3 2.6 芯持丸 ハイノキ属
0578 94TY-0492 材 板 0-04 34. 1 6.2 0.8 板 目 スダジイ
0579 94TY時0295 杭 容l B-03 4 1 .0 6.4 1 .9 柾 目 ヤ マ タ ワ
0580 。 94TY-0763 木製品 杭状加工品 E-04 3 1 .2 2.1 芯持丸 カヤ
058 1 94TY-0740 符 丸 I 0-06 29.8 3.2 芯持丸 スダジイ
0582 。 94TY-0856 材 丸 材 E-05 27.2 2.6 芯持丸 ブナ科コナラ属アカガシ亙属
0583 94TY-0539 杭 !lJ 凡 0-04 20.0 3.8 3.0 みかん割り ブナ科写ナフ属アカガシ亜属
0584 94TY-0743 杭 丸 九 0-06 24.7 3.2 芯持丸 ナ科コナラ属コナフSP:属ヴヌギ節
0585 94TY-0640 続 角 0-05 40.6 5.2 3.3 芯無角 ヤマグワ
0586 94TY-0764 材 板 E-04 47.7 3.5 1 . 1  板 目 ムヴロジ
0587 94TY-0664 材 半裁丸材 0-05 1 23.5 7.0 3.0 芯持半怠丸 ナ科コナフ属コナラ亙属クヌギ節
0588 。 94TY-0642 杭 丸 五 I 0-05 67.9 2.5 芯持丸 スダジイ
0589 94TY-0735 杭 丸杭 0-06 22.2 5.0 芯持丸 ウ ツギ属
0590 94TY-0852 4五 負 杭 E-05 23.4 4.3 3.4 みかん割り スダジイ
059 1 94TY-051 4  杭 割統 0-04 29.2 6.9 6. 1 5  みかん割り ナ科コナフ属アカガシ亙属
0592 94TY-0542 杭 半毅丸杭 0-04 4 1 .2 1 0.5 6.3 芯持半議丸 ブナ科コナフ属コナフ亜属クヌギ節
0593 94TY-0484 続 丸杭 0-04 45.6 1 1 .3 芯持丸 ツツジ科スノキ属シャシャンポ
0632 。 94TY-1035 木製品 円形盤 I ソヴミゾ 8.7 2 .4 0.5 柾 目 マツ科モミ属 66 
0633 @ 94TY-1 050 木製品 縁状加工品 ソヴミゾ 9.1 2 .7 芯無丸 ブナ科コナ7属アカガシ亜属
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| 遺物番号 登録番号 器極 分類 出 m ;孟量【冊j 備考 木取り 写真図版
| 地区 遺繍 層位 全長 纏・樫 l!ï;x 

。 | 木製品 一本平鋤 2号流路
94.0 ー

柄部径 1 .0 征目 フ
身部長33. 身部幅 1 3 身部隊2.: 円..... I ./1I1Æ‘ 

1 2 95TY-2396 ー 2号;f，f踏 22.8 1 0  2.1  8 
1 3  95TY-2 1 1 6  一 A G-C ー 39.6 1 3.4 2.4 柄部径3. 旦 j

1 1 1 4 95TY-2473 A 2号流路 30.0 2.6 日 1
1 5  95TY-2553 帯J-夜1 0宮 8.5 7.2 1 .8 8 1  

1 1 1 6 95TY三�!!2_ 46.8 8.0 2.0 82 
1 1 1  95TY-2441 2号iE畠 38.9 8.3 0.9 ，属アカガシ盈屋 82 

1 8  95 [y-2083 枠型田下駄 F- 4層一括 1 3.9 2.9 3.8 i属 ー
95 [y-2500 ー 3� 23.0 9 。 ー � 82 
95 [Y-2 172 2事 1 .2 シilP:liI 82 
95 [Y-2 搾童 下取 1 .6 キE 82 
95 [Y-2 ;39 2� 4.1  82 
95 [Y-2 ;94 握部径 3.3 みa 閉り fシ亜属1 1 24 95TY-2' 102 l 宅 7.3 82 

1 25 防 庁-2:187 1.4 4.8 深さ 7.2 D 82 
1 1 2 6  95TY-2365 i.2 F丸 |ヤ lキ 83 

1 27 c E丸 | ヒ' 83 
1 28 '.4 ，刃を 83 

1 1 29 95TY-2386 1.6 F丸 シ亜属 83 
95TY唄2359 1 ;.8 6.3 F丸 83 

1 1 3 1  -Z44U 2� 1.9 5.6 FJL i属 83 
12 3� 8.3 f丸 'マボ円シ 83 
1 3  3� 7.8 ー FJL 83 

2吾 6 'キ 83 
E 2� ヤ ')1 ' 83 

(-4 B E F毘 8‘ 
83 

(-2364 2� .6 パイ 'ヰ 83 
[y-23 1 2  H '.4 F丸 Fツa ー
[y-21 99 2� 22.9 1 .0 F丸 ')1 ' 

95TY-2448 積猫 Z事 3 1 .3 5.9 6.5 柄費量 磁打部長14 Fツ 84 
95TY-2208 B G-08 34.9 5.2 4.8 柄部長 1 4.5 滋打部長25 ノイノエ 84 

1 4 : 95TY-2 G-( 43.3 9.2 2.5 | クス キ 84 
1 4. 95TY-2351 H-08 7.4 5. 2.8 シ亜属 ー

1 1 41 95TY-25 K-09 司 63.5 4.8 ;謹註 84 
1 4 1 95TY-2 路 63. 2.6 3.0 92 1 1 4 95TY-25 3.9 1.7 
1 48 95TY-221 路 3.6 4.2 1キl

1 1 49 95TY-25C 5.9 2 経回 i属 84 
1 1 50 。 95TY-2447 木製品 柄部径 芯持 キ科サカ ，属サ

台宮 t 1 0.6 台部幅3.0 柄角 64
1 1 5 1 。 木製品 斧 際柄

也 柄晋日経 1 .6 イー 84 
台自 1.8 台部幅2.9 柄 角 53

。 木製品 斧 膝柄 A E 2号流路 柄部径 1.9 芯持 ， . 署'l-lj'::I.l�属サ セ台罰 14 .4 台郡稲3.9 踊筒69 ノ
1 5: 95TY-2499 E 3吾 30.0 1 3  

1 1 5- 95TY-2541 3吾 73.4 1 9  2. 高さ1 2.0 深さ 1.3 フ1:'1 Zノ''昆
1 1 51 95TY-2363 脚 置 2事 73.7 1 5.2 深さ B 騎直ill ヲス F相 ヴスノキ属つスノキ 85 

1 51 95TY-2438 方 }盤 E 2� 69.3 24.8 4 . 1  高き5.4 深さ4.8 クス Fヰ司 ヴスノキ鼠クスノキ 85 
1 1 57 95TY-2535 脚 盤 ー E 3� 62 22.8 3 フナ4 1))高ヲl 85 
1 1 58 95TY-2394 E 2� 23.5 1 3.4 1 .4 |クス

1 59 95TY-2509 筒冊 1器 E 商さ15.1 ー |イヌ1 86 
1 60 95TY-2556 8.0 フナ1 1ナラ属ー i属 ー

95TY-2252 E 路 28 |モミl 86 
52 95TY-2261 E 路 3 1 .8 函さ3. 謙さ 1 .8 ス ノキ 86 

1 1 63 95TY-2393 ー E 2� 路 4 1 .8 (頭 1)4.8 lMi 岡部員事 ノ .7 シ亜属 86 
1 1 64 95TY-2503 聴時�: 製品 E 36.0 ')1 86 

;5 95TY-2557 

事 E 『 . ア力1)シ卑�
1 1 66 y-; 14� ー E 2号涜路 22.0 9 1シ 1 86 
1 1 67 95TY-2C E 

ー-0 1 .8 (脚部) 9.8 2.6 !ス キ
;8 95TY-2! ;44 E J- 22.3 1 2.9 2.9 ンd ン 86 

1 1 69 95TY-2: 158 E 路 (紡茎) 29.5 l新茎] | 紡輸幅 1 紡輪埠 紡E !Ji. ，更属 86 
1 95TY-2484 E 65.4 5 4.4 守シ盈属 86 

95TY-241 2  B E 2� 島 1 6.3 4.1 �� ;/イ
1 1 7 2 95TY-日395 弓 E 2� 路 1 55.1 3.3 立主将 マウ コ ギ 9 2  

ー
や時
N
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遺物番号 登録番号 種別 器種 分類 出主地点 ，孟lItlαnJ
木取り | 写真図自地区 ;A構 層位 全長 幅 ・ 径 厚さ

1 1 7 3  95TY-2388 E 1-08 1 30 2 F丸
フ
ブナ

ナ
率
平

土ラ胆 コ
コ
ノキ

ナ
ナ

属

ラ
ラ

亜
蔓

属
属コ

タ
ナ
ヌ ギ

ラ節
節 92 

74 95TY-2390 E 2号流E 7.0 1 0 9.5 92 
1 1 7 5 95TY-2595 1 28 1 5.2 F丸 1 1 、 ヰ剥

76 95TY-2216 1 宅 69 1 2.3 5.7 寄 |ツa tキ科ツ， ー麗 87 
7 95TY-2439 2宅 量 1 06.3 1 0.0 聾 タ キ属

1 1 7 8 95TY-2482 ね 1-08 64.3 1 5  2.0 l�f;lÁ 88 
7 9 95TY-2204 i-C 91 . 1 9.3 

..11 旦0 理5TY-2288 1 lil盤 78.7 1 8 
1 1  。 95TY-2536 3 1.3 7.0 4.3 ー丸 �ノイ 92 12 @ 9l rv-2443 霊 2 6.0 92 
1 1 83 95TY-2286 1 7.0 ，覇IIiI'J宜ギ筒

14 9l 内-239 2 3.5 ノ・4
1 5  95TY-2596 5 'ヌマキ
16  95TY-2! 2 E路 13' 1.0 '}.� ス
17  95 rv-2: 蹟 1.3 ー
1 8  95  rv-21 路 31 .4 1.5 i属コナラ節
19 95 rv-21 柱材 ー 路 1 5.7 1.3 F節

95TY-2' 21 陸 6J，0_ ;.6 5 
1 1 9 1  95干(-2554 62.3 6 5.6 ア力1) シ盈属

1 92 95TY-2397 69.8 5 'キB 8� 
1 93 95TY-22 1 4  E 1 1 搭 58.9 8 2.8 i属コナラ節 8�  
1 94 95TY-2555 E 3l 隆 52.8 81 
1 9 5 95TY-2501 E 21 {敵孔材
1 96 95TY-2245 1 蕗 3イ

1 1  ! 95TY-22 Ab 酪 身部 7.4 身部 lO.I 納部停; fiE目 88 
18 95TY-2501 直 8d 柾目 lア 88 

1 1 9  95TY-255C Ac 3� 路 4 1 .3 柾目 lア 88 
95 rv-2 路 4 2 lア
95 '(-4 E J-I 1 8.4 6. 義 コ ト弓 lア

0 2  95 rY-2 E F-I 一括 29.2 2.5 :.--イ 88 
03 95 (-2 E 2喜 t 40 2 �ア l力 シ亜属 88 

1 204 95TY四2549 E 3-1' 55.0 1.8 トラ属アカガシ亜属 88 
1 205 95TY-2205 E 1.6 F到， �ア 1ガ シ亜属 92 
1 206 95TY-2220 E 66.2 1.8 f /キ車
1 20 95TY-2 1 1 5 [状加 1 6.5 1.6 '亜属
1 208 95ïY-2442 2�l1i 1 3.2 1 .9 1.3 キ 89 
1 209 95 rv-2249 1 0  1.5 0.4 モミ属 89 
1 2 1 0  95 rv-21 1 0  45.3 3.0 4.3 ツバキ科 「ヌョーャ 89 
1 2  95 rv-226， 35 3.6 3.3 ス 『ジイ 89 
1 2 1 2  95 rv-2434 E 1-( 40.4 4.2 1 .9 チシャノキ
1 2 1 3  95TY-2522 E 3 2 1 .9 6.8 1 .2 フ ト科クリ 属ウIJ
1 2 1 4  。 95TY-220 E 26 2.2 89 
1 2 1 5  @ 95TY-240 42.8 5.5 1 .0 | ス 89 
1 2 1 6 95TY-2228 句" 1 5 1 .9 | ヤートギ属
1 2 1 7  95TY-2409 :明 2 56.3 6.4 札 3樋物B
1 2 1 8  。 95 rv-2444 2 24.9 5.9 | ヴ 、ノキ
1 2 1 9  。 95 rv-2398 、明 34.2 4.0 3. 角 |チシャ/ヰ
1 221  95TY-2478 E 2 1 43. 9.0 .7 |広葉樹
1 22 1 95TY-21 05 E 1 47.3 ;.3 4.3 回 |樹皮
1 2 2 2  95TY-232 E 1 2 1 .7 1.0 |力 '^ミJ
1 223 95TY-2293 E 1 92.5 ア t Fキ!
1 224 95TY-2294 ー. 1 1 84.0 1.0 川イ フヲキ節
1 22 5  95TY-2244 重 1 47.3 1.0 L属ヲヌキ節
1 2 26 95TY-2289 事 1 08.3 }。 3亜属'1ヌギ節
1 22 7  95TY-2576 25.0 7.4 高さ 30.4 スギ
1 2 28 95TY-2276 84 3.0 コギE
1 229 95TY-228 ー 1 3.7 23 3.0 Fスノキ ー
1 230 95TY-21 E 72.3 8.9 4.6 Lダ ‘1・4 
1 23 95TY-2232 E 6 1 .9 5.0 6.3 f量生1企JlI り 'マグ
1 23 2  。 95TY-2546 E 2号流跨 46.2 5.9 芯持丸 、ヲロ::- 89 
1 23 3  。 95TY-22 10 E SE-06 3 1 .4 4 1.4 芯待角 I"�ゲ
1 234 。 95TY-2366 8.4 クリ属'1'
1 235 95TY-2426 E 33.0 6.9 8.3 幸丸 キヰヰ
1 236 95TY-2320 E 路 27.2 5.9 丸 1属ウヌギ節
1 237 95TY-2053 E 路 36.0 5.6 幸丸
1 238 。 95TY-2385 '.6 5.2 丸 | 広 重

l
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遺物番号 登録番号 種別 器種 分類 出土地点 法量(cm) 備考 木取 り 樹種 写真図版
地区 遺構 層位 全長 幅・径 厚さ

1 23 9  。 95TY-2246 杭 丸杭 E H-07 1 00.3 9.0 ガマズミ属
1 240 95TY-2278 杭 丸杭 E H-07 56.7 8.0 芯持丸 つる植物A
1 24 1  95TY-241 4  杭 丸杭 E 2号流路 1 22.7 7.0 芯持丸 サクラ属
1 242 95TY-2 1 23 木 2品 用途不明品 E 蕃 21 2.5 9.3 芯種主 スダジイ
1 243 95TY-251 6 木 E品 杭状加工品 E 260.7 8.3 芯持丸 ブナ事 コナラ属コナラ亜属コナフ節
1 244 95TY-2565 | 木 回ロ目 杭費量 E 320.7 4.0 芯持丸 ブナ科コナラ属z力ガシ亜属
1 245 95TY-231 5  E 69.0 5.5 3.6 みかん割 り ヒサカキ
1 246 。 95TY-2209 E 63.0 1 0.3 1 . 1  柾目 スギ 89 

1 247 95TY-21 98 半 .材 E 53.3 4.3 1 .6  3E ア ワ キ属
1 248 95TY-2224 E 1 号遼盛 76.1 2.6 エノキ属
1 249 95TY-2231 E G-08 25.2 1 0. 1  1 .7 スダジイ
1 250 95TY-2233 匁 E G-08 25.5 3.4 1 .6 ブナ科'Jリ属ウリ
1 25 1  95TY-2498 材 丸 E J-08 29.5 1 0.6 スダジイ
1 2 5 2  。 95TY-2542 材 割材 E 2号流路 80.3 7.2 4.0 みかん割り ブナ科コナラ属アカガシ更属
1 25 3  95TY-21 73 材 丸材 E G-07 89.3 2.0 芯持丸 キブシ
1 254 95TY-2303 材 丸材 E 1 号涼路 1 1 5.3 1 1 .0 薫 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
1 25 5  95TY-21 64 材 分割材 E 1 号流路 86.0 2.3 0.8 ツ ラジイ
1 256 95TY-2330 材 丸材 E 1 号流路 67.3 1 1 .3 エノキ属
1 257 95TY-2 1 77 材 丸材 E 1 号流路 1 6 1 .0 9.3 ウ メ
1 258 95TY-2 1 50 材 丸材 E S E-06 1 09.6 1 3.0 芯持丸 スダジイ
1 308 。 95TY-2094 木製品 馬鍬 E 1 号大陸(G-06 45.5 3.6 2.7 芯無角 ツフラジイ 90 

1 309 。 95TY-2 1 1 4 倖 型 国下駄 E 1 号大陸(G-07 42.8 3.5 3.3 芯無角 ツブラジイ 90 

1 3 1 0  。 95TY-2266 不明 柄 E 1 号大陸(H-07 48.5 3.4 芯持 広葉樹
1 3 1 1 。 95TY-21 09 台付椀 E 1 号大陸(G-07 1 0.9 8.3 1 .5 横木 クマノミズキ文はヤマボウシ 90 

1 3 1 2  。 95TY-21 07 台付椀 E 1 号大陸(G-07 9.7 1 0.3 1 .4 機木 'Jマj，ミズキ又はヤマボウシ 90 

1 3 1 3  。 95TY-2263 柱材 E 1 号大畦(H-07 1 0.8 5.6 3.4 ブナ科コナラ属コナフ亙属クヌギ節 90 

1 3 1 4  。 95TY-2264 盤 E 1 号大陸(H-07 8.7 7.6 1 .3 クスノキ
1 3 1 5  。 95TY-2265 盤 E 1 号大陸(H-07 24.1 6.2 0.9 機木取 ヲスノキ 90 

1 3 1 6  。 95TY-2004 不明 柄 E 1 号大珪 23.5 3.4 2.5 芯持丸 ツ フジイ 90 

1 3 1 7  。 95TY-2256 木製品 木簡 E 1 号大畦(H-07 20.8 4.2 0.5 柾目 スギ 90 

1 3 1 8  。 95TY-2262 木製a 木簡 E 1 号大陸(H-07 1 5.7 2.6 0.4 柾目 スギ 90 

1 3 1 9  。 95TY-2254 木製品 木簡 E 1 号大陸0-08) 1 4.2 4.2 0.5 柾目 ヒノキ属 90 

1 3 20 。 95TY-2253 木製品 木簡 E 1 号大陸(H-07 4.7 2.0 0.2 柾目 マキ属
1 3 2 1  。 95TY-2257 木製品 木簡 E 1 号大陸(H-07 7.7 1 .4 0.2 柾目 マキ属
1 3 2 2  @ 95TY-2 1 1 3  木製品 板状加工品 E 1 号大陸(G-07 9.2 0.8 0.7 柾目 モミ属 9 1  

1 3 23 。 95TY-21 08 木製忍 績術 E 1 号大畦(G-07 5.0 4.0 0.7 柾目 イスノキ 90 

1 3 24 。 95TY-2255 木製FiI. 積縮 E 1 号大畦(H-07 4.6 3.5 1 .2 柾目 イスノキ 90 

1 3 25 。 95TY-2579 木製品 積櫛 E ソヴミゾ -括 3.9 2.7 0.6 柾目 イスノキ 90 

1 3 26 。 95TY-2093 木製品 箸状加工品 E 1 号大陸(G-06 6.3 0.9 0.6 ;t;無角 ガマズミ属 90 

1 3 27 。 95TY-2091 木製品 箸状加工品 E 1 号大陸(G-06 4.3 0.9 0.6 芯無角 ウ ツギ属 90 

1 3 28 。 95TY-2092 木製品 箸状加工品 E 1 号大陸(G-06 1 0.6 0.7 0.6 芯無角 ウ ツギ属 91 

1 3 29 。 95TY-2259 杭 杭状加工品 E 1 号大陸(H-07 232.3 5.5 芯持丸 クスノキ剰 92 
1 3 30 95TY-2349 木製品 杭状加工品 E 1 号 07 1 98.3 5.3 芯持丸 ブナ牢 コ ナラ属アカガシ亜属
1 33 1  。 95TY-20 1 5 木製品 用途不明品 E 1 1 26.7 4.0 芯持丸 ア ワ ブキ属
1 3 3 2  95TY-2040 木製品 杭状加工品 E 1 1 1 8.3 4.3 芯持丸 モチノキ属
1 3 3 3  。 95TY噌2258 木製品 杭状加工品 E 1 号 07 83.9 5.7 芯持丸 ハシ ドイ

。 95TY-2250 木製品 繍鍬 1 号大陸(H-07
1 1 .3 42.7 1 .7 板目 Lブナ科コナフ属アカガシ亜属 91 

1 3 34 E 
横鍬 柄 1 07.3 2.3 レ科ムヲノキ属ムウノキ 91 

1 33 5  。 95TY-2003 木製品 柱材 E 1 号大陸 94.0 1 3.3 芯持丸 ブナ科クリ属クリ 92  

1 33 6  。 95TY-2001 木製品 建築部材 E 1 号大陸 1 06.7 6.7 5.3 芯持丸 ブナ科コナラ属コナフ亙属コナフ節 92 

1 33 7  95TY-2029 木製品 杭状加工品 E 1 号大陸 1 23.0 4.0 芯持丸 ヲスノキ科
1 338 95TY-2328 木製品 用 晶 E 1 号大陛(H-07 1 1 6.0 6.3 芯持丸 チシャノキ
1 33 9  95TY-2020 木製品 杭 品 E 1 号大陸 1 06.7 3.7 芯持丸 ヲスノキ科
1 340 95TY-2350 材 丸材 E 1 号大陸(H-07 1 32.3 5.0 芯持丸 ブナ科コナラ属アカガシ亜属
1 34 1  95TY-2041 材 丸材 E 1 号大陛 1 38.7 4.3 芯持丸 エゴノキ属
1 342 95TY-2008 木製品 晶状加工品 E 1 号大陸 28.0 3.2 芯持丸 ナ科コナフ属アカガシ亙属
1 343 95TY-2007 木製品 克状加工品 E 1 号太陛 32.9 3.2 芯持丸 広葉樹(億五型空}
1 344 95TY-2052 木製品 定状加工品 E 1 号大陸 28.5 3.6 芯持丸 スダジイ
1 345 95TY-201 2  木製品 克状加工品 E 1 号大陸 20.2 4.3 3.4 芯持丸 スダジイ
1 346 95TY-2051 木製品 礼状加工品 E 1 号大陸 72.1 2.8 芯持丸 ヤナギ塵
1 347 95TY-2024 木製品 杭状加工品 E 1 号大陸 69.8 3.4 芯持丸 ブナ科コナラ属アカガシ亙属
1 348 95TY-2006 木製品 杭状加工品 E 1 号大陸 45.5 3.8 芯持丸 スダジイ
1 3 49 95TY-2027 木製品 棒状加工品 E 1 号大陸 56.2 4.0 芯持丸 ヤ マハゼ
1 3 50 。 95TY-2002 木製品 用途不明品 E 1 号大畦 39.9 5.5 4.3 芯持角 ， 、イ ノキ属ハイノキ節 91  

1 3 5 1  95TY-202 1 木製品 杭状加工品 E 1 号大陸 40.2 2.4 芯持丸 ハ イ ノキ属ハイノキ節
1 3 5 2  95TY-20 1 9  木製品 杭状加工品 E 1 号大酔 42.7 5.8 芯持丸 スダジイ
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遺物番号 金銭番号 種jjll 器種 分類 出土地点 j去量 (cm) 備考 木取り 樹種地区 遺構 層位 全長 『踊 -!:歪i 厚さ 写真図師
1 3 53 95TY-2044 材 丸材 E 1 号大陸 67.6 3.5 芯持丸 ヤ マ ウ ルシ
1 354 95TY-201 8  木 �� 杭状加工品 E 1 号大陸 39.1 2.7 芯持丸 ツブヲジイ
1 35 5  95TY-2026 寸 分割材 E 1 号大畦 47.5 4.3 3.4 みかお扇1) ブナ科コナラ属アカガシ亜属
1 356  95TY-2022 半数丸材 E 1 号大陸 30.6 5.5 3.9 芯持半重量丸 スダジイ
1 3 57 95TY-201 4  木 曜品 晶状加工品 E 1 号大陸 66.7 4.2 芯持丸 ア ワ ブキ属
1 35 8  95TY-2036 木 E 品 占状加工品 E 1 号大陸 48.4 3.5 芯持丸 ウサギ
1 359 95TY-2031 木 l品 書22 E 1 号大陸 45.6 3.5 芯持丸 ハイノキ属ハ イノキ節
1 360 95TY-2047 木 l晶 E 1 号大畦 (H-07 56.1 6.0 芯持丸 ブナ和 コ ナラ属アカガシ亜嵐
1 36 1  。 95TY-2260 E 1 号大畦(H-07 27.8 26.8 4.9 ウスノキ 9 1  
1 36 2  95TY-2329 丸 E 1 号大陛 (H-07 66.7 1 6.0 1 3.3 芯持丸 チシャノキ ・ 9ブノキ属
1 367 95TY-2059 克 丸

ム E SM-07 48.5 2.9 カキノキ属
1 368 95TY-2060 丸 E SM-Q7 50.7 2.7 スダジイ
1 369 95TY-2058 長 丸杭 E SM-07 48.5 2.9 スダジイ
1 37 0  。 95TY-2248 杭 丸杭 E SX-02 1 06.0 8.3 ブナ科コナラ属コナラ亜属ウヌギ節
1 460 96TY-3080 4え 容l杭 N SM-20 59.8 6.8 2.1  みかん割り スダジイ
1 46 1  96TY-3084 杭 15I1杭; IV SM-20 53.1 1 0. 1  5.4 みかん割り スダジイ
1 462 96TY-3081 杭 容i杭 IV SM-20 1 8.5 9.6 2.0 みかん翻り ツブラジイ
1 463 96TY-3089 キ完 割杭 N SM-20 89.5 1 1 .4 4.7 みかん割り スダジイ
1 464 96TY-30日6 4五 割抗 IV SM-20 79.5 1 1 .7 5.7 みかん割り スダジイ
1 465 96TY-3085 4氏 15I1杭 N SM-20 66.7 1 1 .3 6.1 みかん割り ツブラ ジ イ
1 466 96TY-3087 4定 割杭 N SM-20 88.4 7.9 5.3 みかん割 り スイ担 ジイ
1 467 96TY-3 1 06 杭 容l杭 IV SM-20 64.2 1 1 .5 6.1  みかん割 り ツブラジイ
1 468 96TY-3091 杭 割杭 IV SM-20 45.4 7.2 3.7 みかん割 り スダジイ
1 469 96TY-3090 4丘 割杭 IV SM-20 44.5 9.1  3.5 みかん割 り ふ葉樹(環孔材)
1 47 0  96TY-31 0日 4え 丸杭 IV SM-20 34.2 3.4 芯持丸太 カヤ
1 47 1  96TY-3 1 04 杭 丸杭 IV SM-20 40. 1 4.3 芯持丸太 スタジイ
1 47 2  96TY-3092 4え 半重量丸杭 IV SM-20 74. 1 1 1 .3 7.7 ア ワ キ属
1 47 3  96TY-3 1 ∞  杭 丸杭 N SM-20 79.2 4.3 芯持丸太 ガマズミ属
1 47 4  96TY-3 1 02 tli 丸杭 N SM-20 40.8 6.4 芯持丸太 ガマズミ属
1 47 5  96TY-3083 tli 丸杭 IV SM-20 4 1 .3 5.5 芯持丸太 | ブナ科コナラ属コナラ亜属ヲヌギ節
1 47 6  96TY-3097 4立 丸杭 IV SM-2日 73.4 5.6 芯持丸太 ガマズミ属
1 47 7  96TY-3098 4五 丸杭 IV SM-20 50.5 5.7 芯持丸太 トネリコ属
1 47 8  96TY-3 1 0 1  4五 丸杭 IV SM-20 59.0 5.3 芯持丸太 スイ担 ジイ
1 479  96TY-3094 4五 丸杭 W SM-20 47.5 3.9 芯持丸太 | 広葉樹
1 480 96TY-3096 4五 丸抗 IV SM-20 46.4 4.6 芯持丸太 ア ワ キ属
1 48 1  96TY-3093 杭 丸杭 N SM-20 60.9 6.7 芯持丸太 ツ ラジイ
1 482  96TY-3088 杭 丸杭 IV SM-20 65.4 5.5 芯持丸太 ナ科コナラ属アカガシ亜属
1 483 96TY-3095 杭 丸杭 IV SM-20 53.9 3.4 芯持丸太 ツバキ科サカキ属サカキ
1 484 96TY-3099 4克 丸杭 IV SM-20 50.7 8.0 芯持丸太 ム ウ ロ ジ
1 48 5  96TY-31 07 杭 丸杭 N SM-20 60.0 6.0 芯持丸太 ム葉樹(散孔材)
1 486 96TY-3 103 tli 丸杭 IV SM-20 6 1 .7 4.4 芯持丸太 カヤ
1 487 96TY-3082 杭 丸杭 IV SM-20 69.8 5.9 芯持丸太 ユズリ ハ属
1 48 8  96TY-3 1 05 杭 丸杭 IV SM-20 80.0 5.3 芯持丸太 ツツジ科スノキ属シャシャンボ
1 489  96TY-31 48 杭 割杭 IV SM-2 1 69.7 1 2.8 4.0 みかん割 り スダジイ
1 490 96TY-3 1 46 杭 !I. 杭 IV SM-2 1 6 1 . 1  9.8 3.5 みかん割り ツブフジイ
1 49 1  96TY-31 38 杭 割杭 IV SM-21 64.0 1 1 .6 4.1 みかん割り ブナ科コナフ属コナフ亜属コナフ節
1 492 96TY-3147 tli 15I1杭; N SM-21 75.1 1 3.6 4.1 みかん割り スダジイ
1 493  96TY-31 49 4五 審l杭 N SM-2 1 5 1 .4 1 2.7 4.3 みかん割 り スダジィ
1 494 96TY-3128 杭 半戴丸杭 W SM-21 58.4 9.0 5.7 J 、イノキ属ハイノキ節
1 49 5  96TY-31 29 杭 丸杭 IV SM-21 42.9 8.1 芯持丸太 ガマズミ属
1 496 96TY-3 1 33 杭 丸杭 IV SM-2 1 56.4 6.4 芯持丸太 ムヴノキ
1 497 96TY-3 1 3 1  杭 丸杭 IV SM-21 56.4 6.4 芯持丸太 広葉樹(散孔材)

1 498 96TY-31 30 杭 丸杭 IV SM-21 29.5 5.9 芯持丸太 ヲマノミズキ類
1 499 96TY-3 1 32 杭 丸杭 IV SM-21 57.5 7.7 芯持丸太 ヒイフギ
1 500 96TY-3 1 36 4完 丸杭 W SM-2 1 46.3 5.4 芯持丸太 ヤブツバキ
1 50 1  96TY-31 42 4丘 丸杭 N SM-2 1 72.7 6.5 芯持丸太 広葉樹(散孔材G)
1 502 96TY担3127 杭 丸杭 IV SM-21 33.8 5.6 芯持丸太 ヒサカキ
1 503 96TY-3 14 1  杭 丸杭 N SM-21 46.3 4.3 芯持丸太 ム葉樹
1 504 96TY-3 1 35 4え 丸杭 N SM-2 1 59.9 5.8 芯持丸太 ブナ科コナフ属アカガシ亜属
1 505 96TY-3134 4五 丸杭 w SM-21 38.6 5.8 芯持丸太 ム葉樹(環孔材A)

1 506 96TY-3 1 44 tli 丸杭 W SM-2 1 26.8 3.1 3.2 芯持丸太 ツブラジイ
1 507 96TY-3 1 37 4五 丸杭 W SM-21 67.9 6.6 芯持丸太 ツツジ科スノキ属シャシャンポ
1 508 96TY-3 1 45 4え 丸杭 IV SM-21 48.6 7.1 芯持丸太 ヤブツバキ
1 509 96TY-3 1 40 tli 丸杭 w SM-2 1 47.9 6.5 芯持丸太 イヌガヤ
1 5 1 0  96TY-3143 4五 丸杭 N SM-2 1 20.8 4.7 芯持丸太 ムヲロジ
1 5 1 1  96TY-3 1 39 杭 丸杭 W SM-2 1 35. 1 5.4 芯持丸太 ブナ科コナフ属アカガシ亜属
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柳 町 遺 跡 I
国土交通省一般国道208号玉名バイ パス建設事業 に と も な う

玉名 市河崎字柳町 に 所在す る 柳町遺跡の熊本県文化課 に よ る

平成6�8年度調査箇所の埋蔵文化財調査報告書

第 1 分冊
本文編

平成13年 3 月 31 日
編集 ・ 発行 熊本県教育庁文化課

干 862・8609 熊本市水前寺6丁 目 1 8・ 1

TEL096・383・ 1 1 1 1 FAX096-384-7220 

印刷 ・ 製本 株式会社 織野印刷所

熊本県益城町広崎 1 630・ 1 産業団地内

TEL096・286・3366 FAX096・286・332 1
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 この電子書籍は、熊本県文化財調査報告第 200集を底本として作成しました。

閲覧を目的としていますので、精確な図版などが必要な場合には底本から引用

してください。 

 底本は、熊本県内の市町村教育委員会と図書館、都道府県の教育委員会と図

書館、考古学を教える大学、国立国会図書館などにあります。所蔵状況や利用

方法は、直接、各施設にお問い合わせください。 

 

書名：柳町遺跡 

発行：熊本県教育委員会 

     〒862-8609 熊本市中央区水前寺 6丁目 18番 1号 

     電話： 096-383-1111 

     URL：http://www.pref.kumamoto.jp/ 

電子書籍制作日：2015 年 12月 24日 

 

 なお、熊本県文化財保護協会が底本を頒布している場合があります。詳しく

は熊本県文化財保護協会にお問い合わせください。 

   熊本県文化財保護協会 

     URL：http://www.kumamoto-bunho.jp/


